




















本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　よくある異世界転移

一章　異世界生活の始まり

二章　同居人

三章　外が騒がしい

終章　村です

あとがき
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　俺の名は街まち尾お火ひ楽らく。

　大学卒業後に就職した会社がブラックで体を酷使して二十代を終え、三十代は病院で暮らした。男性。享年、三十九。




　そして現在、神様と対面中。




「異世界に転生ですか？」

「いや、転移だ」

「転移？　俺、死んだと思うんですが？」

「そうだ。だから、別の世界で生き返らせてやろうということだ」

「俺の体は……」

「病魔は取り払い、腐った臓ぞう腑ふを再生させている。でなければ、すぐに死んでしまうからな。ついでにいくらか若返らせてやろう」

「ありがとうございます」

「礼は不要だ。お前を別の世界に送ることで私に利がある。いわば、お前は私のために別の世界で生き返るのだ」

「なるほど。では、俺……私はそこで何かしなければいけないのですか？」

「俺のままで構わん。それと、そこでは生きるだけでよい。素直に第二の人生を楽しんでくれ」

「そうですか」

「文句はあるか？」

「いえ」

「素直なことだ。だが……本当によいのか？」

「ええ。なにせ、十年近く病院のベッドの上で動けない生活でしたから。健康な体にしてもらえて、しかも若返らせてもらえるとのことですから何も文句はありませんよ」

「そうか。……あーしかしその、なんだ。こちらの都合ばかりを押し付けて申し訳ないから、お前の願いを少しだけ叶かなえてやろう」

「俺の願いですか？」

「うむ。例えば……特殊なスキルを所持したり、良い出会いができるような運命を持っていたりとかだな」

「では、病気にならない体をお願いします」

「……病気にならない体？」

「はい。俺は病気で苦しみました。できれば、二度とそういった思いはしたくありません」

「う、うむ。わかった。では、病気にならない体……『健康な肉体』を授けよう」




　神様がそう言うと、俺の体が光った。それだけなのに、なぜか『健康な肉体』を受け取ったことを実感できた。ありがたい。




「ありがとうございます」

「んー……もう一つぐらい聞いてやるぞ」

「え？　ですが……」

「いいから、言ってみろ」

「で、では、できれば人の少ない場所で生活ができるようにしてもらえませんか」

「人の少ない場所？」

「はい。その、俺の親が亡くなった時、親族を名乗る人たちに色々されまして……あと、入った会社でも……。だから、その、少し人間不信というか……いや、違うな。多分、俺は人とのコミュニケーションがそれほど上手うまくないと思うんですよ。それは直していかなければと思いますが、すぐにはちょっと……」

「だから人の少ない場所か。わかった。お前が転移する先を考慮しよう」




　神様が何もない場所に手を伸ばして、変な動きをした。たぶん、転移先を調整してくれたのだろう。感謝しかない。




「ありがとうございます」

「もう一つぐらい構わないぞ」

「え？」

「いいからいいから。言ってみろ」

「そうですね……あ、そうだ！　行った先の言葉を喋しゃべれるようにしてください」

「それは大丈夫だ。基本的な人間との会話はできるようになっている。親切な初心者パックというものだ」

「は、はぁ」

「ほれ、早く望みを言え」

「そう言われても……ずっと病院のベッドの上でしたから、動けるだけで幸せというか望みの大半が叶っている状態でして……」

「では、あれだ。何かしたいこととかあるか？　行き先はお前の知っているゲームとかでよくある剣と魔法の世界だ。世界一の冒険者になりたいとか、稀き代だいの魔導師になりたいとか、単純にどこかの王様になりたいとかでもよいぞ」

「あはは。どれも俺には荷が重すぎますよ。そうですね……体が動くようになったら、やりたいと思っていたことが……あった！　ありましたよ！」

「そうか。言ってみよ」

「農業です」

「……」

「アイドルが農業をやってる番組があるんですよ。それを見て農業をやってみたいなぁって……子供の頃、体験学習でクワを持ったことを番組を見ながら何度も思い出して……」

「そ、そうか、農業か……」

「はい。俺は農業がしたいです」

「……」

「駄目ですか？」

「駄目ではない。駄目ではないが、その願いは私の管轄外でな。少し待ってくれ」

「はい」




　俺が待っていると、目の前の神様は古い携帯電話のような物を取り出し、会話を始めた。

　言葉は聞こえているが、意味がまるっきりわからない。言語が違うのだろうか？

　ただ、電話の向こうの相手がやたらと興奮しているのだけは伝わってきた。




「待たせたな。お前にはこれをやろう」

　そう言って渡されたのは一本のクワ。

　取っ手部分は木製で、刃の部分だけが鉄製。

「『万能農具』だ」

「万能？　クワは確かに優秀だと思いますが、農具として万能は言い過ぎでは？」

「今はお主のイメージでクワになっているが、用途に応じた形に変化する」

「変化？」

「うむ。ほれ、例えばカマになれと思えばカマになっただろう。他にもノコギリ、ハンマー、ツルハシ、シャベルと自由自在だ」

「おおっ」

「しかも、それはお前専用だ。常にお前の傍そばにあり、投げても戻ってくる」

「高性能！」

「ついでに、保管場所に困らないようにお前の体に宿る。望んだ通りに出し入れできるぞ。やってみろ」

　俺は言われた通りに『万能農具』を自分の体に収納し、取り出してみる。

「凄すごいっ」

「大事にするように」

「はい、大事にします」

「……では、そろそろ移動の時間だ。覚悟はよいな」

「大丈夫です。色々、ありがとうございます」

「うむ。では、達者でな」

　俺はその言葉を聞きながら、体が溶ける感覚を味わった。







　気がついた時、俺は森の中に立っていた。

　ボディーチェック。体は……自由に動く。痛みもない。健康体だ。鏡はないが手や足から若返った感じがする。二十代前半？　いや、十代半ばかな？　ともかく問題なし。

　服は……知らない服を着ている。ファンタジーゲームに出てくる村人のような格好で、ズボンにラフな上着。下着は……紐ひもで縛るトランクスかな。なんにせよ、死に装束じゃなくてよかった。これも神様の言っていた初心者パックの一つだろうか。

　次に『万能農具』を出してみる。クワがスッと現れ、俺の手に握られた。

　神様、ありがとうございます。そういえば、神様の名前を聞いていなかった。祈り先がわからない。だが、大事なのは感謝の気持ちだ。改めて神様、ありがとうございます。




　俺は立ち上がり、周囲を見渡す。

　森。前を見ても後ろを見ても森。右を見ても左を見ても森。

　転移先は人の少ない場所って希望したけど、ここって人が皆無な場所なんじゃないかな。
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　どうしよう。健康になったのに、このままでは死んでしまう。

　水、次に食料。そのあとに寝る場所。サバイバルの基本だ。それらを確保しなければ。

　まずは水を求めて移動……移動したいが、木々が邪魔だ。いや、移動はできるだろうが、木が多すぎて遠くを見通すことができない。さらに木が太い。幹の直径一メートル超えクラスがそこらにある。でもって、どこもかしこも似たような感じ。

　今いる場所はなぜか開けているが、それでも遠方が見えるほどではない。多分、このまま移動すれば迷う。迷ってもここに戻ってこられないだけなのだが……悩んでいても仕方がない。

　とにかく、水だ。水を探さないと死ぬ。

　ここは……自分の聴覚を信じてみる。どこかで水の流れる音はしないか？




　駄目だ。

　不気味な風の音と、恐ろしげな獣の鳴き声しか聞こえない。しかも、その獣の鳴き声は悲鳴のように感じた。つまり……獣を襲う獣がいるということだろう。




　深呼吸。

　とりあえず、一歩踏み出してみる。

　……物凄すごい違和感。

　それは地面を踏む足の感覚。先ほどまでいた開けた場所は、俺の知る普通の地面だった。しかし、木々の生い茂る今の場所の地面は硬い。固いではなく硬い。硬すぎる。地面が一枚の岩かと思えるほど硬い。

　そんな場所にぶっとい根を生やした太い木や背の高い草が生えているのは凄いと思う。感動すべき植物の生命力。だが、この硬い地面はマズイ。若返った自分の体力がどうなっているかわからないが、硬い地面の上を延々と歩くことになれば足を痛めるだろう。意外と地面の硬さは油断ならないのだ。

　そして、さらなる疑問。

　俺はこの硬い大地を相手に農業をするのか？　硬いのはこの森だけで、他の場所は大丈夫なんだよな。




　俺はクワの形の『万能農具』を構え、振り下ろしてみた。

　サクッ。

　クワの先は、驚くほど軽く深々と地面に入った。引き抜き、繰り返す。

　サクッサクッサクッ……。

　簡単に地面が耕されていく。おおっ。なんだか楽しい。

　サクッサクッサクッサクッサクッサクッ……あっ。

　マズイと思った。調子に乗って振り下ろした先に太い木の根が横たわっていた。腕に来る衝撃を覚悟したが、なかった。それどころか、手応えは変わらずにサクッだった。

　見ると、木の根は耕されていた。クワが入った部分の手前が、おが屑くずになっていた。

　いや、おが屑ではなく、土か？　見た感じ、良い肥料にも見える。

　えっと……。

　俺はそのまま、クワを振り続けた。

　太い木の根は完全に地面に同化し、残ったのは耕された地面だけだった。

　おおっ。

　そして、自分でも驚くほど疲れていない。

　若返りの効果？　いや、ひょっとしてこの『万能農具』を使っている間は、疲れないのではないか？

　さすがは神様のくれた道具。

　その道具をマジマジと見て、ピンッとひらめいた。

　耕しながら移動すれば、疲れないのではないか？




　やってみた。その通りだった。ありがとう神様。

　転移先に食料も水もないから、凄い放置プレイだなとか思いましたが、ちゃんと考えていてくれたんですね。

　改めて感謝しつつ、俺はクワを振り続けた。

　とりあえず、どこか飲料水を確保できる場所を見つけねば。

　耕しながらなので、移動速度は当然、遅い。しかも、最初は自分が移動できる幅があればよいと思ったが、耕した場所は平らになるし、木の根どころか木も構わずに耕せてしまうので視界を確保するためにも五メートルぐらいの幅を維持している。

　だからだろうか、一時間で五十メートルも進んでいない。マズイかな？

　今が何時かわからないが、日が暮れたらどうしよう。

　疲れないからって、視界なんて気にするべきじゃなかったか。いやいや、森から獣が出てくるかもしれないんだから視界確保は大事だ。

　むうっ……神様助けて！　と、いきなり他力本願でも駄目か。

　俺は自分の手にある『万能農具』を見る。今の形状はクワだ。効果は、耕した場所が土になっていく。

　神様は他の形になると言っていた。例えば……ノコギリ。

　俺は『万能農具』をノコギリの形にして、近くの木に当ててみた。

　いや、木を切るのはノコギリじゃないな。ノコギリは木材の加工に使う物で、木を切るのは斧おのだ。

　俺は『万能農具』を斧の形にして、近くの木に振りかぶってみた。

　木を豆腐のようにスパッと切り裂いた。

　おおっ！

　しかも、クワの時と違って木が木のまま残っている。俺は倒れる木を見ながら、考えた。

　俺のすることは、水を探すことではなく、この『万能農具』を使いこなすことではないだろうか。

　例えば……直径が十メートルを超える大木の幹に、ドリルに変形させた『万能農具』を押し当ててみた。

　ドリルはドリドリッと大木の幹に穴を開ける。

　五分もしないうちに、入り口の大きさは一メートルぐらい、中に高さ二メートル、広さが四メートル四方ぐらいのスペースを造ることができた。

　内部がささくれ立っていたので、『万能農具』をヤスリに変形させて内部を整える。ヤスリは一度擦こすれば、綺き麗れいに均ならされていた。

　巨大なリスの巣だなと思いながら木屑を外に捨て、これで寝床の確保ができた。

　次に水。

　俺は『万能農具』をシャベルに変え、地面を掘った。川を探すのではなく、井戸を掘る。

　普通なら川を探す方が圧倒的に労力は少ないだろうが、『万能農具』を持つ俺の場合は違う。

　サクサク掘れる。掘りに掘りまくる。真まっ直すぐ下に。

　五メートルぐらい掘ってから、掘った土を外に出せなくなった。

　あと、どうやって穴から出るのだろうとか思ってしまった。

　出る時は斜めに掘る必要があるな。いや、待て待て。




　縦の穴。




　酸素はどうなっている？　マズイ、死ぬ？　俺は慌てて斜め上に向かって穴を掘り、脱出する。




　反省。




　次は空気の通り道を考えながら、掘ってみた。

　基本、斜め掘り。適度な所で斜め上に向かって穴を掘る。

　俺の中のイメージの井戸とは全然違うが、要は空気が流れればよい。

　最終的に下に向かって掘っていれば問題はないだろう。

　はい、すぐに次の問題。明かり。斜めに掘ると、光が入ってこない。真っ暗。

　これはどうしようもない。穴の入り口を大きくし、できるだけ底まで光が入るようにするだけだ。

　推定深度、十メートルぐらいで水が出た。よしよし。狙い通り。しかも、地面が硬いせいか、水が染み出る感じではなく、湧き水のように穴の横からチョロチョロと流れ出し、穴の底に水を溜ため始めている。

　問題は飲めるかどうか……飲むしかないよな。

　とりあえず、すぐには飲まず、しばらく放置する。

『万能農具』を使っているから、喉の渇きはまだないし、さすがに硬い地面とはいえ、掘った直後のために水が汚れているからだ。

　これで寝る場所と、未確定だが水はなんとかなった。

　あとは食料だが……森から聞こえた獣の声の主を狙う？　無理無理。狩りなんてしたことがない。それに、なんだかんだで日が暮れ始めている。

　日が暮れ……しまった！

　火を忘れていた。

　井戸の明かり問題の時にどうして気付かなかった！　俺の馬鹿。

　火をどうやって起こす？　木と木を擦り合わせる？　そんなの素人の俺がやっても、上手うまくいくとは思えない。

『万能農具』で……ランプ？　ライト、電灯……駄目だ。変わらない。

『万能農具』は、農具の名前に拘こだわらずに何にでも形を変える。実際、ドリルやヤスリが農具かと問われたら、普通は違うと答えるだろう。だが、その形になってくれた。ハサミやスプーンにもなった。しかし、木を切るためにチェーンソーをイメージしたが駄目だった。発動機類や、電動草刈り機なども駄目だった。

　機械関係は駄目。ここから推測するに、パーツが少なければＯＫなのだろう。そこから火を生み出す道具。




　虫眼鏡！




　成功！　これで火を起こせる！　日が暮れ始める前ならば！

　俺は真っ暗な森を見ながら色々と諦め、寝床として作った木の穴に潜り込み、日が昇るまで『万能農具』を小刀に変形させ小物を作ることにした。

『万能農具』を使っていれば、腹も減らないだろう。とりあえず、コップとお皿、お盆。それに、ナイフやフォーク、お箸だ。材料は、斧で倒した木を使う。期待通り『万能農具』を使っている間は、喉も渇かず、腹も減らず、そして眠気もなかった。

　しかし、火がないので月明かりで作ることになった。やはりここは異世界なんだな。月が二つもある。
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『万能農具』は形を変える道具。出し入れ自由。使っている間は、喉も渇かず、腹も減らず、そして眠気もない。

　だが、使っている間とはどこを指すのだろうか。例えば、『万能農具』をクワにしている時、振りかぶって地面に入れ、そして抜くまでが使っている間になる。

　つまり、クワを振り続けている間はずっと使っていると言える。これは大体の道具で同じだ。

　だが、例えばハンマーで十本のクイを打つ時。クイを打っている間は使っている間になるが、クイを打つために移動している間は使っていることにはならない。

　何が言いたいかというと、小刀に形を変えた『万能農具』で小物を作っている時、作業中は効果を発揮しているが、完成して次の品に取り掛かる間は効果を発揮していない。それは短い時間でも、積み重なれば大きくなる。ごちゃごちゃと言っているが、つまり今の俺は喉が渇いているし、腹も減っているし、眠気も感じ始めていた。

　朝日を浴びたあと、とりあえず昨日掘った斜め穴の井戸に潜り、昨晩から今朝にかけて、寝ずに振るった小刀で作った木のコップの一つを取り出す。

　井戸の奥では、一メートルぐらいの深さで水が溜まっていたので、できるだけ上層の綺麗な部分を汲くんでみた。見た目は綺麗。飲める。飲めるはず。喉の渇きがあるので、ここで飲まない選択はない。男は度胸。

　俺はコップを少し傾け、口に少し含んだ。

　痺しびれたり、変な味はしない。普通の水だと思う。思いたい。なぜなら、喉が渇いているからだ。

　覚悟を決め、ゴクリと飲む。美味うまい。

　あとは、しばらく様子を見て腹が痛くならなければ問題なしなんだが……こればかりは時間経過を待つしかない。




　次は食事だな。

　その前に現状を確認する。

　大きな木の幹に寝る場所を作った。周囲は、俺がクワで耕したので土が軟らかくなっている。

　寝る場所から少し離れた場所に、斜めに掘った井戸。そして、最初に降り立った場所に伸びる五メートル幅に耕された道？　道のつもりはなかったが、道に見えるな。距離的には百メートルぐらいだろう。

　手持ちは『万能農具』と、寝ずに作った小物類。小物類はコップやお皿など、木を削って作ったヤツだ。一晩あったので、それなりの量ができている。

　うーむ。

　とりあえず、クワを振るいながら移動し、食べられる物を探すしかないな。理想は木の実。リンゴとかブドウがあれば嬉うれしい。

　では、さっそくと思ったが、その前に火を付ける。昨日の失敗を繰り返したりはしない。

　寝床のある木から少し離れた場所に小物作りの時に出た木屑くずを集め、『万能農具』を虫眼鏡に変化させて着火。そのあと、乾燥している木々を追加して火を安定させる。

　予想以上に時間がかかったが、なんとか火の確保ができた。できたが……放置は怖いな。山火事になったら困る。

　なので、食べ物探しは火が見える範囲で行う。つまりは寝床の周囲を広げるように耕していこう。

　頑張った。

　俺は寝床にしている木を中心に円を広げるようにサクッサクッとクワを振るい続けた。

　頑張り過ぎた。

　寝床にしている木を中心に二百メートルぐらいの空間ができてしまった。やはりクワは楽しい。

　途中、木を全て肥料にしたら木材に困ると思い、『万能農具』を斧にして木を切り倒した。

　その時に発見したのだが、木を引っ掛けるバールのような物──名前を知らなくてもイメージで『万能農具』を操れるらしい──で木を引っ掛けると、木の重さを感じずに移動させることができた。『万能農具』便利。

　寝床の木の裏に、直径一メートルから二メートルぐらいの大きな木を何本も横たわらせる。これで木材には困らないだろう。おかげで、目的である食料探しは完全に頭から離れていたのだが、運が良いのか悪いのか事故があった。




　周辺を耕している時、クワを振るった先に動物が現れたのだ。動物は兎ウサギのような見た目だった。ただ、サイズが中型犬ぐらいの大きさで、目が敵意剝むき出しに光っており、その歯はサーベルタイガーのように口の端から二本、牙のように伸びている兎だったが……兎に犬歯ってあったっけ？

　ともかく、その兎に対して俺はクワを止めることができず、振り下ろしてしまった。

　あっと言う間の一撃だった。前屈かがみだった兎の首の部分にクワが入り、そのままサクッと……そして首から上は肥料になり、体部分が残った。




　生き物の命を奪ったことに小さくないショックを受けたが、腹は正直だ。望んでいた食料が手に入った。合掌。頂きます。

『万能農具』を包丁にして、サクッと解体する。解体といっても解体の方法なんて知らないから、毛皮ごとブツ切りだ。その最中に内臓に気付き慌てる。内臓の中身をぶちまけるのはよろしくない。心臓とか肝臓はともかく、胃や腸には兎が食べていた物が入っている。

　俺に対して敵意を向けたことと、草を食べるのに邪魔そうな牙から考えて、草を食っているってことはないだろう。うん、腸も思ったほど長くないし、肉食だな。

　内臓部分を傷付けないように頑張って取り出し、捨てる。

　その後、毛皮の部分を削そいで肉だけにする。

『万能農具』をフライパンにすることはできたが、火に掛ける気にはならなかったのでフライパンは諦めた。

　小さく一口サイズに切ったあと、木の棒に刺して火に掛ける。今度、串を作っておこう。あと、石を加工して鉄板ならぬ石板を作ろう。食料を確保できたことで余裕ができた。色々と考えられる。

　そして焼けた肉を食べて思った。




　不味まずい。




　肉を火で炙あぶっただけだから、当然と言えば当然か。調味料なんてない。

　だが、食べられないことはない。なにせ十年近くの入院生活ではずっと薄味の病院食だったんだ。最後の方は点滴だったしな。それを思えば、自分で調理した肉料理。感涙物だ。

　食べられないワケがないじゃないか。

　…………。

　どれだけ補正をしても、焼けた血生臭い肉だ。自分を騙だましきれない。くっ。




　食料事情をなんとかしなければ。

　思いを新たにしつつ、とりあえず食べられるだけ食べた。

　それでも、まだ数食分ぐらいは余っている。腐らないように涼しい場所……井戸しか思いつかないが、あそこはできるだけ綺麗に使いたい。

　仕方がないので、全部焼いて保存することにする。

　肉を焼いて放置すると硬くなるらしいが、生で放置するよりはいいだろう。

　あと、捨てた内臓と、バラバラになった毛皮は『万能農具』のクワで耕して肥料にしておく。

　未だに腹は痛くなっていないので、井戸の水はセーフと判定しよう。とりあえず、腹は膨れた。
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　人間、食べる物を食べたら、出る物が出る。

　その辺りですればいいのだろうが、寝床の木の周囲を耕してしまったので見通しがよくて困る。

　それに、耕した場所でするのは何か違う気がするし、かといって耕していない場所でするのも将来を考えれば、そこを耕すかもしれないので困る。

　糞ふん尿にょうは肥料になるかもしれないが、排はい泄せつ直後の物は肥料にはならない。発酵させなければならない。

　いや、『万能農具』のクワで耕せばなんでも肥料になりそうだが、自分の排泄物を耕すのはなんだか気が進まない。

　なので、寝る場所、水、火、そして食料を手に入れた俺が次に求めたのはトイレだ。

　とりあえず、寝床の木を中心に、井戸から正反対の場所を選ぶ。臭いが出ると困るので、少し離れた場所に。

　今後のことを考え、地面を二メートルぐらい斜めに掘る。真っ直ぐ掘ると出られなくなることは学習済みだ。

　そして明かりに関しても。火をちゃんと持ち込む。……酸素！　いや、急いでやれば大丈夫！　ファイト！

　奥を少し広く掘り、空間を確保。数年はこれで大丈夫だろう。多分。

　溜めた汚物が染みて地下水を汚染すると困るので、『万能農具』のハンマーで床や壁を叩たたき、固める。思った通り、コンクリートのように土が固まった。これで大丈夫だろう。




　次に地上部分。

　まず、斜めに掘った穴を木板でふさぐ。木板は、確保した木材を『万能農具』のノコギリとノミで加工した物だ。工務店で売っている物との差は感じない。

　木材は乾燥させずに加工すると後で割れたりするのだが、『万能農具』のノコギリやノミを使うと乾燥の必要がないようだ。『万能農具』便利。

　このふさいだ場所は、トイレの中の汚物を取り出すための出入り口。

　次に、大体の目測で地下に作った空間の真ん中ぐらいの場所に、拳大の穴を真っ直ぐに掘る。

『万能農具』の形状は巨大なコルク抜きのような感じだ。

　長さが俺の身長ぐらいだったので、地下の空間に届くか心配だったが、巨大なコルク抜きは回せば回すだけ地下に伸びていったので無事に到達できた。井戸掘り、これでやればよかったかな？

　ともかく、できた穴をふさぐように木板を並べ、床を作る。

　そして床の一カ所に穴を開け、地面の穴とあわせたあと、便座を用意する。便座は程よいサイズの木を輪切りにして作った。俺は和式派ではなく、洋式派だ。しかも、小も座ってするタイプ。

　ズレないように木板や便座を加工して固定した。




　次に……壁。

　柱になりそうな木を『万能農具』のハンマーで四方に打ちつけ囲んだ。

　柱を打ちつける時に自分の身長のなさを感じたが、他の木材で足場を作ったので問題なし。柱の高さは二メートルぐらい。柱と柱の間隔も二メートルぐらいだから、二メートル四方の空間ができた気がする。

　トイレにしては広すぎるか？　いや、狭いよりはいい。フルオープンは困るが、多少は広くないと。うんうん。

　柱となる木に溝を彫り、その溝に嵌はまるように加工した木板を嵌めて壁を作っていく。

　全面壁にしてしまい、慌てて一面の壁を排除して出入り口を確保。

　出入り口に扉は作らず、少し離れた場所に衝つい立たてのように木を並べて打ち込み、目隠しをする。いい感じだ。




　そして天井。

　天井はまだ未完成。開放感。後回し。




　井戸から大きめのコップ、バケツよりは小さいヤツに水を汲んで運び、作りたてのトイレに座る。

　汲んできた水は手洗い用と、使用後に流す用だが……不覚。紙となる葉っぱを用意してなかった。危なかった。

　俺は森に駆け込み、尻が拭ける感じの葉っぱを探した。

　丁度いい葉っぱはなかったが、いい感じの草を見つけたのでそれを利用することにする。

　カブれなければいいが……実験をする余裕がない程度には、俺の便意は近かった。




　カブれなかった。一安心。




　その後、天井の作成にかかった。

　屋根を斜めに作るとかの技術はないので、普通に平たく置く。

　二メートルの高さだと、意外と窮屈。考えてみれば、二メートルだと襖ふすまを少し高くしたぐらいの高さだ。

　次に何か建物を作る時は、もう少し高くしよう。

　天井をシッカリと覆ってしまうと暗くて困ったので、壁の上の方に小さな明かり取り窓を無数に作った。

　これで昼は大丈夫。あとは夜の時だな。ああ、天気が悪い日もあるか。素直に火に頼ろう。




　木を火鉢のように加工して穴の部分に灰を敷く。火鉢が木なので、燃え移らないか心配だが……当面は仕方がない。後々の改善点にしておこう。

　あとは手洗いと便器洗浄のためにタンクっぽい物を用意したいが……木組みで水を溜めるタンクを作れる技術などなく、大きめの木を削って用意した。

『万能農具』のおかげで、作っている時よりもタンクっぽい物に水を溜めるために往復した時の方が疲れた。文明がないって大変だ。ともかく、トイレが完成した。満足。
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　トイレを完成させたあと、俺は寝床に戻って寝た。行動可能な昼間に寝るのはどうかと思うが、眠いものは眠い。

　体感で三時間ほど寝たと思うが、日はまだ落ちていない。




　現状確認。

　寝床、水、火、食事にトイレと今日は大丈夫。しかし、明日以降を考えれば問題は食事だ。

　今現在、運よく手に入れた兎っぽい動物の肉があるだけ。『万能農具』を使っている間は空腹を感じないので、食事回数を減らせると考えても……五日分ぐらいだろうか。

　それがなくなるまでに新たな食材を探したい。

　だが……その前に夜のことを考える。夜は寝た方がよいのは当然だ。しかし、森が怖い。あの牙の生えた兎は、サイズが大きく敵意があった。兎であれだ。熊とかなら、危ないのではないだろうか。

　火はできたが、野生の動物が火を怖がるのは迷信だとか聞いたことがある。なんでも逆に興味を持って近寄って来るとか……。




　とりあえず、木の幹に作った寝床の出入り口をふさぐ扉が必要だ。

　適当なサイズの木を『万能農具』で切り、取っ手らしき場所を作れば完成。多少、重いが……これぐらいでないと困るか。

　扉を閉めると、完全に中が真っ暗で色々と困った。ここで火を焚たいたら焼死か酸素不足で死ぬよな。今後の課題にしよう。

　次に、柵。

　寝床の木と井戸、そしてトイレを囲むように柵を構築する。

　柵といっても釘くぎがないので牧場地を囲っているような立派な物ではなく、『万能農具』で切り倒したできるだけ真っ直ぐで大きな木の枝を払い、丸太にして取り囲んだだけ。

『万能農具』がなければ動かせないようなサイズの木で、横になっても高さは一メートルぐらいあるから、獣に対しての進路妨害になるだろう。

　この丸太の柵、いい感じで自分の領域を主張するので、調子に乗って広く囲うことにした。

　百メートル×百メートルぐらい？　調子に乗り過ぎたか？　ともかく、ここで丸太柵の完成で、日が暮れたので寝ることにした。

　扉を閉める。やはり、真っ暗だ。何の作業もできないが、まあいいか。




　空気穴っ！

　マズイ、マズイ！　さっき酸欠になるって自分で考えたのに！　暗闇なので、扉の場所がわからずに少しだけパニックになってしまった。

　なんとか扉を開け、その扉の空気穴を何カ所か開けてから、寝ることにした。ふう。







　翌朝。

　俺は丸太の柵の外側に堀を作る。丸太の柵だけでは不安で、夜中に何度か目が覚めてしまったからだ。安眠のためにも、堀を頑張りたい。

　幅が……目測で一メートル五十センチ、深さは二メートル。

　丸太の柵は出入り口として丸太を置かない場所を作ったが、堀は完全に取り囲むように作った。

　そして、板で橋を作る。この板も『万能農具』でないと動かせないほど重いけど、俺しかいない現状では何も問題はない。うん、いい感じにできた。これでさらに安心。大丈夫だろう。大丈夫と思いたい。




　さて……寝床の安全も確保したから、次こそは食料だが……堀作りにかなり時間を取られ、日が傾いている。

　無茶はしない方がよいか。今日はここまで。と思ったが、娯楽があるワケではない。

『万能農具』を使っていないと、体力が減ってしまう。

　だから、日が暮れるまで『万能農具』を使ってクワで耕した場所を畑の形にしてみることにした。

　なにせ、俺のやりたいことは農業なのだ。堀の外の開けた場所で、クワを構える。畑の大きさの基準ってあったっけ？　あっても測れないか。

　なので適当に五十メートルぐらいの正方形を形作るように場所を決め、その中に畝うねを作っていく。

　全てクワでの作業だ。なかなか楽しい。見る見る畑の形が出来上がっていく。踏み荒らさないように注意するため、畑の周囲の土を少し盛り上げる。いい感じだ。そして、気付いた。気付いてしまった。




　種も苗もない。畑を作っても意味がないじゃないかぁ!!




　俺は夜通し畑を作った。徹夜だ。いい感じの月明かりで、暗さは気にならなかった。

　無心でクワを振るい、畑を作り上げた。ここはニンジン、こっちはジャガイモ。あっちはキャベツで、あそこは何にしようかなぁ。

　完全なる現実逃避だった。

『万能農具』を使っている間は、喉も渇かず、腹も減らず、そして眠気もない。使い続けていれば、無限に動けるのだ。

　気がつけば朝を迎え、俺の寝床を囲む丸太柵と堀の外を、さらに畑で囲むような感じになっていた。ははは。




　冷静になる。

　森の中で育てることのできる植物があるかな？　俺はそう考えながら森を耕す。

『万能農具』を使いながらの移動は便利だが、これだと育てられる植物と出会うことがあるのだろうか？　何しろ、草も木も『万能農具』のクワを入れれば、肥料になってしまうのだ。周囲を観察しながら振るうなんて器用な真似まねはできない。前もそれで牙の生えた兎を狩ってしまったのだ。




　また、やってしまった。

　兎だ。何かね。俺の前に飛び出すのがこの辺りの兎の習性なのかな？　しかも敵意剝き出しで。前回と同じように首にクワが入ったので頭部が肥料になり、体部分が残った。ありがたく頂くことにしよう。

　日暮れ近くまで森を耕した。植えられそうな植物とは出会わなかったが、兎の体が三つほど手に入った。

　出会った兎は四匹……四羽だったが、一羽は首が残って体が肥料になってしまった。前々から察してはいたが、クワの手前部分が肥料になることを改めて確認できた。合掌して首部分も肥料に。

　兎の体は中型犬サイズで運ぶのが手間だったが、この兎の体も、木と同じように『万能農具』で引っ掛けることによって軽くなった。『万能農具』様さま様さまだ。

　色々と感謝しながら兎を食べ、今日はしっかりと寝ることにした。
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　目が覚めた。

　普通に顔を洗って朝食に焼いた兎を食べ、出す物を出して気合を入れる。当面の目標は、畑で育てる植物を手に入れること。

　俺は『万能農具』を持って、意気揚々と堀を越えた。そして畑を見て驚いた。

　畝から小さな芽が出ていた。しかも、綺麗な等間隔で。




　誰かが種を蒔まいてくれた？　誰が？　それに蒔いてくれたとしても成長が速すぎる。

　俺は手にある『万能農具』を見た。神様？




　俺は森に走って大きめの木を木材にし、ここに来る前に出会った神様の姿を彫った。

　思い返してみれば、老人にも若者にも見えた。不思議な感じの神様だった。

　自分の腕では完璧ではないだろうが、似た感じの像ができた。




　そういえば、『万能農具』を手配してくれた方は担当が違うとか言っていた。

　そちらの姿はわからないので想像で彫る。農業担当なのだから、ふくよかだろうか？　農業をするなら、スマートじゃないと厳しいか？

　色々と考えた結果、花咲か爺じいさんみたいな像ができた。




　そして寝床にしている木の一部を削って、粗末ながらも社やしろを作り、そこに二体の木彫りの神様を祭る。




「神様、ありがとう！」




　長く祈ったあと、俺の目標が変更になった。

　畑を守ることに。

　現状を確認。

　寝床である大きな木。井戸、火、トイレ、それらを囲う丸太の柵と堀。その周囲にある畑、五十メートル四方を一面として、十二面。四面×四面の真ん中四つが居住スペースで、周囲が畑な感じだ。




　そして、全ての畑で小さな芽が出ている。この畑を守るのは俺だ。

　まず、現状の畑の周囲に柵を用意する。誰も近寄らせん。獣？　この『万能農具』で肥料にしてくれよう。ふふふふふっ。

　俺はハイテンションな状態で畑を囲うように丸太で柵を作った。堀も作った。さらに森が近い場所はその森を耕してつぶした。

　木材の入手が手間になるが、木の上から侵入されることを考えれば、仕方がない。一応、四方に出入り口とする場所と、堀を越えるための板を用意した。

　それらの作業に五日ほどかかった。

　その間、小さな芽はスクスクと成長し、畑に侵入した牙の生えた兎が六羽と、子犬サイズのネズミが一匹、畑の肥料になった。

　食料にするとか考えなかった。食料には、巨大な猪イノシシがあったからだ。

　正面から見て高さが二メートルぐらい、幅も同じような感じ、全長が四メートルぐらいある猪。

　かなりビビッたが、畑に近づいたので俺の覚悟が決まった。

『万能農具』のクワで、猪の首を切断。体は美味おいしく頂くことにした。




　今の俺、充実している。幸せだ。とりあえず、獣対策は万全だろう。

　だが畑の敵は獣だけではない。鳥や虫がいる。

　兎やネズミ、猪と違ってサイズが大きいヤツはまだ見ていないが、鳥や虫は確実にいるだろう。まだ俺の畑に手を出してこないのは、ヤツらにとってまだ俺の畑はその価値がないからだ。しかし、実を付け始めたらヤツらは襲ってくる。なんとか対策を考えねば……あれ？

　そういえば、あの芽は何ができるんだ？　一つの畑内では同じ種類で、畑ごとに種類が違う。

　食べられる物だよな。食べられる物であってほしい。これで観賞用の植物とかだったら、膝から崩れ落ちる自信がある。そして、添え木などのサポートが必要だったりはしないのだろうか？　イメージで農業やりたいだけの俺では、知識が不足し過ぎている。病院で寝ている時、もっと勉強していれば……。




　悔やんでも仕方がない。できることからやろう。

　まずは案山子かかしだろうか。などと考えていると、畑の方から獣の声が聞こえた。

　犬っぽい。

　犬が一生懸命、虚勢を張っているような感じだ。

　俺は『万能農具』のクワを持ちながら、その声の方に近づいた。

　畑を囲む丸太柵と堀の向こう側に、大きな犬がいた。真っ黒な犬だ。サイズは確実に大型犬だな。頭が俺の胸ぐらいの高さまであるし、立ち上がれば、確実に俺を越えるだろう。

　その大きくて黒い犬がこっちに向かって吠ほえている。

　なんだ？　不思議と敵意は感じない。

　真っ黒な犬の後ろにさらにもう一匹、同じようなサイズの真っ黒な犬がいた。よく見れば、二匹が怪我けがだらけなのがわかる。




　俺は近くの出入り口を開き、堀の上に板を渡した。

　吠えていた犬が、黙り、俺を睨にらむ。ちょっと怖い。

　俺は『万能農具』のクワを構える。自然と心が落ち着いてくる。

　落ち着いて二匹の犬を見て気付いた。後ろにいる犬はメスだ。だってお腹なかが大きいんだもの。となると手前がオスか。様子から察するに夫婦。
















　えっと……これ、追い払うのは駄目だよな。てか、メスの犬の足元がフラフラしている。オスの犬が時々、後ろを心配そうに見ながら、俺を睨む。




　犬は農家の味方。




　子供の頃、犬を飼いたいと思ったけど、それが叶うことはなかったなぁ。

　犬に味方する理由を考え、俺は『万能農具』のクワの構えを解いた。

　犬の方も理解したのか、睨むのをやめた。言葉を理解するかはわからないが、とりあえずジェスチャーで二匹を柵の内側へ招いた。
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　二匹の犬は俺のあとを付いて歩いてきた。なかなか素直だ。

　そのまま寝床を囲う内側の堀と柵を越え、焚き火の近くに招いたが近づいてこなかった。

　やはり獣は火を怖がるのか？　とか思っていたら違った。

　二匹は俺の倒した猪の体の方に近寄っていた。猪が大きいから、必要な分だけ切って放置していたのだ。

　腹が減っているのか？　減っているんだろうな。待て待て。猪の肉は兎の肉より美味かったんだ。全部をやるワケにはいかない。

　俺は手早く『万能農具』を包丁にし、猪の肉をカットする。モモの部分は確保。あとはロースとかヒレだが、あばら骨が……『万能農具』の包丁の前には何の障害にもならなかった。

　確保した肉を大きめの葉に包んで、木の幹の寝床に運ぶ。この大きめの葉は、畑の外周部を開拓している時に発見したものだ。そして、残った肉を骨ごと犬たちにやった。

　二匹とも凄い勢いで猪を食べ始めた。食べやすいように小さく切ってやろうかと思ったが、必要はなかったようだ。

　とりあえず、今の作業で理解した。テーブルが必要。

　考えてみれば、いままで地面での生活だった。もっと早く気付けばよかった。

　程よいサイズの丸太を縦に真っ二つにし、半円状にしたあと、動かないように半円の頂点を少し平らに削り、野性味溢あふれる長テーブルの完成。ついでに丸太の椅子も用意。一気に文明度が上がった気がする。

　この作業中も、犬たちは猪肉を貪むさぼっていた。かなり食べている。体のサイズよりも食べているんじゃないかと疑うぐらいだ。まあ、無駄にされるよりはいいか。

　俺は食事中の犬たちを放置し、小屋を作ろうと考える。畑で何かが収穫できるようになったら、保管する場所が必要だしな。小屋というよりは倉かな。

　トイレを作った感じで作る。『万能農具』があれば、拙い知識でもなんとかなるものだ。

　しかし、素人に高床は厳しかった。

　結局、本当にトイレと同じような感じの小屋ができただけだ。

　違いは広さと床。

　広さは八畳ぐらい。保管場所にする予定なので、それなりの広さが欲しかったからだ。四方の柱をそれなりに太い木を使うことで、強度的にも問題はない。

　床は木板を並べておらず、そのまま地面となっている。収穫物を保管することを考えれば、地面丸出しの方が冷えるだろうと考えたからだ。でも、衛生面を考えれば木板を並べた方がよかったかな？

　このあと、棚を作ってそこに収穫物を保管することにしたい。

　さて、棚作り用に木材を取りに行こうとした時、犬たちは食事を終えていた。猪は見事に骨だけになっていた。君たちの胃袋はどうなっているのかな？　などと考えていると、メスの犬が苦しそうな悲鳴を上げた。食べ過ぎか？

　俺は慌てて近づこうとしたが、オスの犬が唸うなって俺の接近を妨害する。

　そんな場合じゃないだろうと思ったが、メスの犬はウロウロとしたあと、また悲鳴を上げる。なんだこれ？　ひょっとして、出産するのか？　え？　野外で？　こんな場所で産んでいいのか？　駄目だよな。

　産める場所。

　木の幹の寝床？　あそこには肉や小物を保管している。それらが邪魔だ。

　となれば俺は二匹の犬を作ったばかりの倉に誘導する。野ざらしよりはマシだろう。

　メスの犬もそう思ったのか、素直に倉に入り、隅の方でウロウロするようになった。オスの犬はそれを不安そうに見ている。

　お産……お産……駄目だ。欠片かけらも知識がない。

　とりあえず、日が暮れる。

　日が落ちれば気温も下がる。俺は倉の中で火を焚くことにした。

　部屋の中央付近の地面を軽く掘り、簡易な囲い炉ろ裏りのような形を作り、まずは灰を敷く。その上に木を組み、火を付ける。

　煙は明かり窓から抜けていく。扉もないし、燻いぶされることはないだろう。

　あとは……飲み水か。

　俺は即席で大きなバケツのような物を木を削って作り、そこに水を運んでいく。

　メスの犬がガブガブと飲んでいるから、間違いではなかったようだ。

　そのあと……ここで産んだ場合、子供は地面に落ちる……地面にダイレクトでいいのか？

　しかし、毛布だなんだと上等な物はない。

　こうなるとわかっていれば、兎か猪の毛皮を確保すべきだった。

　前に見たＴＶでは、馬が藁わらの上で出産とかしていたな。しかし、この辺りに藁なんて上等な物はない。

　森に入って草を集めることならできるかもしれないが、もう日が暮れる。耕し続けるならともかく、草を刈り集める作業を暗い森の中でやるのは厳しい。

　なんとかできないか。とか考えていると、メスの犬は地面を掘るようなアクションをした。

　……。

　俺は『万能農具』をスコップにしてみる。シャベルとスコップの違いは、足を掛ける部分があるかないからしいが、俺の中の感覚ではスコップは片手で持てる物。シャベルが両手で扱う物といったイメージだ。どうでもいい。

　俺は倉の片隅をスコップで掘った。元々、この辺りはクワで耕しているから柔らかい。そこをスコップで弄いじることで、さらに柔らかくなった。

　俺は部屋の隅の方で一畳分ぐらいをスコップで柔らかくしてやった。

　メスの犬も俺が何をしたか理解していたのか、柔らかくした場所で穴を掘り、そして手や体で固めて出産場所を作った。

　あとは見守るだけだが……出会ったばかりの俺が見ている方が変なプレッシャーだろう。俺はあとをオスの犬に任せ、倉から離れた。

　日は完全に落ちており、寝床近くの焚き火と倉から漏れる明かりのせいで、やけに真っ暗に感じた。

　無事に出産してくれればいいが……。

　このまま寝る気にはなれず、俺は寝床の傍の焚き火を明かりに小物作りをすることにした。

　ちなみに、夜に見る猪の骨は怖かったので、クワで耕し、肥料になってもらった。
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　朝。

　倉の中には新しい生命が四つ、生まれていた。オスの犬やメスの犬と同じような真っ黒な子犬が四匹。

　メスの犬は苦労したのだろうが、あっさりした出産に感じてしまう。ＴＶとかの影響を受け過ぎだろうか。仕方がないじゃないか。病室で寝ている時、ＴＶを見ることぐらいしかできなかったんだから。

　ともかく、メスの犬も無事なようだしよかった。

　さて、朝食だ。とりあえず出産祝い。

　昨日確保した猪肉の良い部分を犬にやろう。オスの犬を呼んで肉を渡すと、メスの犬の所に持って行く。まさか、尻に敷かれているのではなかろうな。いやいや、女性を気遣うのは男性としては普通だ。ましてや出産を終えた女性となれば、当然の行為だろう。

　倉の中のバケツに飲み水を補充し、倉の中の焚き火に木を追加する。消火すべきか悩んだが、火が邪魔なら犬たちが何かアクションを起こすだろう。朝の段階で何もされていなかったから、問題なしと判断する。

　が、生まれたての子犬がヤケドをしても申し訳ない。火の周囲に土で囲いを作る。さらに囲炉裏感が増した。

　そして、自分の朝食。トイレ。




　そういえば、二匹の体が傷だらけだったと思うが大丈夫なのだろうか？　オスの犬の体を見ると、確かに傷だらけだが、治りかけている。昨日の段階では遠目にもわかったのだが、治癒力が高いのだろうか？　問題がないならいいのだが……それなりに動いているな。




「俺は食料を探しに行く。ここは任せたぞ」




　俺はオスの犬にそう言って、森に向かうことにした。

　あの二匹に猪肉を分けたので、食料予定が変わった。兎肉がまだあるが、保存方法が焼くだけなので備蓄も心もとない。俺は『万能農具』でなんとかなっても、二匹は困るだろう。

　まあ、俺の所に来るまで生きてきたのだから、なんとかするのかもしれないが……待てよ。

　俺はあの二匹……生まれた子犬を含めて六匹を完全に飼うつもりで考えているが、向こうはどう思っているのだろうか？　出産のためだけに俺の下に来ただけで、子犬が育ったら出て行くつもりだろうか？

　そうなら少し寂しい。子犬、可愛かわいかったので一匹は置いていってほしいなぁ。無理だろうなぁ。いやいや、待て待て。出て行くと決まったワケじゃない。

　とりあえず、あの場所がいい場所だと思わせよう。

　そして、できれば俺の畑を守る手伝いをしてもらえると助かる。

　そのためには……食料を確保して、主人としての甲か斐い性しょうを見せるとしようじゃないか。




　子犬が産まれてから、十日経過した。

　犬二匹と子犬たちは、俺の心配をよそに完全に俺の世話になる気満々だった。

　それなりに世話をした結果だと思いたい。




　驚いたこと、その一。

　親犬の二匹は、俺の作った丸太柵や堀を軽く飛び越えられる。合わせて三メートルぐらいの距離どころか、五、六メートルぐらいジャンプしている。

　最初に来た時に飛び越えて来なかったのは、怪我のせいか、身重のメスの犬に配慮していたからなのか……。

　親犬たちは勝手に動き回り、森に入って兎などを狩ってくる。

　そのまま食べず、俺の前に持って来るのは、一応は主人として認めてくれたのだろうか。それとも毛皮を剝はげと命令されているのだろうか。どちらにせよ、食料確保をしてくれるのは助かる。

　あと、少し不安になったので堀の幅と深さを広げておいた。

　それでも親犬たちは気にせずに飛び越えているけど……。




　驚いたこと、その二。

　子犬たちの成長速度。子犬たちの体は凄く大きくなっている。最初の頃は小さくて可愛らしかったが、七日ほどで乳から離れ、親犬と同じように肉を食べるようになった。

　よく見れば、歯が生え始めており、牙のような犬歯も姿を見せていた。だが、まだ可愛い感じを維持している。




　驚いたこと、その三。

　犬たちは親も子も、俺の畑を守ってくれた。正確には、怪しい虫を見つけた時は、吠えて俺を呼んでくれる。頼もしい。

　あと、少し心配していた犬たちの排泄だが、場所を指定すればそこでするようになったのでありがたかった。この犬たち、知能が高いのかもしれない。




　さて、俺は子犬たちが産まれてからの十日は、食料確保と、新しい倉の建設に従事していた。

　食料確保は食い扶ぶ持ちが増えたからで、倉に関しては最初の倉を犬たちが完全にマイホーム扱いしているので、犬小屋に転職させることにしたからだ。

　食料確保は『万能農具』のおかげで苦労はしなかった。

　倉作り二回目は、経験を積んでいるので、さらにしっかりした物になったと胸を張りたい。

　……。

　こっちの方が生活しやすいかな？　木の幹に作った寝床は、本当に穴だしな。木の中だから、火を使えないという弱点がある。今までの寝床を倉にして、こっちを俺の新しい寝床にすべきか。検討。こっちに住むことにした。

　新しい倉の地面に木板を並べて……地面に直接置くのは駄目かな？　トイレに並べた木板は固いしな。

　まず、角材に加工した木を等間隔に並べ、その上に木板を置く。隙間のない巨大なスノコみたいな感じだ。ただ、クギを打っていないから歩く度に板がズレる。

　多少苦労したが『万能農具』で木クギを作り、固定した。当面はこれでいいか。




　あとは畑の様子を見ながら、木材の確保と小物の製作に励んだ。

　特に小物……皿とコップを重点的に作った。

　これまでは俺の使っていた皿やコップは、犬たち用になったからだ。

　これも最初の頃に比べれば、格段に上手く作れるようになった。売れるんじゃないかってレベルだと思う。

　しかし、それで満足せずに今は木を組むことに挑戦中だ。

　これまでは木材を削る加工しかできなかったが、それでできた物は少し重いという欠点がある。皿やコップはそれでも構わないが、水を保管するためのバケツのような物は重いと使い難にくい。

『万能農具』で引っ掛けることで軽くはなるが、なんでもかんでも『万能農具』に頼るのはよろしくない。木を組むことができれば、軽量化を図れるだろう。最終目標は桶おけ。とりあえず練習と思ってマスを作っている。水漏れしないようにするには、どうしたらいいのだろうか。




　他にしているのは、葉の確保。

　主な利用方法は、トイレのお尻拭き。次にベッド。

　トイレのお尻拭きとして最初に集めた草はカブれないことがわかったので、それなりにキープする。森に入れば、これでもかと生えているので探す苦労はない。

　そして藁のベッドならぬ草ベッドのための葉だが、予想以上に集めなければならないことに驚いた。重くはないが、刈った場所から寝床に運ぶのはかなりの労働だった。しかし、その苦労の成果は素晴らしい。

　ちなみに、一番最初にベッドにありついたのは子犬たちだ。

　さすがに火の傍に草ベッドは怖いので、犬小屋に用意した焚き火は片付けた。元々は出産用だったし、今は草ベッドがあるから寒いことはないだろう。

　あとはこの草ベッドがどれだけ持つかだな。枯れたら入れ替えないと駄目だろうけど、また集めなければならないと思うと少し憂ゆう鬱うつになってしまう。なんとかならないものか。




　畑の芽の成長は良く、早い物ではすでに花を咲かせ始めている。

　ちなみに、何が育っているのか予想ができ始めた。

　ニンジン、ジャガイモ、キャベツ、トマト、カボチャ、キュウリ、ナス、ダイコン、ほうれん草、トウモロコシ、スイカ、イチゴ。

　畝を作っている時に想像していた作物たちだ。畝を作っている時に願えば、その作物が育つのだろうか？

　実験してみたいが、とりあえずは目の前の作物が収穫できるまで手は広げない。

　なにせ、今ある作物たちを育てたことなどないのだ。

　水をやっていいのか悪いのかすらわからない。

　しかも、俺の知っている作物は、こんなに早く花を咲かせない。

　つまり、この世界独特の植物かもしれないのだ。

　なので、畑の一面をさらに区分し、水をやる、畝の周囲を『万能農具』のクワで耕して肥料を与える、水も肥料も与える、何もしないとやってみた。

　あとはそれぞれの収穫具合でどうすればよいかを学んでいこう。




　全ての作物に共通でやったのは虫退治。

　農薬の作り方など知らないので、最初は火で炙ろうかと考えたが、作物への影響を考えると実行できなかった。

　色々と考え、虫が嫌がったのは『万能農具』をジョウロに変化させ、それで撒まいた水だった。

　最初は作物に水を与えるつもりだったのだが、その際に虫が嫌がるのを発見したのだ。

　以後、害虫っぽい虫を見つけた時は『万能農具』のジョウロで水を与えて排除した。

　ちなみに、犬たちは虫を食べようとは一切しなかった。獣の肉がいいらしい。
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　犬に名前を付けることにした。

　いつまでもオスの犬とか、母犬とかでは呼びにくい。

　実際、子犬四匹にはすでに名前を付けた。

　黒い子犬なので、クロイチ、クロニ、クロサン、クロヨンだ。

　クロイチは好奇心旺盛で活発。

　クロニは用心深い。クロイチの傍に常にいる。

　クロサンは四匹の中で最も力はある。でもって四匹の中で唯一のメスだ。

　クロヨンはマイペース。他の三匹とは違うことをよくしている。

　そんな感じで四匹を呼んでいたので、ふと親犬たちにもと思い立ったのだ。

　素直にクロパパ、クロママでもいいのだが……。

　一度、そう呼んだら凄く悲しそうな顔をしたように見えたのでしっかり考えることにした。




　候補……クロ／ブラック／シュバルツ／ノワール／ネロ／ヘイ／黒太郎／黒丸。




　自分のネーミングセンスのなさに少し困るが、とりあえず地面に名前を書いて本人に選ばせることにした。

　俺の書いた字は日本語のつもりだったが、見知らぬ文字に変換されていた。しかし、違和感なく読める。神様の言っていた初心者パックの影響かな。今まで、誰とも喋っていないし、文字を書くこともなかったから気付かなかった。

　ともかく、名前決めだ。

　クロパパの名前が決まったら、それに合わせた女名をクロママに付けよう。

　この時、俺は犬たちの知能の高さを再確認した。

　俺の書いた字を読めるのか、クロパパは〝シュバルツ〟一択だったようだが、それを妨害するようにクロママが〝クロ〟にしなさいと頭を押し付けて抗議している。

　その抗議に負けたのか、クロパパは渋々といった感じで〝クロ〟の字に手を当てた。

「本当にいいのか？」

　つい、そう聞いてしまった。答えるワケはなかったが、クロパパの目は「妻には逆らえないっす」とか言っているように見えた。

　……今晩の食事は豪華にしような。

　クロパパの名前はクロに決まった。

　では、クロママの名前はどうしたものか。




　候補……シロ／ユキ／ツララ／ミゾレ。




　考えている最中に、クロママはユキに決めたようだ。




　クロの奥さんなので毛色を無視してシロとか名付けようとしていることは気にしないのだろうか。

　それよりも、クロが「あれ？　俺の時よりもネーミングセンスありません？」とかいった顔で俺を見ている気がするが、気のせいだと思いたい。

　ともかく、クロママの名前はユキに決まった。




　クロ、ユキ、クロイチ、クロニ、クロサン、クロヨン。

　ユキだけ特別感があるが、気にしないでおこう。




　クロたちは、基本的に自由だ。森に行ったり、畑を見回ったりしている。

　しかし、一匹はなぜか俺の傍にいる。当番制で護衛でもしてくれているのだろうか？

　作業中の寂しさが少し減った。




　作業の合間に、木でフライングディスクを作ってみた。

　犬と言えば、これだろう。

　子犬たちに遊び道具だと投げてみたら、予想以上にウケた。子犬たちだけでなく、クロやユキが我先にと奪い合う。けっこうガチだ。子犬たちも負けていない。もっと和気藹あい々あいとしたいなぁ。

　仕方なく、一匹に一枚ずつ作り、順番に放り投げることで収まった。

　犬たちの争いは収まったが、俺が暇そうにしているとフライングディスクを持って来るのはやめてほしい。

　犬たちの身体能力は凄く、それらを満足させるためには全力で投げないと駄目で……腕が痛いのです。
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　子犬たちが生まれてから三十日。

　子犬たちは、かなり大きくなり、顔付きもクロやユキに似てきた。

　そして、新たな発見。子犬たちの額から角が伸び始めていた。




　クロやユキを見ると、額の部分に骨の折れた跡っぽいのがあるのがわかる。

　気付かなかったのは、子犬たちはともかく、クロとユキは背中は撫なでさせてくれるのに頭は触らせてくれなかったからだ。子犬の角が出始めたあたりから、頭を撫でさせてくれるようにはなったが……。

　折れた跡が痛々しい。生え変わるのかな？　そして、犬ではなかったか。

　まあ、角が生えているぐらいでは、特に気にしたりしない。ここは異世界だ。角ぐらい生えていても問題はない。じゃれられた時に痛いのを我慢する程度だ。

　角は鉱石で作ったナイフのような形をしているので、結構な勢いで頭から突進してくるのはやめてほしい。




　畑の作物はスクスク育っている。

　そのほとんどが実を付け、イチゴとトマトが収穫できそうなぐらいに赤くなり始めていた。ニンジンやジャガイモもいい感じで葉を茂らせている。そろそろ収穫できるだろう。




　畑の中で区分して手の入れ方を変えた件の結果だが、手を入れれば入れただけ成長が速かった。

　つまり、水をやって肥料を与えた方が成長が良く、次に肥料を与えた作物。

　その次に水を与えた作物で、最後に何もしなかった作物。

　しかし、何もしなかった畑でもそれなりに作物ができている。この世界ではそうなのか、それとも『万能農具』のおかげなのか？

　ともかく収穫だと思ったが、困った事態に直面した。

　収穫物が多すぎることだ。

『万能農具』でカマやナイフ、ハサミを使って作物を収穫するから疲れないとしても、軽く眩暈めまいを覚えるレベルで多い。さすがにクロたちに収穫の手伝いは無理だろう。あ、うん、努力はわかるが、実をつぶしてはそのまま食べているよね。証拠隠滅のつもりかな？




　俺一人で収穫する。嫌ではない。嫌ではないが……やるしかない。頑張ろう。




　畑一面の収穫に半日、畑十二面で六日かかったが、なんとか収穫を終えた。

　木の幹を食料の保管場所にしようと考えていたが、入りきらなかったので自分の住居にも置き始めた。




　問題その一。

　トマトが熟し始めたので、急いで食べないといけない。

　幸いにも、トマトはクロたちも喜んで食べるのでなんとかなかった。




　問題その二。

　イチゴも同様に熟し始めたので、急いで食べないといけなかった。

　これはクロたちにも好みがあった。喜んで食べるのはユキとクロサン。メスが好み、オスは好まないようだ。

　俺は美味しく食べた。甘かった。




　問題その三。

　こんな感じで収穫物が傷むので、早く食べなければいけない。




　問題その四。

　調味料がない。




　問題その五。

　調理道具がない。




　一次産業だけでは、豊かな生活はできないんだなぁ。

　とりあえず、塩だな。塩を手に入れないとトウモロコシを茹ゆでても美味しくない。

　そして、次は米を作ろう。米なら炊けば食べられ……調理道具。くっ、問題が山積みだ。




　収穫を終え、収穫物を食しながら俺が始めたのは調理道具の作成だ。

　とりあえず、カボチャを生のまま食べるのは厳しい。焼くための鉄板ならぬ、石板を作る。

　これは大きい岩を『万能農具』で切り、引っ掛けて運び、下から熱することができるように配置した。見た感じは背の低い石のテーブル。

『万能農具』で岩を薄く切るのは可能だったが、岩が自重で割れるので、その限界を見極めるのが難しかった。

　そして完成したのだが、温度管理が難しそうだなぁと思う。今はこれが限界だろう。




　次に包丁。

『万能農具』があるが、大きな肉を軽くする時に切り分けるための包丁が欲しい。

　これも石だ。程よいサイズの石を包丁の形に削り、刃の部分を削れば完成。

　兎の肉を簡単に切断できるので、問題ないだろう。予備を考え、三本ぐらい作っておく。




　そして鍋。

　大きな岩から削りだして作る。木だと燃えるからだ。

『万能農具』があるので作成は簡単だが……重い。重量を考えていなかった。粘土を発見して土鍋を作るべきなんだろうな。

　ともかく、鍋は完成した。

　いい感じの石のふたも作ったが、開ける時に熱いんじゃないかなぁと想像して放棄。ふたは木で作ることにした。クロたちが新しいフライングディスクかと興奮し始めたのが少し困った。
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　俺には名がない。

　森の中を徘はい徊かいし、獲物を狩る日々を繰り返すだけの生き物だ。

　そうして生きてきたし、これからも生きると思っていた。

　しかし、衝撃の出会いがあった。俺と同じ姿の女。

　良い女だと思った途端、攻撃された。ワケがわからないまま反撃するが、手も足も出ない。それなりに戦闘力に自信があった俺だが敵かなわなかった。

　俺は死を覚悟したが、女は勝ち誇った顔を俺に見せたあと、同行を命じた。逆らえるはずがなかった。

　これまで一人で生きてきたが、二人で生きることになった。男と女が一緒にいれば、する事もするので女のお腹が大きくなる。

　うーむ、この俺が家庭持ちか。悪い気分ではない。

　そうして日々を暮らし、もう少しで生まれるだろうという時に最悪の敵と出会った。

　グラップラーベア。

　森の中を隠れるように住む者たちが言っていた。森の王者だ。

　馬鹿でかい体とそれに見合ったパワー。全体の動きは鈍くても手足を動かす速度は速い。本来なら即座に逃げる相手なのだが、突然の遭遇であったことと傍に身重の女がいるので逃げられない。

　俺は女を庇かばうようにグラップラーベアの前に出る。怖い。そして勝利は無理だと理解する。しかし、逃げられない。逃げる時間を稼がなければいけない。

　俺はそう思い、踏み込もうとした瞬間だった。

　グラップラーベアの腕が周辺の木をなぎ倒し、細かな破片となって俺と女に襲い掛かってきた。

　俺は女を庇い、女は自分の腹を庇った。

　避けきれず、喰らい、吹き飛ばされた。圧倒的だ。今の一撃で全身がボロボロだ。女も傷付いている。色々と覚悟した。

　だが、グラップラーベアは俺の覚悟をあざ笑うかのように無視した。

　気まぐれか、満腹だったのかはわからないが見逃された。

　ムカつく。ムカつくが、どうしようもない。それよりも、グラップラーベアの気が変わらないうちに移動すべきだ。俺は女を守りながら、この場を去った。




　それから何日か経過した。

　負傷した体が重く、獲物が狩れない。俺たちの不調を知って、からかってくる獲物もいた。

　ブチ殺す。

　殺気立っても何にもならない。腹が減るだけだ。俺はともかく、女に何か食わせないとマズイ。腹の子が心配だった。

　どうにかしなければと思ったら、変な場所に出た。木が横になり、その手前が掘られていた。

　掘られているのはともかく、横になっている木は俺が元気な時でも傷が付かないという硬い木で、不倒の大木と呼ばれている。それが横に？　いくつも並べられている？

　俺はとりあえず、吠ほえてみた。空腹からか、思った以上に情けない声だった。しかし、無駄ではなかった。木の向こうから人間が出てきた。

　やった。貧弱なヤツだ。獲物だ。

　そう考えた瞬間、全身を嫌な予感が襲った。グラップラーベアと対たい峙じした時よりも強い恐怖。それを目の前のヤツから感じさせられている。

　考えてみれば、人間は貧弱だから森の外周部にはいてもこんな奥深くにはいない。人間よりも遙はるかに強い森の中を隠れるように住む者たちですら、こんな場所にはいない。

　なのにここにいる。見かけ通りなワケがない。

　俺はその時、かなりマズイ状態にあると思った。人間が棒を取り出し構えた瞬間に、それは確信になった。

　俺が吠えてしまったばっかりに、こんなヤツを呼び寄せてしまった。後悔するがもう遅い。

　俺の後ろにいた女も覚悟を決めたのか、俺に並ぼうとする。こうなれば、やれるだけやってやる。

　女だけは助けたいがそんなに都合よくはいかないだろう。女の顔を見る。これが最後かと思うと、泣きたくなってくる。

　しかし、最後ではなかった。

　人間は俺と女を招いた。罠わなを疑ったが、即座に否定。人間が俺たちを相手にそんな事をする必要はない。そう思うと、なぜか逃げようとかいう気は起きなかった。

　人間についていくと、ゲートボアがいた。

　ゲートボアはデカい猪。俺たちと森の覇権を争う種族だ。俺や女ですら簡単には倒せない。

　それが倒れている。いや、肉になっている。目の前の人間の強さを実感した。




　その後、人間はゲートボアを俺たちにくれ、女の出産の場所を作ってくれた。さらに森に入って簡単に獲物を狩ってくる。感謝だ。そして、逆らおうとする気がおきない。いや、俺と女はこの人間を主と認めた。

　生まれた子供たちはまだわからないが、できれば主には逆らわないでほしい。




「よーしよしよし」




　問題が一つある。

　主が俺たちのことを犬扱いすることだ。俺と女、そして子供たちはインフェルノウルフという種族なのだが……大丈夫だろうか。

　犬じゃないとバレた時が少し怖い。
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　足りない物が多すぎる。わかっていたけど、改めて自覚した。

　現状、切実に欲しいのが調味料、塩だ。作物はそのまま食べても美味しいが、塩味が欲しい。それに、料理や保存のことを考えると塩は必要だろう。しかし、周囲に海はない。

　寝床周辺を耕したため、遠方を見ることができるようになったが四方にあるのは山だ。

　どうも、今いる場所は盆地のようだ。なので、海は絶望的だろう。となると、残る望みは岩塩。だが、そう簡単に岩塩が見つかるだろうか？




　探してみないと、どうしようもないな。

　その前に、収穫を終えた畑を耕し直し、次の作物を育てることにする。『万能農具』で畝を作れば、希望した作物ができると信じ、何を育てるかをしっかり考える。

　作物は備蓄できるぐらいにあるので、今回はそれほど成果を求めない。それよりも何ができて何ができないかを理解する実験を行いたい。なので、畑の一部を果実系にしてみる。

　果実系なら保存しやすいし、収穫も慌てなくてよいだろう。とりあえず、リンゴ、ナシ、ミカン、オレンジ、カキ、モモ。果実なら畝ではなく、苗木を植えたと仮定して作ってみた。

　一本ずつのつもりだったが、一本だけで実を付けるのか少し不安になったので四本ずつにした。これで畑を二面分使った。上手く果実が育つなら、もっと多く育てたい。

　次に、クロたちに評判が良かったトマトを二面。そして、一面を稲にしてみた。

　稲は苗木を育て、その後に水田で育てるらしいが……詳しい事は知らない。色々と実験してみないといけない。また、『万能農具』で水田が作れるかどうかも心配だ。現状、井戸から水を確保するとした場合、俺の体力が死ぬ。しかし、米は食べたい。なので稲の苗は一面だけ。水田はゆっくりと実験していこう。

　あと、油が欲しいのでアブラナ。上手くいったら、搾る方法も考えないと……。

『万能農具』で搾るような道具に変形させる？　そんな道具があっただろうか？　まあ、あとでいいか。

　搾る発想から、サトウキビで一面。塩はともかく、これが上手くいけば砂糖ができる。

　その他に大豆、小麦もやってみる。

　まだ畑は空いているが、そこで水田の実験をしていこうと思う。

　なんだかんだで二日ほどかかってしまった。




　気分一新。

　俺は新しい物を求めて森に向かう。

　森に向かう時も変わらず、クロたちの誰かがお供をしてくれる。場合によっては複数。

　気持ちは嬉しいが、畑の方の見張りもやってほしいのだが……。

　十日ほど、色々な方角に進んでみたが特に何もなかった。

　どこを進んでも変わらず森。遭遇したのはいつもの牙の生えた兎、大きなネズミ、大きな猪。遭遇率は、三十対八対一。この森には牙の生えた兎が多いようだ。

　大きなイタチのような動物を見かけたが、こちらを見て逃げてしまったので詳しくはわからない。

　考えてみればクロたち以外は攻撃的だったので、近づかない動物は新鮮だった。




　しかし、新しい物が見つからないのは残念だ。

　日暮れまでに寝床に戻ってこられる程度にしか進まなかったのが駄目だったのだろうか？

　マッピングしたように、耕した部分が平らになっているので重複して探さなくて済むのはいいが、このままやると寝床周辺から森がなくなり木材確保が厳しくなる。

　どこかで木材確保を重視した日を作るべきだろうか。

　茹でただけのほうれん草とダイコン、ニンジンを食べながら考える。塩、もしくはそれに変わる調味料が欲しい。あと十日ほど探して、駄目だったら木材確保に励もう。

　ちなみに、探索していた十日で稲や小麦は芽を出し、果実系は小さな木になっていた。

　果実系も問題なく収穫できればいいな。




　耕しながらの探索中。少し考える。耕さなければ、木材確保を考えなくてもいいのかな？

　つまり、『万能農具』をクワ以外の形にしてみる。

　クワ以外で動きやすい形の道具……一輪の手押し車？　できるかな？　……できた。

　おおっ、これなら手押し車が進めるスペースがあれば、なんとかなる。

　耕すのではなく押すだけなので移動速度も速くなる。

　だが、気付く。

　俺が森で迷わないのは耕しながらの移動だからだ。耕さないと、道に迷ってしまう。




　手押し車は諦めるか、と考えていたら今日のお供のクロヨンが手押し車の中に飛び込んできた。重くない。

　さすが『万能農具』だ。クロヨンは尻尾を振っているが、これは新しい玩具じゃないぞ。




　待てよ。そうか、クロたちがいれば道に迷わない。なにせクロたちは単独で森に入って兎とかを狩って、戻ってくるのだ。おおっ、凄くいいアイディアだ。そうしてみよう。




　ちなみに、手押し車が可能なら自転車、マウンテンバイクに形を変えることは可能かとチャレンジしたが駄目だった。
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　手押し車による探索は、思った通りに俺を道に迷わせてくれた。

　だが、クロたちのおかげで寝床に戻ることができたので、俺の移動範囲は格段に広がった。

　そうして探索して五日目ほど。

　俺は川を見つけた。

　川は岩がゴロゴロしているザ・上流、沢といった感じの場所だ。幅は五メートルぐらいか？

　上流を目指して川沿いを少し歩くと、大きな岩壁とそこを流れる滝を発見した。

　滝といっても垂直に落ちている滝ではなく、六十度ぐらいの崖を勢いよく流れているような感じだ。

　しかし、高さはなかなか。七、八メートルぐらいある。

　壮大な風景だ。美しい。

　片手で流れる水を受け止めてみたが、なかなか冷たい。そして綺麗な水だ。

　飲めればよいのだが……。

　今日のお供のクロがガブガブ飲んでいるから、大丈夫そうだ。




　俺は水を飲み終わったクロに寝床の方向を聞く。

　クロは迷わず、頭を向ける。

　俺は『万能農具』の手押し車をクワに変化させ、その方向に向かって振るい始めた。

　寝床と滝を道で繫つなぐために。

　とりあえず、日が高い間はクワを使い、暗くなりそうになると手押し車にして寝床に戻った。

　クロに聞けば、滝の方向がわかったので、翌日からは寝床側から耕す。

　他にも色々とやったので十五日ほどかかったが、なんとか開通した。

　滝は寝床から西方向に五キロぐらいの場所にある。結構遠い。

　滝を含む川はグネグネと曲がっているが、全体的には北から南南西に向かって流れているようだ。下流に行けば、何かあるだろうか。

　まあ、あとの話だ。




　俺が滝までの道を作ったのは、水を確保するためだ。飲料水や畑用の水として井戸の水を使っているが、低い位置にあるので運ぶのが大変なのだ。

　だが、滝はそれなりの高さがある。つまりは、滝の高い位置から水路を作れば、大量の水を確保できるというワケだ。

　畑の水撒き用、水田用。そして、風呂。

　風呂は前々から考えていたが、人が入る量の水を井戸から運ぶのは大変だったので後回しにしていた。

　しかし、水路をいきなり寝床にまで引くのは厳しい。

　クロたちがいるとはいえ、森には危険な動物も多い。

　堀と丸太柵の上に水路を作ると、その水路を渡って侵入される可能性がある。

　なので、畑を囲う丸太柵と堀の外に、大きなため池を作ることにする。

　サイズは畑四面分ぐらいの百メートル×百メートル。深さは中央に向かって深くなる逆ピラミッド型。といっても、最深部で五メートルぐらいだ。

　これも他の作業をしながらだったので、十日ほどかかった。

　次は、排水用の水路を地面に掘る。

　これは川の下流側に向けて作るだけなのでそう難しくはない。時間はかかるが。

　数日後に開通。

　ため池と水路の間に木の水門を挟み、あとは水路を作るだけだが……どう作ろう。

　滝の上の方から水を取らないと、水が流れない。

　つまり、高さのある物を作らないといけない。




　案一、木を加工して作る。

　メリット、多分、作りやすい。

　デメリット、壊れやすい。




　駄目だな。

　木の加工は『万能農具』でできても、組むのは自力だ。

　しかも、木の水路はできても、固定する足場を作るための釘やロープはない。

　実現不可能だと判断すべきだろう。




　案二、石を加工して作る。

　メリット、壊れ難い。

　デメリット、作り難い。




　これも厳しいか。

　岩を並べたあと、水が流れるように掘ればよいだけなのだが……。

　滝からため池まで岩を並べるのが現実的ではない。なにせ、耕す前は森だったし、耕した後は平らな地面だ。大きな岩がない。

　俺が石材として使用している岩も、なんだかんだと言っても高さは一メートルもない岩ばかりだ。約五キロの距離を水路として高さを維持することは厳しいだろう。




　案三…………土？

　土で作って固めるのはどうだろうか？

『万能農具』のハンマーで叩けば、土がコンクリート並みに固くなる。

　これか！

　土はそこらにあるし、排水用に掘った水路の土もある。

　凄くいい考えに思えた。

　そして実行した。

　長い事業の始まりだった。
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　水路作りは、少しずつしか進まなかった。

　ため池側から滝に向かって土を盛っていき、ハンマーで固める。

『万能農具』を使えば疲れないとはいっても、マンパワーは一人分しかないのだ。

　しかも、畑の世話もある。十日ほどかけて五百メートルぐらいしか進まなかった。

　十分の一。しかも、この先は滝に向かえば向かうほど積む土の量は増えていく。単純にあと九十日で終わるとは考えられないだろう。

　どこかで昼夜を無視して活動すべきか。しかし、昼夜を無視して活動すると、クロたちが心配するんだよなぁ。

　そうこうしているうちに、植えたトマト、アブラナ、サトウキビが収穫できるようになった。

　なので水路作りは中断。収穫に集中する。

　相変わらずクロたちはトマトがお気に入りのようだ。いい感じに食べてくれる。

　アブラナは種から油を搾れるはずなので、とりあえず種を集めて保存だけしておく。

　搾るのはまたあとだ。

　サトウキビは嚙かんでみたら、青臭さと甘さが口の中に広がった。

　しかし、久しぶりの甘味に、少しだけ涙が溢れてしまった。

　俺がガジガジとサトウキビにかじり付いていると、クロたちが欲しそうな目をしていたので渡してみた。

　ユキとクロサンだけが気に入り、他はイマイチだったらしい。イチゴの時と同じだな。

　刈ってまとめておく。

　小麦、大豆は脱穀だなんだを考えていなかったので少し困った。

　このままじゃどうしようもない。

　とりあえず、あとで考えるとして全部刈った。

　稲に関しては……苗作りのつもりだったが、塩探しや水路作りを重視したので半分放置だった。

　水田もろくに実験できなかった。

　まあ、その水田のためのため池作りだし、水路作りなのだが……。

　で、駄目だったかと思ったが、そうでもなかった。

　苗はそのまま成長し、実を成した。

　水田にしなくても米ってできるんだ。水田にするのは収穫量の問題なのだろうか？

　それとも、品種から違うのかな？　農業に憧れただけで、何の知識もないことを痛感する。

　ともかく、稲も全部刈り取っておく。

　果実系の方は、木としてそこそこ大きくはなったが、実を付けるほどではない。まだまだかかるのだろう。しかし、それでも俺の常識とはかけ離れた成長速度だ。

　そして気付いた。

　ひょっとして、杉とか檜ヒノキを育てることが可能なんじゃないか？

　木材確保の心配は不要？

　慌てず、少しずつやっていこう。




　収穫を終え、畑はトマトを二面だけ作り、他は空けておく。

　色々と手を広げても、やれる事が限られているからだ。

　まずは水路を完成させ、ため池を作りたい。

　俺は水路作りを再開した。

　延々と作る。

　そればかりやっていると気が滅め入いるので、気分転換に森を探索する。

　岩塩を諦めたワケではない。だが、岩塩は結晶化した塩。

　水辺付近にはなさそうなので川のある方向とは別方向をメインに探してみることにした。

　まあ、気分転換以上の成果はなかった。

　そうして三十日。

　二面だけ植えたトマトがそろそろ収穫かと思う頃、気付いた。

　気温が下がっている。




　寒い？　季節？　……うわぁぁっ！　冬の可能性を考えていなかった！




　作物の成長が速いから、うっかりしていた。

　世の中には季節がある。

　多分、異世界でもあるだろう。

　こっちに来て何日だ？　収穫二回、もうすぐ三回目。畑を作ってから収穫するまで、四十～五十日ぐらい。四十日と考えて、百二十日？　作物を作り始めても四カ月経過している？

　こちらに来た時を春と考えても……俺が死んだ季節は五月だった。

　そのまま同じなら、今は九月。もしくは十月ぐらいと考えるべきか？　地球と同じと考えるなら、それなりの期間寒くなるだろう。最低でも九十日ぐらいは寒い日があると考えた方がよいのか？　その間、いつもと同じように食料を確保できるのか？　雪が降ったら身動きが取れなくなるんじゃないか？




　マズイ。

　水路を作っている場合じゃなかった。俺は慌てて畑を作ることにする。

　日持ちするだろうジャガイモ、サツマイモ、ダイコン、ニンジンを中心に。

　そして、冬の寒さに対抗するには火。火を焚くには薪まきが必要だ。

　本来、薪は伐採した木材を乾燥させて作るものだが、『万能農具』で伐採した木は即座に薪として使用できる。ありがたい。

　俺は元寝床であり現在の倉である大木の裏に、大量に薪を積み上げた。
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　冬の可能性を完全に失念していた。

　農業をするとか言ってるのに、あるまじき失態。

　言い訳はしたくないが、するとしたら常識外の速度で育つ作物に、まるで季節感のない森。

　天候も、活動ができないレベルで雨が降ったのはこれまでで二～三日だけで、あとは明け方にパラパラと降るような感じだった。

　まあ、完全に俺のうっかりだ。

　俺一人ならなんとでもなるだろうが、クロたちのことを考えると食料確保にも励みたい。

　肉を貯蔵するために、冷蔵庫代わりに地下室を作る。

　地下なだけで、それなりに冷える。もっと早く作ればよかった。

　そしてクロたちと共に兎を狩る。

　……狙うと、なかなか遭遇しないものだ。

　俺は一匹も狩れなかったが、クロたちはいい感じで狩って戻ってくるので、俺は血抜きと内臓処理をメインでやることにした。

　血抜き。獲物を絞めたあと、血を抜く作業。血を抜いておくと、肉の血生臭さが減るのだ。血抜きを思い出して実行したあとで食べた兎の肉は、猪の肉に負けないぐらい美味しかった。

　なので、できる限り血抜きをするようにしている。

　内臓は……色々と怖いので食べずに捨てる。

　クロたちが「え？　そこを捨てるの？」といった感じの顔で見るが、内臓は腐りやすいし、俺が食べるためには処理をしっかりしないといけない。

　だって、場所によっては糞が入っていたり、胃液に塗まみれていたりするワケで……。

　溶解しかけている大きな虫や不思議な色のカエルを見たあとだと、手間をかけて食べようという気にはならない。

　前の世界の焼肉の時のホルモンは、あれは完全に草食動物のだし……肉食や雑食動物の内臓は無理しない方がいいだろう。

　あー……でも、クロたちにとっては貴重な栄養源なのかな？

　野生の動物が内臓を避けて食べるとか聞かないし……むしろ、内臓を真っ先に食べるよな。




　前の世界の知識を動員し、消化器系以外を残してクロたち用にする。

　この心臓近くにある石みたいなヤツはどうしよう。

　胆石みたいなものか？　でも、兎だけでなく猪にもあったよな。この世界の動物共通？　こんなの食べないか？

　一応、クロたちの前に置いてみたら、喜んだ感じでボリボリと砕いて食べていた。

　美味いのかな？

　ともかく、内臓系はクロたち専用。それも狩った当日の物だけ、翌日持ち越しはなし。




　そういえば、クロイチ、クロニ、クロサン、クロヨンはクロやユキに比べれば一回り小さいが、もう立派な成犬だと思う。

　額から生えているナイフのような角も、中心がうっすらと赤く輝いている。

　ともあれ、肉の確保はクロたちに任せ、俺はそのサポートに集中しようと思ったら、クロたちは大きな猪を俺の方に誘導してきた。

　俺に狩れということだろうか。

　頼りにされているのか、何も狩れない俺に手柄を譲ってくれたのか……。

　なんにせよ、畑に侵入させるワケにはいかないのでクワで首を狩っておいた。

　そして、そのまま血抜きと内臓処理。

　俺一人ならこれだけの量で冬越えは十分だが、クロたちが想像以上に食べるからな。

　猪がもう数頭、欲しいところだ。




　草も集める。

　尻拭き用は当然として、大事なのはベッド代わりにしている草だ。

　冬で寒くなることを考えたら、多くキープしたい。

　実績的に、ベッドにした草は十日ほどでボロボロになるのだが……。

　尻拭き用は、置いているだけだったからか長く青々としたままだった。

　保管さえしっかりすれば、持つのだろう。

　大変なのは刈ってまとめて運ぶことだな。

　クロたちに運んでもらうことを実験してみたが、クロたちの体に結び、一緒に移動したあと、クロたちの体から降ろすのを俺一人でやることを考えれば、俺一人で行動した方が正解だった。

　クロたちには狩りを頑張ってもらいたい。




　あとは衣服。

　クロたちは自前の毛皮があるからいいとして、俺は村人のような上下だけだ。

　冬を越す格好じゃない。

　そこで目を付けたのが、兎と猪の毛皮。




　剝いでみたけど、このあとはどうすればいいんだ？

　ナメすらしいが、それってどうやるんだ？

　昔読んだサバイバルの漫画だと、嚙んで柔らかくしたらしいが……むう。

　ＴＶで見たヤツだと、じっくりと洗ったあと、毛皮に残っている脂肪を何かで溶かし、乾燥させて伸ばすとかやっていたが……。

　兎の毛皮で実験。

　四匹分ぐらい駄目にしたところで、諦めた。

　無理。

　素人が何もないところから毛皮を利用しようとするなんて無理。

　冬の間は完全に冬眠するつもりで家にこもろう。

　家にしている小屋に手を入れ、防寒対策をする。

　明かり取り窓に、開閉式の窓……というか明かり取り窓と同じ大きさのふたを用意し、嵌め込むことにした。

　壁の板を二重にし、その二重の板の間に草を入れて風対策。

　扉はこれまで適当なサイズの板を立てかけるだけだったが、頑張って普通の扉を設置した。

　難点は蝶ちょう番つがい部分。

　金属部品や釘などないのでスッパリ諦め、扉と柱の方をダイレクトに加工して蝶番にした。

　耐久性に問題があるかもしれないが、冬の間ぐらいは持つだろう。

　扉の設置で小屋が一気に家に見える。

　うん、文明。

　家の防寒対策はこんなものか。

　どうしても移動しなければならない時は、『万能農具』に頼らせてもらおう。




　トイレの時、どうしよう。寒いよな。

　トイレにも防寒対策をした。




　色々と作業している時、狩りに出ていたクロヨンが俺を呼びに来た。

　また猪かな？

　そう思ってクロヨンを追いかけると、場所は建設中の水路付近だった。

　水路が壊れたのか？

　少し不安に思いながら進むと、クロサンが待っていた。

　クロサンの近くに、遠めから見てもわかる黒くて平たい物体があった。

　黒い座布団？　と思ったら、大きな蜘蛛クモだった。

　デカい。

　体が二畳ぐらいの正方形。

　座布団ではなく、四角い布団だな。

　八本の足が、左右に同じぐらい。

　頑張ると左右に六畳ぐらいの大きさの蜘蛛だ。

　蜘蛛の種類には詳しくないけど、足はそれほど長くない。

　特徴的なのは、体だけでなく足も毛で覆われていることだ。

　蜘蛛はクロサンの前で、おとなしくしている。

　これは俺にどうしろということだろうか？

　猪の時のように狩れということではなさそうだが……。

　俺を連れて来たクロヨンは大任を果たしたと少し満足そうだ。

　えっと……。

　俺が少し困っていると、クロサンが蜘蛛に向かって声を掛けるように吠えた。

　蜘蛛はそれを合図に、自分の尻から糸を吐き出し、前足で器用に弄り始める。

　なんだ？




　五分ぐらいで蜘蛛は自分の糸でキラキラした布を織った。

　布のサイズは五十センチ四方。ハンカチ？

　それを四つに折って、クロサンの前に置くと、クロサンがそれを咥くわえて俺の所に持って来た。

　献上品？

　クロサンが持って来た布をチェックすると、俺の着ている服よりも上等な手触りを感じる。

　しかも、蜘蛛っぽい刺し繡しゅうが入っている。

　クロヨンが俺のズボンの裾を軽く嚙んだあと、蜘蛛を振り返る。

「ひょっとして……蜘蛛に服を作ってもらえと？」

　クロヨンは正解と嬉しそうに吠える。

「なるほど」

　俺は蜘蛛に対して、嫌悪感はない。蜘蛛は益虫だ。毒蜘蛛でないなら、別に問題はない。毒、ないよな。ないと思いたい。




　世の中、ギブ＆テイクである。それは動物だろうが虫だろうが同じだ。一方的な搾取も、奉仕もない。持ちつ持たれつだ。

　蜘蛛は俺たちと共に暮らすことになった。

　寝床は、俺の元寝床である大きなの木の上。

　食べ物はなんでもいけるが、ジャガイモが好みのようだ。

　……ジャガイモ、食べるんだ。異世界の蜘蛛だからかな。

　そして、布を作ってくれる。しかも、布で終わらずに服の形に加工してくれるのだ。

　凄い。

　俺を見て、しっかり採寸っぽいことをしているしな。

　この蜘蛛も知能が高いのかもしれない。

　希望を伝えると、カーテンなども作ってくれたので明かり取り窓に付けたり、ドアの内側に取り付けた。防寒が捗はかどる。

　そして、蜘蛛の凄いのはそれだけではなかった。

　なんとこの蜘蛛、俺が諦めた毛皮のナメし作業をしてくれた。完全に俺よりも器用で、知識がある。しかも、ナメした毛皮と自分の作った布を組み合わせていい感じの服にしてくれている。センスに関しては、俺よりも断然いい。もう手放せない。

　名前も付けた。ファーストインパクトから、ザブトン。新しい同居人だ。
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　蜘蛛は鳴かないらしいが、異世界でもそうらしい。ただ、異世界の蜘蛛は道具で音を発することをするようだ。

　カーン、カーン。

　木で木を叩く音で俺が音の鳴った方角に振り返る。すると、今度は速いリズムで三回鳴らされる。

　南か。

　ザブトンは元寝床の大きな木に住んでいる。そこは俺が周囲を耕したためにもっとも高い場所になっている。畑で育てている果実系の木の倍以上の大きさがある。そこからは、周囲がよく見えるのだろう。

　異変があった際は、木を鳴らして俺に知らせてくれる。しかも、方向もセットで。

　一度、口頭で北が一回、東が二回、南が三回、西が四回と教えたら、しっかりと覚えてくれた。

　優秀だ。

　ちなみに、南西とかの場合は、三回を打った後に四回を打つ。

　俺はザブトンの指示する方向に進むと、クロニが獣をこちらに向かって追い込んでいた。

　初めて見る大きいヤツだ。なんだろ。イタチ？　前に見たヤツとは違うな。タヌキ？　タヌキってあんな凶暴そうな前爪を持っていたっけ？　なんにせよクロニに追い立てられ、敵意満載。

　俺に前爪を振りかぶる。

　やられるワケにはいかないので、素早く『万能農具』のクワを構える。

『万能農具』を持つと、とても冷静になれる。身体能力も上がっている気がする。

　前爪を軽く避け、相手の首にクワを入れて耕す。

　クロニがお見事と吠えてくれたあと、追い込んだことを褒めろと頭を持って来たので撫でてやった。




　猪ほどではないが、いい感じで肉が確保できたか。

『万能農具』で引っ掛けて寝床にまで持って行くと、ザブトンが降りて来て解体を手伝ってくれる。ザブトンの糸で木に吊つるしてくれるので、血抜きと内臓処理、そして毛皮を剝ぐ作業がかなり楽だ。

　ザブトンは俺よりも手際よく毛皮を剝ぐと、その毛皮を持ってスルスルと木の上に戻っていく。木の上には大量の毛皮があることだろう。




　しかし、本格的に寒くなってきた。

　ザブトンに新しい服を作ってもらわなければ、危なかったかもしれない。

　それとザブトンに頼んで作ってもらった大きな袋。

　中にベッド用の草を詰め込んで、俺の布団になった。

　もう一つ用意して掛け布団にして、夜もヌクヌクだ。




　畑に植えた日持ちするであろうジャガイモ、サツマイモ、ダイコン、ニンジンを収穫しようと考えた頃、雪がチラついた。思った以上に冷える場所なのだろうか？

　俺は慌てて収穫を終わらせる。

　収穫物を地下室に収納したあと、果実系の木に防寒対策は必要だろうかと考えたが……対策がわからない。今回は放置。すまぬ。




　クロたちも冬が来たことを理解したのか森にはあまり行かず、犬小屋になっている初期の倉にこもるようになった。

　ちなみに、犬小屋の中も防寒対策を色々と施している。

　さすがに火は使えないが、ザブトンが作ってくれた布を活用して風を防ぐようにしている。

　クロたちが固まって寝ている姿は、なかなか可愛らしくてほっこりする。




　これでそれなりに冬支度ができただろうと思う。

　とりあえず、冬の間は寝床にこもって木や石を削っての小物作りに励もうと思う。

　現状、水漏れしないマスがまだ作れていない。

　マスって木だけではできないのか？

　ひょっとして接着剤みたいな物が必要なのだろうか？

　もう少し、考えてみたい。

　あと、収穫した小麦やトウモロコシを粉にすることを考え、すり鉢や石臼を作ってみようと考えている。

　まあ、他にも欲しい物はあるので冬の間が暇ということはないだろう。
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　本格的な冬が来た。

　雪が降り積もることはまだないが、かなり冷たい風が吹きまくっている。

　ザブトンは木の上にこもって滅多に姿を見せなくなり、クロたちは基本的に犬小屋の中か、俺が付けた火の回りに控えることが多くなった。

　準備しておいたため、特に苦労はない。強いて言えば、トイレに行くのが面倒くさいぐらいだろうか。

　寝床とは別の場所にトイレがあるから、一日に何回かは寝床から出ないといけない。

　移動中がかなり寒い。




　寝床にこもり始めて三十日ぐらい経過した頃、うっすらと雪が積もり始めた。

　今ぐらいなら大丈夫だろうが、もっと積もったら雪搔かきをしないといけないだろう。




　さらに十日。

　雪は頑張っても一センチか二センチぐらいしか積もらない。すぐに解とけて消える。

　少し安心した。

　とりあえず、石臼らしき物を作ってみたが、実際に動かしてみないと完成かどうかわからない。慌てず、少しずつやっていこう。




　さらに三十日。

　風がなくなりヒンヤリとはするものの、いい感じの天気にそろそろ春かなと思う。




　二日後。

　猛吹雪でビックリした。雪も結構積もった。

　春は遠そうだ。




　十日後。

　気温の上昇を体感できるようになった。

　日陰に解け残った雪があるが、春は近いと思う。




　五日後。

　うん、いい感じに暖かくなり、クロたちが森に出掛けるようになった。

　獲物は見つけられなかったようだが、そろそろ春と言ってもよいだろう。




　三日後。

　ずっと姿を見せなかったザブトンが、久しぶりに姿を見せた。

　久しぶりと思って近づいて驚いた。

　ザブトンの周囲に、拳ぐらいの大きさの小さな蜘蛛が結構な数いた。

　えっと、子供を産んだのかな？　メスだったの？　あと、オスはどこ？

　よくわからないが、子蜘蛛たちはザブトンと同じようにジャガイモを食べていた。

　同居人が増えた。




　うん、春だな。
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　クロイチ、クロニ、クロサン、クロヨンの角がボロッと落ちた。

　俺がビックリしていると、角のあった場所に小さな角が生えそうになっていた。

　同じように、クロとユキの額からも生えそうになっている。

　年に一回、生え変わるのかと安心した。クロとユキは前が折れていたから、余計にだ。

　クロイチたちの落とした角を回収し、記念として犬小屋に飾ってやる。

　角はデザインナイフみたいで、なかなか綺き麗れいだからだ。今後、増えていくのかな。

　とりあえず、俺は活動を再開する。

　まずは畑。

　冬の間に作物はかなり消費した。そして冬の間に色々と考えた。

　調味料がないなら、味の濃い作物を作ればよいのではないかと。

　ニンニク、タマネギ、ネギ。

　犬に与えちゃ駄目って言われる植物なので、クロたちに与えるワケにはいかないが、俺の食生活を豊かにするためにも頑張ろう。

　それとお茶。これも早く気付けばよかった。

　あとは空いている畑にいつも通りにトマトとジャガイモをそれぞれ二面ずつ。

　果実系の木で畑二面分を使っているので、残りは二面。

　悩んだが、キャベツとほうれん草にした。青物は大事だ。




　畑が終われば、次は畑の外周を囲う丸太柵と堀をチェックする。

　冬の間に何かなかったかと心配したが、丸太柵は異常なし。

　堀の方では、牙の生えた兎ウサギが一匹、落ちて死んでいた。ここに突撃して来たのだろうか。

　さすがに衛生を考えると食べることはできない。手を合わせたあと、肥料にした。




　同様にため池と排水用の水路をチェック。

　水路はともかく、ため池には少し水が溜たまっていて驚いた。

　そういえば雪が降ったから、それが解けて溜まったのかな。

　ため池の底は『万能農具』のハンマーで叩たたいたから、水が染み出すことはない。

　腐るかな？

　排水したいが、排水用の水路へ続く箇所は水が溜まっている場所よりも遙はるかに高い。

　どうしようもないので放置。問題はないだろう。




　長らく中断していた滝から水を取るための水路作りを再開することにした。

　久しぶりの作業は楽しいが、やはり先は長そうだ。滝に近づく度に積み上げる土の量が増える。角度に問題はないだろうかと不安になるが、修正するにしてもとりあえず滝まで作らないといけないだろう。頑張る。

　万里の長城っぽい物を作っている感じがして、気付いた。

　森を遮さえぎる壁になってるよな、これ。どこかに通行用の穴を開けないと、動物が行き来できずに壊しにかかってこないか？　第一、俺が壁の向こう側に行き難にくくて不便だ。




　とりあえず、水路が完成したあとで穴を開けよう。急ぐことはない。

　そう思ったが、気分転換で通行用の穴を何カ所かに作った。

　男はトンネルが大好きなのだ。
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　寒さが完全になくなり、いい感じで暖かくなったある日。

　クロイチ、クロニ、クロサン、クロヨンが真剣な顔をして俺の前に並んだ。

　急にどうした？

　額の角は完全に生え変わりが終わり、前より少し立派な角が生えている。

　クロイチが代表して一吠えしたあと、四匹はバラバラの方向に走り出した。

　え？　なんだ？　変だ。

　俺が動揺していると、クロとユキが寄ってきて体を擦こすり付けてきた。

　えっと……。

　俺がクロとユキを見ると、クロとユキが俺に見せるように体を寄せ合った。

　……あっ。

　俺は察した。

　クロイチたちは、パートナーを探しに出掛けたのだ。

　あー、あー、あー……なるほど。納得。そして、寂しい。あうう。




　クロイチたちが帰ってこないようになった翌日ぐらいから、クロとユキが励むようになった。

　何がとは言わない。

　ただ、俺に気遣うようにしているのはありがたいが、余計に心が痛い。

　俺も嫁が欲しい。




　クロイチたちがいなくなったので、俺の傍そばにクロたちの誰かがいるという習慣がなくなった。

　クロかユキのどちらかが傍にいようとしてくれたが、狩りをしてもらいたいと訴えたので、そうなった。

　畑の見張りに関しては、ザブトンの子供たちが頑張ってくれた。

　糸を投げ縄のようにして、畑に近寄る鳥を狩ったり追い払ったりしてくれている。

　また、作物に取り付いた虫もそのまま食べてくれるのでありがたい。

　難点は、俺が畑に入る際に足元に注意しないといけないことだ。

　拳大のサイズとはいえ、油断すると踏みそうになる。

　地面を歩かず、なるべく高い場所にいてもらいたい。

　そう思っていると、畑の上空五メートルぐらいの高さに糸を張って器用に移動し、下に用事がある時はバンジージャンプのように飛び降りるようになった。

　凄すごい。

　そして、ザブトンの子供の数の多さに少し驚いた。

　百匹以上いるな。

　ザブトンの子供たちへの名付けは諦めた。




　俺の活動は、畑の世話と収穫、クロたちの狩ってきた獲物の処理、そして水路作り。

　岩塩探しもしたいが、クロイチたちがいなくなったので無理はしない。

　とりあえずは水路作りだ。

　水田云うん々ぬんもあるが、風呂に入りたい。

　特にザブトンがタオル地っぽい布も作れたのでなおさらだ。

　ザブトンが来るまでは布がなかったので体を拭くのも葉っぱだった。

　しかし、ザブトンが来てくれたおかげで布で体を拭けるようになり、風呂欲求が強まってしまった。

　水路作り、頑張ろう。

　頑張った。

　クロイチたちがいなくなってから六十日ぐらい。水路は半分ぐらいの長さまで完成した。

　途中、ザブトンの子供たちが脱皮し、拳大サイズから雑誌サイズぐらいの大きさになり、水路作りを手伝ってくれた。

　主な内容は土運び。

　俺がスコップやシャベルで柔らかくした土を、大きな葉に載せて包み、運んでくれた。

　一回の輸送量は少ないが、数をこなせば馬鹿にならない量の運送になる。

　また、これまでは俺が自分で土を柔らかくし、運び、盛って、固めるという作業を適当にやっていた。

　しかし、ザブトンの子供たちのおかげで、俺が一つの作業を集中してやれるという点も大きい。

　ザブトンの子供たちに名前を付けてやれないのが申し訳ないぐらいに、感謝している。

　しかし、このザブトンの子供たち。

　ザブトンに似ていない。

　足が短く、全身に毛があるのは同じなのだが、なんだか模様が違うので別の種類に見える。

　まだ成長途中だからだろうか？

　これから脱皮を繰り返して、大きくなっていくのかな？

　単純に俺の知らない父親似なだけの可能性もあるか。

　ともかく、手伝ってくれたザブトンの子供たちにジャガイモを食べさせるためにも、畑作りも頑張ることにしよう。




　水路作りと畑。

　どっちもしなければいけないのが大変だ。とか思っていた頃、南の方角からクロニが帰ってきた。クロニより少し大きめの真っ黒な犬を引き連れて。

　無事にパートナーを見つけたのか。そして、ここに戻ってきてくれたのか。

　少し涙が出てしまった。

　クロニのパートナーは、最初は俺を威嚇しようとしたが、クロニやクロ、ユキ、それにザブトンが間に入ってくれたあと、おとなしくなった。

　説得してくれたのだろうか。

　ありがとう。

　ともかく、クロニが無事でよかった。

　怪我けがらしい怪我はしていないように見える。

　パートナーとも仲が良さそうだ。

　あとは無事に馴な染じんでくれたらいいのだが。

　あと、名前をどうしよう。

　クロニの嫁だから、クロニヨメ？

　さすがに酷ひどい。

　じゃあ、メスだからユキニ？

　クロサンはメスだぞ。

　クロサンがパートナーを連れて戻ってきた時、どうするんだ？

　しかも、ユキのお腹なかには子供がいる。

　まだお腹は目立たないが、クロがそれなりに励んでいたのだから確実にいると思う。

　困る。

　困って数日後、西の方からクロサンが戻ってきた。クロサンと同じぐらいの体格で真っ黒な毛に額に角のある犬をパートナーに。クロサンが無事に戻ってきてくれたことに感謝しつつ、クロサンのパートナーが傷だらけなことに驚く。

　歩く足はしっかりしているので、大丈夫なのだろうが……。

　何があったんだと心配そうにクロサンのパートナーを見ると、何かを悟ったような顔で「なんでもないっすよ」と答えた気がした。

　まさか、クロサンがやったのだろうか？

「貴様、気に入ったぞ。私の夫になれ」

　とか言ってクロサンの方からアタックしたとか？　いやいや、クロサンに求婚者が多く、そこでの戦いで負傷したことにしよう。うん、それがいい。クロサンのパートナーも同意するように頷うなずいてくれた。

　頑張れ。




　そして、数日後にはクロイチがパートナーを連れて、その日の午後にクロヨンがパートナーに連れられて戻ってきた。

　全員、戻ってきてくれたか。

　クロイチは堂々としており、そのパートナーはクロイチにベタぼれしているのが見ていてわかる。

　俺にパートナーを自慢しているような感じだったので、頭を撫なでてやった。

　クロヨンは傷だらけで、クロサンのパートナーと同じ雰囲気をさせている。

　パートナーにやられたのだろうか？

　違うな。

　パートナーを獲得する男の戦いに挑み、勝ったのだろう。

　幸せな家庭を築いてほしい。




　しかし、戻ってきてくれたのは嬉うれしいが、名付けが困った。

　うーむ。

　これはザブトンの子供と同じく、諦めた方がいいだろうか。

　なにせ、この後はそれぞれが出産するのだろう。

　一つのカップルが三～五匹を産むと考えると、凄いことになりそうだ。

　食べ物のことを考えると、畑の拡張も考えないと駄目だろうか。




　色々と頑張ろう。俺は心を新たにした。
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　クロイチのパートナー、アリス。

　クロニのパートナー、イリス。

　クロサンのパートナー、ウノ。

　クロヨンのパートナー、エリス。

　名前が決定した。

　間違えないように、アイウエオ順だ。

　クロサンのパートナーがウリスではなく、ウノなのはオスだからだ。

　ちなみに、新しい面子メンツで俺にもっとも懐なついているのがウノだ。

　俺と遊んでいると、クロサンが来てウノの首を嚙かんで引き摺ずっていく。その時のウノの諦めた目が、なんとも言えない。

　頑張れ。




　新しい面子も、数日もすればクロたちと同じように生活を始めた。

　ただ、パートナーを作ったあとにクロとユキのいる犬小屋に入るのは抵抗があるのか、クロイチたちやそのパートナーは外で寝ていた。

　だから俺の最初の仕事は、彼らのための小屋作りだった。

　今後の畑の拡張も考え……。

　川のある方向とは反対側に、畑四面×四面の十六面分ぐらいの大きなスペースを作り、丸太柵と堀で囲んだ。

　今後、子供が増えることを考えたらこれぐらいのスペースは必要だろう。

　新しい場所とこれまでの間の丸太柵は残したが、堀は埋めた。堀を残したままだと、なんだか隔離しているような感じがしたからだ。

　埋めるも掘るも『万能農具』があれば簡単なので頑張ってみた。

　そして、各カップルで住めるように、小屋を作っていく。

　クロたちの住んでいる場所は、最初は倉として活用するつもりだったのでそれなりに大きいが、クロイチたちが二匹とその子供たちの場所と考えればそれほどの大きさは要らない。

　といっても、クロたちのサイズはかなり大きい。

　やはり四畳半ぐらいの大きさが必要か。

　俺が入ることを考えると……高さもそれなりに。

　まず最初に一つ作ってみて反応を見てみたが、クロイチたちがわれ先にと入りたがったので大丈夫だろう。

　喧けん嘩かされると困るので、最優先で小屋を作った。

　今後、小屋が増えていくのだろうか。その時、考えよう。

　ついでに、クロイチたちの飲み水のために、この場所にも井戸を掘った。

　水路作りは進んでいるが、完成はまだ先のようだし、最初の井戸からここに持って来るのは大変だから。

　クロイチたちが自分で飲めるように傾斜を緩やかにしつつ、下に向けて掘る。

　最初の井戸と同じく、深さ十メートルぐらいで水が出てきて安心した。

　クロイチたちのトイレとして、浅く掘った場所と、目隠しの衝つい立たてを用意する。

　ある程度、溜まったら埋めて、また別の場所に用意するのだ。

　衝立は、一度、クロが大きい方をしているところを目撃してしまい、しばらく気まずい空気になったことから作るようにしている。

　まあ、冬場や夜以外では、クロたちは森でトイレを済ませているようで、なかなか汚れないのだが……。

　生まれてくる子供たち用と思おう。

　この新しい犬たちのための場所を、今後は犬エリアと呼ぶことにした。




　クロたちも犬エリアに移動するかと聞いたが、拒否されてしまった。

　まあ、その方が寂しくなくて嬉しいが……。

　いや、ザブトンたちのことは忘れていないぞ。




　アリス、イリス、ウノ、エリスの新しい面子もトマトは好むようだった。

　種族的に好きなのかもしれない。

　ある時、俺の持っていたタマネギをエリスが食べてしまい焦あせったが、特に問題はないらしい。犬にタマネギ系はアウトだと聞いていたが、異世界ではセーフなのだろうか？

　いや、油断は駄目だ。できるだけ食べさせないように注意しよう。

　と思っていたら、エリスがやたらとタマネギを気に入ってしまって少し困った。




　新しい面子もフライングディスクは気に入ったのか、夢中だった。

　腕が疲れた。気分転換にお茶を飲む。




　お茶の木の成長が速いので油断していたが、お茶は新芽を摘んで作るものだった。

　さらに、煎いる必要があったのを忘れていた。

　一回目のお茶はただの葉っぱをお湯に落としただけの味しかしなかった。

　新芽に関しては、成長が速いので定期的に新芽を収穫することができた。

　お茶を煎ることに関しては……煎り具合など知るはずもないのでトライ＆エラーの繰り返しだった。

　その結果、常飲に耐える味には一応なった。前の世界のお茶に比べなければ。

　それでも飲む。お湯より美味しいからだ。

　このお茶の欠点は、茶漉こしなどの道具がないから、コップに茶葉が直入れで、最後まで飲めないことだろう。

　今度の冬には茶道具を作ることにしよう。
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　食い扶ぶ持ちが増えたので、畑を拡張することにした。水路の完成が遠のく。

　ぶっちゃけ食べるだけなら現状でも十分やっていけるのだが、冬のことを思うと今から色々と考えておきたい。

　それに、出産が近くなれば食事量も増えるだろう。

　初めて出会ったクロとユキは、二匹で大きな猪イノシシのほとんどを食べた。

　用意しておいて、損はないだろう。




　現状の畑の南側に犬エリアと同じ、畑四面×四面の十六面の大きさで畑を作った。

　ここは新畑エリアと名付けよう。

　作業的には俺は最初に畑を作れば、あとは定期的に畝うねの間をクワで耕したり、水をやったりとの作業になる。

　害虫退治には、ザブトンの子供たちが活躍してくれる。

　そうそう、ザブトンの子供たちとクロイチたちのパートナーたちは仲良くやっている。

　アリスの背にザブトンの子供が数匹乗っているのを見た時は驚いた。アリスがザブトンの子供たちの移動を手伝っていたらしい。

　一瞬、アリスが食べられているのかと思ったのは秘密だ。




　これまでの畑のあった場所も、そのまま畑として活用する。ただ、こちらの畑は主に俺の実験用だ。

　明確なイメージをせずに耕しても、何かが育つのか？　耕した場所に、種や苗を植えた場合はどうなるのか？　実験したいことはそれなりにある。




　新畑エリアで、これまでの作物を作っていく。果実系の木はまだ実を付けていないが、花を咲かせるようになった。今年は無理でも来年ぐらいは期待できるかもしれない。




　ザブトンの子らは収穫の手伝いもしてくれた。

　根元から刈り取らなければ駄目なものや、引っこ抜かなければいけない根野菜は無理だが、トマトやナス、キュウリなどはキッチリと収穫してくれる。

　しかも、俺が用意した箱やお盆の上に置くところまでやってくれるのだ。

　時々、盗み食いをしているのを見逃すぐらいにはありがたい。

　ザブトンの子らが収穫の手伝いをしているのを見て、クロたちも手伝おうとしてくれたが……。

　口しか使えないので上手うまく収穫できず、しかも大半を食べてしまう感じだった。その後、諦めて堂々と食べていた。

　もちろん叱った。叱られたクロたちの反省する様子は、少し可愛かわいかった。




　水路作りが進まない。

　まあ、犬エリアや新畑エリアを作ったので時間を取られたせいだが、それに加えてユキたちの出産が近くなったことが原因だ。

　ユキたちのお腹が目立つようになると、さすがに女性陣は狩りなどを控えるようになった。

　代わりに、男性陣が頑張って狩りをするのだが、出産を控えた女性陣の食欲は、予想通りに旺盛だった。

　狩っても狩っても追いつかない。

　ザブトンの所に大量の毛皮が行く事態になり、俺の寝床の床の一部は毛皮敷きだ。

　ともかく、狩った獲物の処理に時間を取られるようになった。

　クロたちも、本来はそのまま食べていたのだろうが、血抜き処理などをした味に慣れてしまったのか俺の処理を求めてくる。

　お腹の大きい女性陣の懇願するような顔を見せられると、拒否などできるワケもない。

　俺は職人のように、男性陣の狩ってきた獲物の処理を行った。




　出産ラッシュがやってきた。

　最初はエリスだった。無事に四匹の子を産み、よかったと思ったらアリスが出産を開始。

　そして、クロサン、ユキ、イリスが揃そろって出産を開始し、一気に賑にぎやかになった。

　これまでは食事は俺の寝床の周囲で行われていたが、ユキは最初の犬小屋で、その他は犬エリアの自分の小屋で出産と場所が違ったため、しばらくは合流ができなくなった。

　なので、俺は二カ所で食事の用意をすることになった。

　クロたちは、生肉よりは火を入れた肉の方を好む。意外だ。

　生肉を貪むさぼるイメージがあるのだが……。

　というか、最初に会った時、猪の肉に貪りついていたよなぁ。




　子供が生まれたので気が引き締まったのか、ウノが凜り々りしく見え始めた。

　気のせいかと思っていたら、なんとあの巨大な猪を単独で狩った。凄い。

　狩ったはよいが、運べなくて俺を呼びに来たのは、少し面白かった。




　気分転換に川に釣りに行った。魚が食べたかったからだ。

　そこでとある事実に気付いた。

『万能農具』は釣り竿ざおに形を変えることができなかった。どうしてだ？　ひょっとして管轄とかあるのかな？　釣り竿は『万能魚具』じゃないと駄目とか。

　喋しゃべれるワケではないが、『万能農具』が申し訳なさそうにしている気がしたので、気にするなと声を掛けておいた。

　これまで十分に助けてもらっているのだ。これぐらいで文句を言ったりはしない。

　それに、釣り竿は駄目だったが、クワやシャベルで魚を捕る仕掛けを作ることはできる。

　何も問題はない。仕掛けに魚が掛からなかったこと以外は。




　敗因は、魚が想定外にアクティブなことだ。

　異世界の魚は、水のない場所に打ち上げられた程度で諦めないらしい。男前だが、俺の中の常識の魚との違いに、少し困惑する。あと、牙を持った魚もいた。ちょっと怖い。




　数日後、仕掛けを改良して三十センチクラスの魚を数匹確保した。

　さっそく味わってみたが……不味まずかった。泥臭いというべきか。

　魚を捕まえた時、クロたちがまったく興味を示さなかったのでおかしいとは思ったのだけどそういう事情か。残念。
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　なんだかんだと生活をしていると、いつの間にか肌寒さを感じ始めた。

　クロやクロイチたちの子供も、まだ可愛さは残しているものの、それなりに大きくなり牙の生えた兎とかを狩って来るようになっている。

　もうすぐ冬かと少し憂ゆう鬱うつになる。

　果実系の木は、まだ実を付けなかった。来年に期待だ。

　食料の貯蔵は、かなりしている。地下室を増設したぐらいだ。万全と言えるだろう。

　今、育てている作物を収穫すればさらにだ。

　そして反省。水路は完成しなかった。塩もまだ確保できていない。

　俺、大丈夫だろうか？　この世界に来てから塩分を摂取していない気がするが……。

　食べた物は、狩った動物か収穫物、あとは魚。動物の肉で補充できているのかな？

　よくわからない。焼いてるし。しかし、生肉を食べる気にはなれない。

　体調が悪くなってからだと手遅れなんだが……今からではどうしようもない。

　来年の最優先目標にしよう。次に水路作り。でもって……奥さんが欲しい。

　夜、一人で寝るのが寂しい。

　クロたちが家族で和気藹あい々あいとしているのを見ると、なおさらだ。

　そんな俺を、ザブトンが慰めてくれる。ありがとう。




　俺が冬の間にする事だが……。

　今年も木や石で色々と作ることにしたので、その材料を集めておく。

　一応、これまでの成果で、木組みで水の漏れないマスが作れるようになった。

　接合部を樹脂で補強する方法なら、かなり前からできたのだが、目指したのは樹脂を使わない木組みオンリーで水漏れしないマス。

　材木の接合部の角度を工夫し、筋を彫って間に繫つなぎ用の木を入れることで、水漏れを防ぐことができた。水漏れは防げたが、そのまま大きいマスを作ったら水の圧力で分解してしまったので、内側からの力に強くなるように接合部のカットを工夫した。

　万全。

　現在、犬エリアの水飲み場の水入れとして利用している。これで風呂に一歩近づいた。

　果実系の木もいい感じだし、本格的に檜ひのきを育てることを考えてみようかな。風呂用に。




　クロイチたちの子供は、一匹を除いて名前は付けていない。数が多すぎるからだ。それに見分けも難しい。ザブトンに名札用のスカーフでも作ってもらえるなら考えるが……。

　クロの新しい子供、四匹には名前を付けた。

　クロゴ、クロロク、クロナナ、クロハチだ。

　クロゴ、クロロクがオスで、クロナナ、クロハチがメス。

　差別ではなく、俺の寝床に近い場所にいるので、接する機会が多いだけだ。

　一匹、エリスとクロヨンの子供の中で真っ白な子犬が生まれている。

　これは完全に見分けられるので、名付けた。

　フブキ。

　ユキの時に考えた名前の流用だが、似合うと思う。メスだし。




　子犬たちの額に、はっきりと角が生え始めた頃。

　北側に異変があるとザブトンが知らせて来た。

　普段よりも緊急性が高そうな感じだったので、嫌な予感がする。

　それを肯定するように、クロたちが殺気立ち、一斉に北側に走り出したので驚いた。

　子犬たちも同様にだ。

　なんだ？　危険なヤツでも来るのか？

　俺は『万能農具』を取り出し、クロたちのあとを追った。




　クロたちのいる場所に到着した時、目に入ったのは全裸の少女。

　中学生ぐらいで、目立つのはその銀髪と美貌。

　将来、絶対に美人になりますと主張しているような顔立ちだ。

　しかし、その体はクロたちにやられたのか傷だらけで、大きな木を背にクロたちに対たい峙じしている。

　クロたちは一匹が突出し、少女の意識を向けたあと、他の場所から別の一匹が襲い掛かる。

　一撃離脱。

　ダメージを与えると、少女の体が小さくなった。

　いや、幼くか。中学生だった体が、今は小学生のようになっている。

　少女が敵だとしても、クロたちとの体格差が明らかなのに、クロたちが押さえ込みに掛からないのはなぜだ？　いやいや、待て待て。なにを冷静に。

　手を叩いてクロたちに俺が到着したことを伝えても、クロたちの警戒は解かれない。

　しかし、囲まれている少女は俺に気付いたようだ。

「た、助けて」

　言葉が通じる。そして、久しぶりの言葉を聞いた気がする。

「わかった」

　俺はクロたちの間を抜けて、少女の前に出た。
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　俺は少女の前に出ると、クロたちを少し下がらせ、とりあえず身を隠す物をと自分の上着を脱いで纏まとわせようとした。

　少女はそれで余裕を取り戻したのか、俺の下に近づいてきた。

「安心しろ」

　そう俺が言うと同時に、少女は俺の首筋に嚙み付き、血を吸った。
















　少女の姿が、急速に成長する。

　さっきまでは小学生だったのが、中学生サイズに。

　傷だらけの体は、一気に回復してツヤツヤの肉体になっている。

「え？　え？　え？」

　血を吸われていることや、目の前の少女の変化に俺が驚いて身動き取れずにいると、クロが体当たりして俺と少女を引き離した。

　そのあと、他の犬たちが少女をボコる。

「待って、違う。攻撃じゃない、やめて」

　フブキの突進で、少女の体が空中に放り出され、落下する前に他の犬によってまた空中に放り出される。

　少女が空中で体勢を整えようとすると、高くジャンプした他の犬が上から地面に叩きつける。フルボッコだ。

　その様子に、俺は冷静さを取り戻す。

「あー……待て待て」

　俺はクロたちに待てをする。

　クロたちは、素直に従ってくれるが、すぐに襲い掛かる体勢は崩さない。

　クロたちによってボコボコにされた少女は、またもや傷だらけで、体のサイズは小学生ぐらいになっていた。

　いや、もっと幼いか。

「お前は、俺の敵か？」

「ち、違う、違うからこいつらを下げてっ！」

「俺の血を吸ったのに敵じゃないと？」

　目の前の少女は吸血鬼だろう。

　人間の姿で血を吸う生物なんて、それ以外に思いつかない。

「血を吸ったのは謝るから。あのままだと消滅するところだったのよ」

「血を吸って、回復すると？」

「そう」

　だから、クロたちは組み付かなかったのか。油断すれば、血を吸われるから。

「血を吸われた俺に、何か影響があるのか？」

　吸血鬼に血を吸われたら、下級吸血鬼になるとかよく聞く話だが……。

「……た、多少の魅了効果があるはずだけど……アンタには効いていない」

「俺も吸血鬼になったり……アンデッドになったりは？」

「しない。血を貰もらう相手をそんな風にしたら、血が貰えなくなるじゃない」

「……なるほど。つまり、現状……俺には何の問題もないと」

「うん。血を吸ったのは私の回復手段というだけだから。こ、この地に来たことが罪ならそれも謝るわ。だから見逃して」

　…………。

　俺は考える。

「とりあえず、もう少し血を吸うか？」

　俺の提案に、少女とクロたちが少し驚いたようだ。

「い、いいの？」

「構わない。敵じゃないんだろ」

「え、ええ……」

　少女は遠慮しながら、俺の首筋に嚙みついた。

　チューチューと吸われている。

　少女の体がグングンと成長し、そして中学生ぐらいのサイズになる。体の傷も綺麗に消える。不思議な光景だ。

「ふう……」

　少女は満足気な表情を見せてくれる。俺は自分の体をチェックする。

　それなりに吸われたと思うが、まるっきり影響がない。

　前の世界にいた時、血を抜かれた経験がそれなりにあり、ヤバイ状況は感覚的にわかるつもりだが……血が減った気がしない。

「もう少し、どうだ？」

　俺はさらに血を薦める。

「え？」

「いいから、いいから」

「あ、ありがとう」

　少女はさらに血を吸う。

　中学生ぐらいのサイズから、高校生ぐらいのサイズになる。やはり、血が減った気がしない。

　いけるか。

「もう少し飲めるか？」

「の、飲めるけど……」

　少女はさらに血を吸う。

　高校生から、大学生ぐらいの体になった。

「ふう……さすがにこれ以上は……」

　げっぷといった感じで少女……いや、少女ではないな。

　美しい女性が、俺の傍にいた。

　血をそれなりに吸われて平気なのは、この世界に来る時に神様にもらった特典のおかげだろう。

『健康な肉体』

　先ほど、彼女が言っていた俺に魅了が効かないとかも、それが原因かもしれない。

　ともかくだ。

　俺の目の前には、美しい女性がいる。

　俺はクロたちに解散を伝え、彼女を俺の家に招待することにした。

「え、え、え？　なに、ちょっと……え？」

　俺の行為は野蛮だろうか。同居人が増えた。
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　吸血鬼の彼女の名前は、ルールーシー＝ルー。

　色々と変化があったが、最終的にルーと呼ぶことになった。ちなみに、彼女の俺の呼び方は「淫獣」「ケダモノ」「貴様」「村長」と変化し、現在は「旦那様」になっている。




　俺がルーを受け入れたことで、クロたちもルーを受け入れた。そこで油断していたのだが、ルーがザブトンやその子らを見て気を失ってしまった。

　吸血鬼とはいえ女の子。大きな蜘蛛クモが結構な数いるわけだからビックリするか。

　復活したあと、俺の説明を受けてなんとか仲良くやっている。ただ、ザブトンが後ろに来ると、ビクッとしている。




　ルーは血だけで生活するワケでなく、俺と同じような食事をする。特にトマトがお気に入りだ。クロたちと被かぶるので喧嘩するかと思ったら、同好の士的な感じで急速に仲が良くなっていった。ザブトンがジャガイモもいいよと訴えている感じがしたので、しばらくジャガイモとトマトで料理を作った。ここで衝撃の事実が発覚した。

　事の始まりは俺の料理を食べたルーの一言だ。

「塩は使わないの？」

「塩はないんだ。探したんだけどな」

「……え？」

　俺は一生、その時のルーの顔を忘れないだろう。

　俺はルーに連れられ、井戸に入った。斜めに掘った最初の井戸だ。下まで行くのかと思ったら、入り口から少しの場所で止まり、適当に壁をノックしたと思ったら、壁の一部を削り取った。

　この辺りの地面は硬い。固いではなく、硬い。だから、削り取った壁は岩のようだ。

　ルーはその壁を持って戻り、鍋に水と一緒に入れて煮出した。

「こうやって煮たら、塩が出てくるから」

　…………。

「煮た水の上の方だけ取り出して乾燥させたら塩が残るわよ」

　…………。

　悔しくはない。俺は念願の塩を手に入れたのだ。喜んでいるぞ。

　数日間、隙を見つけては塩を作った。料理に塩味が付いた。




　なんでも、この辺り一帯の地下には岩塩ならぬ土塩の層があるらしい。

　深さは地面から五十センチぐらい下だが、そんなのがあってあの森ができるのだろうか？

　聞けば、ここの森の植物は特別らしい。

　ちなみに、畑で作物が育っているのは『万能農具』のおかげだろう。その証拠に、畑の土からは塩は採取できなかった。大きな木に作った社やしろに改めて祈りを捧ささげておく。




　余談。

　ため池予定地を調べたら、塩が取れる層があった。

　くっ……こんな近くにあったとは。

『万能農具』のハンマーで叩いたから、ため池の水に塩が溶けることはないだろうが、用心のために別の場所から土を持って来て塩の層に被せ、改めて叩いて固めておいた。










　ルーは自分の魔力で服を作れるらしい。

　初めて会った時、全裸だったのはダメージを受けて、服を維持する魔力も惜しかったそうだ。

　魔力。魔力かぁ。

　ルーが魔法で火を起こしているのを見て、少し感動してしまった。

　話を戻して、ルーは魔力で服を作れるらしいのだが、今はザブトンの用意した服を着ている。

　なんでも、ザブトンの作った服はそこらの貴族の服よりも高品質らしく、ルーは殊更に気に入っている。

　ちなみに、ルーの体のサイズは小さくする分には自由で、日中は中学生ぐらいのサイズにしている。

　大きくなるのは夜だけで、昼に小さくなる意味は……俺に自重させるためらしい。

　自重しているつもりなのだが……もう少し、自重するようにしよう。




　さてさて、新しい同居人が増えたが冬の準備だ。

　しっかりしないと困るが、今年は春から色々と計画していたので、一人増えたぐらいでは動じない。

　逆に、収穫に関して人手が増えたことが嬉しい。

　ザブトンの子供たちでは収穫できない根野菜をメインに収穫してもらう。

「まさか、土いじりをすることになるなんて……」

　ルーは最初、畑仕事に抵抗があったようだが、二～三日もすれば気にしなくなった。

　順応力が高いのかもしれない。




　食事のあとや、日暮れ前。

　時間ができた時にルーに魔法に関して教えてもらうことにした。

　理論や理屈はなんとか理解できたが、実現は厳しかった。

　ルー曰いわく、俺に魔法の才能はないらしい。残念。

　ただ、才能がない人間でも十年、二十年と学べば小さな火を付けるぐらいはできるらしい。

　うーん……労力に見合わない。




　ルーの魔法は、多岐にわたった。

「ふふん。どうよ」

「凄いな」

　なんでも、ここに来る前はそれなりに有名な魔法使いだったらしい。要は色々と勉強しているので、大体の魔法は使えるとのことだ。

「リクエストがあれば言ってみて」

「そうだな……じゃあ、灯あかり」

「灯りって……初歩の初歩なんだけど」

「夜のトイレを照らしてほしいんだ。暗いと不便だろ」

「そうだけど……わかったわ」

　ルーの灯りはそこそこの明るさを維持してくれている。

「もっと明るくできるけど」

「これぐらいで十分だ。持続時間は？」

「えーっと……夜になる前にかけたら、夜明けぐらいまでは大丈夫かな」

「おおっ、凄いな」

　しかも、焚き火には虫が寄ってくるが、魔法の光には虫は寄ってこない。凄く便利だ。

「もっと凄い魔法とかあるんだけど……」

「じゃあ、朝の火起こしを魔法で頼めるか？」

「いや、そんなレベルじゃなくて……やるけど」




　冬到来。

　春まで色々と励んだ。
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　今年の冬は短かった気がする。ルーがいるからだろうか。ともかく、春が来た。今年の目標、水路の完成。頑張ろう。




　今年最初の畑作業を行う。

　いつも通りに畑を作り、今年からの作業として北側に果実エリアを作ることにした。

　大きさは五十メートル四方を一面とした畑を四面×四面の十六面。

　最初に植えた果実系の木は実を付けていないが、いい感じで成長を続けているので大丈夫だろうとの判断だ。

　それに、果実系の木は世話がそれほどいらない。

　害虫対策にザブトンの子供たちが頑張ってくれているので、俺の苦労は最初だけだ。

　ザブトンの子供たちも体が大きくなってきたし、この辺りの木が新しい寝床になってくれればとも思う。

　育てる木は、リンゴ、ナシ、ミカン、オレンジ、カキ、モモの初期実験メンバー。

　それに加えて、ブドウ、パイナップル、バナナ、サクランボ、クリとやってみる。

　あとは、多めにお茶を。

　ルーと俺とでお茶を消費すると、思ったより減ったからだ。あとで茶摘みの手間に苦労するが、それはまた別のお話。




　クロたちはチラホラと森に行って狩りを始めた。

　今年の初獲物は、巨大な猪だった。相変わらず、持ち帰れないので俺を呼びに来た。

　まあ、野生ならその場で食べるから問題ないんだろうなぁ。だが、いい感じのペースで肉を確保できている。このままの勢いだと、この辺りの森から獲物がなくなったりするのではないだろうか？　ある程度、ペースを調整した方がいいのかな？　少し、悩む。

　悩んでいると、クロたちの角の生え変わりが始まり、落ちた角を拾ってそれぞれの小屋に飾る。

　クロイチたちの子供たちも角が生え変わったら、パートナー探しに出掛けるのだろうか。

　無事に戻ってきてくれるといいが……。

　と思いつつ、このペースで増えるとマズイんじゃないかなとか思う。

　ま、まあ、その時はその時で。




　ともかく、クロイチたちの子供が、パートナー探しに出ることを覚悟して生活していると、俺とルーが寝床にしている小屋の前にザブトンの子供たちが集まっていた。

　なんだ？　この雰囲気、ひょっとして……。

　ザブトンの子供たちは、俺に向けて片足を上げて挨拶したあと、お尻から糸を吐き出して風に乗せ、次々と飛んでいった。

　お前たちもパートナーを探しに出掛けるのか。

　…………。

　いきなりだなぁ。

　お前たちのために果実エリアを作ったところもあるんだぞ。クロたちと違って、戻ってこない気がしたので涙が出てくる。

　泣いている俺の前にザブトンが来て、大丈夫と片足を上げた。ザブトンの後ろには旅立たなかった子蜘蛛たちがまだ何匹もいた。

　お前たち……。

　そうか。残ってくれるのか。

　そして……そのさらに後ろに、拳大サイズの子蜘蛛が無数にいた。

　……そっか。春だもんな。




　子蜘蛛たちの旅立ちの少しあと、予想通りにクロイチたちの子供がパートナー探しに出かけた。

　予想外だったのは、何匹かは出掛けずに残ったことだ。

　観察すると、残ったメンバーでカップルが成立していた。なるほど。

　クロの新しい子供たち、クロゴ、クロロク、クロナナ、クロハチは全員出かけたことから、ある程度の血縁は避けることを自然と理解しているのだろう。クロたちは賢いしな。

　唯一名前を付けたエリスの子のフブキは、アリスの子の一匹を捕まえ、居残り組だ。

　アリスの子がボロボロになっているけど、まあ、その……うん、仲良くしてほしい。

　俺は新しいカップルと、戻って来るであろう子供たちのために犬エリアに小屋を建設することが日課になった。

　だが、さすがに今後を考えると一戸建ての小屋はスペース的に無理だ。

　なので大きめの長屋風の小屋にチャレンジしてみた。

　完成した感じは馬房かな。悪くない出来だと思う。思いたい。

　パートナー探しに出た子供たちの数を考え、何棟か作った。




　いい感じに暖かくなってきたので、ザブトンが作ってくれた新作の服を着る。

　相変わらず、俺よりもファッションセンスがいい。

　服のお礼をしようと色々とファッション関係のアイテムを試行錯誤した結果、木製マネキンが喜ばれた。

　マネキンかぁ。

　俺サイズとルーのサイズで作り、渡しておく。これからもよろしくお願いします。

　ちなみに、木製のハンガーはすでに何個も作り、服の収納に役立てている。




　旅立たずに残ってくれたザブトンの子供たちも、複雑な形は無理だが袋みたいな物は作れるようになってきているらしい。

　貰った袋に草を詰めて座布団のような物にしたら、次からはそれに適した形にしてくれた。

　座布団はルーが気に入っている。

　今までが木や石に座っていたから、柔らかい方がいいのは当然だ。

　ルーはトイレ用の座布団を作ろうと頑張っていたが、Ｏ字型の穴のサイズで苦労していた。

　なので、Ｏ字型ではなく、Ｕ字型を提案。喜ばれた。

　そして、ザブトンの子供たちから凄いと感動の目で見られた。

　前の世界の知識だから、恥ずかしい。

　その後、調子に乗ってソファっぽい物を作ったりした。

　それより先にベッドじゃないかなと、ルーに言われた。

　なるほど、夜のお誘いか。頑張ろう。
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　私の名はルールーシー＝ルー。

　種族は吸血鬼。

　親しい人は、私のことを愛情を込めて吸血姫ヴァンパイアプリンセスと呼ぶわ。

　敵対する人は、敵意を込めて吸血姫ね。

　一人、私のことを家名で呼ぶ天使族の知り合いがいるけど、あれはノーカウント。

　ただの腐れ縁。




　さて、私は今。ピンチを迎えているわ。

　どんなピンチかというと、インフェルノウルフに囲まれている。




　インフェルノウルフの怖さがわからない人に説明すると……。

　まず、私なんだけど。それなりに強いと思うのよ。

　人間たちの国だと、敵なしって感じ。

　私を捕らえるのに、一国の軍が動いたこともあるわ。

　ああ、私が悪い事をしたんじゃないわよ。

　私の美貌に誘惑された王族がちょっとね。

　ごめんなさい。噓うそを吐つきました。

　私の薬学を求めて、大貴族が暴れたのよ。

　ちゃんと断ったんだけどね。

　重要な材料がないから、薬は作れないって。

　向こうも大変なのはわかってるけど、あまりにしつこいから引っ越したら大騒ぎになっちゃって……賞金首にまでされちゃったわ。逃げ切ったけどね。




　横道に逸それたわ。

　ともかく私を捕まえるのに一国の軍が必要って覚えてちょうだい。

　その私が戦いたくない、戦ってもなんとか辛勝ってのが目の前のインフェルノウルフ。

　それが一、二……十頭以上いるわね。

　二頭が他に比べてちょっと体格がいいから、お父さんとお母さんかな？　体格が格段に小さいのは子供かしら？　いい家庭を築いているみたいね。

　私にとっては絶望だけど。




　だから最有力の手は逃亡。

　なのに、それができない。

　ちょっと離れたところから十匹ぐらいのデーモンスパイダーがこちらを窺うかがっているから。

　デーモンスパイダーは、色々なサイズと種類のいる蜘蛛系の魔物の総称。

　十匹ぐらいのデーモンスパイダーは、それぞれ拳ぐらいのサイズだけど……油断できない相手。

　てか、なに？

　インフェルノウルフたちはデーモンスパイダーの方に私たちを追い込もうとしているわよね？

　デーモンスパイダーとインフェルノウルフが共同で私を狩ろうっての？

　本気で絶望。

　吸血鬼は不死だけど、死なないわけじゃない。消滅することがある。

　何百年ぶりだろう。それを身近に感じるのは……。




　私は覚悟を決める。対峙するはインフェルノウルフたち。デーモンスパイダーの方が抜けられそうだけど、どうせ糸の罠わなを張っているだろうから。この状況で糸の罠で動きを封じられたら終わり。まだ勝ち目があるインフェルノウルフたちを相手にする。




　一頭倒して怯ひるんだ隙に逃げる。




　作戦というのも恥ずかしい作戦だけど、これしかない。




　結論。

　無理でした。

　勝てない勝てない。無理無理無理。

　だってインフェルノウルフたちって、連携して攻撃してくるもん。

　互いが互いをカバーして、一頭に的を絞らせないようにしてるもん。

　あー、思考が幼児化する。

　攻撃される度に私を構成している魔力が減り、体を維持できなくなっているからだ。

　服も魔力で作っていたから、今は全裸。

　恥ずかしいはずだけど、攻撃を受ける度に体がどんどん小さくなって、ちゃんとあったバストが消滅。

　現在……六歳ぐらい？　あ、今、五歳ぐらいになった。

　もう駄目。終わった。あと一回か二回の攻撃で、まともな思考ができなくなる。

　私はこのまま消滅するのね。

　幸運なのは、まともな思考ができないから、最後の瞬間は死の恐怖がないってことかな。

　長い吸血鬼人生でした。




　諦めが極まったところで、希望が現れた。

　人間？

　どうしてこんな場所に人間？　どうでもいいから私を助けて。

　私は人間に声を掛けた。

　人間は頷くと、私の傍に寄ってくれた。

　インフェルノウルフたちは攻撃してこない？

　なぜ？　いや、それよりも……私は自身の本能が抑えられない。

　体を構成していた魔力を大量に失ったので、魔力を求めている。

　私に上着を貸してくれた人間なのに、私は彼の首筋に嚙み付いた。




　吸血。




　どんな生物でも血には魔力が宿っている。

　吸血鬼はその血から魔力を取り込むことができる種族。

　魔力さえあれば体力が回復し、傷が癒やされ……体のサイズも戻る。

　インフェルノウルフに攻撃され、人間と引き離された。




　パニック。




「待って、違う。攻撃じゃない、やめて」

　私はインフェルノウルフたちに説明する。

　本当にパニックだ。

　インフェルノウルフたちが私の話を聞くはずがない。

　傷の癒えた私の体がまた傷付き、小さくなっていく。

　インフェルノウルフたちが止まったのは、私の話を聞いてくれたわけではなく、人間が止めたからだ。

「お前は、俺の敵か？」

　だが、攻撃は止まってもインフェルノウルフたちの警戒は解けていない。

　いつでも私に飛びかかれる。

「ち、違う、違うからこいつらを下げてっ！」

「俺の血を吸ったのに敵じゃないと？」

「血を吸ったのは謝るから。あのままだと消滅するところだったのよ」

　本当にごめんなさい。確かに、いきなり吸ったら誰だって敵対行為って思うわよね。血と魔力を奪うんだから。




「血を吸って、回復すると？」

「そう」

「血を吸われた俺に、何か影響があるのか？」

　…………？

　彼は吸血鬼のことを知らない？

　私ってそれなりに有名人だと思ってんだけど……ああ、説明しないと。

「……た、多少の魅了効果があるはずだけど……アンタには効いていない」

　本当、なんで効果がないんだろう？

「俺も吸血鬼になったり……アンデッドになったりは？」

「しない。血を貰う相手をそんな風にしたら、血が貰えなくなるじゃない」

　一昔前に流行はやった物語のせいで、そう誤解してる人は多いのよね。

「……なるほど。つまり、現状……俺には何の問題もないと」

「うん。血を吸ったのは私の回復手段というだけだから。こ、この地に来たことが罪ならそれも謝るわ。だから見逃して」

　死の森。誰もが近寄るなという場所。本当に近寄っちゃ駄目な場所だった。

　甘く見た。

　ここなら、珍しい薬草があるかなって思ったのが間違いだったわ。

　私はどうやってこの人間に許してもらおうか考える。

　血を勝手に吸った謝罪の気持ちはあるが、どうみてもインフェルノウルフたちはこの人間に従っている。

　ということは、あのデーモンスパイダーたちも？

　よく見れば、彼が着ている服……デーモンスパイダーの糸で作られていない？　超高級品？

　ひょっとして、この人間。この死の森の主？　なら本当に謝らないと。

　私がどうしようと困っていると、向こうから信じられないことを提案された。

「とりあえず、もう少し血を吸うか？」

「い、いいの？」

「構わない。敵じゃないんだろ」

　返事ができない。歓喜だ。血を貰える。魔力を貰える。私は素直に彼から血を貰う。

　傷が癒え、体のサイズが元に戻っていく。

　思考力も一気に回復し、調子に乗って吸い過ぎてはいけないと自制が生まれた。

　遠慮はすべきだ。だが、彼は遠慮は不要とさらに血を与えてくれる。

　いいのだろうか？　血も魔力も一気に失うと、死の危険があるのだが？　遠慮したけど、それなりに吸っている。普通の人なら昏こん倒とうしていてもおかしくない。

　しかし、大丈夫そうだ。大丈夫なら……。




　げっぷ。




　森に来た時よりも多い魔力量になった。体も絶好調。なくなっていたバストも復活。羞恥心も戻るので、魔力で服を装着。

　私が服を着ると、彼は残念そうにした。正直な人だ。いや、吸血の魅了が効果を発揮したのかな？　家に案内してくれるそうだ。




　彼の家は、普通の丸太小屋だ。家財道具が意外と揃っている。狭いけど、なかなか快適。




　互いに自己紹介。

　そして、彼は私に向かって頭を下げた。まさか、ここで熱烈なプロポーズを受けることになるとは。正直に言えば、嬉しい。

　だって吸血鬼の私にプロポーズする男なんていなかったから。

　そう、私は吸血鬼。人間とは違う。

　改めて、彼にそれを告げると、彼はこう言った。




「関係ない」




　彼の名はヒラク。今の私の旦那様。チョロイだなんだと言われても構わない。

　でも、まあ、その……チョロイは構わないけど、軽い女と思われたくないので最初の頃は色々と抵抗したけどね。

　夜が激しいので、ケダモノって呼んだこともあるけど……求められるのは嫌じゃない。

　でも、連日は厳しい。愛は感じるけど。

　正直、もう何人か奥さんを娶めとってもらえないだろうか。

　独占欲がないと言えば噓になるけど、偉い人が大勢の奥さんを持つのは普通。

　私一人で子育て……子供できるかな？　できた時に困るしね。幸せは分け与えるもの。

　今の私は幸せです。
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　クロイチの子供たちがそろそろ帰ってくる頃。ザブトンから北の方角での異常を知らされた。前にルーが来た時と同じだ。

　クロたちが一斉に北に走り出していき、それを俺とルーが慌てて追いかけた。

　まさか、また全裸の幼女がいたりしないよな。俺はルーだけで十分だぞ。

　などと思ってクロたちがいる場所に到着すると、クロたちに甚いた振ぶられている天使がいた。

　天使。

　金髪で可愛いらしい顔立ち。見た感じは大学生ぐらい。

　胸はしっかりと存在を主張し、間違いなく女性だとアピールしている。

　真っ白なドレスを着て、背中に大きくて白い翼。

　ルーの時と違い、クロたちは吸血される恐れがないと判断したのか、手足や翼に嚙み付き、引き摺り倒している。

　さすがにそのビジュアルに俺が止めに入った。

「待て待て待て」

　本当にルーの時と同じようだ。

　クロたちを引き離したあと、天使は俺を見て助かったと判断したのかガン泣きし始めた。

　庇ひ護ご欲が搔き立てられる。しかし、俺にはルーがいる。

　ここはルーに任せようとしたら、天使はルーを見て激げき昂こうした。

「ここにいたのね！　ルールーシー！」

　その激昂に反応したクロたちにボコボコにされた。クロたちにとって、すでにルーは仲間であり、家族だ。それを確認できて嬉しく思いつつ、また止めに入った。

「うう……ありがとうございます」

　さすがにビジュアルが血だらけ、土だらけで痛々しい。

　なんとかならないかと思っていたら、天使は自力でなんとかした。

　魔法だ。回復魔法で傷を治して血を止め、よくわからない魔法で体と服を綺麗にしていた。

　洗浄魔法だろうか？

　便利そうだと思っていると、ルーが私もアレぐらいできるからと張り合ってきた。

　なるほど。

　今度、トイレの下の排はい泄せつ物を溜めている場所の洗浄を頼んでもいいだろうか？

　いつかやらなければと思っているが、気の乗らない作業は……その、やる気が出難い。

　タイミングを見て、お願いしてみよう。とりあえず、今は駄目だと理解できる。

「ルールーシー。ここに隠れていたのですか？」

　ルーは天使と顔見知りのようだ。

　見た感じ、敵対しているのだろう。

「色々あってね。大丈夫？　結構、痛いでしょ」

「なんとか……痛いなんてもんじゃないです」

「わかる。私もやられたからね」

「貴女あなたもですか？」

「ええ。容赦ないからね。魔法も効き難いし、避けるし」

「もう死んだかと思いました」

「無事でなによりよ。もう大丈夫だからね」

　だが、今は違うらしい。

　同じ目にあった同士として、何か変な共感が生まれていた。

「あの時は私が悪かったわ。だから、ここでの争いはやめましょう」

「貴女が謝るなんて……わかりました。ここでの争いはやめます」

「ありがとう。それじゃあ、紹介するわね。私の旦那様」

　ルーが急に俺を紹介した。

「え？　あ、ああ……えっと……火ひ楽らくだ」

　なんだか自分の名前を認識するのが久しぶりで、ドモってしまった。

「ご丁寧に。私はティア。見ての通りの天使族です」

　天使族。

　そういった種族もいるんだ。

「ルールーシーさんを追いかけて、ここに来たのですが……」

「追いかけて？」

「はい。ルールーシーさんは街で暴れて、賞金が懸かっていますから」

　俺はルーを見る。

「あはは……ちょっとやりすぎちゃって」

「ちょっとではありませんよ。人的被害はなくても、貴族の面子メンツをつぶしたのですから」

「あはは」

　ルーが補足する。

「私がここに来たのも、ティアから逃げるためだったのよ」

　逃げる？

　ルーの性格をある程度は知ったつもりだが……逃げるとは彼女らしくない。

　俺の疑問にルーが答えてくれる。

「相性的に少し彼女の方が強いからね」

「ルールーシーさん、本当に変わりましたね。自分が弱く思われるようなことは絶対に言わなかったのに」

「ふふ……自分の力のなさを実感したからね」

「あー……なるほど。そうですね。自うぬ惚ぼれが消えますね」

　ティアとルーは、俺たちを遠巻きにしているクロたちを見る。

「あの数は反則です」

「うん」

　まあ、この場で戦ったりしないなら歓迎だ。

「とりあえず、家の方に来るか？　粗末な小屋だが……ここで立ち話もなんだし……」

「そうね。是非、来てほしいわ」

　ルーが思いのほか、熱心に誘う。

「……そうですか。では、お邪魔でなければお伺いさせてください」

　俺はクロたちを解散させ、ティアとルーと共に寝床の小屋に向かった。

　向かって小屋に入ったら、なぜかルーの誘導で三人で励むことになった。

「だ、騙だましましたね！　この悪あく辣らつ吸血鬼！」

「私一人じゃ体が持たないの。お願い、付き合って」

「それで付き合う馬鹿はいません！　離しなさい！」

「俺はルーだけでいいんだけど」

「私の体が持たないって言っているでしょ！　ほら、今よ！」

「いや、そう言われても……」

　なんだかんだで同居人が一人増えた。
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　ティアが同居するようになって、十日。

　ルーが体験したことを一通りやって、今ではかなり落ち着いた。

　ザブトンを見て気絶するのは、女性共通だろうか？

　そんなに怖い感じはしないのだけどなぁ。




「確かに体が持ちませんね」

「でしょ。貴女が来てくれて助かったわ」

　急速に仲が良くなった二人は、おいしそうにキュウリとトマトを食べている。

　ティアはキュウリが気に入ったようで、ボリボリとかじっているのだが、可愛らしいティアのビジュアルだと、キュウリをかじる姿が似合わない。

「貴女は小さくなって逃げられるけど、私は無理ですから。対策を考えませんと……第一は相手を増やすことですね」

「旦那様の性格は理解したでしょ。増やしたいけど、人間を攫さらってくるとかシャレにならないぐらいに怒られると思うの」

「でしょうね。大丈夫です。攫わなければいいんです」

「心当たりがあるの？」

「ええ。ここに来る前に少し見かけました。しばらく、空けます」

「……逃げたら、追いかけるわよ」

「逃げません。ここには旦那様がいるんですから」

　ティアも、俺のことを色々な呼び方をしたあと、ルーと同じように「旦那様」で落ち着いていた。




　ティアが所用で出掛けて数日後、クロイチたちの子供が戻り始めた。

　何匹かは、ボロボロになっていた。

　うん、頑張れ。

　初めてここに来た犬は、俺やルーに警戒心を見せるが、クロたちが間に入ることで打ち解ける。

　大きな揉もめ事はなさそうだ。




　戻ってきた子のうち、一匹が少し特殊だった。

　なんとパートナーを三匹、連れ帰ってきたのだ。

　三匹かぁ。

　それはイリスの子で、オス。

　連れて来た三匹のパートナーはメスだ。

　気弱そうな感じがしていたが、特に怪我もない。

　連れて来た三匹とも仲が良さそうだ。

　一夫一妻だと思っていたが……違うのかな？

　まあ、揉めないなら文句はない。

　そして、フブキに続いて名前を付けた。

　マサユキ。

　前の世界で存在したヒロインがたくさん出てくるラブコメバトル漫画の主人公だ。

　特定のパートナーを決めずに、出てきた女性キャラ全員を妊娠させて終わった最終回は、ネットで大炎上していた。

　伝説のハーレム男、マサユキ。

　憧れはしないが、似たような生きざまをしてほしい。




　あれ？

　俺もルーとティアに手を出しているから……。




　気にしないことにした。




　クロイチたちの子供たちが全員、無事に戻ってくると、一気に密度が上がった気がする。

　用意していた長屋風の小屋の評判は悪くないようだ。

　まあ、外で寝るよりは十分にいいだろうからな。

　そして、繁殖が始まるのだろう。

　揃って周辺の森に狩りに出掛け、獲物を咥くわえて帰ってくる。

　俺は血抜きや内臓処理で大忙しになった。

　また、途中で何度か大きな猪を倒し、俺が運ぶために呼ばれる。

　畑の世話もしなければいけないので、なかなかハードな毎日を過ごしていると、ティアが戻ってきた。

　七人の戦装束の女性を連れて。
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「リアです」

　リア、リース、リリ、リーフ、リコット、リゼ、リタ。

　自己紹介してくれた七人の女性たちは全員が同じ種族で、耳が長かった。

「エルフ？」

「ハイエルフですが……エルフで構いません」

　ハイエルフ？　エルフとの違いがよくわからない。

「ティアさんに勧められ、ここに来ました。お願いします。ここに住まわせてください」

「えっと……」

　俺がティアを見ると、彼女は俺の両肩に手を置き、顔を寄せてきた。

「彼女たちの悲しい過去を説明するわ」

　彼女たちハイエルフは、ここよりかなり北の場所に集落を持って生活をしていたのだが、二百年ほど前に人間の戦争に巻き込まれて壊滅。

　その際、一族はチリヂリになり、放浪しながら定住できる場所を探しているのだそうだ。

「これまではずっと森の中を移動しながら生活をしていました」

「定住できる場所がなければ、一族を増やすこともできません」

「お願いします」

　七人は頭を下げる。彼女たちに頭を下げる習慣はないが、事前にお願いの作法としてティアに教えられたらしい。なので不慣れな感じなのだが、それでも七人の女性に頭を下げられると、少しビビる。そんな体験をしたことがないからだ。

「労働力としても期待できるし、お願い」

「私もいいと思うわよ。ハイエルフの一族は優秀だと聞くし、見た目もいい。貴女たち、まだ若いのでしょう？」

　ティアは強く押し、ルーが賛同する。

「一番上が私ですが、四百と少しです」

「私が一番下で、三百ぐらいです」

　リアが最年長で、リタが最年少らしいが変化がわからない。全員、スラっとした大学生？　もしくは高校生ぐらいに見える。エルフだからか、全員が美形。もしくは可愛い系だ。

　ともかく、定住希望だが……労働力が増えるのは正直な感想で嬉しい。

「色々な同居人がいるけど、喧嘩はしないようにしてくれるなら構わない」

　だから、俺は許可を出した。

「ありがとうございます」

「一所懸命に頑張ります」

「よろしくお願いします」

　七人の女性たちから、歓喜の声が上がった。




　七人の女性たちはそのあと、ザブトンを見て気絶し、クロたちを見てもう一回気絶していた。

　クロたちを見て気絶するのは初めてだな。犬が苦手なのだろうか。




　その後、七人の寝床の確保のための小屋作りが行われた。

　個別ではなく、七人で住める場所がいいとのことで、大きめの小屋を建てることになった。

　大きめの小屋の時点で小屋じゃないか。普通に家だな。




　さすがに七人が住めるサイズとなると一日では完成しない。しばらくはリアたちが持参していたテントで寝てもらう。小屋の建設場所はリアたちの希望を聞いて、ため池予定地の南、新畑エリアの西の場所になった。俺の寝床からは南西になる。

　少し離れた場所になるが構わないのかと聞いたら、是非と言われた。なぜだろう？

　南西エリアを畑と同じように四面×四面の十六面で区切ると、真ん中少し北よりの位置が建設希望の場所だ。

　周囲に何もなく、ポツンと建つ感じで寂しく思えるが……。

　まあ、希望はできるだけ叶かなえてやろうと、言われるままの場所を建設予定地にする。そのあと、まずは南西エリアを区切るためにも、丸太柵と堀を作る。新畑エリアと接する部分の堀は……少し考えて残した。人が住む場所は少しでも防衛が硬い方がいいだろう。

　井戸とトイレの場所を決めて建設。今後を考えて地下室とゴミ捨て場も作っておく。

　俺は出たゴミを全て『万能農具』で肥料にできるが、彼女たちはできない。だから、ゴミ捨て場が必要だ。

　掘る作業や木を切る作業は俺の独壇場だったが、木材を用意したあとの建設では七人は頑張った。いや、俺よりも力があり、器用だった。丸太の加工や組み方など、色々と参考になる。

　俺が中途半端に手を出す方が邪魔になる気がしたので、彼女たちに任せ。俺は彼女たちの指示にしたがって穴を掘ったり、地面を固めたり、木材を集めたりした。

　十日ぐらいで、立派なログハウスが完成した。しかも、俺の諦めた高床式。二階建て。




　軽いジェラシー。だが、俺は学んだ。彼女たちの建設の工夫を。ふふふ。

　寝床にしている小屋を新しくしてみるのもいいかもしれない。




　ログハウスは東西に長く作られた長方形型。玄関入ってすぐに大広間兼ダイニング。みんなで作業をしたり、食事をする場所らしい。

　部屋の中央に室内でも火が焚けるような囲いがある。床に埋め込んでいない囲い炉ろ裏り？　みたいなものだ。

　大広間の左右に扉があって、俺の感覚だと台所や風呂になるのだが、ここではそれぞれが倉庫になっている。

　大広間の左右に階段があり、それで二階に。二階があるのは、大広間左右の倉庫の上で、大広間の部分にはその左右の部屋を繫ぐ通路しかない。なので大広間は非常に解放感がある。

　二階の片側に行ってみると、扉が一定の間隔で並んでいる。それぞれの個室らしい。

　一部屋は細長く作られ、内装はベッドと小さなタンス、そしてテーブルと椅子が一つずつ。

　内装類は全部、俺が作りました。『万能農具』のおかげです。俺よりも器用に加工する彼女たちだが、『万能農具』を扱う俺の速度にはさすがに敵かなわない。まあ、気に入らなければ自分たちで作り直すだろう。

　片側に四部屋あり、反対側と含めて八部屋。一部屋は空き部屋にしておくようだ。

　ザブトンやその子たちが作った布団や座布団、カーテンなどを付けたらリアたちが寝る場所に関しての問題はないと言っていいだろう。うん、よかった。




　ログハウスが完成するまでの間に、彼女たちはなんだかんだとここの生活に慣れた。

　特に畑の作物の味に、感動していた。

　好みは、カボチャ、ダイコン、ナス、そしてなぜかニンニクだった。ビジュアル的に、ニンニクを一気食いするのはやめてほしいなぁ。時々、クロたちと共に狩りに出て、弓の腕を披露してくれた。クロたちが同行を嫌がっていないことから、なかなかの腕なのだろう。

　ザブトンやその子供たちとも、衣類に関して相談できるようになっているので安心した。

「何か問題があったら言ってください」

「わかりました村長」

　ちなみに、彼女たちは俺のことを「村長」と呼ぶ。抵抗したが、押し切られた。最初は「王」や「領主様」だったのだから、マシにはなったのだろう。

「村長様」から「様」を取るのが大変だった。




　俺がリアたちの家作りから解放され、通常の作業に戻った翌日の晩から、リアたちが数人で俺の寝床に押し寄せるようになった。

「ど、どういうこと？」

　俺の疑問に、何を言ってるんですかとの態度でリアたちが答える。

「繁殖です」

「種族のためにお願いします」

「ここに定住したら種を頂けるとティアさんが……私、頑張ります」

　俺はルーとティアに助けを求めたが、無駄だった。そして知った。南西エリアのど真ん中にログハウスを建てた理由。それは今後、繁殖して増える気満々だったからだ。

　抵抗したが、無駄だった。意思が弱いとののしってくれても構わない。




　その後。

　女性陣だけの話し合いでローテーションが決められた。俺の希望を言う隙間はなかった。

　三角座りでボーっとしていた俺の傍に、クロニとイリスの子であるマサユキが来て慰めてくれた。

　ありがとう。
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　私の名はリア。誇り高きハイエルフの一族。まあ、誇り高いといっても昔の話。

　住んでいた村を戦いで追われ、今は死の森の中で流浪する一族です。

「リア。今日の野営地はどうする？」

　妹の質問に私は場所を指示します。死の森は多くの者たちに恐れられ、他者を拒む森だが、それは生息する魔物、魔獣の強さが規格外だからです。大抵の者は、一時間もしないうちに死体になります。私たちがそうなっていないのは、幸運にも森の中に時折ある安全地帯を見極めることができるからです。安全地帯といっても、印があるわけでもなければ、常に同じ場所にあるわけでもありません。森に住む魔物たちの縄張りがぶつかっている場所のことです。魔物や魔獣たちが、そこで狩りをすると他と揉めて面倒だから、よほど腹が減っている時以外はやめておこうという程度の安全地帯。

　絶対ではありません。縄張りを無視する馬鹿な魔物や魔獣だっています。縄張りを持っている魔物が何かの理由で倒れた場合も、即座にその安全地帯は崩れます。その程度の安全地帯にすがって、私たちは生活をしています。ずっと同じ場所にいると狙われますので、頻繁に移動します。食料も毎日確保できるとは限りません。

　森に逃げ込んだ時には三十人以上いた一族も、今ではわずか八人。このまま数を減らし続け、消えてしまうのではないかと不安になります。駄目ですね。

　お腹が空いていると考えが悪い方にばかりいきます。何か腹に入れたいのですが……備蓄がありません。早々に狩りに出なければ。




「リア。客です」




　え？　死の森で客が来ることは滅多にありません。滅多にありませんが、皆無でもありません。我々が恐れる死の森を平気で横断する者が存在します。私の前に客として来た者がそれです。




　天使族。




　死の森の中で長く暮らす私でも知っている有名な種族。その種族の中でも当代最強の名を欲しいままにする者が客でした。

「吸血鬼を追っています。見かけませんでしたか？」

　客の質問に、私たちは知らないと答えます。噓ではありません。見ていないのですから、それ以外に答えようがありません。

　天使族も期待していなかったのでしょう。それほど残念そうには見えません。

「そうですか。わかりました。そろそろ日も暮れそうですので一晩、共にさせてください」

　森の中では助け合いです。拒否したりはしません。まあ、こういった客から食料を得られる打算的な期待もあります。

「料理はお願いします。食材は……キラーラビットで構いませんか？」

　私は頷きますが、目の前の客はどう見ても手ぶらです。どこから出すのでしょうと思っていたら、フワッと森の中に飛んで行き、数匹のキラーラビットを仕留めてきました。

　さすがはこの森に単独で来る猛者です。私たちが慎重に対処する獲物を軽々と。嫉妬を覚えないではありませんが、今はそのお零こぼれにあずかれることが素直に嬉しいです。







　客は翌日、早々に発ちました。私たちが近づかない森の中心方向に向かうようです。

　あの辺りはやっかいな魔物や魔獣が多いので警告はしておきましたが、受け入れてもらえたようには思えません。まあ、運が良ければまた出会うこともあるでしょう。

　それが十年後か百年後かはわかりませんが、ハイエルフの私たちに寿命は関係ありません。

　ふふ。私たちがその時まで、この森で生き残っているかどうかの方が問題ですね。







　再会は一カ月後でした。




　どうも私たちを探していたようです。何か忘れ物でもしたのでしょうか？　いや、そんな物はありませんでした。客は私たちに話があったようです。




　その話は、私たちに定住場所を提供できる可能性があるというものでした。

　そんな上手うまい話があるわけがありません。即座にそう思いましたが、客が私たちを騙して何の得があるというのでしょう。私たちが駄目なら、他に交渉に行くから早く決めろと言われました。

　ここでの生活に未練があるわけではありません。定住できる場所があるなら、喜んで行くべきです。しかし、客は可能性と言いました。確定の話ではないのです。そして、定住は向こうがお願いするのではなく、私たちの方からお願いする必要があると。つまり対価が必要になるということです。

　変な話ではありません。定住場所を得るというのは、本来はそれぐらい難しい話なのです。ですが、私たちが持つ財産は……これまで狩って来た獲物の骨や毛皮。

　あとはこの身しかない。

　死は厭いといませんが、奴隷のように扱われるのは我慢なりません。それを受け入れるぐらいなら、こんな森で生活はしていないのです。していないのですが……私一人でなんとかなるのでしたら……。

　少数とはいえ、一族を率いる身。

　私は覚悟を決め、一族の者たちに伝えました。一族の者たちから反対の声は出ませんでした。みんな、ここでの生活に限界を感じていたのでしょう。

　そして最悪の場合……私以外に誰か選ばれる可能性も考慮しているようです。私たちは客に案内をお願いしました。










　私は信じられないものを見ました。

　死の森のど真ん中に、家と畑がある……。

　粗末な小屋ですが、ちゃんとした家です。畑は家と比べものにならないぐらいしっかりしている。異様な光景です。

　家や畑。

　死の森ではありえないとされたものです。なにせ死の森の大地は無駄に硬く、耕すなどほぼ不可能。なんとか耕しても、何が育つというのでしょう。

　さらに死の森の木は無駄に硬く、種類によっては鉄よりも硬い。そんな木を伐採して家を建てるなど、どんな労力か……。







　それを成した男を紹介されました。

　ヒラクという名。この森の中で一人で暮らし、あの家と畑を作った男。そして、私たちを案内してくれた天使族の客と、その天使族の客が探していた吸血鬼を妻にした男。それだけで十分なのですが……。

　男を説明するのには不足でした。

　私たちが絶対に遭遇を避ける魔獣インフェルノウルフを多数飼育し、出会えば死を覚悟するデーモンスパイダーと仲良く暮らしている。

　……気を失うぐらいは許してほしいです。










　私たちは、ここで定住したいとお願いしました。お願いの仕方は、頭を下げるというもの。

　これが一番だと天使族の客が言っていたからです。いや、もう客ではありません。ヒラク様の妻、ティア様です。

　ヒラク様は、私たちのお願いを聞き届けてくれました。その上で、対価を要求してきませんでした。一応、こちらからそれを匂わすことを言いましたが、遠慮されました。

　なんという高貴な精神。我が身を捧げるとか考えて、私は恥ずかしい。赤面の思いです。他の者たちも同じでしょう。反省。そして立ち直り。ちょっぴり湧き上がる怒り。

　私の体は魅力的じゃないということでしょうか？

　確かにハイエルフは体の起伏が大きくはない種族。ですが、それを補って余りある美貌があると自負しているのですが？　それゆえ、奴隷扱いされるのが怖いという面もあるのですが？　どうなのですか？　……スルーされました。

　まずは私たち用の家を建てよう？　ありがたいお話です。そうですね。




　まずはヒラク様の作業を見せていただき……驚きました。森の木を、一瞬で切り倒したのです。

　あっという間です。魔法？　いえ、そんな感じは……え？　この木って……不倒の大木ですよね？　鉄より硬い木ですよね？

　……。

　深く考えないようにしましょう。えっと……まずは切り倒した木を乾燥……不要ですかそうですか。大丈夫です。もう驚かないと決めました。

　では切り倒した木を丸太にして、それを組んで家を作るのですが、丸太にしたあとに加工が必要になります。私たちの手持ちの道具では、どれだけ時間がかかるか……。

　はい、ヒラク様が全部やりました。




　私たちは、組み上げるだけ。全力でやります。私たちは見かけは華きゃ奢しゃですが、パワーはあります。滑車等もあります。ロープで運びます。はい、滑車はヒラク様、ロープはザブトン様の提供です。私たちは使うだけです。










　ここで安心して定住するためとか、恩返しとか、食料の代金とか色々と理由を付けましたが……シンプルに、男として求めさせてもらいます。

　幸いにも、妻の座にある吸血鬼のルーさんと天使族のティアさんの許可を得られました。このあたりは先に話を通しておかないと揉めますからね。久しぶりにお腹いっぱいに食べたし、色々と昂たかぶっています。ふふふ。大物だから絶対に逃さないように。順番はわかっていますよね？　私が一番ですよ。文句がありますか？　あるなら順位付け戦、今からやりましょうか？　本気を出しますよ。わかってくれたらいいのです。今後、姉に逆らおうとは考えないように。ちゃんと順番は回しますから。おっと……来たみたいですね。全員、整列。

「ヒラク様、よろしくお願いします」

　慌てず。そっと退路をふさぎなさい。










　仕留めました。いや、仕留められたのでしょうか？　末永くお世話になりたいものです。
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　少し時間を巻き戻し。リアたちが来た直後に少し驚いたことがある。

「え？　火を使って、肉とか食べるの？」

「ええ。ひょっとして、ここで火を使っては駄目でしたか？」

「いや、そうじゃないけど……。エルフと言えば、森の中で自然と共に生活をする一族で、火を嫌うと」

「ははは。火を使わずに、どうやって生きていくんですか」

「だから、自然と共に……」

「例えば？」

「え？　えっと……日の出とともに起き、日の入りとともに寝る。食べ物はなった木の実。森を大事にし、木は傷つけない、鉄製品は身に着けない」

「えーっと……村長様」

「村長様はやめてほしいと何度も言ったと思うが……なんだ？」

「自然を舐なめないでください。そんな生活を森の中でやったら、すぐに死にます。一日も持ちませんよ」

「う、うん、そうだね」

　実感のこもるリアの答えに頷いて同意しつつ、俺の中のあったエルフ像は放棄した。




　放棄したつもりだったが……。

「採掘に鍛冶仕事？」

「はい。それで、採掘に関してはこちらでやりますので、鍛冶場作り……メインは炉を作る方ですね。協力をお願いします。炉ができれば、鉄で色々な物を用意できますよ」

「それは嬉しいが……鍛冶……」

「何か問題が？」

「いや、その……鍛冶できるんだ？」

「ええ。ナイフとかナタとか、特に矢尻は自作しないと手に入らないじゃないですか」

　……ドワーフの出番はないな。いや、ドワーフが俺のイメージ通りとは限らないか。




　リアたちの指示に従い、炉作りを始めた。勉強になる。なんでも、二百年も流浪の旅をしていたので、大抵のことはできるらしい。できなかったのは定住と繁殖。

　定住は安定した食料確保が厳しく、繁殖は定住地がなければ身重になった際に危険だということだ。定住地が見つかっても、男性がいないのだからどうするのだろうと思ったら、どこかから調達するつもりだったらしい。詳しくは聞かないでおこう。

　現実、今の俺がその調達された男のポジションらしいし。




　リアたちは収穫に関しても大きな戦力だった。特に俺が後回しにしてきた小麦の扱いに長たけていた。

「これですか……なるほど」

　俺は穂が完全に乾いてから収穫したつもりだったが、まだ少し早かったらしい。

　その後、さらに乾したあとに脱穀、製粉するらしい。聞けば稲と一緒の流れだった。

　リアたちは保管してあった小麦を脱穀し、製粉。ついでとばかりに、焚き火でパンを焼いてくれた。

「パン作りには、これが必要なんですよ」

　リーフが、大事そうに持った小さな壷つぼを見せてくれる。中は、フルーツを発酵させたようなものだった。前の世界の記憶で……そういやイースト菌がないと膨らまないとか言っていたな。これか。

「定住していないのに色々と詳しいし、色々と持っているんだな」

「流浪する前はやってましたから」

　なるほど。

「畑作業ができて嬉しいです。個人で畑を作っていいですか？」

「構わないけど……育てたい種とか苗があるのか？」

「はい。流浪している時に集めた実があるんです」

「そうか。なら、他の作物に影響のない場所で頼む」

「影響が出そうな物は育てませんよ。家の裏側で、最初は小さくやっていきます。問題があったら、言ってください」

「わかった」

『万能農具』は便利だが、俺の想像だけでは限界があるだろう。イザという時のことを考え、自力農業ができるに越したことはない。その一歩として頑張ってほしい。




　リアたちが戦力になるのはわかっていたが、水路作りにも協力してくれた。

　ザブトンの子供たちと合わせて、非常に効率が良くなった。この調子なら年内には……いや、厳しいな。なにせ、リアたちの家作りやその他でなんだかんだといい季節になっている。




　ちなみに、今年もクロたちは出産ラッシュだ。誰が誰の子か把握し切れない。

　一応、言えばこれが私の子ですと連れて来てくれる程度には賢いクロたちだが、俺は子犬の見分けがつかない。

　フブキほど目立ってくれれば、ありがたいのだが……基本的に真っ黒。

　個人の特徴が出るのが額の角で、角の形、角の奥の光り方や色で個体識別は可能だが……。

　生まれたての子供たちは角がないから。

　あと、そこで個体識別をすると、生え変わりの季節に困る。

　クロたちは賢いので、名前を間違えるとスネるのである。そして、まだ名前を付けてもらえていない者たちは、名前を付けてもらおうと奮起している。いや、さすがに限界があるから。

　ともかく、また必要となる食事が増える。頑張ろう。




　新畑エリアの南側に、さらに畑エリアを拡張。新畑エリアは四面×八面の三十二面になった。一面が大体五十メートルなので、新畑エリアの農地は二百メートル×四百メートル。

　面積にして、八万平方メートル。確か、一ヘクタールは、一万平方メートルだから……八ヘクタール。

　これが農家として多い面積なのか、小さい面積なのかよくわからない。ただ、『万能農具』での育成なので、年間に三回から四回の収穫ができる。

　俺、ルー、ティア、リア、リース、リリ、リーフ、リコット、リゼ、リタ。

　クロたち……百頭以上いる。

　ああ、家族であるクロたちを匹と数えるのもなんなので、時々は頭を使うようにしている。

　しかし、子犬時代を知っているのでなかなか馴染まない。つい、匹で呼んでしまう。

　ザブトン。

　その子供、数え切れないほど。

　……同居人が一気に増えたので、収穫量が足りるのか怪しい。

　また、本当に周囲の森の動物を狩り尽くさないか心配になってくる。

　クロたちがトマト以外にも気に入る作物を見つければ、それを大量に作るのだけどなぁ。




　秋の寒さを感じ始めた頃、実験で植えていた果実系の木に実がなった。まだ豊作という量ではないが、それなりの数が収穫できた。

　リンゴ、ナシ、ミカン、オレンジ、カキ、モモ。

　どれが受けるかなと思っていたら、どれも好評だった。

　クロたちなどは、モモを器用に食べて固い種を残していた。ミカンは冬でこもっている時に食べたいなと思っていたら、ティアが手を黄色くしながら猛烈に食べていた。あの勢いなら冬まで残らないだろう。リアたちはリンゴやナシを中心に食べている。

　俺がリンゴを兎の形に切ったり、飾り切りをしたら、食べていいのかどうかわからずに困ってしまっていた。

　ルーはモモが気に入ったのか、クロたちと競うようにして食べている。できれば大きいサイズの体で食べてほしい。

　中学生ぐらいのサイズでそれをされると庇護欲が搔き立てられる。




　収穫した果実の一部は、ザブトンとその子供たちに渡している。

　果実系の成果は、ザブトンたちのおかげだ。




　しばらくは実験で植えた木だけだが、再来年には果実エリアの木たちが頑張ってくれるはず。

　好評でなにより。

　ちなみに、俺はカキが好きだ。カキはジュクジュクなヤツより、硬いパキッとしたものが好みだ。収穫したてのカキは、そんな感じで嬉しかった。
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　ティアの翼は飾りではなく、飛べる。しかし、白いドレスの下はパンツだ。

　だが、飛んでもパンツが見えない。どういった理屈だ？　角度か？　テクニックか？

　漫画やアニメのように、そうそうパンツを見せびらかしたりはしないのはわかるが……。

　いや、別に残念じゃないぞ。




　ティアの飛行時の速度はそれなりにあるらしいが、疲れるので頻繁に飛んだりしていない。

　畑の近くで飛んで、ザブトンやザブトンの子供たちの糸に引っ掛かり、ぶざまな姿を三回ぐらい晒さらしてからはなおさらだ。




　背中の翼は収納自在で、出したり引っ込めたりできる。理屈がわからないので深く考えないことにした。異世界、魔法の二言でなんでもアリになる。




　同じく、ルーも飛べる。

　こっちは翼がなくても飛べるらしい。ただ、飛行は得意ではないと言っているので、本当にそうなのだろう。俺のいない所で、練習していたりする。

　ちなみに、ティアと同じくザブトンたちの糸には何度か迷惑をかけている。




　料理に関して、ルーやティア、リアたちは似たような腕だった。基本、焼くか煮るだけなのだから。ただ、どうもここの作物の味は、他の場所の物よりも格段にいいらしく、誰からも文句は出ない。逆に褒められる。

　嬉しいが、それもこれも『万能農具』のおかげ。大きな木に作った社に手を合わせる。

　信仰を強要する気はなかったが、俺が手を合わせているのを見たルーたちも、社を無む下げには扱わない。

　そういえば、この世界の宗教はどうなっているんだろう？　ティアとかが詳しいかな？　天使族とか言っていたし。まあ、暇な時にでも聞いておこう。




　俺は焼く、煮る以外にも蒸すや揚げるを知っている。また焼くの変形、炒める。煮るの変形、茹ゆでるを知っている。調理器具や調味料が少なく、また牛乳や卵がない状態なので、できることが少ないが……。

　つまり、何が言いたいかというと、俺が料理当番になる回数が多いということだ。

　それは構わないが、数いる女性陣が誰も俺から学ぼうとしないのはなぜだろうか。




　余談だが、自分のミスに気付いた。

　胡コ椒ショウは植物だ。

『万能農具』で育てることが可能だろう。今からでは厳しいだろうが、来年は胡椒をゲットしたい。あと、レモンやワサビ、ゴマ、トウガラシ、ショウガ、オリーブなども。

　考えてみれば、調味料って植物だ。




　冬。

　俺は寝床の小屋にこもって内職的に木や石を削る。ルーとティアが同居しているので、若干の狭さを感じる。最初は一人用としてしか考えていなかったからなぁ。来年の春、新しい寝床となる家を作ろう。

　ルーとティアは、俺にはよくわからない魔術の下準備をしている。見た感じ、薬草作りみたいだ。夏や秋の間に材料を集め、地下室で保存していたらしい。

　さずがに二人も現状では狭いと感じているのか、新しい家と研究室的な小屋をおねだりしてくる。

　現在、間取りの話し合いをしている。




　リアたちも、冬の間は自分たちの家であるログハウスにこもる。食料や薪まきなどは、冬になる前に分けておいたので問題ないはずだし、問題があれば連絡してくるように手配している。

　リアたちの冬場は、草や藁わらを使った小物作りだ。カゴやカバンを量産している。俺の作るお盆や箱では重いので、助かるといえば助かる。




　クロたちは完全に小屋でまったりモード。ザブトンは冬眠しているのか姿を見せない。

　ただ、冬眠前に大量にタオル地の布を作ってくれたので色々と助かっている。

　まあ、その、励むと色々と汚れるから。




　さて、冬の間だが……黙々と内職だけをしているワケではない。娯楽は必要だ。

　ルーやティア、それにリアたちが増えたことでやれることが増えた。異世界転生ものの定番、リバーシを作ってみたら、いい感じでウケた。特にリアたちの間で流行った。

　同様にチェスを作ったら、これはルーやティア、そしてクロたちにも受けた。なんとクロたちはチェスのルールを理解した。リバーシのルールも理解しているみたいだが、口で摑つかみ難いのでイマイチらしい。なので、口で操作しやすいチェスは好評だった。

　とりあえず、チェスはコマの種類がわかればＯＫなので、嚙みやすい形とサイズにしたバージョンを作り、クロたち専用にした。時々、それなりの頭数で囲んで楽しんでいる。

　その様子を見ていたが……多分、俺より強い。

　威厳を保つために、勝負を挑まない方が正解だろうか。クロたちは賢いから、こっちに花を持たせてくれるかもしれないが、そんなことをされると俺の心が折れる気がする。

　ルーやティアとヘボなチェスをしている方が、お似合いかな。

　あ、こら、ルー。クロに挑もうとするな。ボコボコにされるぞ。精神が。




　三日間ぐらい、落ち込んでいた。




　冬の間、天気が良い時は、気分転換に外に出て丸太柵や堀のチェックをする。冬場はザブトンたちの見張りがないから、油断はできない。クロたちなら、丸太柵や堀は飛び越えてくるしな。リアたちの家を囲う高めの壁を作った方がいいだろうか？　森に行って獲物がいれば新鮮な肉の確保になるが、そうそう出会えたりできない。本当に気分転換で終わる。




　軽く積もった雪を集め、雪ダルマを作った。その雪ダルマに、ティアが目を輝かしていた。

　以後、ティアは隙を見ては雪ダルマを作るようになった。手がシモヤケにならないか心配だったので、余っている布で手袋を作ってやった。
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　春が来た。

　今年の目標は水路の完成。

　寝床の小屋を新築。

　あと、これまで後回しにしてきたがトイレの地下、排泄物を溜める場所の清掃。

　塵ちりも積もれば山となるを理解した。ルーやティアの魔法でなんとかならないかと相談したが、厳しいらしい。だが、発酵させて分解するのは可能とのことだ。

　それでいこうと魔法で発酵させてもらうと、凄い臭いになって近づけなくなった。

　困った。

　臭いは上の便座部分でもするので、早急な対策が必要となる。そこで出された案が、スライムだった。

「ああいった物を消化吸収するから、ある程度発展した街とかでは活用されているわよ」

　なるほど。そんな生物もいるのか。

　スライム。

　ファンタジー世界なら珍しくないが、その凶暴性は作品によって異なる。勇者の初期の訓練相手なら構わないが、迷宮での初見殺しだったりすると近づきたくない。

　だが、この世界のスライムは便利な下水清掃員らしい。

「スライムって、どこで捕まえるんだ？」

「沼とか池の近くにいると思うけど……」

「捕まえてこれるか？」

「私に任せて下さい。十日で捕まえてきます」

　ティアが自信満々に言うので任せることにした。

「頼んだぞ」

　そして、俺は現在のトイレを放棄。臭いが出る穴をふさぎ、別の場所にトイレを建設することにした。十日もあの臭いに耐えるのは厳しい。

　トイレは穴を掘るだけで、建物は流用したので簡単だった。一安心。




　ティアが連れ帰ったスライムは小さかった。一匹が拳ぐらいの大きさだ。

「これが平均サイズ？」

「野生種ですから、こんなものです」

　俺のイメージでは、もう少し大きいと思っていたが……柔らかい野球の球のような感じだ。

「死骸や排泄物を食べますので、森の掃除屋、平原の掃除屋、ダンジョンの掃除屋などと呼ばれています」

　そんなスライムを、壷に十数匹も入れて持ち帰ってきてくれた。

「放置でいいのか？」

「基本、そうですけど……その」

　ティアが言い難そうにする。

「なんだ？」

「クロさんたちやザブトンさんたちが、食べてしまわないかと……捕まえている時に気付きました」

　捕まえに出掛ける際は、トイレの臭いで思考力が低下していたのかもしれない。

「むー……」

　とりあえず、クロとザブトンを呼ぶ。

「食べる？」

　俺の質問に、クロとザブトンがＮＯを示した。

　他に美味い物があるのだから、スライムを食べる必要はないといった感じだ。

　スライムはマズいのだろうか？　まあ、食べている物が食べている物だから、食用にしたいとは思わないか。

「じゃあ、新しい住人だ。仲良くやってほしい。あと、子供たちにも伝えておいて」

　クロとザブトンが了承を示した。うん、賢い。




　ティアが持ち帰ったスライムは全部で十七匹。

　新しいトイレと、リアたちのトイレに二匹ずつ。犬エリアに指定したクロたちのトイレ場所に三匹。残り十匹を、封鎖した旧トイレの穴を開き、そこに放り込んだ。

　穴を開いた際の臭いで、強い罪悪感を覚えたが……俺は自分が可愛い。よろしくお願いします。




　スライムの弊害。

　下にスライムがいるとわかったトイレで用を足すのは、なかなか勇気が必要だった。

　他の者たちは何も思わないようで、俺だけが慣れるまで少し苦労した。
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　今年もザブトンの子供たちが旅立っていく。寂しい。しかし、残ってくれる子供もいるし、新しい子供もいる。ある程度の覚悟はしていたので、泣いたりはしない。

　最初に生まれ、残っていたザブトンの子供の大きさが、ザブトンの四分の一ぐらいの大きさになった。

　かなりのサイズだが、ザブトンに追い付くのはまだまだ先になるだろう。

　…………。

　一瞬、どれぐらいから子供を産み始めるのだろうと考えてしまった。

　北側の果実エリアの拡張を考えるべきか。




　クロたちの角の生え変わりが始まり、角を拾い集めるのに少し苦労した。

　飾ってやりたいが、スペース的に厳しくなりつつある。仕方なく、まとめて食料用の地下室に収納しておく。

　角が生えると、パートナー探しの旅に出るから、それまでに色々と遊んでやる。

　フライングディスクは……投げると、激しい争奪戦が始まるのでやめておく。そこで、球状に加工した木を獣の皮で包んだボールを用意した。かなり評判がよかった。

　俺がいなくても、それで十分に遊んでいる。二～三十個ほど作って渡してやった。置き場所を決めておけば、夜には戻っている。賢い。

　あと、狩りの練習用として太い木を猪の形に彫ってみたら、一日持たずにボロボロにされた。

　足とか太めにしたんだがなぁ。猪を作ったあと、クロが俺の前でなにやらアピールするので、どうしたことかと少し考えて答えを出した。自分を彫れということだろう。

　彫ってみた。ちょっとワイルドさを強調して。

　なかなかの出来。クロも満足気味だ。

　問題は……飾る場所だよな。

　大きな木に作った社の近くに狛こま犬いぬのように配置した。狛犬ならペアだなと、ユキを彫ってみた。なぜだろう。普通に彫ったつもりなのに、クロよりもワイルドに感じる。

　俺の腕が上がったからだろうな。

　クロが自分の彫刻を見に来て、ユキの彫刻にビクッとしていたのには少し笑った。




　水路を作りながら、食事に魚を利用できないか考える。

　泥臭ささえなんとかなればと思っていたら、リアたちが解決策を知っていた。なんでも、綺麗な水の中に数日置けば泥臭さはなくなるそうだ。貝の砂抜きみたいなものか？

　ともかく、やってみた。

　大きな岩を削って水槽を作る。そこに川の水……。

「川の水以外じゃないと駄目なのかな？」

　川の水は飲めるが……。

「川の水でいいですよ。しばらく、何も食べさせないのが大事らしいですから」

「なるほど」

　むう。

　白身魚。なかなか嬉しい味だった。塩を手に入れていてよかった。

　定期的に魚を捕まえて、水槽に放り込むことにしよう。食事が豊かになるのはいいことだ。




　クロの子供……孫、ひ孫かな？　パートナーを探す者たちが、旅立っていく。

　それなりの数が旅立ったが、予想した数よりも少ない。

　去年生まれのうち、半分ぐらいが残った。

　そして、旅立ちの少し前に、とうとう目撃してしまった。

　メスによるオス確保の方法。

　まず、求愛する。駄目なら勝負して負かして従わせる。メスが複数バッティングした時は、メス同士で話し合いか喧嘩が行われる。メス同士の話し合いや喧嘩の最中も、オスを逃がさないように協力はしている。どうも、メスの方が強い感じだ。




　オスの方は、基本的に待ち姿勢。といっても寝ているだけではなく、狩りをして自分の強さをアピールする。オスは気に入った相手からの求愛なら、そのままパートナーに。

　気に入らなければ勝負となり、勝って別の相手を待つが……勝率はあまりよくないみたいだ。稀まれにオスから求愛に行くこともあるが、その場合もメスがＯＫならそのままパートナーに。メスが拒否した場合は勝負になる。なるほど。




　しかし、見た感じ……戦っても死傷するレベルには達したりさせていない。生え変わったばかりの角が折れることもない。となると……クロとユキに初めて会った時の怪我はなんだ？

　ユキのお腹が大きかったから、求愛の戦闘ではないということだろう。パートナーとなり、励んだあと……クロとユキは何かに襲われたということか。

　これまでクロとユキを見ているが、あの二頭はかなり強いと思う。ここでの生活で強くなったということもあるだろうが、あの二頭の角を折るレベルで攻撃し、敗走させた生物がいるということだろうか。

　クロやザブトンの子供たちに囲まれ、ずいぶんとゆったりした生活をしていたが、気を引き締め直そう。用心はした方がよい。







　キノコの話。

　俺はこの森に足を踏み入れてから、触れなかった物がある。それがキノコだ。

　俺の中のキノコのイメージは二つ。美味いと毒。見知ったキノコでも、似たようなモドキがあるので注意しなければいけないのがキノコ。森で見掛けるのは見知らぬ色と形のキノコ。

　そんなキノコを食べる気にはなれず、普通に『万能農具』で耕していた。

　つまり、キノコは諦めていた。キノコって畑で作るものじゃないしな。

　そんな俺が、唐突に閃ひらめいた。きっかけは、木材用にと切り倒していた木に生えたキノコを見た時。土を『万能農具』のクワで耕せば、畑になり、作物ができた。

　ならば、木を『万能農具』で何かすれば、菌床になり、キノコ系の作物ができるのではないか？　マツタケとは言わない。シイタケが欲しい。

　俺は木を相手に色々とやり、シイタケを求めた。

　結果。

　多くの廃棄木材を生み出しながらも、成功した。そして再確認した。

『万能農具』で大事なのはイメージと土台。作りたい物を明確にイメージし、それに相応ふさわしい土台を用意してやればよい。

　土台が畑であり、菌床だ。欲張ってシメジもやってみた。

　成功。

　この時、俺のイメージは前の世界のスーパーでよく見かけるブナシメジ。

　高級品らしいホンシメジは、見たことがないのでイメージできなかった。

　次は美味いキノコのイメージでやってみた。ブナシメジができた。

　駄目か。

　マツタケができると思ったが……。

　と、ここで気付いた。マツタケは木じゃなくて地面から生える。

　地面を耕しながらマツタケをイメージしたが、失敗。

　条件が揃っていないのだろう。

　マツタケは、赤松の近くにできやすいと聞いたことがある。

　マツタケの土台として、赤松を用意しなければいけないのかもしれない。

　とりあえず、長くなるだろうけど赤松を数本育てることにした。

　ふふふ。マツタケに期待しよう。
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　ある日、新しい住人が増えた。ザブトンの子供の推薦になるのだろうか。

　ザブトンの子供の糸で縛られた大きな蜂だ。

　大きな蜂は、全長で三十センチぐらいある。多分、縛られていない状態で見たら俺は逃げるか攻撃していたかもしれない。

　ザブトンの子供のジェスチャーで、この蜂を飼育したいのだと推測した。

　見れば縛られている大きな蜂は頭や首、手足にファーのような毛があり、偉そうに見える。蜂は作物を育てるのに役立つかもしれない。

「しかし、襲ってきたりはしないよな？」

　俺は確認する。迷惑がかかるようなら、排除するべきだ。だが、蜂を捕まえているザブトンの子供は、大丈夫とジェスチャーした。同じように、捕まっている蜂も大丈夫ですと言っているように見えた。

「わかった。場所はどこにする？」

　蜂の希望を聞き、北の果実エリアの一角に蜂の巣用の小屋を作った。小屋といっても、雨風を防ぐ程度の簡単な作り、最初の頃に作ったトイレのような感じだ。

　食事はどうするのかと思っていたら、ザブトンの子供がイチゴを持ってきて渡していた。

　飼育もしっかりやるようだが……そのイチゴはどこから持ってきたのかな？　まあ、つまみ食い分として見逃そう。

　その後、ザブトンの子供何匹かが交代で世話をしているのを見た。




　十日ほどのち、大きな丸い巣ができていた。見た感じ、スズメバチの巣をさらに大きくした感じだ。大きいので、床に置くように作られ、アリ塚のようにも見える。

　その巣から、働き蜂が出て行く。

　働き蜂のサイズは、俺の知っている蜂のサイズで少し意外だった。

　大きいのは女王蜂だけかと思っていたら、女王蜂よりは小さいが、働き蜂より大きい十五センチサイズの蜂が生まれ、巣を守っていた。兵隊蜂だろうか。ザブトンの子供たちと喧嘩しなければよいが……。

　ともかく、蜂の巣はザブトンの子供たちに任せた。何かあれば、呼びに来るだろう。

　ちなみに、蜂の巣を見たルーとティアはハチミツに期待できるかなと喜ぶ横で、リアたちは顔を引きつらせていた。蜂が苦手なのだろうか？




　水路が完成した。やっとだ。

　土を盛って固め、水路を掘る作りなので水路の幅はそれほど広くはない。しかし、それでもしっかりと水を流してくれる。途中の水漏れはなく、ため池に水が流れ込んでいく。

　その様子に、涙が出てしまった。うう……よかった。

　そして、今まで協力してくれた皆に感謝だ。今日の料理は豪勢にいくぞ。




　さて、水路が完成し、ため池に水が入るとやれることが一気に多くなった。

　まずは前々から希望していた風呂だ。リアたちと協力して風呂小屋を作る。

　沸かし場、風呂場、洗い場、そして着替える場所を用意する。




　沸かし場は、お湯を作る場所だ。現状、追い炊きとかはできない。どこかでお湯を作り、それを湯船に流し込むだけだ。だから小屋の外にカマドを作り、専用の石窯を設置。石窯で沸かしたお湯はそのまま風呂場に送る水路を作った。同時に、ため池から水路をカマド近くまで引き、水汲くみが楽になるようにした。




　風呂場には、湯船を作った。縦幅三メートル、横幅一メートル五十、深さは一メートル。かなり大きい。

　底に水抜き用の栓と、そこから排水するための水路を作った。排水した水はため池に戻さず、ため池から川へ水を戻すための下り水路（こっちは掘るだけだったので、数年前に完成している）に直接流すようにした。

　ティアからの提案で、排水にスライムを入れれば水を綺麗にできると教えられたので、川に戻す前に排水プールを作り、そこで水を浄化することにした。環境は大事に。そして、スライム、便利。




　湯船が大きすぎて水汲みと沸かすのが大変だと気付いたが、広い湯船は憧れだったのでこのままにした。

　その大きな湯船に相応しい洗い場や着替える場所を作る。風呂は景色が大事と、湯船から見える壁に大きな窓をつけた。なので、俺が今住んでいる寝床小屋よりも豪華な感じになってしまった。そういえば家の方の新築もしなければ。しかし、今は風呂だ。




　風呂小屋が完成し、大体の準備ができると、俺は他の者たちに風呂の使い方を教える。

　誰も風呂を知らなかったからだ。体は水を湿らせた布で拭くのみ。まあ、考えれば大量に水と薪が必要になるから、贅ぜい沢たくなのかもしれない。

　ともかく、使い方を教えた。

　言葉では上手く伝わらなかったので、仕方なく俺が使って見せた。今更、俺の全裸に恥じらうような者はいない。俺は女性陣の視線を頑張って無視しながら体を洗い、湯船に浸つかる。

「……染みる」

　思わず、涙が出てしまった。広い風呂、温かい湯。前の世界で病院に入ってからは、入浴がＮＧだったので本当に久しぶりの風呂だ。

「ああ～」

　思わず声が出る。もう女性陣のことは頭になかった。ただ、風呂を満喫した。




　俺の様子から、女性陣も風呂がいい物だと理解したのだろう。全員、一気に入ってきた。

　駄目とは言わないが恥じらいが欲しい。今更だけどね。あ、脱ぎ方。脱ぎ方は大事。

「ここで体を洗うのですね」

「お湯はこう……ああ、贅沢」

「綺麗にしていたつもりでしたが、思ったよりも汚れが……」

「髪の毛には、こちらの草を使うといいですよ」

　リアを中心としたハイエルフたちは、いつの間に用意したのか草を取り出して髪を洗う。シャンプーみたいな草があるのかな？　あとで使わせてもらおう。

「お隣、失礼します」

　構わないがそんなに近づかなくてもいいんじゃないかな？　ルー、ティアもそんなに接近しなくてもいいんだぞ。お風呂はのんびり入るのが一番だ。頑張る場じゃないからな。……どこを触っている？　誰の手だ！
















　俺が風呂を満喫できた時間は短かった。
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　風呂小屋の完成と他者の理解によって、設備が格段に早く揃えられた。

　風呂小屋の位置はため池の南西側。俺としてはため池の東側に作りたかったが、排水を考えたら西側は避けられなかった。さらに、ため池の今後の拡張を考えると西側傍には建てられず、結局はリアたちのログハウスのある南西エリアのさらに西側になった。

　なので、南西エリアを西側に拡張して風呂小屋を取り込む。なんだか、五十メートル四方の畑一面、四面×四面の十六面が基準サイズっぽくなっているので、そのサイズで拡張。

　といっても、丸太柵と堀を作るだけだから数日で終わる。

　次に、風呂小屋の周辺に水路を邪魔しないように堀と柵を作る。風呂はどうしても無防備になるからだ。何かあった時、できるだけ時間を稼ぎたい。あと、開放的な風呂は好きだが、開放的すぎるのも困る。親しき仲にも礼儀ありだ。今更かもしれないが、女性陣が無防備に風呂を使うのが目に入るのは妙な背徳感がある。なので隠すための柵だ。

　なるべく、湯船からの視界をふさがず、人の侵入を阻はばむように頑張った。

　次に考えたのは水汲みだ。ため池から水路を引いたので水は近くにあるが、お湯にするためにカマドの上の石窯に運ばなければならない。結構な労働だ。

　なので、水を上に汲み上げる装置を作った。

　木のバケツを無数に装備した水車だ。観覧車をイメージすればわかりやすいかもしれない。

　観覧車のゴンドラが水を汲むバケツだ。水路の下で水を汲み、上で水を落とす。自動で運んでくれればよいのだが、素人の俺では形だけ。手回しが必要だった。しかし、それでも水をイチイチ汲むよりはマシになった。




　その後、風呂用品を作る。

　風呂用の椅子、手桶おけなどだ。拘こだわりだすとキリがないが、ルーやティア、リアたちが喜んで風呂小屋を使ってくれるので、止まらない。しかし、どこかで止めないと……と思っていたら、きっかけができた。

　クロの子供たちの帰還だ。パートナーを連れているので、数が増える。そして、その先を考えると……犬エリアに長屋を増やさなければならなかった。




　今年も順調に帰ってきている。ただ、新しい犬にフブキやマサユキのように目立つのはいない。

　ちなみに、マサユキは出掛けなかったが、パートナーに誰かの娘か知らないが二人ほど増えていた。悟った顔が風格に見えてしまう。

　目立ったのは……一点。

　ハイエルフの娘が五人、クロの子供たちに誘導されてここに来たことだ。どうもクロの子供たちに追い立てられ、逃げることもできずにここに連れられたとのことだ。

　リアたちに保護され、泣きながら説明してくれた。その後、リアたちの勧めでここに住むことが決まった。

「ラファです」

　ラファ、ラーサ、ララーシャ、ラル、ラミ。

　リアの時にも感じたが、名前が似ているのは二百年前に集落から逃げた時、近い家族でまとまっているかららしい。

　その説明を受けて初めて知ったのだが、リアたち八人は全員が姉妹や従姉妹いとこだそうだ。

　同じくラファたちも、姉妹や従姉妹で揃っている。

　とりあえず、しばらくはリアたちのログハウスにお邪魔するとしても、五人は多すぎるだろう。ラファたちの住居も作らないといけない。急に忙しくなってきた。

　俺の寝床を新しくするのはまた来年だな。そう諦めていたのだが、大丈夫だった。

　森の中で生き抜いていたハイエルフが五人加わったことによる作業速度の向上は、俺の想像以上だった。

　リアたちのログハウスとほぼ同じぐらいのログハウスが、五日で完成した。

　そのまま、俺の新居作りとなった。場所は俺が最初に作った畑のあった場所。




　南西エリアに作る案もあったのだが、どうにもあの木の傍は離れ難い。ザブトンや、クロ、ユキもあそこに住んでいるしな。

　新居に関して、俺は木材の調達と加工がメインだった。組み立てとかで俺の力はあまり求められなかった。ザブトンの作ったロープを使い、器用に大きな木を運び、組んでいた。リアたちのログハウスと同じ感じになりそうだ。

　モチはモチ屋だと、リアたちに組み立ては任せ、俺は指示された通りに木材を調達し、加工して回った。

　…………。

　完全に任せたのはよくなかったのかもしれない。気付いた時、大きな家ができていた。
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　基礎のしっかりした大きい家だった。なんだろう、これは？　俺の新しい家らしい。

　え？　どうしてこのサイズに？

「個室、欲しいから」

「前々から小さいと思っていたんですよね」

「村長の家ですから、これぐらいでなければ」

　押し切られたし、完成したのだから仕方がない。大きいとはいっても基本はログハウスと同じような作りで、釘くぎなどを使っていない木組みの家だ。だから、どうやっても大きさの限界がある。

　また、明かりを取る構造から長方形の形が基本となる。正方形の大きな家にすると、真ん中に光が入らないからだ。中世とかの屋敷がコの字やロの字型なのは、そういった面が強い。

　同じように、目の前にある家も東西に長い長方形。出入り口の玄関部分だけ少し出っ張っている。その出っ張っている部分がエントランスかと思ったら違った。

　玄関を入ってすぐは、大きなホールだった。大体、奥行きが十メートル。部屋幅が……その三倍ぐらいなので三十メートルぐらい？　高さは二階部分をぶち抜いているので七～八メートルぐらいある。さすがにこの広さの屋根を支えるのには柱がいくつか必要だが、それがまたデザインが施されて高級感を醸かもし出している。

「集会場所としても利用できるように考えました」

　ラファが胸を張って答える。

　ホールの奥に大きな扉があり、そこを開くとこれまで寝床にしていた場所が中庭のように現れる。当然、目に入るのはザブトンが寝床にしている大きな木。その存在感で、新しい家はその木を守る門のようにも感じる。




　リアのログハウスと同じように、ホールの左右に扉と二階へ行くための階段がある。

　一階の左側の扉の先が、俺のプライベートルームらしい。

　右側の方が外のトイレに近いんじゃないかと思ったら、家の中にトイレが完備されていた。

「スライムがいるのですから、上手く使わなければ」

　トイレは一階に三カ所。

　二カ所はホールの階段傍で、一カ所は俺のプライベートルーム内に設置されている。

　俺のプライベートルームは、そのトイレと寝室、私室と倉庫で構成されている。

　トイレ以外の部屋は、これまで寝ていた小屋よりも広いので少しビビる。

「カーテン、シーツ類は、ザブトン殿が用意してくれました」

　寝室から窓の外を見ると、ザブトンが手を振っていたので振り返す。




　ホールの右側が食堂用の部屋、そして室内でも簡単な調理ができるようなキッチン。

　キッチンから外に出るための扉があり、その先は野外に設置された調理場だ。

　野外の調理場やそこに行くまでの通路に屋根が取り付けられ、雨天にも対応できるようになっている。

　さらに、キッチンの地下に地下室が作られ、食料庫として使用される予定だ。

　ホールの左右の階段を上り、左側に向かうと個室が並んでいる。ここにルーとティアが一室ずつキープするらしい。まだまだ空いているのは、なぜだろう。考えないようにしよう。

　左側からホールの二階部分に設置された廊下を通り、右側へ行くと、こっちは個室よりも少し大きめに作られた部屋。作業場や倉庫として使うことを考えているらしい。どの部屋も同じ大きさの窓が付けられ、明かりは十分。

　とてもいい家だ。

「あとは一冬過ごしていただいて、不満点などを改善できればと考えています」

　まあ、大きい家と驚いたが、穴を掘れと言われたり、地下室を作れと言われたり、大きな柱を用意しろと言われていたので予感はあった。

　考えないようにしていただけだ。




　そういえば、この新しい家とこれまでの寝床の間にあった丸太柵は撤去され、堀は埋められた。クロたちが軽々と飛び越えているのであまり役に立たないのは理解しているが、なくなるとそれはそれで寂しい。

　なので埋めた堀の一部を花壇にした。食べられる物以外も、育てられるかの実験も兼ねて。

　何を育てるか悩んだが、とりあえずはメジャーな薔薇バラにしておいた。




　さて、大きな家ができたが、この家作りで活躍したのはリアやラファたちだけではない。

　誰が一番頑張ったかと言えば、ティアだろう。

　ティアが魔法でゴーレムを作り、建設に大きく貢献していた。作れるゴーレムは一体から三十体。数が少ない方が大きくて力強く、細かい操作が可能らしい。単純な作業なら数を出し、細かい作業の場合は数を絞るのが一般的な使い方らしい。

　ちなみに、初めてココに来てクロに襲われた時にも使ったらしいが、ゴーレムを作る端からつぶされ、俺が来るまで持たなかったそうだ。




　そして、新しい発見というか俺が自覚していなかった点が一つ。

　それはこの辺りの森の木の強度。かなり硬いらしい。なので、建材として非常に優秀なのだが、伐採と加工が大変という欠点があるのだそうだ。しかし、俺の『万能農具』があれば伐採に苦労はなく、また加工も同様。リアたちがガツガツと木を削っていたから、それほどでもないかと思っていたが、家が早くできた理由に俺の存在があるらしい。

　役に立っているようでよかった。




　家の住み心地は悪くなかったので、すぐに引っ越した。

　前の小屋は解体せず、倉庫として今後も活用していく。家のホールの天井に、鳴なる子こらしき物が設置された。鳴子から糸が伸びており、その先はザブトンが寝床にしている大きな木の上にいるザブトンだ。

　これは家の中でも、ザブトンからの合図を聞くための工夫だ。今後は、木を叩くと同時に、鳴子も鳴らしてくれるらしい。ありがたい。




　今年も子犬がたくさん増えた。

　数えるのが不可能な状態になった。その中で二頭、フブキと同じような真っ白な子犬がいた。一定の確率で産まれる隔世遺伝かなにかだろうか？

　二頭の区別がつくようになったら、名前を付けてやろう。
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　家の建設後も建築は続いた。作業小屋と乾燥小屋、そして燻くん製せい小屋だ。

　リアたちの知識により、収穫物を加工する場所が必要とのことで作られた。特に燻製小屋は強く求められた。燻製することによって肉の長期保存が可能になるので、俺も賛成だ。




　収穫に関して。

　今年はトマトやジャガイモなどのレギュラー作物以外では、調味料系の作物を頑張ってみた。

　胡椒は収穫できた。現在、乾燥中。

　レモンはまだ実を付けていない。ワサビは水田だったので、まだできていない。

　ゴマ収穫。トウガラシ収穫。ショウガ収穫。オリーブはまだ実を付けていない。

　来年は、シナモン、クローブ、ナツメグ、カルダモン、クミン、ローリエなどを育て、将来的にはカレーにチャレンジしてみたい。

　とりあえず、調味料系は少量生産でいいので種類を多めに頑張ろう。美味しい料理のために。

　レギュラー作物はいつものように豊作。小麦や稲などの乾燥や加工が必要な作物も、リアたちの手によって順次進められている。助かる。




　水路の完成、風呂場の完成に伴ない、簡単な柵の材料として竹が欲しいと考えたが……竹は地下茎で増えるので下手な場所で育てると畑に影響が出ると思われ、少し離れた森の中の一角で育ててみた。

　スペース的には十メートル四方。とりあえず、実験的にやってみた。

　それがラファたちがここに来る少し前。

　冬前の現在、様子を見に行ったら立派な竹が育っていた。育っているのは俺が耕した十メートル四方のスペースだけ。そこから外で成長はしていない。やはり、耕した場所だけか。

　だが、耕した場所でこの速度で成長されると困る。実験をしてよかった。とりあえず、竹を数本切って持ち帰り、竹材として活用することにした。

　切っただけの竹のコップは、軽くて評判が良かった。




　冬到来。

　新しい家の住み心地は悪くなかった。時々、クロたちが遊びに来るのはスペースがあるからだろう。ホールの真ん中に設置した火鉢の近くで、チェスを楽しんでいる。俺より優雅だ。

　リアたちは、今年の冬の間に鉄製品を作るらしい。作ってからこれまで、活躍らしい活躍をしていなかった炉に張り付き、鉄を作っては加工している。手伝えないのが心苦しい。

　なので、俺は料理を頑張った。調味料の力は偉大だ。どれだけ忙しくても、炉の番をする者以外はキッチリと食事の時間に集まってくれるようになった。こうなると、味み噌そや醬しょう油ゆが欲しくなる。また、牛製品や卵も欲しい。

　なんとかして手に入れる方法を考えないと……といっても手は一つしかないだろう。

　ある所から買う。

　これまで、あまり外部に関して興味を持たなかったが、ルーやティア、リアたちが外から来たことで意識はしている。

　他にも人がいる。街や村があるのだろう。そこに牛や鶏がいる可能性が高い。そこから仕入れるか、ダイレクトに牛や鶏を購入して育てるのもいいかもしれない。

　まあ、もう少し、先の話になるだろうけど……。




　そういえば、ここで勝手に畑を作ったけど……誰かの領地だったりするのかな。

「ルー」

「なに？」

「ここって……誰かの領地だったりするのか？」

「ここって……この場所？」

「ああ」

「誰かの領地ってワケじゃないと思うけど……勢力圏で言えば魔王の勢力圏に入るかな」

「魔王？」

「うん」

「………………魔王って魔王？」

「そうだけど……何か問題があるの？」

「えーっと……その魔王、俺がここで勝手に畑や家を作って、文句を言ってくるか？」

「そんな心配をしていたの？　大丈夫よ。勢力圏だけど、領地ってワケじゃないから徴税されないわ。それに、旦那様がここを作った時、支援とかしてもらった？」

「いや、全然」

「なら余計に大丈夫よ。ここを作ったのが旦那様なら、ここは旦那様の領地よ」

「……そんなものか」

「そんなものよ」

　そっか。

　しかし、魔王。……怖い存在なのだろうか？　少し不安になってきたが……料理を作っているうちに忘れた。出会ってもいない魔王を恐れても仕方がない。




　目の前の問題に対処しよう。

　女性が五人、増えた。ラファたちもリアたちと同様にスラッとした大学生、もしくは高校生みたいな感じだ。全員、美形。文句を言うのが間違っているのかもしれないが……。自分の中の〝節操〟と戦う。大事なのは……心の棚、何段にも用意する心の棚。頑張れ、俺。
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　なんだかんだで春が来た。

　冬の間中、料理ばかりしていたイメージがある。事実、その通りだろう。料理の腕はかなり上がったと思う。思いたい。ルーたちは何を食べても美味うまいとの反応なので、実際はわからないが……不味まずい時は不味いと言ってほしい。

「美味おいしいから美味しいって言っているのよ。何か不満？」

「ルーよ。色々な料理を作って、全部が全部美味しいなんてことがあると思うか？　俺としては気を使ってもらっているんじゃないかと不安になる」

「自信を持ってください。本当に美味しいですから。駄目な時にはちゃんと駄目って言いますよ」

「ありがとうティア」

「ちょっと。どうして私の言葉は信じられなくてティアの言葉は信じるのよ」

「ティアはお代わりするから」

「じゃあ私もお代わり！」







　緊急事態とは突然やって来る。

　ザブトンからの木の警報が打ちつけられ、その音の大きさに事態が悪いと判断する。

　俺がザブトンの指示する方向に向かって走り出そうとすると、ルーが止めた。

「上よ」

　ルーが指さす方向の空に、大きな生物が飛んでいた。太ったトカゲにコウモリの羽をつけたような生物。遠いからサイズはわかりにくいが、全長は二十メートルぐらいだろうか。

「竜ドラゴン？」

「いえ、ワイバーンですっ！　ルーさん、防御っ！」

　ティアが俺の認識を修正すると同時に、何かの魔法を使った。

　ルーも同じようにする。

　と、ワイバーンがこちらに向かって急接近し、止まったと思った次の瞬間、大きな炎の球をこちらに向けて吐いた。

　大きな炎の球は、本当に大きかった。直径十メートルぐらいだろうか。吐かれた直後から温度を上げ、周囲を熱で歪ゆがませる。目標は、ザブトンが寝床にしている大きな木。

　それを理解した俺がザブトンと叫んだ直後、大きな炎の球が何かにぶつかり砕け散った。

　砕けた火の球が、家や畑に落ちる。

「消火します！」

　リアたちが慌てて水を持って走り回る。ルーとティアが焦あせった顔をしながらワイバーンを見つめている。ここに被害を出さないのは難しい。そんな顔をしていた。

　ここを大事に思ってくれているのだなと、嬉うれしく思う。同時に、俺の中に静かな怒りが生まれる。なぜ？　どうして、ここを攻撃した？　気まぐれか？　それとも、誰かの指示か？




　俺の手に『万能農具』が槍やりの形であった。

　俺は、それを全力でワイバーンに向けて投げつけた。普段の俺の腕力なら、とても届かない距離だった。しかし、俺の投げた『万能農具』の槍は、一直線にワイバーンの片羽をもぎ取った。

　ワイバーンは、俺の攻撃に困惑を見せながら下に落ちていく。仕留め損なったか。

　俺の手に、投げた『万能農具』の槍が戻る。俺はワイバーンが地面に落ちる前に、もう一度、『万能農具』の槍を投げた。

　またもや一直線に進み、今度は体に当たった。大きな悲鳴が聞こえる。しぶとい。
















　だが、もう終わりだろう。いつの間にか俺の後ろに控えていたクロたちに指示を出す。

「とどめを刺してきてくれ」

　俺の言葉に、クロたちが一斉に駆け出した。目指すはワイバーンの落ちた場所。




　クロたちが駆け出したのを見ながら、俺はクールダウンを行う。

　現状確認……。

「火はどうなった？」

「大丈夫です。全部、消しました」

「被害は？」

「家は大丈夫です。トマト畑が少し駄目になりました。あと、ザブトンさんたちの糸が……」

　畑の上空に張り巡らしていた糸が燃えてしまったのだろう。

「そうか。……ルー、ティア。最初の一撃を防いでくれて助かった」

「う、うん」

「頑張りました」

　……妙によそよそしい気がするが、ひょっとして今の俺は怖い顔をしているのだろうか。

　いかんな。理不尽な攻撃を思い出し、再び怒りが湧き出してくる。

「あれは……魔王の仕業か？」

「え？　魔王？　関係ないと思うけど」

「そうなのか？」

「はい、野良のワイバーンだと思います。誰かの支配下にあるなら、単体で運用するのは勿もっ体たいないですから」

「そうか。野良か……ああいった存在……ワイバーンは数がいるのか？」

「いる所にはいるけど、珍しいって存在かな」

「そうですね。それに、あのサイズの火の球を吐けるワイバーンとなると、竜ドラゴンなみに遭遇しないと思います」

「じゃあ、滅めっ多たにない遭遇をしたってことか」

「うん、そうじゃないかな」

　ただの不運か。

　……クールダウン。自然災害と思って、諦めよう。

「あ、クロさんたちが戻ってきました。呼んでますよ」

　俺たちはワイバーンが落ちた場所に行き、その巨体に改めて驚く。

　ＴＶ番組とかで見たマッコウクジラよりもデカイか？　見た感じ、墜落した時には瀕ひん死しで、クロたちがとどめを刺す必要はなかったようだ。それなのにワイバーンの死体の上で誇らしげにしているのはどうなんだろう。

　あ、見張りね。他の魔物が近寄らないようにしていたのね、よしよし。

　しかし、大きい。これは食べられるのだろうか。

「ワイバーンの肉は、美味と言われてます」

　なるほど。

　美味しく頂くことにした。解体して持ち帰るのに一苦労だったが、その味は確かに美味かった。

　冬の間に研究した調味料でさらにドン。宴会になった。










　俺は知らなかったが、ワイバーンの撃墜は色々な場所に余波があったらしい。

　身近なところでルーとティア。




「ティア。旦那様がワイバーンに放った攻撃……防げる？」

「無理です。ルーさんは？」

「当然、無理よ」

「ですよね。ワイバーンの張っていた三重の結界を貫通した上、刺さるではなく削り取ってましたからね」

「……最初にクロたちに襲われたのって、運が良かったのかな」

「かもしれませんね。最初に旦那様と敵対していたら……」

「考えるだけで怖いわ」

「運命の出会いに感謝を」

「ついでにクロたちにもね」

「悔しいですけど」










　魔王の城。

「〝鉄の森〟のワイバーンが落とされた？　冗談はよせ」

「本当だって。偵察に出た時に見たんだ。〝鉄の森〟のワイバーンが火の球を吐いたと思ったら、ワケのわからない攻撃で落とされていた」

「……マジか？」

「ああ、上に報告したけど大騒ぎになっている」

「だろうな。なにせ、アレが近くに来たら戦力を総動員する騒ぎになるんだ。それを落とすヤツがあそこにいるってことは……」

「やべぇ。辞職するなら今のウチか？」

「慌てるなよ。まだそれが敵と決まったワケじゃないだろ」

「そ、そうか」

「四天王の誰かがやった可能性だってあるんだし、もう少し様子を見ようぜ」

「お、おう」










　南の山に住む竜ドラゴン。

「……俺の目がどうかしているのかもしれない」

「大丈夫です。正常です」

「本当に？」

「ええ、私にも見えましたから」

「そうか」

「はい」

「あれ、俺に向けられたらどうなると思う？」

「綺き麗れいに貫通するのではないでしょうか」

「だよな。……どうしたらいい？」

「それをお決めになるのは、ご主人様です」

「そう言わず、何か提案してくれ。頼む」

「では、個人的にですが……あの攻撃を向けられる前に、友好を結んでおくのが一番かと。敵対は愚策かと思います」

「む……むう」




　余波は色々あったが、俺に影響するのは少し先の話だった。
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　ワイバーンの肉で宴会をした時に思った。酒が欲しい。酒……酒の原料は？　米から日本酒。ブドウからワイン。ある。大丈夫。

　日本酒の作り方は……ＴＶや漫画で知っている。しかし、麴こうじ菌きんの存在がネック。『万能農具』で麴菌をどうにかできるだろうか？　研究の必要がある。

　なので、お手軽にワインを考える。

　ワインは簡単。ブドウをつぶして発酵させるだけ。

　しかし、ワインに適したブドウじゃないと駄目だよな。現在、収穫できているブドウは甘くて美味しいスーパーで売っているブドウだ。これでもできるかもしれないが……。

　ワイン用の品種があったはず。ワイン用のブドウと念じながら畑を作ればできるだろうか。

　とりあえず、すぐに酒が手に入らないのはわかった。諦めよう。そして、俺はそのまま酒用のブドウ畑を作った。




　ははは。

　勢いは大事だ。新畑エリアの東側を拡張し、畑の面積は単純に倍になった。

　畑八面×八面の六十四面。その内、三十二面が酒用のブドウ畑だ。

　冷静になったつもりだったが、やはりワイバーンに襲われたことでイラついていたのかもしれない。反省。

　それにしても、ブドウなら果実エリアだよな。なんで新畑エリアに作ってしまったのだろう。まあ、いいか。




　普段の仕事に戻る。

　まずは前々から考えていた追加の調味料系を、家の近くの初期の畑の空いている場所に作ってみる。

　数はそれほど要らないと思うので、数本ずつだ。ただ、オリーブだけは多めに欲しかったので果実エリアに作る。

　果実エリアも手狭になりつつあるので、北側に拡張。果実エリアが畑四面×八面になった。




　果実エリアと言えば、前にザブトンの子供たちが面倒を見ていた蜂だが……順調に育っており、しかもすでに巣分けが行われていた。四カ所に新しい巣が作られ、ザブトンの子供たちの要請により、風避よけや雨避けの屋根を作ってやった。

　そして、最初の巣からそれなりのハチミツを確保できた。量としては三百五十ミリリットルの缶ジュース一本分ぐらい。

　石を削って作った壷つぼに入れてもらったが、見た目を考えるとガラス瓶が欲しい。

　できるだろうか。……欲張らない。やれることからコツコツと。貰もらったハチミツを皆で味わうとあっと言う間に半分以下になった。

　好評で何より。料理で使う分は、次回以降に期待しよう。




　ハイエルフのララーシャが優れた技能を持っていた。

　なんと、水を入れる樽たるが作れるらしい。

　俺は彼女の指示に従って、樽のパーツを作る。主に木の伐採と加工。ララーシャは、俺の作ったパーツを微調整しながら組み、樽を作っていく。ララーシャにとっても二百年ぶりの樽作りだったらしいが、最初の一樽から水漏れなしの成功だった。

　水を入れる樽は、色々と役に立つことが予想されるので大量に作ってもらう。最優先は酒用。調子に乗って作った酒用のブドウを発酵させるためにも、樽が必要だ。頑張ってもらった。

　その間、彼女のリクエストの料理を作ったら、他の者も参加し始めた。さすがにいきなり成功はしなかったが、数回の失敗のあとは上手に作り始めた。俺より器用だな。速度的にはララーシャに敵かなう者はいなかったが、樽作りが捗はかどった。多くて困ることはない。作れる時に作ってしまおう。




　ちなみに、リクエストで多かった料理は鍋。

　昆布や鰹かつお節ぶしがないのでダシが作れず、肉を煮て作ったスープに野菜をたくさんと肉を少量放り込んだ鍋だ。俺にすれば色々と足りない鍋だが、受けがよい。昆布や鰹節はともかく、調味料を増やし、もっと美味くしたい。ああ、柚ゆ子ずも育てないと……前の世界は恵まれていたんだなぁ。

　現在、シイタケを使ってダシっぽいものができないか研究中。
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　春の風物詩と俺が勝手に決めたザブトンの子供たちの旅立ちを見送ったあと、クロたちの角の生え変えが始まった。

　その後は、パートナー探しか。

　うーむ。

　凄すごいことになるぞー、現実は見つめないぞー。




　ため池の改良をやってみる。

　現在は水源の滝から水路を通り、ため池まで一直線だ。なので、ゴミが水路に入るとそのままため池に入ってしまう。ゴミなら拾えばよいが、生き物だった場合は困るかもしれない。

　それを防ぐため、ため池の前に貯水池を作り、ワンクッション置くことにした。

　ため池は逆ピラミッド型で中央の深い所で五メートルぐらいあるが、貯水池は均等に五十センチぐらいにする。これで、ゴミなり生き物なりが流れてきても、貯水池でブロックできる可能性が高くなる。もちろん、貯水池とため池の間に柵が必要だ。金網が理想だが、そんなものはないので竹を並べて作った柵にする。いい感じでゴミを防いでくれるだろう。




　同じように排水用の水路も改良する。

　風呂の排水を流す水路に排水プールを作り、そこにスライムを入れて水を浄化している。同じ仕組みをため池からの排水路にも設置した。これは水を綺麗にするのと、ため池に落とした物を川にまで流さないための措置だ。

　ため池と新しく作った排水プールを繫つなぐ間にも竹の柵を設置する。これはゴミの逆侵入防止用ではなく、スライムを排水プールに留とどめるためだ。

　そういえば、気付けばスライムはそれなりの数に増えていた。今では勝手に移動しているスライムをよく見る。

　勝手に移動しているのを最初に見た時は焦ったが、スライムが必要な場所に向かって自主的に移動しているだけで、無害だと判明したので放置している。

　時々、色の違うのが交じったりしているけど、問題はないと思いたい。




　なんだかんだとやっていたら、クロたちのパートナー探しの時期が来てしまった。

　しかし、今年はほとんど旅立たなかった。現在いる者たちでカップリングが成立したらしい。いいことなのだろうか。まあ、いいとしよう。

　代わりと言ってはなんだが、リアたちと同じように森の中を放浪しているハイエルフたちに対して、ここへの移住を誘う一団を派遣することになった。

　行くのはリーフとラーサの二人に、護衛としてクロたちの子供を十頭。どんなに遅くなっても冬までには帰ってくる予定だ。同時に、新しい者たちを受け入れるためのログハウス作りも進められる。なんだかんだで忙しい。




　酒用のブドウは、あっという間に収穫の時期を迎えた。

　収穫したので、ワイン作りに挑戦してみた。

　古い方法だと足で踏むらしいが、個人的に食べ物を足あし蹴げにするのはＮＧ。なので素直に石を削って作った臼で粗くつぶす。つぶしたあと、樽に納めて保管。これで終わり。

　本当にこれでワインができるのか不安になるぐらい簡単。簡単だが量が量なので非常に大変だった。仕込んだ酒は、人が入れるぐらいの大樽で十六。

　全部を同じ作り方で作って失敗すると悲しいので、樽ごとにつぶし方を変えてみた。上手うまくいってほしいものだ。







　問題。

　酒用のブドウ畑をどうするかだ。いつもなら、また耕して同じ物や別の物を作るのだが……。

　酒が上手くできるか未定の状態で、酒用のブドウを作り続けるべきだろうか。食料の保存を考えれば、小麦や大豆、米やトウモロコシの方がよいかもしれない。

　悩んだので、皆に相談してみることにした。

「ワイン、期待しています」

　リアの話ではこちらの世界にもワインはあるらしい。グレプというブドウに似た果実から作っているようだ。

「村のお酒ですからね。早く飲みたいです」

「試飲が楽しみです」

「あの量なら、結構飲めますよね」

「樽作りなら任せてください」

　ハイエルフたちは、お酒用のブドウ畑を継続して作りましょうで意見が統一されていた。

「私、お酒には煩うるさいわよ」

「ふふふ、お酒はいいものです」

　ルーやティアも同じだ。全員、酒を求めていたらしい。まあ、俺も飲みたいしな。

　上手くいくかどうなるかわからないが、酒用のブドウ畑を作り続けることになった。




　畑はブドウ畑だけではない。小麦、大豆、稲、トウモロコシと穀物類を収穫したあと、ニンジン、ジャガイモ、ダイコン、ニンニク、タマネギなどの根野菜の収穫。

　この辺りの区別は、ザブトンの子供が収穫できるかどうかで分けている。

　ザブトンの子供たちは、ハサミがあれば可能な収穫ならできるが、カマが必要だったり力が必要だったりする収穫は厳しい。

　なのでザブトンの子供たちにはトマト、キャベツ、カボチャ、キュウリ、ナス、そして果実系の収穫をメインに任せている。

　俺は人の手がいるほうれん草、サトウキビ、お茶を収穫したあと、アブラナを収穫して油を確保する。

　人手が増えたのは本当にありがたい。

　消費も多くなったが、『万能農具』のおかげか、成長の速い作物のおかげか、今のところは飢えるということはない。感謝。




　そういえば、色々と作物に関して実験をした。俺が作った作物は、他の場所で育つのかだ。

　タマネギで実験してみた。

　結果、俺の耕した場所でなら育つが、それ以外の場所だと腐った。タマネギを水だけで栽培してみたが、これは上手くいかなかった。芽が出たあと、すぐに腐ってしまった。

　俺のやり方が悪いのか、水が悪いのか……ともかく、『万能農具』がなくても、俺が耕した場所であれば育つのがわかったのは大きい。

　ただ、成長速度は遅い。遅いが、それは俺の知っている作物の成長速度。

　つまり……。作物の成長が速いのは、『万能農具』のおかげなのだろう。

　改めて神様に感謝。

　ちなみに、『万能農具』で育てた果実系は実を付けるまでの成長が速く、実を付けたあとの成長は普通の成長になるようだ。
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　今年のクロたちの出産は、半数程度だった。妊娠しなかった者がいたのだ。これまでほぼ百パーセントだったので少し驚いた。

　自分たちで出産調整するのだろうか？　ユキも今年は産まなかった。それでも、それなりに増えるので犬エリアの拡張と長屋を新しく作る。

　犬エリアは寝床にしているエリアの東に畑四面×四面の二百メートル四方。クロたちが大きいので、前々から少し手狭な感じがあった。ただ、犬エリアは寝るための場所になっていたのでそれほど慌てていなかった。

　犬エリアを東方向に、同じぐらいの大きさ広げる。これで、犬エリアは畑四面×八面。またしばらくは大丈夫だろう。




　クロたちの出産が終わり、子犬たちに角が見え始めた頃。

　森の中を放浪している他のハイエルフたちをここに誘うために出ていたリーフとラーサ、そして護衛のクロたちの子供が帰ってきた。

　同行者が予想以上に多かった。

　八グループ、四十二人のハイエルフ。全員女性で、リアたちと同じ年代らしい。ハイエルフは女性だけの種族なのだろうか？

「集落が攻められた時、男は戦い、女は避難しましたから」

　なるほど。それでも、男の子供がいてもよいと思うが……。

「避難した者のうち、年配の者と子供は他の部族の下へと移住しました」

「ん？　他に行く所があるなら、お前たちはなぜ行かなかったんだ？」

「他の部族の下に行くということは、行った先の部族の下につくことになります。そうなると、その……女性の扱いがいいワケではないので」

　あー……それで、彼女たちの中で若い女性たちだけで放浪を続けていたワケか。

　森での放浪生活より、他の部族の下に行った方が辛つらい生活だと。

「ここでの定住を許可していただき、ありがとうございます」

「いやいや、やることはやってもらう。遠慮するな。それより家を用意していたが……数が足りない。作るのを手伝ってくれ」

　予想では十人、多くて十五人ぐらいだろうと思っていたので、完全に住む場所が足りない。

　家の建築が急いで行われた。




　落ち着いたら、あの四十二人も俺の寝室に来るのだろうか。




「リア。ハイエルフの男がいるなら、ここに連れて来ることを考えようか」

「あー……村長。村長の言っているハイエルフの男が、他の部族の下へ移住した子供のことでしたら、厳しいかと……」

「どういうことだ？」

「移住した先の部族の集落も、人間によって滅ぼされましたので」

「そうか。……すまない。悪いことを聞いた」

「いえ。その部族も一部は私たちと同じように避難し、そこで私たちの部族の男も保護されていると聞いています。向こうにとっても貴重な男なのでしょう。なので、それを返せと言うと争いになるかと」

「…………」

　空気が悪いので、話を変える。

「ハイエルフの代表を決めてくれ。数が増えたからな」

「それでしたら、私が務めることになっています」

「リアならやりやすくて助かるが……新しく来た者たちは納得しているのか？」

「大丈夫です。すでに格付けは終わらせています」

　格付け？　詳しくは聞かないでおこう。

「そ、そうか。とりあえず、新しく来た者たちが馴な染じめるように手配してやってくれ」

「承知しました」




[image: ]




　新しい住人が増え、一気に賑にぎやかになると同時に大変になるぞと思っていたら、さらに増えることになった。

　そのきっかけは春の終わり、クロたちの子供で妊娠した者たちのお腹なかが膨らみ始めた頃にやって来た一人の女性。

「ふふふ。なかなか面白そうな所ね」

　夜、コウモリを従わせ、空中一メートルぐらいの場所に浮きながら移動する女性。

　見た感じ、二十代半ば？　なかなかの美人さんだ。衣装は体にピッタリと密着するタイプのドレスなので、ボディーラインがしっかりとわかる。

　胸とお尻は小さめのようだ。髪は銀色で首ぐらいの長さで切り揃そろえられている。

　見た感じというか、どう見てもルーの関係者だった。ルーのお姉さん？　それともお母さん？　とりあえず、ルーを呼んで会わせようとしたら……その前にクロたちが集団でボコり始めた。最初にルーに会った時を思い出す。




　妊娠している者がいるから攻撃的になっているのかな。女性が二十代後半からあっと言う間に小学生低学年ぐらいにさせられていた。着ていた服も魔力で維持するのが難しくなったのか全裸だ。そしてガチ泣きが入っている。ティアと会った時のことも思い出した。




　とりあえず、俺がクロと彼女の間に入り、ルーが来るまで現状維持。彼女が泣きながらも俺の首筋から目線を逸そらさないのが少し怖い。いや、回復したいのだろうけど……血は与えない。ルーの敵だった場合は困るからな。




　ルーが来て、話がすぐにまとまった。

「フローラ？」

「お姉様！」

　彼女はルーの妹だった。詳しく聞くと、従姉妹。

　名前はフローラ＝サクトゥ、ルーを探しに来たらしい。

「戻ってこないからあの腹黒天使にやられたのかと思って回収に来たのに、あんな目に遭わされるなんて……」

「まあまあ」

　ちなみに、ルーが俺を紹介した時。

「私の旦那様」

「この人間がお姉様の？　あまりパッとしませんわよ」

「さっきのインフェルノウルフの主で、ここのトップだから」

「大変無礼なことを申しました。ご容赦ください」

　見事な態度の豹ひょう変へんを見た。しかし、それよりも気になる……聞き逃せないセリフがあった。

「インフェルノウルフって……クロたちのことか？」

「そうだけど」

　インフェルノウルフ。厳つい名前だが……それよりもウルフ。ウルフ？　オオカミ？　え？　犬じゃないの？　いや、角があったけど……。

　えーっと……まあ、オオカミだろうが関係ない。うん。

　ちなみに、真っ白なフブキは、インフェルノウルフの変異種でコキュートスウルフと言うらしい。




　ルーの従姉妹ということで、フローラに血を与える。何度見ても、女の子がグングンと大きくなるのは不思議な光景だ。見ていたらルーが俺の目をふさいだ。ティアとかリアたちは気にしないのに、従姉妹だと気にするのか。なるほど。




　フローラを家に連れて行くと、ティアと遭遇して一ひと悶もん着ちゃく。皆と同じようにザブトンとその子らを見て気絶。畑の収穫をしているルーを見て困惑。作物やそれを使った料理を食べて感動。賑やかだ。




　その後、十日ほどフローラは俺の家の空き部屋に滞在し、帰っていった。

　この場所に飽きたのではなく、本格的にここで住むらしい。ただ、前に住んでいた場所に色々と残しているので、それらを整理するために帰るようだ。

　物凄く帰りたくなさそうだったので、それなりに早く戻ってくるだろうなと思っていたら意外に遅く、戻ったのは冬前。一人ではなく、それなりの人数を連れて来た。




　フローラが連れて来たのは、二十名のメイド。前の屋敷で働いていた者らしい。

　種族は鬼き人じん族で、よく見ればメイドたちの頭部に小さな角が見える。

　大体が額……髪の毛の生え際ぎわぐらいに一本か二本。親指ぐらいのサイズだ。

　メイド長の名前はアン。

「主あるじ様。末永く、よろしくお願いします」

　出会い頭に俺を主認定していた。フローラにそう言われたのだろうか？　違った。

　フローラとメイドたちは俺の家に住むらしい。なので主様なのだろう。命令系統がややこしいなぁ。

　と思っていたら、ルーとフローラ、それにアンたちが話し合い、整理された。

　吸血鬼一族として、ルーとフローラしか存在しないが、一応はルーが吸血鬼の代表となるらしい。

　鬼人族の代表はアン。

　で、アンたち鬼人族は、メイドとして俺の身の回りの世話を第一とし、第二にルーやフローラの世話をするらしい。俺の世話が第一でいいのかと疑問に思ったが、序列は大事だと言われた。まあ、いいか。

　アンたちメイドの活躍はあとにするとして、それよりも大事があった。

　牛だ。

　アンたちは牛を四頭、引き連れて来ていた。フローラがここに滞在している時に、足りない物として伝えたのを覚えていてくれたのだろう。

　しかも、四頭中の三頭は妊娠中のメス。牛乳のことを考えてくれている。おおっ。




　犬エリアの北側、果実エリアの東側に畑八面×八面サイズの大きな牛エリアを作った。

　一気に耕した。牧草が生えるように頑張った。

　もうすぐ冬だったが、リアたちに頼んで牛舎を作ってもらった。アンたち鬼人族メイドの寝る場所が足りないので倉庫とかを臨時の寝床にしてもらいつつ、牛舎を優先した。アンたちよりも牛の方が冬に弱いだろうと考えたからだ。

　牛の世話に関しては、アンたちが知っているとのことで安心する。フローラが戻ってくるのが遅かったのは、牛を手に入れるのと世話の仕方を学ぶためだったらしい。感謝だ。

　そして一番大事だったのは、クロたちやザブトンたちに絶対に牛に手を出さないように伝えることだった。

　牛たちは、クロたちやザブトンたちに怯おびえていたが、少ししたら気にしなくなった。よし、これで牛乳が確保できる。聞いた話だと、常に搾さく乳にゅうできるワケではなく、子牛を産んだあとの一定期間だけらしい。

　まあ、それはそうか。牛も俺たちに飲ますために母乳を作っているワケじゃない。子牛のためだ。俺たちはそれを分けてもらうだけ。傲ごう慢まんにならないように注意しよう。ともかく、一気に住人が増えた。
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　ハイエルフが四十二名増え、現在は五十四名。

　吸血鬼が二名。

　鬼人族が二十名。

　クロたちは……多い。

　ザブトンも……多い。

　蜂も……巣が四つ分。

　スライム……増えて数え切れない。

　牛、四頭。

　忘れてはいけない天使族、一名。




　ティアは考えていた。吸血鬼のフローラとそのメイドである鬼人族が増えたことで、勢力的に自分が弱くなったと。ここは一つ、自分も呼び寄せるべきかと。そして俺はメイドたちの手土産である牛に大喜びした。してしまった。

「私も従者を連れて来ます。その際、旦那様が求めていた鶏を手に入れてきますので、ご期待ください」

　ティアはそう言って、旅立った。冬が目前なのに。一応、予定では春ぐらいに戻ってくるとのことだ。




　冬到来。

　新しい住人たちとの交流を重視した。新しく来たハイエルフたちに関してはリアたちがいるのでそれなりに安心だ。

　問題はアンたちだろう。別に南西エリアで家を建てて住むなら気にしないのだが、俺の家に住むのだからある程度は気にする。

　こっちの世界でかなり改善されたつもりだが、俺はそれほど社交的ではない。頑張らねばと思っていたら、それほど頑張る必要はなかった。

　アンたちの俺に対する距離感は、凄くよかった。最低限の事務会話プラスちょっとした世間話。その上、こっちを立てることを忘れない。

　全員が大会社の優秀な受付嬢みたいな感じだ。会話の中で知ったが、彼女たちはルーやフローラの一族にメイドとして雇われてすでに数百年の歴史があり、その経験を持っている。

　俺との距離感など、問題ではないのかもしれない。掃除、洗濯は完璧で非常に優れていた。唯一、家事で料理だけが駄目だった。なぜか。知識のなさだった。

　食材を鍋に放り込んで煮るだけが彼女たちの知っている料理法のようだった。そこで、冬の間に俺の知っている料理の仕方などを教えた。多分、春頃には俺よりも上手くなっている可能性が高い。




　アンたちの加入によって、家での暮らしは一気に賑やかになった。これまで、夜の明かりなどはルーやティアが気になった時に点灯、消灯していたが、アンたちが管理するようになってキッチリとされることになった。

　掃除や洗濯も俺が気の向いた時にしていたのが、毎日になった。おかげでベッドシーツが毎日綺麗だ。そうそう、ベッドの中に入れていた草だが、これまでは俺がいいと思った草を放り込んでいたが、リアたちがそういった用途に適した草を知っていたので全てそれに交換している。

　おかげで中の草を交換するのが半年に一回ぐらいで済むので、草を入れたベッドの上に別のシーツを掛けて汚れを防ぎ、寝るようになっている。文化的。

　火に関しても、細かく管理してくれている。なので冬なのにかなり暖かく過ごせている。

　うん、いいことだ。これまで、いかにいい加減だったかを感じてしまうが……気にしない。

　それより、俺やルー、ティアがやっていた家庭的なことをアンたちに任せられるようになったのでやれることが増えた。俺は小物作りに集中し、ルーとフローラは薬の研究に没頭するようになっていた。ティアがいないのが少し寂しい。




　そういえばアンたちはザブトンやクロに驚いてはいたが、気絶はしなかった。事前に聞いていたからだろうか？　果実エリアの蜂を見てアワアワしていたのは、聞いていなかったからかな？

　ちなみに、新しく来たハイエルフたちは、ザブトンを見てしっかりと気絶している。そんなに怖くないのにな。
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　春の訪れと共に、ティアが戻ってきた。

　引き連れるは、三人の天使族と、顔が爬は虫ちゅう類で体の大半が硬そうな鱗うろこで覆われている十五人の者たち。

　上半身が裸で下半身は前掛けのみ。ほとんどの者が体格以上の大きなリュックを背負っていた。

　ティアの紹介で、種族はリザードマンらしい。なんでも天使族の従者的なポジションで生活をしているとのことで連れて来たようだ。

「グランマリアです」

「クーデルです」

「コローネです。以後、よろしくお願いします」

　天使族の三人は、鎧よろいを着込み、ランスのような太い槍を持っている。一瞬、ヴァルキリーという言葉が頭に浮かんだ。立場的には、ティアの部下らしい。

　部下らしいが、見た目はティアと同じようなので四人揃うと女子高生のグループに見える。

　全員、金髪で背中に翼があるけど。

　彼女たちは、ティアと一緒に俺の家に住むのかと思っていたが、別の家希望だった。

　引き連れたリザードマンたちも、そっちに住むらしい。なのでリアたちの家がある南西エリアに建設を開始する。

　もう慣れたもので、ハイエルフたちを総動員して五日ぐらいでできた。あとになればなるほど良い家になるのは仕方がないとして、最初に作ったリアたちの家は建て直すべきだろうか？

　トイレも外だし、色々と不便だろう。リアたちが遠慮したので、改築で済ませた。




「ダガです。よろしくお願いします」

　リザードマンの代表は、ダガ。

　申し訳ないが、リザードマンの個体の見分けができない。どれも同じように見える。

　十五名のうち、五名が女性だと聞いてもわからない。ティアたちも見分けがつかないようだが、特に問題はないらしい。しかし、せめて代表のダガだけはわかるようにしたい。

　服を着てもらって区別しようと思ったが、リザードマンは種族的に全裸でないと困るらしい。

　なので、右腕にスカーフを巻いてもらうことにした。




　ダガたちは大量の荷物と共に、ティアが言っていた鶏ニワトリを持って来てくれた。

　ちゃんと卵を取れるように雌めん鶏どりが中心だ。

　ここに来るまでの旅の最中も産んでいたので、これからすぐに供給できるとのことだ。

　ただ、数が少ない。

　鶏の数は全部で四十羽。雄おん鶏どりが五羽で雌鶏が三十五羽。俺は鶏は毎日卵を産むと思っていたが、ダガの話だとそうじゃないらしい。俺の知識が間違っていたのか、この世界の鶏がそうなのかはわからないが、元気な鶏で二日に一個。なので、期待できるのは一日十個ぐらいだそうだ。これを多いと考えるか少ないと考えるか。俺は少ないと考える。なぜなら、住人が十人以上いるからだ。

　最初は増やすことをメインに考えよう。有精卵と無精卵の区別の仕方など知らないが……雄鶏もいるし大丈夫だろう。鶏エリアを作ろうと思ったが、将来的に卵の回収を考えると広すぎても困る。

　なので、最初は家の近くで育てることになった。

　場所は大きな木の東側。寝床となる鶏舎を作り、地面を耕して鶏のエサとなりそうな……。

　鶏のエサって穀物だよな。トウモロコシとか小麦がイメージだ。畑を増やすことを考えないといけないか。

　とりあえず、地面は何か鶏のエサになりそうな草と念じながら耕した。

　あと、ザブトンとクロたちに手出し無用との連絡をしておいた。




　新しい建物として、家の傍そばにアンたちメイド用の家というか寮が作られた。

　なんだかんだで俺とルー、ティア、フローラに加え、アンたち二十名が生活するには部屋数が足りない。

　これまでは倉庫などを改造して寝床にしていたが、さすがにそのままなのは悪い。

　なので、俺の家にはルーとティア、フローラ、それにアンが住み、他のメイドたちが寝るための部屋を確保する家が作られた。

　ハイエルフたちの家の時も思ったが、速い。三日でできた。

　内装に関してはさすがにまだだが、十九名に個室を与えてまだ部屋に空きがある家ができた。

　家の共通施設にトイレと簡易なキッチン、リビングに暖炉。個室にはベッドと棚が一つ。あとは個人の好みでテーブルや椅子が置かれる。

　基本、寝るだけの部屋らしいので拘こだわるメイド以外はベッドと棚だけだ。ただ、そういったメイドたちでもカーテンやシーツには拘りがあるらしく、ザブトンたちと相談して色々と作ってもらっているようだ。




　新しく来た天使族の三人は、新しい家の生活に慣れたと思われる頃に俺の前にやって来た。

「ご命令を」

「先陣はお任せ下さい」

「情報収集、頑張ります」

　……違う。空気が違う。俺は農業を頑張る村民……いや、村長の空気。

　彼女たちの纏まとう空気は、戦士だった。いや、鎧を着て武器を持っているからそうなのかもしれないけど……。

　ティアがどういうつもりで連れて来たのかを確認する。

「彼女たちは、遊撃として森を見回ってもらおうと考えています」

「遊撃？」

「はい。以前のワイバーンの時、初動の遅れで攻撃を許してしまいました。それを踏まえ、三人を呼びました」

「……なるほど」

「あの時のワイバーンであれば、倒すのは無理としても、注意を引いてこの場所に被害を出さないようにすることはできます」

　ティアの言葉に三人が自信を持って頷うなずく。

「警備員みたいなものか」

　なるほど。

　これまでは、ザブトンの警報とクロたちによる自主的な攻撃でなんとかしていたが、あんなワイバーンが出るなら積極的な警備も必要かもしれない。ここも広くなったしな。

「わかった。よろしくお願いする」

　俺の言葉に三人は力強く返事した。







「相談がある」

　クロ、ザブトン、ルー、ティア、リア、アン、ダガ。スライム、蜂と牛、鶏は不参加だが、仕方がないだろう。俺は各種族の代表を家のホールに集めて話をした。

「この場所の名前を決めよう」

「この場所……ですか？」

「ああ、最初は俺の家だけだったが、色々とできてきて村みたいになっているだろ」

　実際、リアたちは俺のことを村長と呼ぶので、そんな気分になっている。

「なので、村として名前を付けようと思うんだがいい名前はないかな？」

　村の名前の付け方なんて知らない。なので相談だ。

「村長の名前でいいのでは？」

　リアの言葉で考える。

　俺の名前は街まち尾お火ひ楽らく。マチオ村、ヒラク村……イマイチ。

「この森の名前を付けるのはどうでしょうか？」

　アンが提案する。

　この森の名前？　そういえば、ここの場所や森に名前はあるのだろうか？　気にしなかったが、あると考えるのが普通か。

「ここの森の名前はなんて言うんだ？」

「死の森です」

　…………。

　思った以上に物騒な名前が付けられていた。

「えっと……この辺りの地名は……」

「死の大地です」

　…………。

　そんな場所に住んでいたのか、俺。

　しかし、死の大地や死の森と言われる割には、なんだかんだと豊富にある気がするが……。

　ともかく、そのノリで名前を付けると〝死の村〟になってしまう。さすがに駄目だろう。まだ俺の名前の方がマシに思える。

　その後、色々な意見が出て議論が白熱するが、ピンと来る名前がなかった。

　これ以上はいいアイディアが出ないかと諦めようとしたところで、ザブトンが俺を呼び、そして窓から大きな木を指さした。

　…………。

「大樹の村」

　スッと出た。そして決まった。ここは〝大樹の村〟だと。
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　酒ができた。

　最初に仕込んだワインの味見をそろそろしようとルーとティアが提案し、試飲会がそのままお酒のお披露目会となり、宴会となった。

　それなりに作ったと思うワインだったが、人数が増えたこともあって消費量も凄かった。

　一回の宴会で四樽が空になった。まあ、酒用のブドウは作り続け、収穫の度に仕込んでいるので次々できるのだが……評価が良すぎた。

「こんなに美味しいお酒は初めてです」

　リアが感激したように声を上げる。

「ああ、美味しい」

「ワインってこんなに美味しかったんですね」

「もう一杯」

　ハイエルフたちが豪快に飲む横で、鬼人族メイドたちが静かに飲んでいる。

「飲み過ぎですよ。もう少し遠慮を……いえ、私の分はしっかり貰いますけど」

　確かに不味くはなく、ちゃんとしたワインになっていたが……そこまで絶賛されるほどではないと俺は思う。熟成も、まだまだ甘いと思うのだが……。

「旦那様。ブドウ畑を増やしましょう」

　ティアには十分だったようだ。

「主様。不慣れなれど、できることはお手伝いしますので」

　アンも頑張りますよと胸を張っている。

　……あれ？　ルーは？　あ、もう酔って寝ているんだね。

　酒用のブドウ畑を増やすことになった。




　ちなみに、ワインはクロたちにも評判だった。消費された四樽のうち、一樽はクロたちが飲んだと言ってもよいだろう。

　犬……ではなくオオカミが、酔っ払って千鳥足で歩くという珍しい光景を目撃してしまった。




　以後、妙にクロたちが酒用のブドウ畑の警備に力を入れている気がするが……気のせいだと思いたい。




　ワインは常飲ではなく、宴や何かのイベントの際に出すことになった。不満は出たが、納得はしてもらえた。常飲させれば、すぐになくなってしまうと誰もが理解したからだろう。

　俺もワインは嫌いじゃないが渇望するほどではないし、俺の中の意識にワインは嗜し好こう品のイメージが強い。前の世界の中世でワインが常飲されていたのは飲める水が貴重だったからで、ここでは井戸から水が汲めるのでそれほどワインに拘る必要もない。

　まあ、理由を付けてワインを出すように要望されることが増えるのだが、それはまた別のお話。




　牛と鶏を飼育したことで、牛乳と卵の確保ができた。それにより、俺の料理の幅が大きく広がった。卵は鶏を増やすことを重視しているので数が取れない。

　一応、鶏舎以外の場所で産んだ卵は食べることにしたので毎日数個は確保できる。

　それを使っての簡単な料理を作ってみた。まずはプレーンオムレツ、塩と胡こ椒しょうだけの味付けだが……美味い。懐なつかしい味だ。

　ふと横を見ると、テーブルの上に顎を乗せたクロがいた。

　少しやる。クロは満足そうに食べていた。

　次に……プリン。

　卵と牛乳、それに砂糖で作れる。砂糖はサトウキビから確保しているので十分な量がある。作って木製コップに流し込んでみた。いい感じだ。

　最終工程に冷やす必要があるが……地下室で構わないか。

　その間にカラメルソースの実験を行う。

　カラメルソースは砂糖に水を加えて熱するだけだ。ただ、簡単なだけに難しい。何度も焦がしながら、完成させた。多分、これが駄目だったのだろうな。

　カラメルソースを焦がした匂いはとても甘い。他の作業をしていたはずのルー、ティア、フローラ、そしてアンたちがいつの間にか扉付近でこっちを見ていた。

　…………。

　プリンは卵の関係で五個しか作れなかったので、ちょっとした争いが発生した。アンたちって、ルーやフローラ相手でも、引かない時は引かないんだなぁ。そんなことを思いながら、俺はプリンの獲得権を放棄した。

　その後、プリンの噂うわさを聞いたリアやグランマリアたちの要望で、しばらくの間、卵はプリン専用になってしまった。鶏、早く増えてほしい。







　村に来客があった。初めてだった。服装は立派で、貴族のようにも見える。ただ装飾は少ないから官僚かもしれない。グランマリアたちに見張られながら、単身でやって来た。

　来客は、人間のようだが人間ではなかった。

　魔族だそうだ。

　だからだろうか、彼を出迎えた場所にはそれなりの人数が戦闘できる状態で揃っていた。

　ルー、ティア、フローラ、そしてクロたちは悠然と、リアたちハイエルフやダガたちリザードマンは個々に武器を構えている。

　この場にアンたちもいるが、彼女たちは俺の後ろで命令を待つように控えている。

　彼を連れて来たグランマリアはいるが、クーデルとコローネはこの場にはいない。

　全員が一カ所に集まると危ないからだ。

　なのでザブトンもいない。




「私は魔王の使いです。ここの代表者にお会いしたい」

　魔王の使い。

　見た感じ、普通の人間のようだが、やっぱり悪魔や魔族なのだろうか？　とりあえず、呼ばれたので前に出た。

「俺です」

「貴殿が？」

　相手が一瞬、呆ほうけた顔をしたがすぐに顔を引き締めた。そんなに村長っぽく見えないかな。

「失礼。私の名はビーゼル。魔王の使いです」

「火楽です」

　苗字を先に言うべきかどうかで悩んだので、いっそ言わないことにした。相手も名前だけだし構わないだろう。

　俺の名を確認したあと、ビーゼルと名乗った男は、自分が魔王の部下であることを証明する品や文章を色々と示し、手土産を俺に渡してくれた。

「お近づきの印に」

「ご丁寧にどうも」

　貰った物はよくわからないが、ルーが少し喜んだ顔をしていたから良い物なのだろう。

　本来なら、色々と時勢の挨拶などを交わすべきなのだろうが、俺は本題を進めたい。

「魔王様はなんと？」

　一応、魔王には様をつけておく。変なところで揉もめても面倒くさい。

「この場所との関係について話し合いたいと」

「そのメッセージだけですか？」

「い、いえ、ある程度の権限を頂いております。この場で取り決めを交わすことも可能です」

「あー……なるほど」

　この場所との関係について話し合いたい。

　前にここは魔王の勢力圏内だと聞いた覚えがある。つまり、税金を納めろということだろうか？　それとも、出て行けということだろうか？　何もしてくれていない魔王を気にする必要もないとも聞いた。ルーやティアたちと相談した方がよいだろうか？

　俺は目で他の者に視線を送ると、全員が俺に任せました的な目を返してくる。

　…………。

　なるほど、任された。

　交渉……交渉の基礎は、最初の提案は強気にだ。

「ここでの生活を認めていただければ、収穫物の一割を税として納めよう」

　一割。

　暴利な税を言ってみた。

　あとでなんやかんや言われて重い税を課せられるぐらいなら、自主的に安い税を払う。

　独立を気取っても仕方がないだろう。

　税を払うことで、一応は魔王様に逆らいませんよというアピール。

　しかし、相場がわからないから最初は強気。

　なので収穫物の一割。

「え、よ、よろしいのですか？」

　あれ？　相手が驚いている。それも、俺の税が低すぎることに驚いているワケではなさそうだが……。

　驚いているなら、追撃だ。

「毎年、冬の前に取りに来てくれ」

　税が欲しければ取りに来いと言ってみた。

「しょ、承知しました。そのように取り計らいます」

　あれ？　なんだかんだでまとまってしまった。

　税は収穫物の一割。ただし、畑の作物に限定。牛乳や卵、ハチミツ、酒は渡さない。

　また、収穫量が少ない物は渡さない。厳密には、大樽一杯分に満たない収穫物は考えないとのことだ。

　魔王側から欲しい物がある場合、対価を支払っての購入を認めた。

　そういったことをその場で書面にまとめると、ビーゼルは帰った。

　さすがにちょっと強気で言い過ぎたと書面にまとめている時に反省し、お土産を渡しておいた。

　手土産も貰ったし。




「……あんな感じでよかったかな」

　俺の言葉に各自が少し悩む。そして、ルーが言う。

「悪くない手だと思うわ。税を納めることで、向こうはこっちの保護をしなければならなくなったから」

「そうですね。それにしても……ふふ、一割ですか」

　ティアが面白そうに笑う。

　聞けば、収穫物を税として納める場合、五割六割は当たり前、場所によっては九割取る場所もあるそうだ。

「取りに来させるのもよかったですね。暗に駐在は認めないと伝えたワケですから」

　アンが頷く。

　え？　そんな意図はなかったんだけど……。

「ここの収穫は、年に何度も行えます。冬の前に一度しか来ないのであれば、正確な収穫量は計れないでしょう。実質、一割以下の税で魔王軍の保護を得たわけですから……さすがです」

　リアが意見をまとめた。

　そんなつもりは欠片かけらもないし、ちゃんと計算して渡すつもりだったのだが……。

　これがこの世界の感覚なのだろうか。ともかく、解散。各自、作業に戻ろう。

　ちなみに、ビーゼルの持って来た手土産は貴重な薬草で、飲んでよし、塗ってよしの万能薬だ。













　魔王の城。

「ビーゼル。どうだった？　向こうは何を要求してきた？」

「税を納めると言ってきました」

「なに？　我らの下に付くと？」

「ええ」

「……ワイバーンを落とすほどの戦力があるのにか？」

「そうです。それも、向こうからの提案です」

「何か裏があるのではないか？」

「私もそう思いましたが……。受け入れるしかありません」

「なぜだ？」

「吸血姫と殲せん滅めつ天使がいました。それだけじゃありません。インフェルノウルフやハイエルフが無数にいました。他にリザードマンや鬼人も……」

「まさか？　信じられん」

「私を案内したのは皆殺し天使の一人ですよ。生きた心地がしませんでした……」

「信じられんが……その戦力なら、ワイバーンも落とせるか」

「ええ。あの戦力を並べられた上で、向こうから下に付く提案です。断れません。断った瞬間、敵対が確定しますから」

「む、むう……この先、何を言われるか……」

「そうですね。ですが、なんとかしてみせましょう。幸いにも、向こうの代表とは友好的に話せたと思います」

「そうなのか？」

「ええ、土産まで貰えたのですよ」

「ほう。何を貰ったんだ？」

「まだ見ていません」

「見ろよ」

「魔王様に見せてからですよ。でないと賄賂を受け取ったことになってしまいます」

「危険物だったら困るだろ。チェックだよ」

「むう……確かに。少しだけですよ」

「おう。どれどれ……この布包みか？　中身は……果実？　アッポに似ているが、色や形が綺麗だな」

「そうですね。あ、勝手に食べないでください」

「毒味だよ。ん、なかなか美味い。いや、かなり美味い。凄いぞ！」

「そうですか。まったく……あれ？」

「どうした？」

「果実を包んでいた布ですが……」

「ああ……綺麗な布だな。どうしたんだ？」

「こ、これ……デーモンスパイダーの糸で作られている布です。しかもその布のサイズ、グレートデーモンスパイダーかもしれません」

「デーモンスパイダーと言えば、死の番人？」

「ああ」

「グレートって、百年ぐらい前に先々代の魔王様とやりあって引き分けたとかいう……」

「その布のサイズを考えれば……間違いないと思います」

「大事に保管していたのを、お前に渡したとか？」

「そう考えたいですが……果実を包んで渡しますか？」

「渡さないな。となると、あそこにグレートデーモンスパイダーが居ついていると考えるのが……俺、今日で辞職する」

「待ってください。貴方あなた、四天王のトップですよね。筆頭ですよね。逃げる気ですか？　あ、ガチだ。待って！　お願い。私も一緒に」
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　村に来客があったあと、いつもの生活に戻ったと思ったら、また来客だった。

　前回と同じく、村の出入り口付近で手の空いている者が集まった。

「我が名はドライム。由緒正しき竜である」

　来客は竜だった。

　ファンタジー漫画やアニメに出て来る西洋竜。サイズは前に出会ったワイバーンを遙はるかに凌しのぐ全長三十メートル。

　なかなかの迫力だ。ちゃんと立っていれば。

　ドライムと名乗った竜は、頭を下げるような姿勢を向けていた。

「これは手土産です。お納めください」

　ドライムの従者なのか、執事服を着た男性が恭うやうやしく持っていた大きな箱をこちらに差し出す。

「ご丁寧にどうも」

　とりあえず、受け取……ダガが前に出て代わりに受け取り、アンの下もとに持っていく。

　アンが中身を確認したあと、俺の前に箱を持って来た。

　高そうな装飾が施された剣が、鞘さやと一緒に入っていた。

「け、結構な物を頂きまして」

「いえいえ」

　手土産って、もっとこうフレンドリーな物じゃないのかな？　食べ物とか。

「ところで、本日はどのようなご用件で？」

「はい。我が主、ドライム様はここより南の方、ここからでも見えるあの山に巣を持っております」

「そうなのか」

「距離としてはあるかもしれませんが……近所と言えば近所。遅くなりましたがご近所として、ご挨拶に参った次第です」

「それはご丁寧に……えっと、その主が頭を下げっぱなしなのは？」

「それは失礼しました。ご主人様、頭を上げてください」

「お、おう」

　話を聞いていなければ、こっちの執事を主人と思ったかもしれない。

「ご主人様は初対面の方とのトークが苦手でして、下手なことを言うぐらいなら私が代理にと。ご気分を害されましたら謝罪いたします」

「いや、気にしないでくれ。あー……来てもらったのだから歓迎したいが……そのサイズだと困るなぁ」

「まったくですね。ご主人様。小さくなってください」

「うむ」

　竜が返事をすると、目の前の巨体が煙を上げて小さくなり、残ったのは背の高い気弱そうな中年男性。

　貴族みたいな格好をしている。

「失礼しました。ご主人様。ご挨拶を改めて」

「我が名はドライム。由緒正しき竜である」

　……ひょっとして、失敗しないようにセリフを決めて来たのだろうか。

　ともかく、背が高いとはいえ人間サイズなら問題ない。家に招いて宴会になった。




「酒美味い、飯美味い。俺、帰らない。ここに住むぞ」

「駄目です。ちゃんと巣を守らないと、色々な方に怒られますよ」

「ここなら大丈夫。迎撃できる」

「できるでしょうが、ここにご迷惑をおかけするワケには参りません」

「む、むう……迷惑か」

「迷惑でしょう。ここで戦うのはもちろん、ご主人様は基本的に何もできませんし」

「失礼な。これでも由緒正しき竜だぞ」

「失礼しました。言い直します。生産的な活動が何もできないでしょう」

「むう」

「お客として扱ってくれているうちに帰りましょう。お土産に色々と包んでもらいましたから」

「あのアッポに似たものはあるよな」

「リンゴですね。安心してください。たくさん頂きました」

「よしわかった。帰ろう」

「はい。ああ、ここで元のサイズに戻っちゃ駄目ですよ」

　こうして竜は帰っていった。

　かなりの量の作物を持って帰ってもらったが、剣の代金としては不足していると思う。




　ともかく、色々と反省だな。

　この村は来客を受け入れるようにはできていない。元々の俺がそれを想定していないのだから仕方がないが、閉鎖的すぎては駄目だろう。駄目だと思う。駄目なんじゃないかな。




　まず、来客を待たせるにしろ、時間を稼ぐにしろ、外で立たせっぱなしというワケにはいかない。

　かと言って、この家に招くとこっちの行動が丸見えになってしまう。

　来客用の部屋なんて上等な物は想定されていない。

　なので、いっそ来客用に家を建てよう。




　次に、出迎え体制。

　来客がある度にほぼ全員が揃うのはよろしくない。来客をもてなすのも大事だが、各自はそれぞれに仕事があるのだ。現状、グランマリア、クーデル、コローネが来客を発見し、案内する体制にはなっているけど……。

　そのまま案内するから、こっちに連絡が来ない。

　村に近づくとザブトンの警報で誰かが来たことを察する現状だ。

　ザブトンの警報があるので、全員が集まって来るのだ。だから、ザブトンに新しい合図を決めてもらった。

　危険を知らせる警報はこれまで通り。来客を知らせる新しい合図には、鐘を鳴らすようにしてもらった。鐘はリアたちの手製だ。俺は鉄を叩たたけばそれなりに良い音がすると思っていたが、そうじゃないらしい。

　なかなか良い音が出ず苦労していたが、少し前に良い鐘ができたと持って来た。それを使う。

　そして、来客の出迎え役として俺とルー、ティアの三人を基本とする。

　そう提案したら、アンやリア、ダガたちに抵抗された。なので三人に加え、ハイエルフや鬼人族、リザードマンから数人が出迎えることになった。

　フローラもそこに含めたかったが、フローラは来客が夜まで滞在した時の見張りを頼んだ。

　聞けば、ルーやティアどころかリアやアンたちも、数日の徹夜は平気らしいが、夜はちゃんと寝てほしい。

　なので、夜の見張り要員としてフローラを確保しておいた。これで大丈夫だろうか？

　まあ、あとは失敗を重ねてよくしていくしかない。そうそう来客もあるとは思えないけどな。




　フラグを立てたわけだ。来客があった。




[image: ]




　魔王の使い、竜、その次に来た客は鎧を着込んだ獣人の一行だった。道なき道を進むので荷馬車は使えない。ダガたちが来た時ほどではないが、それなりに大きな荷物を背負っている。

　総勢で十名。全員の装備が使い込まれた感じがしており、歴戦の戦士のように見える。

　顔を見た感じは人間だが、頭の上には獣の耳があり、お尻には尻尾が存在を主張していた。

　腕の毛深さは……個々に違う。獣のような腕の者もいれば、人間の腕の者もいる。

「俺はガルフ。ここから東の山の中ほどにあるハウリン村からやって来た。この村と友好を結びたい」

　クーデルに案内されながらやって来た一行の代表が、一歩前に出て挨拶をする。なので俺が前に出ようとしたら先に大人の姿のルーが前に出た。

「よく来られた。〝大樹の村〟は、貴殿らを歓迎しよう」

　普段と違い、ルーは仰々しい言い方をする。

「感謝する」

「休める場所に案内しようと思うが……お主らは今いる数で全員か？」

「そうだが？」

「そうか。ならば、他は敵と見なすぞ」

　ルーが少し迫力を込めて言う。

　どういうことだ？　俺が疑問に思っていると、森の中から二名の獣人が出てきた。

　装備が軽装で目立たない色からして、隠れていたのだろう。なぜ出てきたのかと思ったら、その後ろからクロたちが顔を見せた。

「……すまない。はぐれていた者がいたようだ」

「それは危ないな。村に入る前に確認しておいた方がいい。それと、村の中で勝手な行動は慎むように。私でも気を使う相手がいるぞ」

「……わかった。勝手な行動はしない。約束しよう」

　ルーを先頭に、獣人の一行が建てたばかりの来客用の家に入った。来客用の家は、俺の想定で四人が優雅に暮らせる感じを考えていた。しかし、他の者たちの意見でそれだと小さすぎると却下された。この村に来ようと思えば山を越え、森を抜ける必要がある。

　魔王の使いや竜など、普通じゃないお客が続いたが、普通なら十名前後の大人数になる。

　場合によっては三十名とかも考えた方がよいと言われた。確かにその通りだと納得し、大きめに建てた。

　今回の来客は十二名。十分にもてなすことができた。




　来客用の建物は、リアやフローラの家がある南西エリアの南側を拡張して建てられた。

　二階部分や地下はない平屋だが、大きさだけなら俺の家並みにある。

　やはりあとから建てた建物の方が機能的には優れるが、さらに来客が主に使うとのことで、見み栄えを張った造りにしている。実際、内装の一部は俺の家にある物より凝っていたりする。

　といっても、うちの村で可能なレベルでの凝り方なので、ちょっと良い宿程度としか思われないかもしれない。なので来賓の館とか呼ばずに、〝宿〟と呼ぶようにした。

　見た目相応の名称が一番。




　宿はある程度の空間を取って柵で囲われ、周囲との境界を明確にしている。

「この柵の中なら、自由にしてください」

　というためだ。間違っても……。

「許可なく、この柵を越えたら知らないからな」

　というためではない。実際に使われたのは後者だが……。




　柵は簡単な丸太柵ではなく、デザインに凝った高級な家のガーデニングフェンスだ。

　塗料がないので木の色がそのままだが、どうにか塗料を用意できたら白く塗りたい。

　宿を作った直後、周囲を見回して気付いた。

　殺風景だと。

　少し遠くにリアたちの家が見える。この辺りは俺が耕した場所なので障害物らしい障害物がない。本気の障害物は必要ないが、目隠し的な意味の物が欲しい。普通に考えれば木だ。なので、リアたちの家の近くで果実系の木を育てることにした。果実系なのは、少しでも実用面が欲しいとの希望の声が出たからだ。

　冬場は寂しくなると思うが、特に反対する気もなく採用した。主にリンゴ、ナシ、カキ。

　個人的にサクランボができるサクラを何カ所か。まあ、しばらくは若木で目隠しにはならないのだが……。

　あとは家庭菜園的にイチゴやスイカなどの畑を作る。

　他の家でも同じように。宿の近くは見た目重視で、サクランボができない観賞用のサクラを育ててみた。

　そして、宿を囲むフェンスの内側に垣根を作る。植物の名前はよく知らないが、前の世界でよく見た感じの垣根をイメージして畑を作れば、そのまま垣根になるだろう。

　……刈り込みとかしなきゃ駄目かな？　育ったあとで、考えよう。




　その後、調子に乗って各エリアに木を植えてみた。畑以外にある木の実は自由にしてよいとし、また希望があれば植えることを伝えた。好評だった。




　別件の話になるが、宿の建設に伴って南西エリアを拡張した際、南西エリアの名前を居住エリアに変えた。元々は俺の頭の中の認識なので特に気にしてはいなかったが、住んでいる者たちがそういった認識だったのでそれに合わせた形だ。

　ちなみに、俺の家と大樹がある場所は、大樹エリアと呼ぶことになった。




「来客を出迎えたというか、閉じ込めたというか……」

　ルーの対応に、俺は疑問を感じる。その疑問に、ティアが答えてくれた。

「旦那様。普通、友好を求める使者の場合、何かしらの手土産を用意します。あの竜ですら持って来ました」

「……友好目的じゃないと？」

「そうなのかもしれませんが、普通の手順を踏まなければ、普通の応対をしてもらえないものです」

「なるほど。確かにそうだな」

「それに、どういった意図かわかりませんが二名の兵を隠していました。ルーさんはそれで対応をさらに一ランク落としたのでしょう」

「そうか。……案内していたクーデルは、あの隠れていた人たちに気付かなかったのか？」

「気付いていましたが、脅威ではないと放置したようです。あとで怒っておきます」

「お手柔らかに。まあ、確かに脅威じゃないだろうけど」

「……そうですね。では注意程度で」




　獣人の来客を迎えた夜、一応は歓迎の宴を開くことになった。場所は宿だ。

　そこに俺とルー、ティアが宴に参加する。リアやアンたちも一緒に来ているが、彼女たちは裏方に徹する予定だ。

　食事内容は、俺たちが普段食べている物を少し豪華にした程度。果実などは皮も剝むかずにそのまま並べられている。ドライムを出迎えた時は盛大に宴会をしたし、果実は綺麗に剝いて飾りつけていた。誰が来ても同じ応対をするのは現実的じゃない。王様が来た時、貴族が来た時、商人が来た時、友人が来た時、見知らぬ客が来た時、応対が変わるのは当然だ。

　それはわかるが、事前の打ち合わせの時に宴にワインを出すか出さないかで少し揉めた。

　俺以外は出さない派だったが、俺が押し切った。目的はわからないが、ワザワザ来てくれたのだ。敵であることが明確になるまでは礼を尽くそう。




「貧相な食事で申し訳ない」

　ワインは押し切ったが、出せる量は制限された。一人当たり、コップ二杯分ぐらいだろうか。ワインを飲み終わると、以後は水になる。

　俺にすれば、普段の食事にプラスαな程度しか出せず申し訳ない。しかし、その気持ちは排除するように事前にルーたちに言われた。この宴の最中に、来た目的を聞き出す予定だし、向こうも大事な話があるならするだろうと。

　その時、こっちが引け目を感じているのはよろしくないらしい。なるほどと思うので、食事が始まれば気持ちを切り替えて普通に歓待する。といっても話題を振る程度だが。

「自分の無知を晒さらすようで申し訳ないが、ハウリン村はどのような所かな？」

　村中の者に聞いたが、知っている者はいなかった。

「ハウリン村はここより東の山の中ほどに、千年前に作られたと聞かされている。まあ、実際は半分の五百年ぐらい前だろう。年寄り連中は変なところに見栄を張るからな」

　ワインで気が大きくなったのか、ガルフの口は軽かった。ハウリン村の人口は五百人ぐらい。百人ぐらいの集落が五つあり、それらをまとめた形らしい。なので村といっても山の集落の連合体的なイメージでよいみたいだ。

　ほとんどが獣人で、その大半が犬系。狩猟と採掘が中心の生活で、山向こうの人間の村との交易でこれまでやっていた。しかし、最近になって人間の村とのトラブルがあり交易が停滞気味になって色々と苦しくなったので、新しい交易先としてこの村に目を付けたとのことだそうだ。

　この村の存在を知ったのは最近。魔王の部下からの通達で知ったらしい。ハウリン村やその向こうの人間の村は、魔王の部下に税を納めている魔王の領地だそうだ。

　なるほど。大体の目的がわかった。

　その後、ガルフたちがここに来るまでの苦労話が始まった。俺は相あい槌づちを打ちながら、食事を続ける。周囲をチラリと見れば、他の獣人たちも食事を楽しんでいるようだ。一安心。

「あのまま隠れていたら、この食事にありつけなかった可能性があるのか。出てきてよかった」

「そういえば、なぜ隠れていたのですか？」

「そりゃ、初めて行く村だ。警戒はするべきだし、何かあったら帰って村に連絡しないと駄目だろ」

　ルーやティアも、しっかりと情報収集をしているようだ。頼もしい。
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　ガルフたちが帰った。




　結局、ガルフたちの目的は偽りなく友好だった。手土産の用意がなかったのは、単純にハウリン村にそういった風習がないのと、貧乏だからだそうだ。

　そのあたりを聞いて、ルーやティアに再確認すると、友好に手土産を持って来るのは確かに裕福な街や貴族のやり方かもしれないと唸うなっていた。

　普通にも色々あるなぁ。思い込みはよろしくない。

　さて、友好は了承したものの、その先の交易となると相談が必要になる。ガルフの話では、交易といっても物々交換の市みたいなものだそうだ。この村もそうだが、ハウリン村では通貨の流通はほとんどないらしい。それと、本来なら双方の村で交互に市を開催するのが普通らしいが、できればハウリン村でのみ開催してほしいとのことだ。

　これは横暴でもなんでもなく、この村に商品を持って来るのはかなり大変で、それを考えると商品の価値が高くなり過ぎて交換されない場合があるし、交換できても持って帰るのも大変らしい。

　大変なのはこちら側も同じじゃないかと思ったが、ここに住んでいるんだから来るのぐらい大丈夫だろうと言われた。

　確かに、ルーやティアは単独でここまで来られたわけだし、クロたちに頼めば荷物も運べるかもしれない。それに、参加する形だけなら、気に入らなければ取りやめることも簡単だ。

　悪くない。

　となると、次は何を交易するかだ。ハウリン村では、様々な鉱石やそれを使った製品を取り扱っているらしい。ガルフの話で色々と聞いたが、気になったのは塗料。色の付いた岩を砕き、様々な色を用意できるらしい。宿のフェンスに色を付けられる。

　それと、銀製品。主に食器が取り扱われているらしい。村では俺が木で作った食器が中心なので少し憧れる。

　ガラス製品。俺のイメージする透明度はないらしいが、それでも大小様々な瓶があるらしい。これにルーとフローラが食いついた。薬の保存にガラス瓶がいいらしい。ハチミツの保存にも向いているだろうし、

　鉄製品。鉄の鍋やフライパンがあるらしい。一応、アンやダガたちが来た時に鉄製の調理器具がいくつか村にやって来たので使ってみたが……石製より圧倒的に調理がしやすい。欲しい。




　ハウリン村が希望する品は食べ物。作物だ。山の中腹なので、食料確保に色々と苦労しているとのことだ。食事に出た果実系は評判が良く、是非頼むと頭を下げられた。あと、ワインも。持ち出すのが作物であるなら、こちらもそれほど困らない。

　いや、村の人口も増えているので食料の備蓄的には困るが、人口が増えたからこそ新畑エリアを大規模拡張してもよいかもしれない。

　ともかく、交易というか物々交換の市は、ハウリン村の他にもいくつかの村が参加するので、開催は秋頃になるらしく、まだ先のことだ。それまでに皆と相談して、考えよう。




　相談の結果、畑の大規模拡張が決まった。

　現在の八面×八面の六十四面から、十六面×十六面の二百五十六面に一気に四倍になった。さすがに俺一人で耕すのには限界がある。限界があるが、『万能農具』は俺しか使えない。

　頑張った。限界って突破できるものだと思った。実際は、俺の耕す速度が上がっているのだと思う。慣れだろうか。耕すのは俺がするが、世話や収穫は皆の協力が必要だ。リアやダガたち、それにザブトンの子供たちにも頑張ってもらった。

　ちなみに、二百五十六面の畑のうち、六十四面が酒用のブドウ畑だ。四分の一が酒でいいのだろうか。いいんだろう。なにせ、俺以外のほぼ全員が賛成していたのだから。

　その後、相談しながら畑を作っていく。

　小麦、大麦、大豆、稲、トウモロコシの穀物類をメインに。ニンジン、ジャガイモ、キャベツ、トマト、カボチャ、キュウリ、ナス、ダイコン、ほうれん草、タマネギ、ニンニクなどはこれまで通りの量を。

　予想外に推奨されたのがアブラナとサトウキビ。アブラナは油のためで、サトウキビは砂糖のため。それと調味料系。胡椒やゴマ、トウガラシは売れるだろうから量産すべしとの意見だった。




　そういえば、ワサビにチャレンジした。

　水田での栽培なので、ため池の近くを『万能農具』で耕し、土手を作って囲んだあとに水を流し込んでみた。それっぽくなった。そして成功。ワサビを獲得できた。使う料理がなかった。




　味み噌そ、醬しょう油ゆの製作は、俺の手からフローラに移った。俺がやるよりフローラの方が手際がよかったからだ。理屈ややり方を教え、あとは分量を量ってトライ＆エラー。

　そうそう、麴こうじに関しての発見。『万能農具』をシャモジにして、麴になれと願いながら作物を混ぜ、発酵させると上手くいった。大体、願った通りの麴ができる。

　専用の発酵小屋を建て、現在も実験を続けている。

　主に味を知っている俺の希望を叶かなえるために。
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　人口が増えたので、各自の役割を再確認してみた。




　リアたちハイエルフは、主に大工や畑の収穫、森での狩りを中心に作業をしている。

　空いた時間は森に入って採掘作業に従事、鉄を集めて冬場で作業する流れだ。

　必要と思った建物はドンドンと建てているので、いつの間にか俺の知らない建物ができていたりする。

　俺の中のエルフ観を見事につぶしてくれた。頼もしい。




　アンたち鬼人族メイドは、俺の家だけでなく各家を回って生活向上に努めている。

　主に料理方法の伝達と、掃除の監視。

　来客がない時の宿の管理もしてくれている。

　現在、収穫物を使った新しい料理や加工食品の研究をしている。その成果は少しずつだが出ており、評判は良い。助かっている。




　ダガたちリザードマンは、力仕事を主に行っている。ハイエルフや鬼人族も力はあるが、リザードマンには敵わないらしい。なので、アンたちと協力しながら村の各地で作業をしている。

　あと、鶏と牛の世話を志願してくれたので、任せている。ありがたい。

　種族的に川辺やため池周辺にいることが多いが、寝る時はキッチリとベッドで寝るらしい。

　うーむ。




　クロたちは、村の中や外の見回り、狩人として肉の確保をしてくれている。

　最古参の住人で、会話はできないがある程度の意思疎通はできるので、他の者たちからも頼られている。ハイエルフの一人が、俺よりもクロたちの個体識別ができたのが少しショックだった。




　ザブトンたちは村の縫製職人。いや、縫製職蜘蛛グモかな？　ザブトンたちの作った生地や服に文句を言う者はいない。また、村でもっとも高い場所で生活をしているので周辺を見張って、警報を出す役目も担になってくれている。

　感謝しかない。今度、ジャガイモを持っていこう。




　グランマリア、クーデル、コローネの三人の天使族。

　森の上を飛び、周辺を警戒してくれている。これまでの来客すべてを案内してきたことから、かなり優秀なのだろう。最初は常に誰かが飛んで警戒している体制だったが、俺の希望で適度に休みを入れてもらった。さすがに三人でやる体制じゃないと思ったからだ。




　ルー、ティア、フローラ。

　俺の秘書的なポジションで、相談に乗ってくれる。

　基本的に個人での研究活動か、ハイエルフや鬼人族、リザードマンを引き連れて何かの作業の指揮をしていることが多い。

　個人での研究活動は、ルーとフローラは薬研究。ティアは魔法研究。あと、俺の個人的な依頼でフローラが味噌と醬油の製造研究を行っている。味噌と醬油はともかく、彼女たちの研究成果はそれなりに出ており、村での医者のような役割もしている。




　あと、住人的にはスライム、蜂、鶏、牛がいるが……。

　個々に生産活動を頑張ってくれているとしよう。蜂は今年もハチミツをくれた。前年よりも多いのでとても助かる。




　うん、一人でやっていた頃を考えれば、増えたなぁ。







　夜の生活に関して。

　当初、ルーだけだったが、ティアが加わった。その後、ハイエルフ七人、そのあとに五人が加わる。色々と言いたいことはあるが、まあ、このあたりまではいいだろう。いいとしよう。

　その後、一気にハイエルフが四十二人増え、フローラとアンたち鬼人族メイドが二十人増えた。全員、女性だ。さすがに無理だと拒絶した。俺の中の心の棚にも限界がある。

　なので、特に強く希望する者だけとなった。意外だったのはアンだろうか。俺との適切な距離感はどうしたと言いたくなるぐらいの積極性を発揮していた。




　春になってグランマリア、クーデル、コローネと同時に、ダガたちが来てくれたことを喜んだ。

　男だ。独占欲？　あるけど、責任の重さの方が怖い。現状、一学年分ぐらいの女子から狙われ、そのウチの何人かには手を出している状態。

　神様から貰った『健康な肉体』のおかげで早々に枯れることはないだろうが、心が持たない。

　そこに来た希望！　ダガ！　だが、それは希望ではなかった。

「俺たち、卵生だから……」

　特定の時期にオスが精胞をメスに渡し、卵を産むそうだ。まだまだ俺は楽になれないらしい。

　ちなみに、クロの孫にあたるマサユキはさらにパートナーを増やしているが、俺には敵わないようだ。ともかく、夜の俺に自由はない。




　さて、そんな俺の下に、とあるニュースが届いた。

　ルー懐妊。

　誰の子だ？　ははははは……俺の子だ！　うおおおっ！　ワタワタする。

　落ち着こうとするが、どうしようもない。まあ、やる事はやっているのだから当たり前の結果と言えばそうなのだが、軽いパニックになってしまった。

　もちろん、めでたいことなので喜ぶ。村はお祭り騒ぎだった。その日の夜から、希望者が増えた。うん、気持ちはわかるけど……妊娠者が一気に増えると色々と困るんだけど……頑張った。




　同じ頃。

　ため池での産卵の許可申請が出された。リザードマンは卵で増えるらしい。産卵は構わないが、ため池ダイレクトは色々と気を使う。

　なのでため池の横に産卵用のスペースを作った。

　一度に一つしか卵を産まず、五人の女性リザードマン全員が産卵したので、五つの真ん丸な卵が並んでいる。基本、水の中で放置するだけらしいが、外敵に備えて孵ふ化かするまで交代で見張るらしい。クロやザブトンたちがいるので、他の場所での産卵に比べて遙かに安全だとダガたちは喜んでいた。

　健康な子を産んで……もう産んだのか。健康な子が孵かえるように願おう。







「お姉様。ご懐妊、おめでとうございます」

「ふふ。ありがとう」

「それでその……一つ、質問があるのですが？」

「何？」

「私たち、吸血鬼って……血の契約で増えるのではなかったのですか？」

「私もそうだったと思うけど、できちゃったものは仕方がないんじゃない」
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　今年は春先から来客が続いたが、いつも通りにザブトンの子供たちは旅立っている。クロの子供たちは、今年もパートナー探しに出なかった。身内で済むようになってしまったというか、それが許される数になったというか……。

　そのまま繁殖かと思ったが、一部は今年も妊娠しなかった。自分たちで出産調整するとは、さすがだ。などと思っていたら、クロの子供たちの一部が群れで出掛けた。

　三十頭ぐらいだろうか。

　何をしに行くか知らないが、雰囲気からしばらく帰ってこないようだ。怪我けがしなければいいが……。




　なんだかんだで夏になり秋になり、あっと言う間にハウリン村と交易という名の物々交換市に参加する日になった。

　当然、俺が行こうと思ったのだが、周囲に止められた。いきなりトップが行くと、足元を見られるとの理由だ。そんなものなのだろうか？　ともかく、トップは軽々と動かないものらしいと説得された。

　その後、激しいジャンケン大会を経て、俺の名代としてティアが行くことになった（ジャンケンの文化は俺が持ち込むまでもなく、すでにあったのだが、種族ごとに手の形や出し方、掛け声に差があってトラブルになるので、俺の知っているジャンケンで統一された）。

　他のメンバーとして、ダガを含めたリザードマン五名。最初はリザードマン全員のつもりだったが、卵を見守らなければならないので減らした。もうすぐ孵化するらしい。

　減ったリザードマンの代わりに、ハイエルフが十名参加する。これはクジ引きで決められた。




　以上、総勢十六名が荷物を担かついで移動することになる。

　移動に十日、市の前日に到着して向こうの村で二泊、帰りに十日の予定だ。予定だったが、急きゅう遽きょ変更になった。

　竜のドライムがタイミングよく遊びに来て、ワイン一樽で輸送してくれるとのことだった。

　このドライム、初めて来た日より、ちょくちょくやって来ては料理を食べ、酒を飲んで愚痴を吐くようになっていた。

　翌日ぐらいに執事が迎えに来るのがパターンになっている。この村を居酒屋か何かと勘違いしていないだろうか。迷惑と言えば迷惑だが、キッチリと手土産を毎回持って来るので断り辛い。いや、利益的に言えばかなり儲もうけさせてもらっているらしい。

　宝石や武具類に関しては詳しくないが、ルーやティアが何も言わないのがその証拠だろう。

　まあ、ドライムが来たら宴会になるから、酒を飲む口実として許容しているだけかもしれないが……。

　そのドライムからの提案だったので、素直に受けることにした。キッチリと送り迎えどころか、向こうでの宿泊にも付き合ってくれるそうだ。そこまでしてワインが欲しいのかと理由を聞いたら、なんでもここのワインを他の竜に自慢したら、過去の弱みを持ち出されて持って来いと脅されたらしい。竜にも色々あるんだなぁ。




　ともかく、ドライムに運んでもらえるとなると行きの行程はほぼなくなる。

　ドライムの言葉を信じれば、荷物を気遣いながら飛んでも一時間もかからずに到着するらしい。

　逆に時間がかかるのは背中に荷物を積む作業だと言われた。なるほど。とりあえず、移動の十日を積み荷作りに費やした。なるべく同じサイズの木箱を用意し、その中に交換する予定の荷物を入れる。

　ドライムに運んでもらえるとのことで、多めに持って行けるのが嬉しい。

　出発するメンバーに変更はなし。事前に何度か打ち合わせをし、こちらの作物の価値と村に必要な物を考えた。交換することに抵抗はないが、不当に低く見られるのは困る。

　まあ、行ってみなければわからないことも多く、最終的には現場の判断でティアが決めることになった。問題はない。ただ、いきなり揉め事は避けたいなぁ。俺の欲しい物は、しっかりと教えておいた。




　交換に持って行ったのはリンゴ、ナシ、カキ、ミカンなどの果実系。小麦、大麦、大豆、米、トウモロコシなどの穀物系。あとはニンジンやダイコンなどの輸送に耐えられそうな硬い作物。トマトやイチゴとかはちょっと厳しいと思う。

　今回は初めての参加なので、できるだけ種類を多くした。作物以外はワインを十樽ほどと、調味料系を少々。ワインを十樽は持って行き過ぎかもしれないが、余ったら向こうで飲んでいいと言っておいたからドライムが頑張って飲むと思う。飲み過ぎて、帰りに事故ったりしないよな。










　ハウリン村。

「……〝大樹の村〟から本当に来るのか？」

「大丈夫だろう。開催する日はしっかりと伝えた」

「それにしては、まだ山に入っていないようだが……ん？」

「どうした？」

「あれはなんだ？」

「あれ？」

「ほれ、あれだ」

「どれだ？」

「空を飛んでおるあれだ」

「…………竜？　あれ？　こっちに向かって……」










　ティアたちを見送ってからは、俺の生活は普段通りだ。

　畑の世話、クロたちの遊び相手。

　あと、村人から相談を受ける。

　相談といっても、村の施設に関しての希望要望だ。

　こういった施設が欲しい。ここに水路が欲しい。次はこの作物を多めにしましょう。ワイン、飲んでもいいですか？

　そんな感じの要望を聞きながら、過ごしていく。もちろん、お腹が大きくなっていくルーを気遣うことは忘れない。

　ああ、出産に関してはそれほど心配ないらしい。ハイエルフや鬼人族の何人かが出産に立ち会ったことがあり、知識はあるとのことだ。変な心配をしなくてもよいと、一同に言われた。

　心配するよりも、もっと励んでほしいとの副音声は気にしないことにした。




　ティアたちは予定通りに帰ってきた。

　ドライムの背に行きと同じように荷物があったので、交換できなかったのかと思ったが違った。

「全部、交換できました」

　ドライムの背から荷物を降ろすのをダガに任せ、ティアが報告してくれる。

「村の作物は、どれも好評でした。最初は私やハイエルフ、リザードマンに遠慮していたのか、なかなか近寄ってもらえませんでしたけど、旦那様が言っていた試食をやってみてからは人が集まり、市の半ばで全ての交換がまとまりました」

　試食はティアが行く前に提案しておいた。

　騙だますような真似まねはしたくなかったので、こっちの作物の味を知ってもらってから、交換してほしかったのだ。まあ、試食できるのはそのまま食べられる果実系だけだが。好評でよかった。

「ワインが残らなかった」

　その好評の裏で、ワインが交換される度にドライムが暗くなっていたらしい。

　現在も少し拗すね気味だ。

「ティア。今晩の食事は報告会も兼ねよう。ドライム、その席でワインを出すよ」

「さすがは村長。労いたわり方を知っておる」

　期待させてしまったからな。多すぎると思った十樽のワインが全て交換できてしまうとは…………。




[image: ]




　報告会という名の宴会。

　ドライムがいるので、宿で行うことになった。ティアとダガの話をメインにまとめるとこうだったらしい。

　まず、ティアたちの行動に関して。

　ドライムが竜の姿で村に行ったことでパニックになったらしい。それをなんとかなだめ、その日は荷物を降ろして宿泊。

　向こうの村での食事は貧相で少なく、ティアとドライムの希望で非常用として持たせた食料を早々に消費した。

　翌日、日の出とともに交換市が始まったが、しばらくは遠巻きにされるだけで誰も近寄らなかった。

　なので試食を始めて、客を呼び込んだ。気付けば全ての荷物の交換が終わっていた。

　人気は果実系とワイン。穀物関係も全部交換できたが、これはハウリン村の村長や名主などの大きな家がまとめて確保に来たので人気があるのかどうかは、この段階ではわからなかったらしい。

　こちらが交換で手に入れた物は、予定通りの塗料、鉄製品、銀製品、ガラス製品。

　交換市は日が落ちる寸前まで続けられるのだが、半ばで交換が終わってしまったので、予定を早めてそのまま帰ろうかと考えていたら、ハウリン村の村長や名主に引き止められたので翌日までいることになったそうだ。

　引き止められた理由は、今後も交換市へ参加してほしいとの要請と、市以外で穀物類の交換を頼めないかとの話があったため。

　夜の食事は、こちらが交換した作物を使った料理やワインが出たので、それほど不満はなかったそうだ。

　で、次の日、夜の話し合いの再確認を行い、昼ぐらいに荷物をまとめてドライムに運んでもらって帰ってきたと。

　なるほど。

　まとめた話し合いの結果は、別に聞くとしよう。




　次に向こうの村の様子。

　向こうの村は、寒村ほどではないが裕福な村という感じでもないらしい。採掘場所が変わる度に村自体が引っ越しをするので、村は綺麗だそうだ。子供が狩りと採取、大人が採掘といった感じで分担されているらしい。

　ただ、これまでは採掘で得た鉱石やそれを使った製品を人間の村との交易で食料にしていたので、それが滞っている現状はかなり危ないとのことだ。

　一応、食料の備蓄はあるし、遠方になるが他の村も交易に来てくれているので、なんとか凌いでいるとガルフの言。

　大樹の村と食料の交易ができれば助かるが、行くのが至難なので、頻繁には通えないし量を運べない。

　だから、今後も今回のように来てもらえると助かる。市以外でも、交易できると嬉しい。

　欲しい物があるなら、できるだけ用意するから言ってほしい。

　これが向こうの村の様子らしい。なんだか最後は、向こうの方の懇願を聞いた気分だ。




　ドライムがいい感じで酔って寝たので、報告会はお開き。

　俺はハウリン村に行った者たちを労い、解散となった。




「旦那様。よろしいですか？」

「ティアか。どうした？　報告会で言えなかったことでもあるのか？」

「いえ、普通に報告忘れです」

「ん？」

「向こうの村長から、こちらの村に何人か移住できないかと打診されました。即答せず、検討しますと返しています」

「移住？」

「はい。ハウリン村の様子から、口減らしかと」

「あ、ああ。そうか」

　食料に困っている村が行う対策は二つ、食料を増やすか食べる者を減らすかだ。

「こっちは住人が増えるのは構わないが……ティアが向こうに即答しなかったのは何か問題があるのか？」

「移住希望者は、全員が若い女でしたから」

「……え？」

「男は労働力や戦力として手放せません。老人は場所が変われば知恵や経験が活いかせませんし、老人を押し付けられたと移住先の心象を悪くします」

　残るのは若い女性と。即答しなかったのはナイス判断だが……これは引き受ける流れ。

　大樹の村は、幸いにして余裕がある。人手もあればあるだけ嬉しい。

　…………。

　困った時はお互いさま。助ける余裕があるなら助けたい。しかしだ。

「移住希望者は何人だ？」

「最大で二十二人です。ただ、一人でも二人構わないので、受け入れてもらえればと」

「……条件付きで全員を引き受けよう」

「条件ですか？」

「ああ。若い男を何人か加えるように言ってくれ」

　助けるだけでは、良い関係とは言えない。こっちの困っている部分も助けてほしい。

　男不足。

「それが条件ですか？」

「そうだ。若い男を少なくても二人以上。多ければ多いほどいい」

「承知しました」

「それと……一家で移住したいなら、受け入れると伝えてくれ」

「一家で移住ですか？」

「娘を見知らぬ場所に送るなら、一家でと考える家があっても変じゃないだろ」

「一般的な考え方ではないと思いますが……わかりました」

　一般的じゃないのか？　前の世界の常識に引っ張られてしまっているのかな。




　翌日、ティアは単独でハウリン村に行き、移住の話をまとめた。

　十日ほど後のち、またドライムに頼んで運んでもらう。

　竜への一頼み、ワイン一樽なのは高いのか安いのか……。

　村に新しい住人が来た。

　獣人族が二十五名。内訳は女性二十二名に男性三名。

　待望の男性。男！　はははははは！

　…………。

　やって来た男性三名は、幼稚園児ぐらいだった。

「若い男性とのことでしたので」

「ワザとか？」

「いえ、そのようなことは」

　まあ、言ってみて、上手くいけばいいなぁのノリだったけど……

　いや、諦めるな。今は駄目でも、何年か後なら防波堤になってくれるはず！　それに、若くても男がいるなら、種のためとかの理屈を避けることができる！　悪くない。悪くないじゃないか！　あとは、ゆっくりと鍛えていくだけだ。頑張って、女を何人も養う男になってくれ！




「私はセナです。この度は私たちの移住を受け入れてもらい、感謝しています」

　移住者の代表はセナ。やって来た者の中では最年長っぽく、タレた犬耳が特徴だ。なんでもハウリン村の村長の娘らしい。

「どのような扱いにも耐えますので、どうかお見捨てにならないでください」

「あー……そう畏かしこまらなくてもいい。移住者だろ。今後は〝大樹の村〟の民。仲間だ」

「そう扱ってくださると……ありがとうございます。正直、奴隷以下で扱われる覚悟で参りました」

「悲ひ愴そうな覚悟を無駄にして申し訳ない。とりあえず寝床は用意している。全員、しばらくはそこで生活してくれ」

「しばらく？」

「ああ。生活に慣れたら、色々と要望を聞くから。何人かでこの辺りに住みたいとか、こんな感じの家がいいとか」

「わ、わかりました」

　俺は鬼人族メイドの一人を呼ぶ。

「ラムリアスです。貴女方の世話係に任命されました。よろしくお願いします」

「わからないことがあれば、俺か彼女に聞いてほしい」

「はい。よろしくお願いします」
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　ティアから移住の話を聞いた直後から、ハイエルフたちと共に居住エリアに家を建て始めた。

　三十人ぐらいが住める大きな家。

　個室も作ったが、基本は部屋を大きくして二人から四人で使ってもらう形にした。

　いきなり個室では寂しいだろうとの配慮からだ。ここでしばらく生活し、村に慣れてもらう。




　移住でやって来たのは二十五名。うち、三名は幼稚園児ぐらいの男の子。残りが女子で一番上が移住者代表のセナで、頑張って高校生ぐらいに見える。他の移住者は頑張って中学生、基本は小学生な感じだ。彼女たちだけで生活できるのかと少し不安になったが、これまで家事などの手伝いはしていたようで問題はなかった。




　しかし、ハウリン村の人口は五百ぐらいと聞いていたが、二十五人も外に出して大丈夫なのだろうか？　次世代を考える余裕がないぐらいにマズイのか？

　そのあたりをやんわりとセナに聞いたが、今回の移住者は多人数家族の次女以降が中心で、村には女性がまだまだ残っているので大丈夫とのことだ。

　ただ、メンバーが若すぎるので、内向きにも外向きにも、村長の娘のセナも移住に加わることになったらしい。

　内向きには、村長が娘を出すことで移住は悪い案じゃないと宣伝するため。外向きには、村の役立たずを押し付けたワケじゃないとの言い訳。

　あと、隠された意図としてはセナを自由にしてよいから、他のメンバーをよろしくお願いします、といった感じらしい。来た当初のセナの悲愴な感じも理解できた。

　しかし、こっちは欠片もそんな気はない。獣人が駄目だとか、セナが好みじゃないとかじゃない。俺の心の安定のために！　だから、セナさん。俺の寝室に来る必要はないんだよ。フリじゃないからね。絶対に来ちゃ駄目だからね。強く言ったのにどうして俺の寝室にいるのかな。あれ？　扉が勝手に閉まった？　開かない？　外鍵なんて作った覚えないんだけどっ！




「覚悟を決めて来た女性ですから、手を出さない方が失礼です」

「ハウリン村との関係のためにも、手を出す必要があります」

　後日聞かされた俺には理解し難い内容。前の世界とは違うというか、日本とは違うということか。







「ハウリン村からの移住者に目立った問題はありません。労働意欲に溢あふれており、何か仕事はないかと催促されるぐらいです」

　世話係のラムリアスから報告を受けながら、移住者の慣れ具合を確認する。

「目立たない問題はどんなのだ？」

「何人かが……主に小さい子ですが、ザブトンさんの子供を見て泣きます」

「あー……」

「クロさんたちを見て、漏らします」

「…………」

　目立った問題じゃないかな。でも悪いが、俺にすればザブトンの子供やクロたちの方が優先だ。頑張って慣れてもらった。

　ちなみに、獣人族の小さな男の子たちは、獣人族の女の子に面倒を見させている。

　将来的なことも考えての判断だ。是非とも、お世話してくれるお姉さんを好きになってもらいたい。







　ハウリン村との交易で得た物。




　鉄製の調理器具。包丁、フライパン、寸ずん胴どう鍋、半寸胴鍋、大鍋、中鍋、小鍋などを複数点ずつ。これで料理がやりやすくなる。主に俺とアンたちが喜んでいる。




　銀製の食器。ナイフ、フォーク、スプーン、平皿、深皿、カップ、グラスなどを複数点ずつ。高級感が出るので、来客用に俺の家と宿で確保。すでに一部がドライム専用になっていたりしている。




　ガラス製の瓶。調味料や薬などを保管するのに活躍。それなりの数を持ち帰ってもらったが、欲しい人が確保に走って一気になくなった。俺は調味料入れとして、五つほど確保できた。




　その他。山やま刀がたな、斧おの、蠟ろう燭そく、針、毛糸、皮、小物類など。




　山刀や斧は、リアたちやアンたちが来た時の持ち物だけで、あとは俺の作った石製しかなかったのでありがたかった。




　蠟燭。魔法で明かりが灯ともせるが……蠟燭は大事だ。魔法が使えない俺にとっては特に。

　そして、蠟燭って……石油製品だったと思っていたが、石油が出回る前の時代から蠟燭はあったはず。目の前にある蠟燭の現物。原材料を聞けば木だった。育てることにする。




　針や毛糸、皮などはザブトンが持って行った。

　ここでの縫製は私の仕事と主張されたようだった。感謝しています。




　小物類は、小箱や小袋、皮製のベルトなどだ。欲しい人が持って行った。




　現状、村の中に通貨はない。物々交換が基本だが、個人の物はここに来た時に持っていた物だけだ。ここでの作物や生産物は全てが共有状態だ。人が増えると、このあたりも見直していく方がよいのだろうか。他の者に相談したら、そろってこう返って来た。

「「「全て村長の物ですから、お気になさらずに」」」

　…………。

　それが普通の考え方なのだろうか。
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　冬前。

　ビーゼルが税の徴収に来た。なんだか疲れた顔をしている。大丈夫だろうか。

　とりあえず、税分として取り分けておいた作物をまとめておいた倉に案内した。

「ここにある物で全部ですか？」

　一割との取り決めだが、年に何度も収穫しているので正確な収穫量はわからない。

　きっちり払う気はあったが、一日で全部を収穫できるワケでもなく、また収穫した量を数えるのも大変で……サボったとも言う。

　なので、各作物の一回の収穫の二～三割ぐらいの量を渡すことに決め、集めておいた。

「リンゴだけは別の場所にある。一緒にすると、他の果実が駄目になるからな」

「リンゴとは、前に頂いた果実ですよね。そうなのですか？」

「ああ、リンゴだけな。持ち帰ったあと、注意した方がいいぞ。しかし……一人で来たのか？　持ち帰れるのか？」

　一回の収穫の二～三割とはいえ、畑を増やしたのでそれなりの量だ。

　八畳ぐらいの倉に満杯とはいかなくてもそれなりに入っている。

　一人で運べる量ではない。

「ご安心を。絨じゅう毯たんがありますから」

「絨毯？」

　ビーゼルが手を叩たたくと、デカイ絨毯が現れた。

「空飛ぶ絨毯です。ここに載せていただければ、持ち帰れます」

「便利な物があるんだな」

　さすがに絨毯に載せる作業をさせるわけにはいかなかったので、ダガたちが運んでくれる。

　その間、俺はビーゼルと軽い食事をする。

　情報収集をすべきとのティアたちからの指示だ。

「最近、どうですか？」

　しかし、情報収集のスキルなんて俺にあるわけがないので、無難なことしか聞けない。

「人間との戦争は相変わらず膠こう着ちゃく状態です。ただ、勇者一行が各地で暴れて面倒なこと、この上ないです」

　無難なことを聞いたつもりが、重い答えが返って来た。

　魔王って人間と戦争をしていたのか。そうか、魔王だもんな。あと、勇者がいるんだ。へぇ。




「そういえば、かなりお疲れのようですが……」

「ははは。ここに来る前に少し問題が発生しまして」

　問題？　掘り下げない方がよいかな。他に話題を……思いつかない。

　俺が苦労しているのを察してか、ビーゼルの方から話を振ってくれた。

「そうそう。今回頂いた税を確認したあとになると思いますが、いくつかの作物を金銭で買い取りたいと考えています」

「金銭で？」

「はい。前に頂いたリンゴの評判が良く、きっと他の作物も期待できると。今、頂いている料理も美味おいしいですしね」

　社交辞令なのかもしれないが、作った物が褒められて嬉うれしくない者などいない。

　思わず、頰がニヤけてしまう。

「おーい、ビーゼルさんにお酒、追加～」

「え？　あ、いや」

「遠慮せずにどうぞ。ははははは」

　チョロイと言いたければ、言うがよい。そのまま宴会に突入し、ビーゼルが帰っていったのは翌日だった。










　魔王の城。
















「ビーゼル、帰ったか。どうだった？」

「……誰でしたっけ、貴方あなたは？　ああ、思い出した。村に行くのを直前でキャンセルした四天王筆頭のランダン君でしたか」

「あ、あれは、その、急に仕事が入ってだな。ほら、西の方で勇者が出たからな。噓うそじゃないぞ。ちゃんと報告書もある」

「ふーん」

「そんな目で見るなよ。悪かったって。で、どうだったんだ？」

「どうとは？」

「村の様子だよ。グレートデーモンスパイダーはいたのか？」

「はははは。確認しました。グレートデーモンスパイダーはいませんでしたよ」

「おおっ、そうか。やっぱりな。そうそういるヤツじゃないよな」

「グレートデーモンスパイダーは、全長が二十メートルを超える大型の蜘蛛クモです」

「ん？　知ってるぞ」

「グレートデーモンスパイダーがさらに成長すると、どうなるか知っていますか？」

「……え？　さらにってそれが最終形態じゃないのか？」

「グレートデーモンスパイダーがさらに成長すると、イリーガルデーモンスパイダーになります」

「イリーガル？」

「はい。イリーガルになると、これまで大きかったサイズが急に小さくなります」

「…………」

「大体、二メートルから三メートルぐらいでしょうか」

「まさか」

「それならいました」

「…………」

「子沢山でした」

「そ、それはそれは……幸せな家庭を築いたのかな？　ははははは」

「ははははは」

「やっぱり辞める。お世話になりました」

「逃がしません。絶対に逃がしませんよぉっ！」
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　村の中で魔法が使えないのは、俺と獣人の男の子だけだという事実に打ちのめされた。

「え？　マジで？」

「ええ」

　獣人の男の子は、俺の感覚で幼稚園児。魔法を使う使わないの前に、学んでいない年齢。

　他の獣人の女性陣が使っているので、成長すれば使えるようになるだろう。実質、使えないのは俺だけ。

「勉強します？」

「うぐっ……」

　前に魔法の才能はないとルーに断言された。一応、十年単位で努力すれば小さな火ぐらいは起こせるとも言っていたが……。

「魔法ってのは使えるのが普通なのか？」

「どうでしょう。天使族や吸血鬼は全員が使えます」

　俺の疑問に、ティアが答えてくれる。

「ハイエルフも、ほとんどの人が魔法を使いますね。使えないと森での生活は苦しいですから」

　リアの答えに頷うなずく。確かに魔法がなければ、森で生活するのは大変だろう。

「鬼人族は、火と水の魔法との相性はいい者が多いですね」

「私たちリザードマンは、水の魔法を得意とします。逆に火は苦手ですから、両方を使いこなせる鬼人族がうらやましい」

「いえいえ、水の魔法に関しては敵かないませんから、一芸に秀でた方がよいと考えることもあります」

　アンとダガが、それぞれの魔法を褒めあう。むう。やはり、魔法が使えるのが普通なのだろうか。

「あ、あの、獣人は魔法を得意とする人は少ないと聞いています」

「セナたちは全員、使えているのに？」

「村の環境が環境でしたから、使えないと困るというか使えるように鍛えられます」

「ハイエルフたちと同じか」

　必要に迫られてか。

　…………。

　まあ、俺には『万能農具』があるからな。あれが魔法みたいなものか。ない物を欲しがるのはよくない。できることを頑張ろう。




　後日、クロとザブトンが魔法を使っているのを見た。蜂も使っている。スライム……お前もか。

　俺の友は牛と鶏ニワトリだ。裏切らないよな。頼んだぞ。頼んだからな。

　暇な時、ちょっとずつでも魔法の勉強をしようと思った。




　後日、人間だと十人に一人ぐらいが素質を持っていて、百人に一人ぐらいが魔法を使う感じと聞いて、少し気が楽になった。

　上を見ず、下を見て安心する小さな自分を実感。魔法の勉強、頑張ろう。







　冬直前、森で大きな異変があった。

　村からかなり離れた場所で、大きな爆音が上がったのだ。イメージとしてはガス爆発？

　大小の爆発が連続して起こったような感じだ。そんな振動と音が村に伝わって来た。

　俺と同様に慌てている者を見て、少し落ち着いた。

「この振動はなんだ？」

「グラップラーベアです」

　グラップラーベア？　ベアだから、熊をモデルにした魔獣なんだろう。

　ここに来た当初、熊がいるとは思っていたが、これまで遭わなかったので忘れていた。

　しかし、その熊は移動するのにここまで振動を出すのだろうか？

「戦っているのかと」

「戦っている？　誰と？」

「グラップラーベアがここまで本気を出して戦っているとなるとブラッディバイパーでしょうか。冬前ですから、共に冬眠前の食料確保かと」

「なるほど」

　バイパー、蛇ね。熊も蛇も大変だ。

「そのグラップラーベアとブラッディバイパーって、どれぐらいのサイズなんだ？」

「グラップラーベアは五～六メートルぐらいの大きさですね。ブラッディバイパーは直径が一メートルぐらいで、長さが二十メートルぐらいが平均だったと思います」

　俺の質問にリアが答えていると、グランマリアが戻ってきた。

「北でグラップラーベアとブラッディバイパーが戦っています。どうしますか？」

　どうすると言われても……。

「グラップラーベアとブラッディバイパーって、美味うまいのか？」

「え？　……私は食べたことがありません」

　グランマリアが俺の質問に答えたあと、リアを尋ねるように見た。

「私も食べたことはありませんが……両者が食料として相手を攻撃していることを考えれば、食べられるとは思います」

　リアの言葉に、俺は頷く。

「なるほど。食べられるのか。なら、狩ろうか。村に来て被害を出されても困るし」

　俺は『万能農具』を出して、騒ぎのある方を見る。遠いな。

「グランマリア。俺を二匹がいる場所に運べるか？」

「それは可能ですが……私と二人で行くのですか？」

「そうだけど……何か問題があるのか？」

「人数が足りないのでは？」

「ん？　ああ、そうだな。リア、悪いが人数を集めて向かってくれ」

「わかりました。急ぎます」

「急がなくていいよ。獲物を運ぶだけだ」

「獲物を運ぶだけ？」

「ああ。狩った獲物をここまで運ばないと駄目だろ。一匹ならともかく、二匹だとさすがに厳しいからさ」

「……そ、そうですね」

「しかし、さすがグランマリアだ。俺は狩ったあとのことは考えてなかった。うっかりだな」

「えっと……そうではなく……ティア様やルールーシー様もお呼びした方がいいのでは？」

「お前だけで十分だろ」

「……承知しました。ご信頼に応えられるよう努めさせていただきます」

「そう気負わなくても……ああ、気を抜いて途中で落とされるのは困るな」

　俺は、グランマリアに後ろから羽交い絞めにされるような格好で、空に持ち上げられ、現地に向かった。

　現場では怪獣決戦のような様子だったが、『万能農具』で首を狩って終わった。

『万能農具』様さま様さまだ。




「周辺の森がグチャグチャだな」

「そうですね」

「森にしておくか」

　自然は大事。リアたちが来るまで、俺は地面を耕しておいた。俺の耕す速度も速くなっているのだろうか。リアたちが到着する前に終わってしまった。

「じゃあ、俺は先にでっかい方のクマを持って帰るから、リアたちが来たら蛇の方をよろしく」

「は、はい。承知しました」

　俺はグランマリアに残った蛇の見張りを頼み、先に帰ることにした。方向は……少し困ったところで、クーデルとクロたちが来てくれた。

　クーデルはグランマリアと共に残し、クロたちに道案内を任せた。







「クーデル。グラップラーベアとブラッディバイパーって、簡単に倒せる魔物でしたっけ？」

「私の記憶だと違います」

「ですよね」

「簡単に倒していたのですか？」

「あっと言う間でした」

「……さすがはティア様の夫ですね」

「それぐらいでなければ、あのルールーシーが懐なついたりはしませんか」

「貴女あなたも懐きます？」

「かもしれないが……ティア様と争いたくはないな」







　俺は『万能農具』で引っ掛けて運んだので疲れはなかったが、距離があったので村に辿たどりついたのは二日後になってしまった。

　リアたちには申し訳ないことを頼んでしまったのかもしれない。俺は村に到着後、リアたちを手伝うために引き返した。考えれば、細かく切ったあとでグランマリアたちに往復してもらった方がよかったのかな？




　クマ肉。食べてみた。悪くない。悪くないが……臭みを感じる。調味料を大量に消費するが、食べられないことはない。




　ヘビ肉。最初の一口目に度胸が必要だったが、食べてみれば悪くない。あっさりしていた。知らなければ、鶏肉と勘違いしたかもしれない。鶏肉っぽかったので、カラアゲにしてみた。村中で奪い合いになった。




「次はヘビだけでいいな」

「グラップラーベアの毛皮は、ザブトンさんも喜んでいたのでそう言わずに」

「お肉もクロさんたちに好評ですから」

　なぜかハイエルフたちにクマも狩るように強く勧められた。まあ、出遭ったら狩るけど。




　リザードマンの卵が孵かえった。

　孵ったばかりの子供たちが元気に泳いでいる。冬前に孵るのって、生物的にどうなんだ？　そういや、リザードマンって冬眠とかするのかな？　しないそうです。

　冬前に孵るのは、強者の動きが鈍いうちに大きくなるためだそうだ。食べ物が手に入り難にくくても、強敵から逃げる方を選ばないといけないハードな環境で生きてきた種族ということなのだろうか。ともかく、この村で生まれたからには元気に育ってもらいたい。
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　冬到来。

　今年も食料に問題はない。なので真面目に内職か勉強を頑張る。内職は木や石での小物作り。勉強は魔法と周辺地理に関して。

　魔法はともかく、周辺地理に関しては興味を持たなすぎた。魔王の所のビーゼルや、ハウリン村のガルフとの会話の時に困ったので反省し、勉強することになった。




　現在、村があるのが大きな盆地のほぼ中央。この盆地全体に広がっている森が、〝死の森〟と呼ばれているらしい。〝死の森〟の大きさは……よくわからないが、ハイエルフのリアたちで横断するのに一カ月。

　これは生活するための装備を持っての移動だから、装備がなければ、半分ぐらいで横断できると言っていた。

　ただ、獣人族のガルムが村に来た時、西の山の麓からこの村に来るのに一カ月ぐらいかかったとか言っていたから、どっちを基準にしたものか。

　ちなみに、空を飛べるティアたちなら半日あれば横断できるらしい。




〝死の森〟の南側の山脈にドライムが巣を作っているので、竜の山と呼ばれている。竜が住んでいるので、山で争う者はいないが、通行者はそれなりにある。

　その竜の山を越えて南へ進むと、また森があり、そこは〝鉄の森〟と呼ばれている。

〝鉄の森〟を越えてさらに南に進むと海があるとドライムが言っていた。海の傍そばには人間の街があるとのことなので、買い出しに行けるなら行ってみたい。




〝死の森〟の西側の山脈を越えたところに、魔王の城と街があるらしい。それなりに賑にぎやからしいが、こっちが話を振ってもビーゼルから来訪を歓迎するようなことは言われなかったので自重する。

　魔王の領地はその城を中心に東側に大きく広がっており、南にある人間の街も東にある人間の街も魔王領の領地だそうだ。

　城から見てすぐ東にある〝死の森〟が勢力圏というのに納得する。誰もいないから今まで放置していたのかな？

　現在、魔王の勢力圏の西側にある人間の国、フルハルト王国と戦争中とのことだ。位置的に、村は魔王の城の裏側にあるので戦争に巻き込まれる可能性は低いと思う。

　ちなみに、魔王の領地は魔王国、もしくは現魔王の名前を付けてガルガルド魔王国と呼ばれている。




　村から見て東の山にはハウリン村。その山の向こう側には人間の住む村、タロッテ村があるらしい。そのどちらの村も魔王の領地だが、魔族が駐在していることはないらしい。

　ハウリン村やタロッテ村の周囲にも小さな村々があるらしいが詳しいことはわからない。

　ハウリン村に住んでいた獣人族のセナに聞いても、交易ぐらいでしか交流がなかったので、詳しくは知らないとのことだ。




　北の山には目立ったものはなく、その山の向こうも山。夏場でも移動は困難で、冬場は誰も通れない場所になるとのことだ。遙はるか昔に危険なものが封印されたとかの噂うわさもあるが、真相はわからないらしい。噂であって欲しい。




　ちなみに、魔王の城から東のハウリン村に徒歩で行こうと思った場合。魔王の城から南に下り、海岸沿いを移動したあとで北上するとのことだ。

　結構、迂う回かいするのだなと思ったが、普通は〝死の森〟や〝鉄の森〟、また竜の住む山を移動ルートに含めないらしい。そんなに警戒しなくてもいいと思うのだがなぁ。

　ルーやティア、フローラなんかは単独で来られたし、案内があればアンやダガたちだって来られたのだから。




「リアたちの村があった場所はどこになるんだ？」

「ここから北西の山を越えた所になります。今の魔王の城の北にある森です」

「ルーはどこから来たんだ？」

「ガルバルト王国。フルハルト王国の北にある国ね」

「へぇ」

「私が住んでいた時は別の国名だったけどね」

「……年齢は聞かないようにするよ」

「それが賢明。ティアたち天使族は、ガルバルト王国のさらに北側よね」

「そうですね。ただ、大半の方は個別に活動していますから、あそこは共有の連絡場所的な役割しかありません」

「天使族は有名ですけど、生態は謎の種族ですから」

「一時は信仰の対象になっていたんだっけ？」

「勝手に崇あがめていた人がいただけです。こちらがお願いしたワケではありません」

「お布施を集めていたこともあると聞いていますが？」

「それはその……生活はしないといけませんから」

　色々大変なようだ。

「ともかく、大体はわかった。あとは地名だな」

「そうですね。頑張って覚えてください」

　冬の間、勉強は続いた。







　冬の間の特別なこと。

　一人のドワーフが寒い中やって来た。うん、やっぱり〝死の森〟って名前負けだと思う。来ようと思ったら来られるし。

「ここに良い酒があると聞いて来た。飲ませてくれないだろうか」

「対価を払うなら構いません」

　応対したのはリア。

「悪いが金はない。しかし、技術はある」

「鍛冶ですか？」

「いや、酒造りだ」

「……良い酒の対価が酒造り？」

「ここの酒はブドウとやらから造った酒であろう。聞いた感じブドウはグレプの亜種。ワシらはグレプ以外からも酒を造る技術を持っている」

　ニヤリとするドワーフ。

「ここの酒が美味ければ、定住も考えてやろう」

「よろしい。勝負です。この方にお酒を！」

　住民が一人増えた。




「あれ？　俺に一言もなし？」

「駄目でしたか？」

「いや、構わないが……」

「では、問題なしということで。今年の冬は宿で寝泊まりしてもらいます。歓迎会は今夜。準備は進んでおります。村長には冒頭の挨拶をお願いします」

「……りょ、了解」

　冬場はイベントが少なく、飲める機会を逃さない住民たちだった。







　冬の間に始まったこと。

　家の中は暖かいが、外は寒いのでなるべく出たくない。なので、皆は室内で何かをしている。黙々と。

　さすがにずっと続けるのは厳しいので、遊ぶ時は遊ぶ。前に作ったリバーシとチェスが中心だ。そこに、新たにミニボウリングが参加した。

「なかなかまっすぐ進まない」

「ピンまで届かない？」

「くっ……三本も残ってしまった」

　正式なレーンサイズやピンのサイズは知らないし、室内で遊ぶにしても場所を取るので適当に小さくした。

　大体、幅は一メートル、長さは十メートルの木の板をそのままレーンとし、木の枝を適当に削って立てたピン。

「倒す意味は？」と素朴なことを聞かれたので、ピンに顔を彫って悪人ということにしておいた。全員が同じだとアレなので、適当に変化を付けて個性を出した。

　ボールは石を丸く削っただけのもの。指を入れる穴を作るのが難しいので、ソフトボールぐらいのサイズで転がしやすいようにした。

　軽い運動ができるようにと思って作ってみたのだが、思いのほか村人たちの食いつきがよかった。

「あの一番右の殺人鬼がどうしても倒せないっ！」

「左の放火魔の方が難しくない？」

「ふはは。ハイエルフには難しいかもしれんが……ワシの手にかかれば」

「ぷぷっ、詐欺師と殺人鬼が残りましたね」

「うぬう、なんたること。だが、ここは慌てず殺人鬼の端を狙って……」

「両方、取り逃したみたいですね。さすがドワーフ」

「むきぃっ……次だ、次！」

　冬の間にレーンが六つになるぐらいの人気だった。

「専用の建物を作るべきでしょう」

　春になった時、遊技場の名目で新たな建物が作られることが決定された。




　ちなみに、俺はいきなりミニボウリングを作ったワケではない。最初にチャレンジしたのはダーツだった。的があれば、後は投げて刺さる物があれば十分と考えたからだ。

　で、的は木を切り、少し加工して完成。投げる物はと考えて、普通にナイフになった。

　ダーツというより、投げナイフという競技かな？　疑問に思いながら投げてみたが、周囲の壁を傷付けるだけだった。多少、ムキになって続けたが、駄目だった。

　休憩中、やらせてほしいと言って来たハイエルフたちがスパスパと命中させた。

「もう少し距離があってもいいですね」

　ま、まあ、彼女たちは森で生活をしていたワケだし、そういった技術がなければ、生きていけなかったのだろう。

　アンたち、鬼人族たちもスパスパ命中させる。

「的を人型にしませんか？　いい練習になります」

　…………。

　リザードマンたちもスパスパと命中させた。

「ナイフよりもヤリの方が得意なのですが……ああ、中心から少し離れてしまいました」

　…………。

　確実に酔っ払っているドワーフが命中させたのを見て俺の心が折れた。




　そうして作ったミニボウリングだが、決して逃避ではない。その証拠に、ミニボウリングでの俺の成績はいいとは言えない。

「村長、ボール作って」

「今度のピンは山賊でお願いします」

「えー、魔物シリーズでしょ」

　現在、俺は道具作りに精を出している。多分、これが逃避だ。
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　村に来たドワーフの名はドノバン。ただのドワーフではなく、エルダードワーフだとか言っていたが違いがよくわからない。

　話に聞いた樽のような体形に太い手足。身長は俺と同じぐらいだが、顔が大きいので、小さく見える。




　さてこのドノバン。

　男だ。誰がどう見ても男だ。しかも、成人している。誰がどう見ても成人している。

　つまり、この村（主に俺）待望の成人男性だ！

「ヒゲの生えておらん女はちょっと……ワシ、ロリコンじゃないから」

「……」

　文化の壁は厚いみたいだ。




「とりあえず、こっちの大麦とトウモロコシで酒を造る。ここの作物は出来がいいから、期待してもいいぞ」

「なるほど。では、生産量を増やした方がいいですね」

「うむ。少なくとも今の倍……いや、倍の倍は欲しいな」

「そうですね」

　ドノバンとリアがチラチラとこちらを見ながら相談している。いや、畑を広げるのはいいけどね。酒ばっかり増えるのはどうかと思うんだ。君たち、ワイン用のブドウ畑も増やすように言っていたよね。いや、増やすけどね。だからプレッシャーを与えないでほしい。




「これは凄い」

「この料理法は……なるほど、勉強になります」

「お肉が美味しいですね」

　料理の研究はアンたち鬼人族が中心となってやっているが、俺もしている。

　といっても、前の世界の料理の再現だ。その中で覚えていたのがワイン煮込みという名前。

　正直、ワイン煮込みのことはよく知らない。名前からワインで煮るのだろうと予想して試行錯誤してみた。

　肉に下味を付け、タマネギなどと一緒にワインで煮る。荒っぽいが、悪くない仕上がりだと思う。周囲の反応も悪くない。しかし、ワインの消費量が気になるのか、もう一回食べたいとの声は出なかった。ウチの村、酒に対する執着が強すぎる気がする。

　以後、ワイン煮込みはお客をもてなす貴重なワインを使った贅ぜい沢たくな料理となった。







　春になった。

　例年通り、畑作業を行う。酒用の大麦やトウモロコシの畑を求められ、さらにはブドウ畑も求められている。

　なので一気に倍にしてみる。

　耕すことに慣れたせいか、これまでよりは速く耕すことができた。といっても二十日ぐらいはかかってしまった。

　現在の十六面×十六面の二百五十六面から、十六面×三十二面の五百十二面に。南側に伸ばしたが……端までの移動が大変になった。単純に考えても千六百メートル。良い運動になると思おう。ブドウ畑は六十四面から倍の百二十八面。酒用の大麦、トウモロコシ畑を三十二面ずつ。残りに色々な作物の畑にしてみた。

　特筆すべき点として、ゴマ畑を大きく増やした。ゴマから油が採れることを思い出したからだ。現在、アブラナとオリーブから油を抽出しているから不要と言えば不要なのだが、色々な油があってもいいだろうとやってみた。




　畑を耕す作業は、基本的に『万能農具』を持つ俺だけの作業だ。他の者は他の作業を行う。

　クロたちは森で狩り。森の兎ウサギが全滅しないか心配です。

　ザブトンたちは衣類作り。新作デザインが出てきた。

　ハイエルフたちは冬の間に傷んだ建物の修復と建築。ドワーフのドノバンの家と遊技場が建設中。あと、ドライム用の別荘を建てるらしい。建設用の木材の伐採は、畑の拡張で森を広げると同時に行い、終わらせておいた。この辺りの木は、『万能農具』でないと伐採も大変だからだ。

　鬼人族はいつも通りに料理作りと、部屋の清掃。冬の間に溜ため込んだ汚れは、それなりに酷ひどいらしい。

　ダガたちリザードマンは、水路の整備に牛や鶏の世話。

　獣人族は作物の加工。脱穀に製粉、油搾り、砂糖作り、塩作りなど頑張ってくれている。

　ドワーフは酒造り……あれ？　ドワーフが増えている？

「ウィルコックス」

「クロッスだ。よろしく」

　えっと……。

　事情を聞くと、ドノバンのあとを追いかけて来たらしい。そして同じようにここに定住するとのことだ。いつの間にか決定していた。

「ここの作物は出来がいいな。ビックリした」

「ああ、生のまま食っても美味かった」

　ウチの作物を褒めるヤツに悪いヤツはいない。ようこそ、〝大樹の村〟に。




　ルーはお腹を大事にしている。

　ティアとフローラはルーの生活の手伝いをしながら、個々に色々とやっている。

　グランマリアたちは、いつも通りに周辺警戒。







　畑作業に関して、今後の心配点。

　現在の年間数回の収穫や、種植え不要なのは全て『万能農具』のおかげだ。与えてくれた神様に感謝している。今のところ、村は食べる物に苦労はしていない。だからこそ考える。

『万能農具』がなければどうなっていたか。そして、俺に何かあった時や『万能農具』が何かの拍子で使えなくなった時、村はどうなるのか？　その危機感から、普通の道具を使った農業をしなければと考えている。

『万能農具』で作った畑の作物は、環境が合っていれば大体四倍ぐらいの速さで成長する。

『万能農具』で作った畑の作物を別の畑に植えた場合、成長速度は通常の作物並みになる。

　つまり、普通の作物と同じだ。だから、育てる季節などに注意しないと上手うまく育たない。

　また、『万能農具』で一度も耕していない場所では育たない。

　これは森の土が作物の成長に合わないからだと思う。

　なので、普通に小麦を育てている所なら、ウチの畑の小麦も育つと考えている。

　このことは、これまで俺が色々と実験してわかったことだ。手間はかかるし、収穫量は減るだろうが、『万能農具』なしでもなんとかなる。なんとかしたい。

　現状は、小さな畑を用意し、そこで練習を兼ねて畑を耕してもらっている。主な参加者はハイエルフとリザードマン、そして獣人族。

　自分で育てた畑の収穫物は、自由にしていいと言ったのが効いたと思われる。主に酒の原料となる作物が育てられている。
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　竜のドライムが村によく来る理由は二つ、料理と酒だ。その二つは、他の村人も褒めている。しかし、前の世界の記憶がある俺にはそれほどとは思えない。

　料理は何か一味足りず、酒は熟成が甘い。




　料理に関しては、前の世界ほど物が揃そろっていないのが原因だ。

　また、食材や調味料、調理器具を用意できても、料理に関しての知識が俺の素人レベルの知識だけではどうしようもない。米が炊けるだけマシというものだ。

　一応、料理や調味料の方向性や調理法の予想をアンたち鬼人族に伝え、料理や調味料の研究をしてもらっている。だが、その研究過程の料理でも絶賛されるのが少し困る。

　俺の要求が、理不尽な感じになってしまうからだ。しかし、食事に関しては妥協しない。俺も頑張るので、皆も頑張ってほしい。

　一応の成果として、ドンブリ系の料理ができた。米は偉大だ。また、焼き物、煮物、鍋物なども満足とまではいかなくても納得のいくレベルになっている。調味料ではマヨネーズが完成し、村の料理界に革命が起きた。




　マヨネーズの大事な原料は卵と酢。卵は鶏さん、ありがとう！

　卵はサルモネラ菌が怖いので、生食をするためには卵の殺菌が必要。なのだが、殺菌剤などない。困ってルーたちに相談したら、こっちの世界で卵を食べる時に使う薬剤の存在を確認。

　フローラがそれを作れたので、頑張ってもらう。

　ルーも作れるらしいが、妊婦なのでそういった物に近づかないでほしい。何があるかわからないから。

　卵の次は酢。

　最初、ワインが古くなると酢になるという言葉を信じて実験したが、酢にはならなかった。

　次案として、日本酒造りの過程で酢ができるので、そっちを頑張ってみた。それっぽいのができたので、マヨネーズにチャレンジしたら、上手くいった。酢を混ぜるのだから、卵の殺菌はいらないかなぁとも思うけど、安全は心掛けよう。根本的な問題として、異世界にサルモネラ菌が存在するのだろうか？

　…………。

　細かいことは気にしないでおこう。マヨネーズの評判は最上。色々な料理に使えるので、味の幅が広がったと俺がニッコリ。今度は魚介類が欲しいなぁ。




　酒に関しては、皆が早々に飲むのが問題なのだ。寝かせようと訴えても、なんだかんだと飲まれてしまう。我慢が足りないのだろうか。そのあたりを踏まえて酒用のブドウ畑を増やした。ふふふ。これで寝かせることができる。できるよな。できるといいな。




　酒と平行して、普通にジュース作りやお茶作り、コーヒー作りも行っている。酒と水以外にも飲める物をと求めた結果だ。

　酒の消費量を減らす目的も最近はできつつある。

　しかし、村人の消費量はそれほどでもない。果実を搾ったジュースは、酒を飲むのは早いと思われる獣人族が主に消費し、お茶とコーヒーに関しては、ハイエルフや鬼人族の一部に熱心な愛好家が生まれたが、普及には遠かった。

　逆に、魔族のビーゼルにお茶が喜ばれており、去年の冬前に大量購入していってくれた。

　ありがたい。




　春の恒例行事になっているクロたちの角の生え変わりが行われ、蜂の巣分けが行われ、ザブトンの子供たちが旅立った。

　そういえば、去年出て行った三十頭のクロの子供たちはどこに行ったのだろうか？

　無事でいてくれるといいのだが……。

　などと思っていたら、その三十頭が帰還してきた。全員が傷だらけだが、試練を乗り越えたあとみたいな顔付きで凜り々りしくなっている。何をしてきたのか知らないが、無事でよかったと思っていたら、数日後には、残っていたザブトンの子供たちを背中に何匹かずつ乗せてまた行ってしまった。

　本当に何をしているのだろうか。変なことをしていなければいいが……。




　風呂の建築希望が出た。

　これまでは、俺とハイエルフが作った風呂を村人が入りたい時に入る感じで使っていた。

　基本、男は俺だけで、他は女性か男性未満の子供だったので混浴状態だった。しかし男性ドワーフが村に住むことになったので、男性専用の風呂の建設希望が出たのだ。

　だが、村としては女性の方が多い。なので新しく建設するなら女性専用の風呂となった。

　悪い話ではない。

　混浴状態では俺が気を使うので、入りたい時に入れなかったのだ。今の風呂を男性専用の風呂とし、新しく女性専用の風呂を作る。

　だが、これに待ったがかかった。女性専用の風呂を作ると、俺との接点が減るとの主張が女性陣から出た。いや、風呂以外で接点を持てばいいだろうと言ったが聞いてもらえなかった。

　結果、これまでの風呂を俺専用。

　希望者は入浴可能。

　新たに、男性専用風呂、女性専用風呂が建設されることになった。

　……。

　俺も風呂がのんびり使えるようになると思うので、いいだろう。水量も、なんとかなると思う。

　しかし、風呂が増えると薪まきの心配が出てくる。

　風呂を焚くために消費する薪は意外と多い。周囲が森だとはいえ、ガンガンと消費するのは気が引ける。薪に代わる燃料を考えないといけないだろう。とか思っていたら、魔法で水を沸かすことになった。

　一応、水を沸かすためのカマドは用意するが、火の魔法が使える者が協力してお湯を作っていくらしい。獣人族の魔法の練習という側面もあるようだ。なるほど、頑張ってほしいものだ。

　……。

　薪よりも魔法の方が速く準備ができるので、便利だった。自分でできるとさらに便利だろう。魔法の勉強をした方が……いやいや、俺にそんな才能はない。できる人に任せよう。




　果実エリアに植える木に関して、嘆願が出た。嘆願者は蜂。

　蜂からザブトンの子供、ザブトンの子供から俺へと伝えられた。ザブトンやその子供たちと会話はできないが、ジェスチャーなどで意思疎通を行った結果だ。

　曰いわく、森の自生している木を果実エリアでも育ててほしいとのことだ。果実エリアの木だけでも十分らしいが、一部の蜂の女王が求めているらしい。

　危害がなければＯＫと、俺も快諾する。快諾はするが、実際に目的の木を移植するワケではない。

　目的の木を俺が確認し、理解することで『万能農具』で植えることができる。

　だが、その目的の木が近くにはないらしい。あるなら、ワザワザ嘆願などせずに勝手に森に行くだろう。なので、まずはその目的の木を探す必要がある。

　蜂が求める木に関してはザブトンの子供が理解している。俺がザブトンの子供を連れて森を探索するかと考えていたら、早々に解決した。

　クロの子供たちがザブトンの子供たちを背中に乗せ、森を探索。見つけて戻ってきた。

　俺はその案内に従って移動するだけで終わる。その移動もグランマリアに運んでもらうことで、極めて短い時間で終わった。




　はい、さっさと新しくその木を植えます。

　畑を広げたことだし、果実エリアも広げる。現状、果実エリアの東側に牛たちがいるので、西側に拡張。一気に倍にして、畑八面×八面のサイズに拡張。蜂が求めた木は、俺の知らない花を咲かせる背の低い木だった。実を付けるらしいので、少し多めに植える。

　同時に、ゴムの木やアロエ、ヤシなどを植えてみた。

　果実エリアのサイズは拡張したが、他の者たちから希望があった時に対応できるようにスペースを空けておく。ふう、一段落。




　気付けば父親になっていた。あっと言う間だった。

　正確には、生まれると聞かされてから子供を抱くまでの間の記憶がない。

　うーむ。相当パニックになっていたのだろう。しかし、無事に産んでくれて一安心。健康な男の子だ。

　…………。

　俺なんぞが親になっていいのだろうか？　いやいや、今更何を。生まれた子供のためにも頑張らねば。色々あるが、その日から村では宴会がしばらく続いた。
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　息子の名前はアルフレート。命名はルー。俺の提案した名前は却下されたようだ。




　気になるのは、前の世界で病気になった俺の子ということだ。神様から『健康な肉体』を貰もらったが、息子にその加護があるのだろうか？　調べようがないので、祈るしかない。

　健康に育ってほしい。あと、人間の俺と吸血鬼のルーとの間の子なので、種族的にどうなるのだろう？　ハーフヴァンパイアになるのかな？

　ルーに聞いても、子供を産んだのは初めてだし、周囲に産んだ経験のある吸血鬼もいないのでわからないらしい。なるほど。

　見た感じ、今のところは人間の子供と変わらない。

　鬼人族の意見では、子供に種族特徴が出るのはある程度大きくなってからだそうだ。

　鬼人族で言うなら角。幼少の時はなく、子供を産めるようになるまでにゆっくりと大きくなっていくらしい。

　確かに生まれる時に角があったら出産に困るか。俺の息子もそうなのだろうか。うーむ。心配ではあるが、どうしようもない。種族が人間だろうが、吸血鬼だろうが俺とルーの子なのは確かだ。頑張って、育てよう。




　出産後のルーは、特に問題はない。

　さすがに出産前とまったく同じではなく、性格が少し丸くなった気がする。これが母親だろうか。ともかく、母子共に健康なので嬉しい。




　子育てに関しては、鬼人族が率先して行っているので人手が足りないということはない。

　いや、人手が多すぎて俺やルーがまるっきり面倒を見られないのはどうなのだろう。

　もう少し、お父さんをさせてほしい。




　心機一転。

　クロの子供たち三十頭のお出かけ理由が判明。三十頭＋ザブトンの子供たちで森の南にあるダンジョンを攻略していた。なんて危険なことをするんだ。

　判明したのは、グランマリアが偶然にダンジョンの入り口を発見したから。

　場所は村の南で、距離はあるが、ダンジョンを放置すると時々凶暴な魔物が溢あふれ出すことがあるらしく、内情を確認する必要があるとのことで、ハイエルフを中心に攻略組が編成された。

　俺も参加希望を訴えたが、村人総出で却下された。

　むう、ダンジョン探索。冒険心がくすぐられるのに。

　攻略組がダンジョンの入り口で装備の確認作業をしていると、ダンジョンからザブトンの子供を背負ったクロの子供たちが出てきたらしい。

　その後、クロの子供たちとダンジョン内を探索し、クロの子供たちが何をやっていたかが判明した流れになる。

　うーむ。自主的にダンジョン内を探索していたのか。

　クロたちには、そういった習性でもあるのだろうか。

　ちなみに、ザブトンの子供たちは四足のクロたちでは移動できない場所への移動、物の操作などをしていたらしい。

　ともかく、クロたちが倒したであろうダンジョンの魔物の骨をハイエルフたちが回収してきたので、倉庫に放り込んでおく。

　骨なんてと思ったが、それなりに利用法があって価値があるそうだ。ハイエルフたちは帰還したが、クロの子供たちは今もダンジョン探索を続けているらしい。時々は帰ってきてほしいものだ。




　事件は突然起こる。

　昼すぎ。

　ザブトンの警報が鳴り響いた。方向は南。空を見れば飛行物があった。またワイバーンか。あの時を思い出し、怒りを覚える。

　飛行物はこちらに向かって一直線。目標がここであると直感した。同時に、その速度から友好的ではないと判断する。

　俺は『万能農具』を槍やりに変化させ、投とう擲てき体勢に入る。

　貫き落とす。

　俺が『万能農具』を持つ手に力を込めた時、その飛行物に別の飛行物が体当たりをした。

　別の飛行物はドライムだ。これまで何度も見ている竜の姿を見間違えない。ドライムに比べると、こちらに向かっていた飛行物は二回りほど小柄だ。

　しかし、ワイバーンではなく、ドライムと色が微妙に違う竜だとわかった。

　体当たりされた方の竜は、ドライムの体当たりに面喰くらったようだが空中に留とどまっている。

　そして、そのままドライムとの戦闘に突入した。一瞬、このままドライムに任せようかと思ったが、なんだかドライムの方が負けているように見える。

　助太刀すべきか。中断した槍の投擲を考えた時、不意に後方から強い殺気を感じた。

　北側？　俺は振り返ると同時に殺気の方に槍を投げた。

　その方角には、ドライムと同じくらいか少し大きい真っ白な竜が飛んでいた。

　俺の投げた槍が、その真っ白な竜に吸い込まれるように刺さると思ったが、その直前に竜が避よけた。

　しかし、無理な避け方だったのか、体勢が崩れている。チャンスだ。俺は二投目を準備。

　即座に投げようとしたら邪魔された。

「ま、待ってください！　敵ではありません！」

　ドライムの従者グッチが、いつの間にか俺の前で両手を広げて立っていた。




　その後、俺の前に三人の男女がいた。

　ドライム、そして金髪の美人さん、その金髪の美人さんを若くした感じの娘。

　ただ、娘の頭には立派な竜の角が二本生えており、さらにスカートの下に大きな竜の尻尾がある。

「妻のグラッファルーンと、娘のラスティスムーンだ」

　ドライムの説明によると、こちらに向かって来た最初の飛行物が娘のラスティスムーンで、あとからやって来た真っ白な竜が妻のグラッファルーンとのことだ。

「知らなかったとはいえ、申し訳ない」

　いや、本当に。ドライムの奥さんに槍を投げてしまった。

「こ、こちらこそごめんなさい。誤解させるようなことをしてしまって……」

　まず、娘のラスティスムーンさんがドライムの背中に隠れるようにしながら頭を下げる。

　怯おびえさせてしまったようだ。

　なかなか可愛かわいらしい。しかし、隠れているドライムが負傷だらけなのは、彼女がやったからじゃないかな。
















「私も不用意な接近をしてしまい、申し訳ありません。ただ、娘と夫を守る一心でした……愚かな女とお笑いください」

　もちろん、笑ったりしない。

「今回の件は、お互いにミスがあったとして水に流しましょう」

　トラブルはゴメンだ。

　ドライムの話では、なんでも〝大樹の村〟に家を建てたことで浮気していると娘に疑われたのがそもそもの原因らしい。しかも、タイミングの悪いことにアルフレート誕生の祝いを用意したのが、そのまま浮気相手へのプレゼントだと思った。ドライムは否定したが、娘は信じずに村に直行。そのまま村を燃やそうとしたらしい。

　なるほど。俺の心の中に、娘を危険人物としてマークしておく。

「ご、ごめんなさい」

　素直に謝れるのはいいことなのだが……攻撃的すぎるのは困る。

　村に向かった娘に対し、慌てたドライムは全力で追いかけて阻止するために体当たりしたと。

　そこで終わるはずだったのだが、娘とドライムの様子を知った奥さんが、さらに全速力でここに向かって来たと。

　その際、かなり強い殺気を飛ばしたのは……。

「愛です」

　奥さんも危険人物としてマークしておく。奥さんの殺気で、クロたちやザブトンの子供たち、ハイエルフやリザードマン、鬼人族のほとんどが恐慌状態に陥った。なんとか耐えた一部が、抑えに回ったが、収まるまでにかなりの時間がかかってしまった。

　被害はないが、クロの子供たちがドライムの奥さんを見て尻尾を丸めている。ザブトンの子供は近づきもしない。

　ドライムが気さくなので忘れがちだが、竜は強い生き物だと再確認。それとも、母は強しなのだろうか。




　ちなみに、アルフレートは平然と寝ていたそうだ。きっと大物になるに違いない。




「娘よ。もう少し、父を信じてほしい」

「でも……」

「グラッファルーンがいるのに、俺が浮気をするわけがないだろう。万が一、浮気などしようものなら……」

「しようものなら？」

「考えるのも恐ろしい。娘よ。覚えておけ。父にそんな度胸はない！」

「う、うん」

「あと、俺が前々から言っていたこと……この村との敵対は現実的ではないことを理解したか？」

「うん。お母さまの結界を全て突破する攻撃なんて……。あれ、最初は私に向けられたのよね」

「そうだ」

「…………危なかった」

「まったくだ。無事でよかった」

「お父さま」




「仲がいいのは結構ですが、私を忘れてはいませんよね」

「う、うむ。さすがはグラッファルーンだ。あの攻撃が放たれた時は肝を冷やしたぞ」

「親切な蜘蛛が助けてくれただけです。まさか、結界、障壁、防壁、耐性を一気に突破してくる攻撃なんて予想していませんでしたから、避けようがありません」

「親切な蜘蛛？」

「古い友人です。直撃寸前で私の体をズラしてくれました。そうでなければ、ここに立っていませんね」

「グラッファルーン……」

「ラスティ。この村にはドライムのための家があるそうです。貴女はそこに住みなさい」

「お母さま？　何を急に？」

「あの攻撃力。放置はできません。抑え込めとは言いませんから、あの力が振るわれる時、竜族に向かないように努めなさい」

「え、えっと……」

「返事は？」

「は、はい！　頑張ります」




　俺の知らない間に、住人が一人、増えることが決まっていた。
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　ドライムの娘、ラスティスムーン。

　皆からはラスティと呼ばれている。竜の姿の時は十五メートルぐらいの大きさだが、人間の姿の時は中学生のような格好。金髪ロングで、キリッとした感じのイメージ。生徒会長とか風紀委員長とかやっていそうだ。

　父親の浮気を疑って行動したあたりなんかが、そのイメージを強くしているのだろうか。

　最初に見た時はパーティーにでも出るのかというドレス姿だったが、村に住むようになってからは村娘ファッションに徹している。形から入るタイプなのかもしれない。

　まあ、どんな格好をしても頭の角と尻尾で竜であることを主張しているのだが。




「ラスティは早く馴な染じんだな」

「食事と娯楽、それに遣やり甲が斐いを与えれば、あんなものでしょう。竜族は基本、暇ですから」

「ドライムがよく来るのもそれか」

「はい」




　ラスティは、食事はなんでも食べた。かなり気に入ってもらえているようだ。

　初めての物を食べる時は、「お父さま、ズルイ」を連呼していた。

　果実系は酸味よりも甘味を好んだ。干し柿が特に気に入っているようだ。

「残りがもうあとこれだけ……」

　倉庫の入り口で、軽く絶望している姿を見掛ける。干し柿は冬に多く消費しているので、元々少なかったが一応はそれ、村人全員分なんだけどなぁ。




　ラスティはチェスにリバーシ、ミニボウリングを楽しんでいる。腕はほどほどだ。

　獣人族の男の子たちと良い勝負。勝敗に一喜一憂している。

　あと、外にいる時はクロの子供たちに交じって、時々、フライングディスクを追いかけている。

　さすがに人間の姿では四足のクロの子供たちには勝てず、竜の姿になって、フライングディスクをキャッチし、勝ち誇っていた。

　ひょっとして、見かけよりも子供なのかもしれない。

　クロの子供たちが、あれはズルイと俺に訴えてくる。いや、俺に訴えられても……。




　最初はラスティをお客さまとして扱おうと思っていたが、ドライムやその奥さんから働かせてほしいと言われたのでそうしている。

　とりあえず、何ができるかわからないので、色々とやらせてみた。

　狩りは幼いながらも竜なので、獲物がビビッて出てこなくなるらしい。採掘は、大おお雑ざっ把ぱな採掘はできても、細かな採掘はできないみたいだ。鶏、牛の世話も駄目だった。

　家事は経験がなく、周囲の者の仕事を増やす結果に終わった。畑仕事は……作物が大事なので俺が近寄らせなかった。

　結論、彼女は生活能力がないお嬢さまだと判明した。戦闘特化種族ということだろうか？　竜は賢いイメージなのだが……。

　ともかく、村には過剰な戦力だがグランマリアと同じように森を警備してもらうのが一番だと結論が出ようとしていた。




　ラスティの仕事が決まった。外交担当。

　彼女はお客の出迎えや交渉ができた。

　お客は魔王の使者、ビーゼル。目的は作物の買い付けだが、前にラスティたちが暴れた件を探りに来たらしい。

「ははは。問題がなければいいのです。あ、この前の黄色い果実はまだありますか？　冬の間に消費してしまって」

「ミカンですね。まだ在庫があったと思いますが……季節の初めですから量は期待しないでください。今の季節ですと、イチゴなんかどうですか？」

「イチゴですか？」

「ええ。甘酸っぱい味ですので、砂糖を振ったり、ミルクに浸したりするとさらに美味しくなります。もちろん、そのままでも十分美味しいですよ」

「それはいいですね。では、それを十箱ほど貰えますか」

「ご一緒に砂糖やミルクはいかがですか？」

「敵いませんね。わかりました。両方、頂きましょう」

「ありがとうございます。お代は……サービスしてこのあたりで」

「サービスというなら、このぐらいでは……」

「では、このあたりで」

　いきなり村を燃やそうとした短気さはどこにやったのかと驚く。

　あれは父親のドライムが絡からんだからかな？




　また、彼女が支配下に置いている一メートルぐらいの小型のワイバーンを複数使い、通信も行っている。

　これにより魔王の城、ハウリン村、ドライムとの連絡が密になった。まあ、小型ワイバーンの飼育はリザードマンたちに放り投げられているのだが……。

「二十頭もいるのか」

「一頭も二十頭も一緒です。お任せ下さい」

「そうか」

　リザードマンたちの頼もしい言葉に俺は頷く。小型のワイバーンの飼育で苦労したのは、鶏や牛を襲わせないことと、ザブトンの子供たちに襲われないことだった。

「新入りイジメ？」

「いえ、これまでは獲物にしていたらしいですから」

「そうなのか？」

「飛んでますしね。とりあえず、ワイバーンたちに首輪を着けて襲ってはいけない印にしています」

　頑張ってもらおう。







「娘よ。元気でやっているか？　何か必要な物があったら言ってくるのだぞ」

「元気だけど、頻繁に来るのはどうなのです？　十日前にも来ましたよね」

「向こうはグッチがいるから大丈夫だ。おーい、いつものを頼む」

　ドライムの声を合図に、ラスティの家で働く鬼人族が食事と酒の用意を始める。

「そうそう、風呂に入ったらしいがどうだった？　あれは最高であろう」

「確かに。ですが、利用者が多いのが難点です」

「あー……女湯はそうだな。男湯は広々としていいぞ。グッチですら、ここに来たら入っていく」

「お父さま、ズルイです」

「ははは。俺がここに家を建てたのもわかるだろう」

「はい。そういえば、使用人を呼んではいただけないのですか？　鬼人族の方々にお世話してもらっていますが、借用では気を使います」

「グッチに命じて人選させている。ただ、少し揉もめておってな」

「私の下で働くのは不満と？」

「逆だ。この村の食事の良さを知っているから希望者が殺到してな。一時はグッチが行くとか言い出していた」

「気持ちはわかりますが、グッチに抜けられるとお父さまが困りますよね」

「うむ。なんにせよ、早く決めさせる」

「よろしくお願いします」







　魔王の城。

「ビーゼルはどこだ？　帰ってきたのだろう？」

「ええ、ですがすぐにご実家の方に戻られました」

「寝室にではなく？」

「はい。急ぎの用があるとかで。ああ、お土産は預かっていますよ」

「うむ。それは重畳。しかし、ビーゼルの急ぎの用？　問題がなければよいのだが……」
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　私の名前はフラウレム＝クローム。誇り高きクローム伯爵家の一員。お父さまは現魔王様の幹部の一人、ビーゼル＝クライム＝クローム。

　私はこれまで、王都グライゼンで優雅に王おう姫き様の友人として活動していました。

　友人といっても自称ではありません。魔王様により定められたご学友という存在です。

　なので、当然ながら学園での成績は優秀。武術も人並み以上どころか、今すぐ実戦投入されても大丈夫レベルで鍛えています。王姫様に何かあれば、身を挺ていして守らねばなりませんからね。将来は王姫様の側近としての活躍が期待されています。

　しかも、自分で言うのもなんですが見た目は十分以上。いえ、美人と言ってもよいでしょう。これは自うぬ惚ぼれでもなんでもなく、客観的事実です。そんな私ですから、当然のように求婚が殺到しています。といっても、私に直接来るのではなく、家に申し込まれます。

　当然ですね。

　結婚相手は私が決めるのではなく、お父さまが決めるのが普通ですから。私も望みの相手と結婚するなんて夢のようなことは考えていません。お父さまの選んだ相手に嫁ぐ覚悟はできています。なので早く相手を決めてほしいのですが、選ぶ候補がそれなりにあるので、お父さまは色々と迷っているらしいのです。

　娘に良い相手をと考えるのは嬉しいですが、そろそろ決まった相手ができないと周囲の目が気になります。




　さて、そんな私ですが……。

　急きゅう遽きょ、お父さまの命令でとある村に行くことになりました。

　嫁ぎ先ですかと聞くと、恐れ多いと返されました。

　では、私はその村に行って何をすればよいのでしょうか？　学園も辞める？　王姫様のご学友も外れることに？　あの、お父さま？　夜逃げですか？

　私の冗談にお父さまは笑いもしません。逆に真面目な顔で返されました。

「夜逃げできるならしたいな。……魔王国の命運を左右する。心せよ」

　え、えーっと……お父さまはお疲れのようです。

　まあ、家に帰ってくれば、お母さまに甘えながら仕事や同僚に対する愚痴を延々と言いまくっていますから、その心労は計り知れません。

　お父さまの目に多少の狂気を感じますので、逆らうのは得策ではなさそうです。しばらくは付き合いましょう。学園も王姫様のご学友も惜しいと言えば惜しいですが、退屈でしたから。

　私の才覚を発揮できると嬉しいのですが……行き先は村だそうですからね。

　あまり期待はできません。ふふ。なんでしたらこの私が牛耳ってしまいましょうか。




「初めまして。ラスティスムーンです」

　村に行って早々、着替えることになりました。理由は尊厳に関わるので、言えません。

　えっと……なんでしょう。いきなり竜ドラゴンに出迎えられたのですが……。

　しかも、ラスティスムーンです。グルグラント山の門番竜ゲートドラゴンドライムの娘です。

　魔王国では知らない者はいない要注意竜です。

　目を合わせちゃ駄目って言われている狂犬クレイジードッグならぬ狂竜クレイジードラゴンです。

　それが出迎えてきたのですから、着替えるのも仕方がないのではないでしょうか。

　ええ、そう思っていました。

　村にはハイエルフが集団で生活していました。

　森ゲリラ、マンイーターと呼ばれる凶悪集団です。森に住み、近くの村から男を攫さらう者たちです。しかも、〝死の森〟や〝鉄の森〟に住むハイエルフは、一騎当千の猛者です。なにせ〝死の森〟や〝鉄の森〟に住んでいるのですから。

　ニッコリと挨拶されて腰が砕けそうになりましたが、頑張って耐えました。

　自分を褒めてあげたいです。でも、そこまででした。

　インフェルノウルフが群れていました。

　はい、私は死を確信しました。お父さまは私を生いけ贄にえに捧ささげたのだと思います。酷いです、お父さま。

　二度目の着替えを行いながら、ラスティスムーンから大丈夫だと伝えられました。

　なるほど。ここにいるのは全てこのラスティスムーンの支配下ということですか。

　一安心。

　インフェルノウルフと言えば、〝死の森〟の頂点の一角。一匹でも街を滅ぼす極悪狼オオカミです。

　それが……数え切れないほどいます。変異種のコキュートスウルフも確認できました。貴重な体験をしていると思いましょう。そう思わないと気が持ちません。

　ですが、本当に支配下に置いているのでしょうか？　何頭かのインフェルノウルフがラスティスムーンのスカートを引っ張ってからかっています。




　はい、次が待っていました。

　デーモンスパイダーです。

　出会い頭に『スタンバッシュ』を喰らい、気絶してしまいました。

『スタンバッシュ』はデーモンスパイダーの個体特性で、初見の相手に対しての精神攻撃です。

　気絶中に捕食されていないので、デーモンスパイダーも安全なのでしょう。ふふふ。三度目の着替えです。もう下着は穿はかない方がよいでしょうか。

　それはともかく、インフェルノウルフと共に〝死の森〟の頂点の一角をこうも支配下に置くとは……ラスティスムーンは恐ろしい存在です。

　支配下に本当に置いておいてください。お願いします。野放しのデーモンスパイダーなんて恐怖以外の言葉では表せません。

　それにしてもデーモンスパイダーは子沢山のようです。シャドウスパイダー、カーススパイダー、ドロースパイダー、トラップスパイダー、デススパイダー、首吊つりスパイダー……。

　全てデーモンスパイダーの幼生体ですが、幼生体でも恐れられる生物です。それが数え切れないほどいるのです。これらが魔王国に放たれたらと考えると……背筋が凍ります。考えないようにしましょう。いえ、記憶から消したいです。




　さて、デーモンスパイダーの家庭を見たあとだと、グノーシスビーの巣を見たぐらいでは驚かなくなります。驚かなくなりますが、怖くないとは言っていません。




　グノーシスビー。普通のミツバチと同じように花などから蜜を集める魔物。そのハチミツには天井知らずの値が付けられます。その理由は、当然ながら極上の味にあるのですが、それ以外にもグノーシスビーの巣を守る兵隊蜂の存在があります。

　グノーシスビーの兵隊蜂は、兵隊蜂が生きている限り、インフェルノウルフですら巣に近づけないと言われる獰どう猛もうさを持ちます。つまり、グノーシスビーのハチミツを手に入れるには、兵隊蜂を殲せん滅めつさせる戦闘力を有しなければいけないのですが……。

　世の中では〝グノーシスビーのハチミツ狙い〟は夢想家や妄想家、もしくは欲に溺れて危険なことをする者たちを指す慣用句として使われています。

　グノーシスビーのハチミツを欲してはいけないのです。目の前で壷つぼに入れられ、運ばれていますが……欲してはいけないのです。明日の朝食用とか言ってますが、期待してはいけないのです。




　油断していました。グノーシスビーのハチミツに気を取られ過ぎたようです。ここでは気を抜いてはいけなかったのです。

　私の目の前には、天使族が四人いました。全員、名付きの天使です。

　殲滅天使ティア。皆殺し天使のグランマリア、クーデル、コローネ。

　ラスティスムーンほどではありませんが、警戒が必要な要注意の天使族です。

　運がいいことに、着替える必要はありませんでした。もう出る物がないからでしょう。

　ラスティスムーンと和やかな会話をしているところから、危険はないと判断します。そう信じさせてください。とか思っていたら、次が来ました。

　吸血姫ルールーシー。

　殲滅天使ティアの永遠のライバルと言われる存在です。当然、ライバルなのですから危険度は同じぐらいです。いきなり魔法戦でも始まるのかと警戒しましたが、そんなことはありませんでした。仲良く夕食の内容を決めています。ライバルというのは噂だけだったのでしょうか？

　天使族四人に吸血姫がいれば、ラスティスムーンと良い勝負をするかもしれません。

　ということは……ラスティスムーンだけに従うのは危険でしょうか。

　…………。

　難しい舵かじ取りが予想されます。しかし、乗り切ってみせます。




　吸血鬼フローラもいました。ラスティスムーンよりも、天使四人＋吸血鬼二人の方が上かもしれません。いやいや、ラスティスムーンに手を出せば門番竜ドライムが来るかもしれません。考えを放棄してはいけない。考え続けるのです私。

　……インフェルノウルフが数頭いれば、天使や吸血鬼を圧倒できますよね。

　デーモンスパイダー単独でも天使や吸血鬼と戦えますし……。

　ラスティスムーンが支配下に置いているなら、ラスティスムーン一択です。

　しかし、私の心の奥がその選択は危険だと叫んでいます。なぜでしょう。




　その後、鬼人族やリザードマン、エルダードワーフなどレアな種族に出会いましたが、もう驚きません。なんでも来いです。

　獣人族の子供には癒やされました。尻尾モフモフです。スライムや牛、鶏にも癒やされました。心が落ち着きます。




　一通り村を案内されたあと、宿に戻りました。私の家が完成するまで、ここで生活をする予定です。村の規模から部屋に期待はしていませんでしたが、なかなか揃っていて驚きました。

　特にシーツなどの布類は家でも滅めっ多たに見ない最高級品が、惜しげもなく使われています。

　食事は見たことのない美味しい料理でしたし、お酒も美味しかった。お風呂も他の利用者がいたのは不満ですが、それを上回る良さでした。侮あなどってはいけないようですね。




　お父さまがどういったつもりで私をここに来させたかはわかりませんが、とりあえず情報収集をキッチリと行い、敵を作らないようにしなければ。

　さて、明日からはどうしましょう。日は暮れてしまいましたが、油を惜しげもなく使っている様子からまだ村では活動時間なのでしょう。ラスティスムーンはまだ起きているでしょうか。

　ラスティスムーン……様を付けた方がよいでしょうか？　それとも他の者と同じようにラスティと呼んだ方が……。それは許可を貰ってからにしましょう。

　ともかく、ラスティスムーンに会って明日からのことを相談したいですね。

「そこの人間。ラスティスムーンさんのいる場所に案内しなさい」




　失敗しました。




　よく考えるべきでした。言いワケになりますが、私は魔王国ではそれなりの身分であるお父さまの娘です。私を粗略にする方の方が少なく、村などでは一番偉い人が出てきます。

　だから出迎えたのが一番上だと勝手に思い込んでしまいました。間違いでした。

　私を出迎える仕事は雑用だと思わねばならなかったのです。そして、あのラスティスムーンが雑用をさせられている村だと気付かなければならなかったのです。

　この村の頂点はラスティスムーンではありませんでした。

　この村の頂点は、その呼び名の通り村長でした。人間の村長。

　ラスティスムーンの所に案内させたあと、二人っきりになったラスティスムーンに真面目な顔で言われました。

「今の人間がルーさんやティアさんを妻にし、インフェルノウルフやデーモンスパイダー、ハイエルフその他を従えた村の長よ。私のお父さまの友人でもあり、お母さまが戦いを避けた方。貴女が何をしようとどうなろうと知ったことではありませんが、竜族を巻き込まないようにお願いするわ」

「…………」

　貴族の娘である私は、今、死にました。

　そして生まれ変わり、村長の忠実な下僕でありたいと思います。
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　ビーゼルの娘が村に住むことになった。村に対する見張りとかではなく、普通に移住と考えてほしいらしい。移住なら娘よりも息子さんが欲しいのだが……。

　ともかく娘さんか。

　魔族らしいが、見た感じは人間とほぼ同じ。魔力の保有量とかが人間とはかけ離れているだけだそうだ。最初っから下手に関わって嫌われても困る。まずは同じ女性のラスティに任せてみた。

　さすがに任せっぱなしでは悪いと思ったので、夜に挨拶に行ったら、ラスティと良い感じに仲良くなっているみたいだ。一安心。










　スライムの話をしよう。

　スライムはティアが連れてきてくれた十七匹がスタートだ。

　トイレや下水などの浄化を頑張ってくれた。いつの間にか数が増え、体も大きくなり、村の中を自由に移動している。入ってはいけない場所にはクロたちが見張っているので近づかないし、近づいても咥くわえられて強制移動させられている。

　基本、汚れている水のある場所に勝手に移動するだけだし、大きな問題は起きていないので放置されている。現状、スライムの正確な数は不明。簡単に数えて百を超えているのは判明している。

　さて、このスライムだが……。

　最初に連れて来たのは青色のブルースライム。何があったのか色々な種類に変化している。

　緑色のグリーンスライム。黄色のイエロースライム。赤色のレッドスライム。ただの色違いではなく、使う魔法が違うらしい。なるほど。数は少ないものの、真っ黒なブラックスライム、真っ白なホーリースライムなどもいる。非常にレアらしく、リザードマンたちが可愛がっている。まあ、このあたりの変化では何も問題はない。実害はないから。




　そう思っていた。問題が出た。

　保存用の酒樽の中に潜り込んだスライムが、中のワインを全て飲み干し、紫色のスライムに変化していた。

　酒スライムと呼べばよいのだろうか。

　特徴、酒臭い。特技、酒の息。

　放置しておきたいスライムだが、放置できない。なぜなら、酒を飲む村人のほとんどが激怒しているからだ。

　村で初めての裁判が行われた。

　有罪。

　即決だった。まあ、酒を盗み飲みしたようなものだから俺も庇かばえない。あとはどんな罰を与えるかなのだが……過激な罰で死刑。食べてみれば酒の味がしてよいかもしれないとの意見が出て、一部の村人が期待の目を輝かせた。俺は遠慮したい。あのスライムが排はい泄せつ物を浄化している場合もあるのだ。できれば食用にはしたくない。素直に日干しでよいのではないだろうか？

　軽い罰で、監禁。壷か何かに閉じ込めるのはどうかとなった。激しく意見が交されたあと、ビーゼルの娘のフラウレムの一言で収まった。

　罰を与えたとして、スライムがそれを理解するのだろうかと。




　スライムのやったことに、真剣に罰を考えるのは正常なことなのだろうか？




　裁判に参加した者たちは赤面し、裁判は解散となった。酒を管理する倉の扉を厳重にすることにしよう。




　そのあとも、酒スライムは酒スライムのままだった。他のスライムのように浄化作業に参加せず、村の中をのんびり徘はい徊かい。宴会などで酒が出た時にご相伴にあずかりに来る。まあ、そんなスライムが一匹ぐらい、いてもいいだろう。これ以上、増えたら困るけど。







　ビーゼルの娘フラウレム。

　最初はドレスっぽい服で場違い感があり、初日だけで何度も着替えるお洒落しゃれさんでこの村でやっていけるか心配になったが、二日目からはズボンを穿き、髪を後ろでまとめて農作業ドンと来いな格好に驚かされた。

　ラスティと仲良くなったのがよかったのかな？　そして、笑顔で俺の指示を待っている。

　正直、ラスティより農業の戦力になりそうで嬉しい。これから頑張ってもらおう。

　十日ほど一緒に働いたので、フラウレムをフラウと呼ぶぐらいには仲良くなれた。

　ラスティが生徒会長や風紀委員長だとすると、フラウは運動系クラブのエースだろうか。

　物覚えがよく、動きもしっかりしているし、返事も元気だ。クロたちやザブトンたち、ハイエルフたちとも仲良くやっている。時々、獣人族の子の尻尾をモフモフしていたりする。うらやましい。

　俺が下手に尻尾に触らせてほしいとか言うと、そのままベッドへのお誘いと思われる危険があるので言えない。




　ラスティとフラウとの会話で、村以外の食事や酒に関して色々と知った。

　まず、料理に関して。鬼人族たちの料理で察していたが、やはり技術が不足している。基本、焼くか煮るだけ。他の料理法が出てこない理由を推測するに……文化だろうか。

　食事はただのエネルギー補給で、腹に入ればよいと考える人が多いらしい。いや、食べられるだけマシという考えだろうか。行政も多用な食事の提供など考えず、特定の作物を主食と認定して優遇するので、農業従事者はそればかり作る。そのため、口にする作物が固定化され、料理法が限定されていく。前の世界の記憶がある俺からすれば、ゾッとする食生活だ。

　米は好きだが、米のみとなったらさすがに嫌だ。まあ、そうなったら俺は米のお供を作ろうとするが……そんな余裕もないレベルなのだろうか。

　お金持ちや支配者階級になれば、多少は食事に余裕が出るらしいが、それでも食に拘こだわる人は少ないらしい。森に入って狩りや海に行って漁をすればと思うが、それらも魔物の存在があって難しいらしい。

　そうか魔物か。なるほど。外から来た者たちが村の料理を褒める理由がなんとなくわかった。




　酒に関しても似たようなものらしい。

　ただ、酒は日持ちのする飲料水の扱いで、造れる場所で大量生産される。それゆえ、どこで飲んでも同じ味。味よりも量が重視されるので、加水して薄めることが平気で行われる。

　料理よりも好きな人がいるので、一部マニアな金持ちや支配者階級が、良い酒を造らせることがあるらしいが、その酒が出回ることは滅多にない。造らせた者たちが飲むからだ。

　で、村の酒はその金持ちたちが造らせた良い酒を上回る味なのだそうだ。

　こっちは技術ではなく、酒の元となる作物の差だろう。なるほど。村の者たちが酒を求める気持ちもなんとなくわかった。ドライムが頻繁に来て酒を求める理由も。




「単一の作物ばかりを生産していたら、疫病が流行はやれば一発で国が滅ぶが、大丈夫なのだろうか？」

「大丈夫じゃないです。数年前、西の人間の国……フルハルト王国を中心に疫病が発生し、大きな飢き饉きんが起きたと聞いています」

　フラウが教えてくれる。

「それで食料を求めて周辺の国に戦争を仕掛けている状態でして……魔王国も困っています」

　食料を求めて戦争を起こすのか……略奪目的だろうが、口減らしの意味もあるのかもしれない。

「魔王国は飢饉は乗り切ったのか？」

「はい。魔王国はいくつもの種族の連合体ですから、主食が違うんです」

「なるほど。単一作物だけを作らせていなかったから、被害は抑えられたと」

「そうです。ですが、被害がなかったワケではありませんから魔王国も余裕はありません。なのにフルハルト王国は魔王国が裕福だと見て……」

　戦争中と。

「しかし、食料不足の軍相手なら負けることはないだろう？　逆に滅ぼすこともできるんじゃないのか？」

「できますが、下手に領地を奪っても困りますから」

「あー……」

　疲弊した領地を奪っても利益が出るのはかなり先。逆に投資をしなきゃいけないから負債が増えると。ゲームじゃないと実感させられる。しかし、ただの村長である俺にはどうすることもできない。できても魔王国からの食料要求に対し、値段を下げることぐらいか。少しでも多く出せるように、頑張って作物を育てよう。
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　子供がかなり大きくなっていた。毎日見ていたはずなのだが……うーむ。

　これは、もうすぐ立つな（親馬鹿と言ってはいけない）。

　最近、ティアやハイエルフたちが積極的だ。気持ちはわかるが、こればかりは天の授かりもの。努力はするが、無理はしないでほしい。




　あと、ラスティやフラウの様子を見に来たドライムやビーゼルが、遠回しに孫を求めるのはどうなんだろう。本人が了承しない限り、無理はしませんから。本人が了承したら？　そりゃ、二人は美人ですから……え？　でも、ラスティって卵生じゃないの？　フラウは貴族の娘さんでしょ？　構わないって……。

　これ以上、話を進めないようにしよう。取り返しがつかない気がする。




　ラスティの小型ワイバーンによる通信は、基本的に定期便。連絡の有り無しにかかわらず、こちらから一定のタイミングでワイバーンを送り、向こうから連絡がある時は、ワイバーンがこちらに帰る際に持たせることで行う。

　基本、一日一便。連絡頻度を高くしたい相手の場合は、一日に複数便。

　忘れない程度でよければ、一週間に一度とか一カ月に一度などにする。

　どちらにせよ、受け取る相手方の協力を必要とする。




　ハウリン村との連絡は一週間に一度。

　こちらからの連絡内容は、獣人族の移住組たちから親などへの手紙が主になる。向こうからは穀物と鉱物の交換に関しての話が主だ。ある程度交換の話が形になると、ティアが直接行って話をまとめてくる。

　穀物や鉱物の輸送に関しては、前はドライムに頼んでいたが今はラスティが運んでくれる。

　最初は竜が荷運びなんてと乗り気ではなかったが、甘味を用意することで引き受けてもらえた。




　ティアの話では、食料を完全に〝大樹の村〟に依存し、ハウリン村は採掘や鉄器作りに専念する方向の話も出ているらしい。最終的に判断するのは向こうだが、〝大樹の村〟に鉄器が行き渡ったあとに困るんじゃないかと忠告はしておく。

　実際、ハウリン村全員の食料を賄おうと思えば、畑をさらに広げねば厳しいし、ハウリン村の大半が採掘や鉄器作りに専念して生産される鉄器の行き場があるのだろうか？

　まあ、魔王国は戦争中らしいから鉄は必要とされるか。しかし、戦争が永遠に続くワケではないしな。俺としてはハウリン村はハウリン村で食料生産を続けるべきだと思う。




　南方、ドライムの巣がある山を越え、〝鉄の森〟を越えたところに海がある。その海に面した人間の港町との取引を提案された。

　提案者はフラウ。目的は、海産物の獲得。切っ掛けは食事中に呟つぶやいた俺の言葉。

「海産物があれば、もっと色々な味を出せるのにな」

　俺以外の村人の結束が半端じゃなかった。




　南の港町の名前はシャシャート。

　シャシャートの街と呼ばれている。なんでもそこにフラウの知り合いの商人の店があるらしいので、そこを窓口に取引を行いたいとのことだ。

　海産物が手に入るなら俺も嬉しいので協力する。取引となっているが、ハウリン村と同じように物々交換が可能らしいので、持って行く物を選ぶ。

　俺は真っ先に酒を提案したが、却下された。

「酒を外に出すとは酷いことを言う」

「酒は村の宝です」

「お酒は村で保管しておきましょう」

　ハウリン村とは交換しただろ？　鉄が必要だったから？

　なんにせよ、ドワーフ、ハイエルフたちの結束は固そうだ。仕方がないので、作物を選ぶことにした。

「向こうが何を欲しているかわからないから、余剰の多い作物を中心に出すか」

「そうですね」

　とりあえず、定期的な取引とかは置いておいて、必要な魚介類を手に入れるための取引と思おう。あとは向こうで情報収集すればよいだろう。などと思っていたのだが、俺が行くのは駄目だそうだ。




　シャシャートの街へ行くメンバー決定。

　代表、フラウ。輸送担当、ラスティ。荷運びと護衛、ダガを含めたリザードマン五人。

「行って参ります」

「頑張って運ぶわ」

「荷運びはお任せください」




　シャシャートの街まではそれなりに距離があり、積み荷と同乗者の安全を考えた速度だと、ラスティでも半日かかるらしい。

　なので無理せずに途中で一泊。南の山にあるドライムの巣で泊めてもらう予定だ。

　お邪魔でなければよいのだが……ラスティにすれば里帰りのようなものだろう。

　翌日に街に着き、その日のうちにまたドライムの巣に戻って一泊。帰ってくるのはその次の日になるので三日後になる。

　無事に帰ってきてほしいものだ。




　帰ってきた。ラスティの背には荷物が沢山載せられ、行きよりも人数が増えていた。
















「村長。シャシャートの街の商人、マイケル氏をお連れしました」

　フラウが身なりの良い中年男性を紹介してくれる。

「ど、どうも、初めまして。ゴロウン商会の会頭をしておりますマイケル＝ゴロウンです」

「〝大樹の村〟の村長、ヒラクです」

　ペコペコと頭を下げあう。ああ、なんだか懐なつかしい感覚。

「村長。こっちの二人が私の家で働く使用人。構わないわよね」

　ラスティが竜の姿のまま、メイド服姿の二人を紹介する。

「ブルガです」

「スティファノです」

　見た感じ、人間のようだが……見ていたら背中からコウモリの羽を広げてくれた。

　悪魔族だそうだ。ドライムの従者グッチの親戚らしい。前々からラスティの下で働く使用人を選んでいたらしいが、やっと決まったので連れて来たそうだ。

　二人のことは了解。

　しかし、なぜ商人のマイケルさんを連れて来たんだ？　その答えはマイケルさんがくれた。

「この村の作物の出来に驚きまして、できれば今後とも友好的な取引をと思い、ご挨拶に参った次第です」

「それはわざわざ、ありがとうござます」

「ははは。こちらこそ、貴重な体験をさせていただきました。竜に乗ったり、竜の巣で一泊したりと……」

　あ、顔が青くなっている。よほど怖かったのか、それとも帰りのことを考えたのか。

「今日はお休みください。詳しい話は明日ということで」

「わかりました。そうさせていただきます。ああ、私の荷物なのですが……」

　マイケルさんを荷物と共に宿に送り、世話係の手配をして戻る。

　少し前までフラウも宿で生活していたが、フラウ用の家が完成したのでそちらに引っ越している。

　一人で生活するのは初めてで、鬼人族に色々と助けられていると言っていた。

　そのうち、ラスティのように使用人を外部から連れてくるかもしれない。




「ご苦労さま。成果は？」

「言われた通り、海産物を大量に持って来たわよ」

　ラスティの背中から荷物はすでに降ろされている。

「鮮度を保つため、氷漬けにしています。目録はこちらに。とりあえず地下室に運びます」

　ダガがそう言って俺に渡した目録を見る。

　聞いたことがない魚や貝の名前がずらり並んでいる。荷物を軽く覗のぞいた感じ、マグロやカツオ、サンマ、サバに似た魚があったし、ホタテやサザエっぽい貝もあった。名前が違うだけで、種類は一緒かな？　ただ、魚や貝は毒や寄生虫の危険性があるから、一応は知っている人に聞いてからにしよう。

　詳しい人っていただろうか？　明日、マイケルさんに聞いた方が正解かな。




「こちらがシャシャートの街で加工された商品です。調味料として利用されているそうです」

　ダガが壷を持って来て説明してくれる。シャシャートの街の特産品らしく、鍋で煮る時に一緒に入れるらしい。見た感じ、魚ぎょ醬しょう……かな？　ともかく、俺の知らない調味料は嬉しい。

　味の幅が広がるだろう。




　他に色々と小物や道具を買って来てくれたので、村人に配る。

　その日の夜は行った者たちを労ねぎらうとの名目で宴会になった。それならマイケルさんの歓迎会でいいじゃないかと思ったが、それは翌日らしい。




[image: ]




「昨日の食事は凄すごかった。門番竜の所で出していただいた食事も素晴らしかったが、ここはその上をいきます。さらにあのワイン。ああ、これまで飲んだどんなワインよりも美味しかった」

「そうですか。ですが飲み過ぎは駄目ですよ」

　マイケルさんの勢いを受け止めながら、話を続ける。

　時は昼前、宿の広い場所に俺とマイケルさん、そしてルー、ティア、フラウがいる。

　ラスティも参加すると思っていたのだが、どうやら昨日の慰労会で夜更かししたらしく、まだ寝ている。

　ラスティはキッチリした生徒会長や風紀委員長のようだが、意外と寝起きにはルーズだ。

　竜の大半はそうらしく、また無理に起こして寝ぼけられても困るので、放置するのがよいと学習している。

「とりあえず取引の件ですが……」

「そうでしたね。まず、私がここに来た目的をお話しします」

　マイケルさんが、姿勢を正す。

「先日、フラウレムお嬢さまが店に来られ取引を行いました。受け取った作物はどれも素晴らしく、今後とも取引を続けていただきたくご挨拶に参ったのが一つ目の目的。取引できる作物がもっとないのかとお伺いしたいのが目的の二つ目。さらに、他に商売になる物がないかと探しに来たのが目的の三つ目。最後に、あわよくばこの村の御用商人の地位を手に入れられたらと考えています」

　マイケルさんが何も恥ずべきところはないと言わんばかりに胸を張る。

「正直なことですね」

　ティアが感心したように一言。

「虚きょ飾しょくを施して、意図が曲がって伝わるのはよろしくありませんからね」

「確かに。まあ、その方が話は早いわね」

　ルーも同意する。

「それで、まずは村の余剰作物に関してなのですが……全て引き取らせていただきたい。高値を付けますよ」

「ははは。まあ、そう慌てないで」

　ティアとルーが目配せしたあと、ルーが相手をすることになったようだ。

「村と取引をしたがっている相手は多いわ。他の村と定期的な取引も行っているしね。貴方の商会だけに全てを卸すのは厳しいかな」

「村の作物を見れば、それも当然。無理を言いました。ですが、できる限りの取引をお願いしたい」

「現状、そちらの商会に卸せる作物はこのような感じね」

　……一応、この話し合いの前に調整しておいた。

　まあ、俺は最後の承認だけだが。

「いえいえ、これでも十分な量です。感謝します」

「そう。では、代金の話をしましょうか」

「そうですね。ああ、その前に一点、確認を」

「なに？」

「商品の輸送に関しては、行きと同じように竜で運んでいただけるとのお話ですが、間違いはないですか？」

　マイケルさんがこちらに来る前に、帰りの足と仕入れた商品の運送をフラウを通してラスティが請け負っている。

　もちろん、無償ではなく何か対価を求めただろうが。

「ええ。こちらの耳にも届いていますが、それはラスティと貴方が約束したことですから村は関与しません。関与しませんというか、関与できません」

「関与できないのですか？」

「誰が竜に指示を出せると？」

「出せないのですか？」

「出せません。ラスティが村の作物を運んでくれたのは善意の協力だ」

　甘味というご褒ほう美びが必要だったが。

「なるほど……えっと……では、村と竜の関係は……」

「共存です。変なことは考えん方がよいかと」

「……承知しました」

　変な会話だ。何か裏があるのだろうか？

「商品の輸送に関してはラスティ様と改めて確認するということで……金額はこれぐらいでいかがでしょう」

　凄い数字だったが、それがどれぐらいの価値かわからないので口を出さない。

「ずいぶんと奮発してくれますね」

「ははは。毎回、この金額とはいきませんが、初めての取引ですので頑張らせていただきますよ」

「わかりました。額に問題はありません。書面を作りましょうか？」

「是非。紙はこちらで用意しましょう。それと、こちらは我が商会で取り扱っている商品の目録です」

「預かります。評判が良い物があれば、買わせていただきます。ああ、幾つか仕入れてもらいたい物があるのですけど……」

　話がドンドンと進む。俺が聞きたかった魚介類に関しても、しっかり聞いてもらえた。

　特に毒はないが、寄生虫を警戒して生で食べないのが一般的らしい。寿司は難しそうだ。

「お酒は卸していただけませんか？」

「……少量なら友ゆう誼ぎで卸せますが、商売になるレベルの量は厳しいかと。村の酒のファンは多いですから」

「そうですか。残念ですが、個人で楽しむとしましょう。少量でも構いませんのでお願いします」

「ええ」

　話し合いは昼を越えて行われた。




　成果的には、シャシャートの街との取引用に置いておいた作物が全て現金化され、その他にハチミツやザブトンの布、砂糖、塩、油などが売れた。

　塩が売れたのは驚きだった。

　シャシャートの街は海が近いのだから塩に困ることはないと思うのだが、味が違うらしい。

　前々から、〝死の森〟の塩は有名で貴重品だそうだ。




　今回、こちらは何も買っていないが、要望した物がいくつか。

　メインは山羊ヤギ、あと馬。

　一般的には、牛よりも山羊の方が多く飼育されており、手に入りやすいらしい。

　牛は俺が牛のミルクに拘ったからで、ミルクと言えば山羊のミルクと考えるのが普通らしい。

　なので山羊を用意してもらう。

　馬は俺の移動用とのことで、ルーやティアが望んだ。

　俺、馬なんて乗ったことがないのだが……まあ、来た時に考えればいいか。

　あと、今回は手に入らなかった魚介類を頼んでおいた。特に昆布。

　話を聞くと昆布は海の雑草扱いで、漁の邪魔になると嫌われているらしい。勿もっ体たいない。

　干して持って来るようにお願いした。




　その他、ハウリン村の鉱物を〝大樹の村〟が中継して、ゴロウン商会に卸すことになった。

　転売、中抜きなどの言葉が頭に浮かんだが、ハウリン村とシャシャートの街に交流はなく、また交流を始めても距離が遠すぎて値段がとんでもないことになるらしい。

　ドライムやラスティによる輸送ができるウチの村が特殊だと再確認。

　森を歩いて村に来ようとしたら一カ月ぐらいかかるんだったか。




　マイケルさんはもう一泊することになり、予定通りに歓迎会が行われた。

　二日続けての宴会。

　マイケルさんには悪いが、シャシャートの街で仕入れた魚介類を使った料理がメインだった。

「油で揚げるのですか？」

「炙あぶり？　それはどういった技法で……」

　鬼人族やハイエルフたちに料理方法を教えながら、色々な料理を作り上げていく。

　俺が食べたいから。

　あとは普通に煮付けなどを作る。

　醬油はないが、シャシャートの街の調味料で代用。

　俺は満足ではないが、他の村人の評判は良かった。

　早く昆布が欲しい。
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　私の名はマイケル。マイケル＝ゴロウン。シャシャートの街を代表する商人の一人だ。

　幸いにして商売は順調。資金も豊富なので私と取引をしたがる者が多く、取捨選択に困る。

　最近はもっぱら接待ばかりで、商談が少ないのが寂しい。私は酒や食事よりも、金の方が好きなのだ。もっと儲もうけさせてほしい。

　などと思っていたある日、突然の来客があった。

　突然の来客って……悪いが我が商会は小さな小売りじゃないんだ。まずは先触れを出して、行くことを連絡するのがマナーだろう。

　先触れを知らない田舎者かと思って居留守を使おうかと思ったが、何か嫌な予感がしたので出迎えた。

　予想通りの田舎娘が一人。見た目はいいが、私には関係ない。愛する妻がいるからだ。色仕掛けなどしてきたら、叩き返してやろう。

　そう思ったが、考えを改める。先入観は損をする。何が金になるかわからないのだ。

　話を聞いてからにしよう。しかし、主導権は渡さん。まずは強気に出てビビらせ……何か嫌な予感がしたので丁寧に応対する。

　正解だった。

　田舎娘は、クローム伯爵の娘、フラウレムお嬢さまだった。

　危なかった。

　クローム伯爵家の権勢は、魔王国の支配下においては絶大だ。逆らって無事でいられるはずがない。その娘も、ただの小娘でなく、王姫様のご学友で文武両道の天才騎士。王姫様のご学友に選ばれる時点で、次代の幹部候補生だ。

　今の時点でも、私の生命を自由にできる相手。

　よかった。

　自分の予感を無視しなくてよかった。

「前に一度、会ったことがあるのだけど覚えているかしら」

「は、はい。もちろんでございます。あれは王姫様のお誕生日を祝うパーティーでしたね」

「ええ。あの時、商談があれば是非と言っていたのを思い出して来てみたの。迷惑じゃなかったかしら」

「迷惑だなんてとんでもない。フラウレムお嬢さまのお話なら、姿勢を正して聞かせていただきます」

「そう。よかったわ。さっそくだけど、買い取ってほしい物があるの」

「はい。どういった物でしょうか」

「作物よ」

「作物？　フラウレムお嬢さま、残念ですが領地で収穫された作物を、御用商人を通さずに買い取るワケには参りませんのですが」

　大体、大きな家には御用商人がいる。要は縄張りだ。

　フラウレムお嬢さまの頼みでも、さすがにそのあたりを無視できない。

「ああ、実家の領地の作物じゃないから大丈夫よ。まだ御用商人はいないから」

「そうなのですか？」

「ええ。とりあえず現物を見てもらえる？　悪いけど、店前に運ばせているから」

　私はフラウレムお嬢さまに従い、外に出た。

　外が騒がしい。何か事件でもあったのだろうか？

　周囲の視線がこっちに向いているが、なんだ？

　頭をかしげながら店の前に行くと、荷物が山のように積み上げられていた。

　正直、商売の邪魔で迷惑だ。

　もう少し場所を考えてほしい。

　あと、私が買い取りを拒否した場合はどうするのだ？

　しかし、驚かされたのは荷物を護衛している者たちだ。

　リザードマン。

　魔王領でも珍しい種族で、その戦闘力は人間の優れた戦士十人分とも言われる。

　それが護衛？

　うーむ、さすがはクローム伯爵家の縁者。

　もう一人、娘がいるが……。

　見た感じ、真面目そうな村娘。村娘？　あれ？

　頭に角が……尻尾もあるし……あれ？

　私が周囲の者に助けを求めたら、バッと目を逸そらされた。

　それだけでなく、距離を取られた。

　関わりたくない、近づきたくないということか？

　だろうな。

　うん、私もそう判断する。

　しかし、私は逃げられないので確認する。

「あの、フラウレムお嬢さま？」

「ああ、彼女はラスティよ。竜だから怒らせないでね」

「は、はぁ」

　ラスティ。聞いたことがない。似た感じで聞き覚えがあるのがラスティスムーン。

　門番竜の娘で、各地で暴れた凶暴な竜だ。

〝鉄の森〟を縄張りにしていた獰猛なワイバーンが姿を見せなくなったのも、ラスティスムーンが殺やったからだと噂されている。

　ラスティスムーン……ラスティ。姉妹？　親戚？　ただ名前が似ているだけ？　なんにせよ竜だ。下手な対応は死に直結する。というか、なぜ竜がいるのだ？

　ワケがわからないまま、荷物を確認する。一目でわかった。これは最近、王都で話題になっている作物だ。それが店の前に山のように積み上げられている。

　圧倒的な金の匂い。

「これを買い取ってほしいのだけど……」

「言い値で買いましょう」

　即決だ。ここで逃がすような真似まねはしない。

「他にもありますか？」

「今回、持って来たのはこれだけだけど……」

「まだあるのですね」

「え、ええ……村になら」

「帰りに同行させていただいても構いませんか？」

「いいけど、こっちの買い物もあるから」

「必要な物をお申し付けください。ご用意致します」

　これは商機。逃してはいけない。逃してなるものか！




　今、竜の背中に乗ってます。

　……あの商機は逃がすべきだったのだろうか。

　あまりの恐怖で景色を見る暇はなかった。




　今、門番竜の巣にいます。

　あの商機は逃がすべきだったと思う。

　寝るに寝られなかった。




　今、〝死の森〟の上を飛んでいます。

　諦めの境地です。

　こうなれば、何が何でも商機を摑つかむ。

　そんな覚悟を決めた。




　吸血姫、殲滅天使、皆殺し天使、インフェルノウルフ……。

　大丈夫。怖くない。もう何も怖くない。

　怖くないのだが、一番最初に紹介されたこの人間はなんだ？

　村長？　ここのトップ？　インフェルノウルフの頭をワシャワシャと撫なでているが……。

　しかも、腰が低い。マズイ、頭を下げねば。ああ、寝不足からフラフラする。

　親切に宿に案内してくれた。

　小さな村だと思っていたが、不似合いなぐらいにいい感じの宿だ。あれ？　このベッドのシーツ、デーモンスパイダーの糸で……カーテンもシーツも？　深く考えないでおこう。とりあえず、明日だ。明日の話し合いで頑張る。とりあえず、まずは寝て……ぐー。




　すっきり。夕食？　もちろん、頂きます。




　見たことのない料理が並んだ。美味しかった。料理方法がまるっきり想像できない。

　しかし美味しい。

　私の語ご彙いはこの程度だったのだろうか。だが、貴族のパーティーでもこれほどの食事は出ないぞ。私のために準備してくれたのだろうか？　明日の交渉はなおのこと、頑張らねば。

　ところで、これには何の肉が使われていたのだろうか？　キラーラビットの肉とゲートボアの肉？　どっちも滅多に手に入らない高級肉なんですが……。

　ワインも美味しかった。

　うん、虜とりこになる。これ、絶対に欲しい。おかわり。




　タフな交渉だった。でも、私、頑張った。吸血姫相手に、頑張った。

　竜を使った輸送が可能となれば、一気に国の商売を握れると夢見たが駄目だった。

　まあ、可能であればのレベルだ。

　それより作物は手に入ったが、ワインが少量しか入らないのは痛い。

　くっ。

　あの味だから、欲する者が多いのは予想できるが……。

　昨日の夕食にそれなりの量を村人に振る舞っていたから、楽勝と思っていたのに。

　え？　今晩の宴会？　お酒は……出る。飲ませてもらいましょう。




　私の名はマイケル＝ゴロウン。

　ゴロウン商会の会頭で、シャシャートの街の有力な商人の一人。

　後に魔王国を代表する商人となる予定の男。




「子供？　ええ、息子が二人。成人してますよ。両方共、もうすぐ孫が生まれる予定なんです」

　孫の誕生を祝われつつ、なぜかガッカリされてしまった。なんだったのだろうか。




[image: ]




　マイケルさんが帰り、その送迎でラスティが数日不在だった。ご苦労さまです。

　ラスティが帰ってくる時、ドライムがついて来た。

　魚料理を所望のようだ。フライ系が評判良かった。干しているイカに興味を示していたが、まだ乾いていないので触らせない。

　同じく干した小さい系の魚で、ダシを取ってみたが……悪くなかった。いや、美味しい。




　そういえば川の魚は泥臭いのに、どうして海の魚は普通なのだろうか？

　推測的には泥臭い川の魚は、エサを川底の土や石と一緒に食べるからだそうだ。

　泥臭くない川魚もいる場所にはいるらしい。この辺りにはいないだけで。




　海の魚はクロたちにも評判がいい。

　そのままでも食べていたのだが、ハラワタを抜いた魚を食べさせたあとは、ハラワタを抜いた魚しか食べないようになってしまった。

　上の味を覚えたか……反省。




　赤ちゃんにハチミツは駄目。

　理由は知らないが、なんかそんなことをＴＶかなんかで言っていた気がするから食べさせない。

　間違って食べないように、できるだけハチミツは使わない甘味を考える。素直にサツマイモとクリ。

　サツマイモの焼き方は知っていたが、クリの焼き方は知らなかったので苦労した。

　クリは焼く前に切れ込みを入れておかないと弾はじける。大変だった。

　あと、甘味に関しては果実系が優秀なので手を出す必要がない気がする。

　前にプリンを作ったのは失敗だった。

　今でも時々、作っては数が用意できずに争いが起きている。

　アイスクリームとか作らない方がいいかな。

　まだ作っていないのに、なぜか催促された。

　完成。

　プリンに似た争いが起きた。評判は良しっと。







　キノコを収穫している時、不意に気になって地面を掘ってみた。

　トリュフをゲットした。

『万能農具』でキノコを育てる時、トリュフは木の根にできるキノコというフワっとした知識でできるかなとやってみた場所だ。

　できたらいいな的な感じだったのに、収穫は大きめの黒トリュフが十個ほど。

　前の世界では高級食材だけど、こっちではどうだろう？　個人的には、それほど美味しい物とは思っていない。シイタケの方が好きだ。まあ、前の世界でちゃんとしたトリュフを食べていないだけかもしれないが……。

　みんなの前に出したら驚かれた。こっちの世界にもトリュフはあるらしい。ただ、滅多に見つからず、見つかってもお金持ちしか口にできないことから黒い宝石と呼ばれているらしい。

　なるほど。

「なら、増産はやめた方がいいだろうか？」

　村人総出で増産を勧められた。相場とか崩れないか？　出荷しなければ大丈夫かな。

　ともかく、今回の収穫分を食べてみる。

　トリュフの処理方法は鬼人族が知っていたので任せた。

　粉にして料理の上に振りかける。スライスして料理と一緒に食べる。そんな感じだった。

　やっぱり、それほど美味しいとは思わない。シイタケの方が好きだな。しかし、そんな冷めた反応は俺だけだったようだ。

　ルーやティア、ラスティにフラウなどはジックリと味わうように食べ、他の者たちも恐る恐るながらもしっかりと食べていた。

　獣人族は歓喜に涙しているぐらいだ。

　クロたちも欲しがったが……量がないのでクロとユキだけに……うん、尻尾の振り方が激しい。

　そして食べられなかったクロの子供たちの視線が痛い。

　はい、急ぎ増産します。




　小型ワイバーンによる通信で、マイケルさんから連絡が来た。

　山羊と馬、干した昆布が用意できたようだ。

　さらに俺が頼んだエビやカニもそれなりの量を集めてくれた。

　驚いたことに、こっちの世界ではエビは食べてもカニはあまり食べないらしい。

　味に問題があるのかと思ったが、話を聞くに普通に食材として見ていないとのことだ。

　勿体ない。あ、いや、慌てるな。味を見てからにしよう。

　食材として見られないのにはそれなりの理由があるのだろう。

　それはさておき、用意できたとのことらしいので取りに行きたい。

　が、俺が行くのはまた却下された。

　そりゃ、畑を放置していくワケにはいかないが……。




　で、結局は顔見知りのフラウを代表に、ラスティが取りに行くことになった。

　数日かけて戻ってきた時、驚いた。

　竜の姿のラスティに、気絶した山羊や馬が括くくりつけられていたからだ。

「暴れるから、こうするしかなくて」

「まあ、竜に乗せて大人しくしている方が変か。怪我けがは？」

「大丈夫みたいだし、してても回復魔法を使うから」

　なるほど。

　ともかく、山羊と馬が手に入った。新たな仲間だ。




　牛と一緒に飼おうと思っていたが、分けたほうがいいのかな？

　ともかく牛エリアを拡張。現在の畑八面×八面サイズから、北東方向に広げて畑十二面×十二面に。同時に名前を牧場エリアに変更。

　そこに新しく、山羊の雄が二頭に、雌が八頭。馬の雄雌が一頭ずつ放たれた。

　元気に育って欲しいと思っていたが、山羊たちが脱走を何度か試みた。

　クロたちの警備を搔かい潜くぐって一頭は果敢にも森の中にまで逃げ込んだが、牙の生えた兎に襲われて逃げ帰ってきた。以後、脱走はなくなった。

　馬は最初っから従順だった。




　縦長になってしまうが、牧場エリアとバランスを取るため、犬エリアを東に拡張。

　日除よけのための木や芝を植える。名前を狼エリアに変更すべきだろうか？　それとも番犬エリア？　どちらもしっくりこなかったので、犬エリアで継続。







　海産物を楽しむ。

　干した昆布でダシを取り、スープを作ってみた。驚かれた。

　エビをハイエルフや獣人たちは食べたことがないらしいが、特に問題なく食べていた。しかし、カニは駄目なようだ。なぜだろう？　カニに抵抗がなかったのは、俺と鬼人族、ラスティだけだった。ルーやティアも駄目とは意外だった。

　カニの姿は、俺の知っている毛蟹ガニっぽい。あれ？　この姿って……ザブトンの子供？　いやいや、種類が違うし……ザブトンに一応、確認。食べてもいいだろうか？　返事はＯＫ。無関係らしい。よかった。

　食べてみた。味はいい。いや、かなりいい。

　そうか、食べる人が少ないのか。食べる組は顔を見合わせた。無理に周囲に広める必要はないだろう。うん。生、煮る、焼く。美味い。

　後日、ドライムが来てカニ料理を所望したが、その時にはカニは残っていなかった。

　カニ臭くなるのだけが弱点だな。レモン汁を入れた水で手を洗う。マイケルさんにまた頼もう。
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　薬草畑。

　俺は神様から貰った『健康な肉体』で病気知らずだったので気付かなかったが、薬草は色々と村人に使われていた。

　ルーやティア、フローラが研究で使うぐらいにしか考えていなかったが、必要な時に必要な薬草を見つけるのは大変らしい。

　その話を聞き、薬草畑を作ることにした。ハイエルフたちに頼み、サンプルになる薬草をできるだけ根ごと持って来てもらう。薬になる樹木もあるらしいが、それは一度見つければよいので後回し。

　三十種類。

　薬草の種類は思った以上に多かった。効果がそれぞれにあるんだから、そりゃそうか。

　とりあえず、現物を見ながら『万能農具』で畑を作っていく。

　場所は畑の東側。畑四×四面ぐらいで作る。上手くいけば、さらに拡張しよう。

　ルーたちの話では、薬草は高額で取引されるから、マイケルさんが買い取ってくれるかもしれないとのこと。

　薬なのだから、多少の値崩れは気にしないでおこう。




　薬草の一部に見覚えがあった。

　刑事ドラマとかで出て来る危ないヤツだ。

　えっと……これを育てるのは倫理的にどうなのだろうか。

「使い方次第だから。結構、重要な薬草だから」

　厳重に管理することを条件に、育てることになった。




　ドワーフの酒造りは順調だ。

　時々、新しい酒が食卓に出てくるから。といっても出てくる酒の種類は三種類。

　ワイン、ビール、蒸留酒。原材料を変えて色々とチャレンジしているようだ。

　一応、俺のうろ覚え知識で米から酒を造る方法を伝えておいた。酒麴こうじは醬油や味噌の研究をしていた経験から『万能農具』で育てた。数年後にでも成果が出ればと思っていたが、あっと言う間にそれっぽい物を作っていた。味はまだまだらしいが、期待しよう。

　ちなみに、またドワーフの数が増えていた。酒に集まる習性でもあるのだろうか。

　現在、ドワーフの数は八人。




　牛乳が確保できるようになったあとから、チーズとバターを作り始めた。バターは体力が必要なだけで比較的簡単だが、チーズはミルクを固める酵素が必要となる。子牛の胃から取れるのだが……そんな真似はできない。子牛、可愛い。子牛をチーズのためにつぶすなんてできない。

　牛や鶏の数は順調に増えているが、未だに食べていない。俺には酪農家は厳しいようだ。

　頼りになるのは『万能農具』だろう。シャモジの形にしてミルクを混ぜながらミルクを固める酵素を願った。それが昨年のこと。

　現在、目の前にはチーズが並んでいる。ありがとう『万能農具』。

　大樹の社やしろに、完成したチーズとお酒を供えておく。




　大豆を水に浸す。丸一日ぐらい。

　水に浸した大豆を水から取り出しつぶす。つぶした大豆を煮る。煮た大豆を搾る。搾って出た液体をさらに煮る。海水を煮詰めて塩を取り除いた水を加える。なんか固まってくるので型に入れる。

　豆腐！　途中、搾って残ったのがオカラ！

「味が……悪くないですね。食感もおもしろいです」

「俺も驚いている」

　手作りの豆腐はこんなに美味いのか？　香りも良い。このままでも食べられる。

　しかし、悲しいかな常識を破れない男が俺。

「シャシャートの街で手に入れた調味料を使って、食べてみよう」

　醬油の開発が待ち遠しい。







　魚の身をほぐした物をすりつぶす。すりつぶした身を裏うら漉ごしする。塩を加えて練り続ける。粘りが出たら形を整え、一時間ぐらい放置。茹ゆでたあと、冷却。

　カマボコの完成！

　色がイマイチだが、味はいい。

「裏漉しとは？」

「目の細かい布で漉すことだ。余計な物を取り除き、食感を整えるための一手間かな。布はザブトンに作ってもらった」




　トウガラシ、シナモン、クローブ、ナツメグ、カルダモン、クミン、ローリエなどのカレー用の作物がそれなりに揃ったのでカレーに挑戦。分量なんかはよくわからないので、適当に砕いて粉にして混ぜる。匂いと色で調整。それっぽい粉ができる。若干の不安があるが、チャレンジ。

　結果。

　カレーっぽいスープが完成。もう少し、カレーに寄せたい。しかし、こんなカレーでも村人からの評判がいい。

「ピリッとした感じが病み付きになります」

「配分で味が変わるのね。研究したい」

「匂いでお腹なかが空すく」

　一カ月に二～三回出るメニューになった。







　お菓子作りに寒かん天てんは欠かせない。

　天てん草ぐさっぽい海草をマイケルさんに伝え、手に入れてもらっている。

　洗って乾燥を何度か繰り返し、酢を加えて煮て出た汁を冷やせば寒天の完成。手間はかかるが手順は簡単。完成した寒天を利用して……果物を加えてシンプルにゼリー。

　果実の種類だけ色々なゼリーができた。

　ゼリーの食感は受け入れられ、食後にデザートとして出し続けたので、あっと言う間に天草の在庫がなくなり、またマイケルさんに頼んでおく。




　色々な料理を作っているが、基本は作物や狩りの獲物を煮た物や焼いた物が食卓に並ぶ。

　以前はそのまま煮たり焼いたりだったのだが、俺の指導によって下味を付けること、火力を調整すること、余熱で調理することを覚えた鬼人族の料理はかなり美味しい。

　特に肉がいい。見事なローストビーフ……ビーフではなく、猪イノシシだからローストボアが出される。添えられたソースも色々と研究している。最近はワサビでのソース作りに熱心だ。

　村のローストボアは、ドライムも来る度に要望する人気メニューだ。




　パン用の窯を新しく作り、パンの量産と種類を増やす研究を始めた。これは鬼人族だけでなく、ハイエルフたちも熱心に参加した。

　結果、パンの二次発酵をするようになった。

　俺も完全に忘れていたが、パンは、生地を作ったあとの一次発酵、形を作ったあとの二次発酵が大事だった。二次発酵させることによって大きい形、つまりは食パンの形が可能となった。

　いいことだ。

　同時に、生地に何かを埋めて一緒に焼くのが流行。菓子パンっぽい物が色々とできる。砂糖とかが潤沢にあるからなぁ。




　その横で、俺はピザを焼いた。チーズができたのだから、ピザが食べたい。オヤツ用と思って焼いたが、周囲にいた者に食べられてしまった。村でピザが流行した。




　うん、食事が豊かになるのはいいことだ。色々と頑張ろうという気になる。だからだろうか。

　ティアが妊娠した。
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　魔王の城。

「魔王様。お呼びですか？」

「よく来たビーゼル。少し聞きたいことがあってな」

「なんでしょう？」

「お前、娘を〝大樹の村〟に行かせたと聞いたが、本当か？」

「はい。事実です」

「それはどういった意図だ？」

「代官としてです」

「代官？」

「はい。あの村に関しての管理は、私に一任されております。代官を送るのは普通のことかと」

「そうかもしれんが……他に人材はいなかったのか？　私の娘が寂しがっておってな」

「申し訳ありません。あの村の扱いを間違えますと、魔王国領に大きな影響があります。また、最悪の場合に責任が取れる者として私の娘を選びました」

「……わかった。お前の娘がこちらに戻った時は、私の娘に会いに行くように伝えてもらえるか」

「承知しました」







〝大樹の村〟。

「ということで、お前はこの村の代官になったから」

「お父さまとはいえ、ふざけたことを言うなら絞めますよ」

「絞めるってお前」

「ふざけていないなら、私がこの村の代官なんて言えません」

「慌てるな。それは魔王国領に対してのポーズだ。実際にこの村で代官として振る舞えとは言わない」

「……つまり？」

「フリをするだけだ。別にこの村を支配したいわけじゃない。できればよいが無理だろ？　わかっている。とりあえず、村長に話をしておこう。変な誤解を受けたら困るからな」




「フラウがこの村の代官？」

「ええ。魔王国として将来有望な娘を遊ばせるワケにはいかないと……もちろん、ここで遊んでいるワケじゃないのはわかっているのですが。ともかく、魔王国側へのポーズとしてフラウを代官として認めてもらえませんか」

「認めるぐらいなら構わないが……」

「この村にもメリットがあります」

「メリット？」

「はい。これまで納めていた税金ですが、代官にお渡しいただければ構いません。代官は、集めた税金を管理地のために使います」

「……つまり？」

「ここで集めた税金をどう使おうが代官の自由ということです」

　しかし、その代官は魔王国側へのポーズ。

　つまり、税金をなくすということだが……。

「いいのか？　国に納める分とか？」

「大領地なら国に納める義務が出てきますが、村一つ二つの領地ならそんな義務はありません。土地で得た物をその土地を富ませるために使う。それだけです」

「なるほど」

　いい話だが、いい話すぎる。認めるだけなら別に構わなかったが……よく考えよう。

　罠わなだろうか？　何か落とし穴があるのだろうか？

「この村の代官の任命権は誰にあるんだ？」

「私です」

「一度、任命した者を変更することは？」

「可能ですが……っ！　娘で代官を置く実績を作ってから、別の者を派遣してくるとお考えで？」

「可能性として」

「私は大丈夫ですよ。私は大丈夫ですが……将来的に私のポジションに誰がなるかはわかりませんし、村のことを考えればそういった不安が出るのも理解できます。わかりました。では、この村の代官の任命権を村長にお渡ししましょう」

「え？」

「この村の村長に代官を任命する権利があることにしましょう。これで任命も罷免も可能です」

「いや、そんな簡単に」

「大丈夫です。契約書も作りましょう。今後、他の者が来ても魔王国が続く限り効果のある契約書を。これで代官の上に村長が来ます」

　押し切られた。




「フラウ、代官就任おめでとう」

「おめでとう」

「やったわね」

「やめてください。イジメですか！　村長、私を罷免してください。私が代官なんて、力不足です」

「いや、別に失敗してないし……頑張れ」

「いやぁぁぁぁっ」




　まあ、実質は名前だけだ。

　ビーゼルが税金を取りに来なくてよいのが、ビーゼル側のメリットなのかもしれない。

　取りに来いとか言っちゃったからなぁ。

　ビーゼルは月一ぐらいでここに来て作物を買って帰っている気がするが……手間だったのかな？




　リザードマンの子供たちはかなり大きくなり、獣人族の男の子の身長を抜かしていた。

　卵から孵った時から、泳ぎ、動けたので成長の速さはわかっていたが、アルフレートが立つか立たないかぐらいなので少し焦あせる。まだ生まれて一年経たっていないのだから、焦る必要はないと思うのだが……これが親心だろうか。




　ティアが妊娠したことで、ティアとルーの関係がギクシャクするかと思ったが欠片かけらもそんなことはなかった。ルーが出産経験者として、色々と世話をしている。その様子に、グランマリアたちが変な顔をして見ていた。昔の仲を知っていると、今の関係が不思議なようだ。そんなに激しくやりあっていたのだろうか。

　ともかく、仲がいいのはよいことだ。無事に産んでほしい。




　あと、子供を欲しがる者たちの攻勢がさらに強くなった気がする。

　俺の体は一つしかないので大事にしてほしい。




　村の住人は、基本的に休まない。獣人族の幼い男の子でさえ、何かしらの仕事をしているし、させている。休むのは日が沈んでからと、雨の時、そして冬の間だ。

　さすがに体調が悪い時は休んでいるが、少し働き過ぎな気がする。

　理由を聞いてみると、単純に「働かざる者、食うべからず」の考えだった。

　確かに今の村は共同体だ。各自が各分野で働くことで村として成り立っているのだから、身勝手に休むなんてことはできないらしい。それに……。

「村長がほぼ毎日、何かをしているのに私たちだけ休むなんてできません」

　そう言われて自分の行いを反省する。確かに俺は村長と呼ばれる立場だ。

　働く時は当然として、休む時も率先しなければ。

　ボウリングの時も、俺がやっていたから他の者が遠慮なくできたワケだ。

　なのでとりあえず、畑の様子を見たあとでのんびりしてみた。




　落ち着かない。

　そこで、休みを兼ねて遊具を作ることにしてみた。

　まずは獣人族の男の子のために……まずはボール。

　駄目だ。

　クロたちが期待した目で見ている。お前たちのためのじゃないのだが、あんな目をされたら投げるしかない。

　クロたちと楽しんだ。




　ボールは駄目だな。

　じゃあ……ブーメランとかはどうだろう。

　とりあえず、試作。

『万能農具』をブーメランの形にできたので、それを参考にする。

　運用試験。

　その前に、『万能農具』のブーメランで投げる練習。

　これをしないと、試作ブーメランを投げて失敗した時、ブーメランが悪いのか俺の腕が悪いのか判断できなくなる。

『万能農具』のブーメランでも、なかなか上手く投げられなかったが、三十分ぐらい続けたら戻ってくるようになった。

　よし、この感覚を忘れないうちに試作ブーメランを投げてみる。

　うん、ちゃんと戻ってきた。試作ブーメランは成功のようだ。

　あとは、これが獣人族の男の子たちにウケるかどうかだが……練習風景を見ていた獣人族の男の子たちは、キラキラした目でこっちを見ていた。よし。

　それなりに人気が出たが、ブームが去るのは速かった。まあ、自分で投げて自分でキャッチするだけだからな。それなら他の人と遊べるフライングディスクの方が人気だ。




　ならば、次だ。

　一気に大人な感じでゴルフ。

　木を削ってクラブを作ってみる。これは問題ない。とりあえず、一本で十分だろう。

　次にボール。これは木を丸く『万能農具』で加工した。

　転がすと、ボールの重心がズレているせいで真まっ直すぐ進まない。

　木の密度が一定じゃないから当然と言えば当然だ。しかし、競技をするワケではないのだ。極端な曲がり方をするボールを除けば、これで十分。

　次にコースだが……。

　獣人族の男の子がターゲットなのだから、まずは短いコースでいいだろう。居住エリアの西側に、スタート位置を適当に決め、適当な場所にカップを掘る。完成。

　ワイルドだが、これでいいのだろうか？

　一応、スタート位置からカップのコースを『万能農具』で耕し、芝を育ててみた。

　それっぽくなったが、芝が育つまでに時間がかかりそうだったので、その間にクラブ、ボールを量産した。

　俺が使う大人用、獣人族の男の子たちが使うための子供用の二種類。全部木製なので、アイアンはないがクラブ角度は色々と用意してみる。

　こうなると、コースが一種類だけでは寂しいのでコースも増やす。障害物用に木を育てたり、茂みを作ったり……。カップ位置がわかり難にくくなったので、目立つように旗を作ってカップに立てる。畑仕事をしながら、頑張ってみた。これでウケなかったらどうしよう。




　心配は杞き憂ゆうだった。ゴルフはウケた。主に鬼人族に。

「思い通りに進まないのがいいですね」

「お茶をしながら、のんびりできるのもいいです」

「ふふ。次は私の番ですよ。三番でいってみようかしら」

「あら、貴女のパワーなら五番で十分では？」

　昼食後にプレイする姿が見られるようになった。




　獣人族の子供たちは、俺の作った物よりも馬や山羊に乗って遊んでいた。

　馬の扱いが俺より上手くなっている。俺も練習した方がいいだろうか。
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　おっす、オラは木。この辺りで一番デッカイ木だ。オラは毎日、平和に暮らしていたんだ。




　ある日、人間がやって来てオラの近くの木をあっと言う間に土にしやがった。あんなヤツは人間じゃねぇ。悪魔だ。悪魔に違いない。まずい、マジまずい。このままじゃ、オラも土にされてしまう。ああ……短い……短くはないか。千年ぐらい生きてるもんな。




　だからって諦められるかぁ！　根性、根性だ！　人間如ごときにオラのボディーは傷も付けられん！　残念だったな。オラを本気にさせたことが……ぎゃぁぁぁぁぁっ！

　なんか変なヤツに穴を開けられたぁ！　結構、大きい穴。しかも、そのあと、穴の中をヤスリ掛けされた。うわぁぁぁ……痛くないけど、このまま穴だらけにされてしまうの？

　やめてぇぇぇぇ……。




　セーフ。

　人間、これ以上穴は掘ってこない。いえいっ！

　どうやら人間はオラの中に巣を作ったみたいだな。まあ、木をやってればよくあること。

　全てを受け入れる心の広さってヤツ、オラは持っているぜ。




　周辺の木が一気に土にされた。マズイ。この人間、マズイ。オラは運よく、巣に選ばれただけだな。うん。調子に乗らないでおこう。夜は暖かくするぞー。だから切らないでねー。




　人間、朝になると急に喜んだと思ったらオラのボディーを削り始めた。

　え？　え？　え？　なに？　どうする気？




　人間、オラのボディーに神様の像を設置する場所を作ったようだ。信心深いのは構わないが、せめて一言あってもいいのではないだろうか？　怖かった。でも、まあ、いいか。オラのボディーに神様の像。悪い気分ではない。




　木的には、大地神様にしてほしいが……あ、いや、創造神様でも全然ＯＫですよ。

　あれ？　なんだか眠っていた知性が蘇よみがえっていく気分だ。オラ……いや、俺、違うな。私でいこう。

　私は目覚めた。もう怖いものはない。




　デッカイ蜘蛛が住み着いたぁぁぁぁっ！　デーモンスパイダーだぁぁ！　いやぁぁぁぁぁっ……え？　大丈夫？　本当に？　変なことしない？

　よろしい、ならば平穏な生活を与えようではないか。

　あ、すみません。偉そうにして……はい、木として頑張っていきます。

　ここで出産ですか？　どうぞどうぞ。頑張って寒さから守りますよ。







　私が見ている前で、目の前の景色がめまぐるしく変化していく。

　これまで木だけだったのに畑ができ、インフェルノウルフが飼われ、デーモンスパイダーが大量に……。

　あの人間、どこかを侵略しに行く気なのだろうか？　いや、そんな雰囲気はないな。素直に畑を耕して喜んでいるみたいだ。ああ、できれば私の足元にも、多少の肥料を与えても文句は出ないと思うのだが？　そうそう。いいぞ。

　人間は私の外に家を建て、今ではそこに住んでいるが、最初に私の世話になったことは忘れていないようだ。なかなか見所がある。このまま平和が続けばよい。私はそれを見守っているぞ。




　……増えたな。うん、数が増えた。よくわからないのがウロウロするようになった。

　しかし、最初の人間がしっかりと言いつけているのだろう。私にイタズラをするような者はいない。良いことだ。まあ、私のボディーを傷付けることは……あー、うん、できるだけやめてね。




　ワイバーン？　ええっ！、マズイ。あれはマズイ。燃やされてしまう！

　ああ、こっちに向かって火を噴いたぁぁっ!!




　……人間がワイバーンを落とした。うむ。よ、よくやったぞ。さすがだ。そして、これからもよろしくお願いします。




　はい、変なのが来た。竜も来た。全部、人間がなんとかした。

　うん、もうわかった。この人間に逆らっちゃ駄目。




　つまり、この人間の役に立つ存在でなければ。

　私の実は……まだまだ時間がかかる。ならば、精いっぱいの力で恩恵を。そう、人間たちの生活を守ってやろう。病気とか怖いだろ？　人間が広げた場所ぐらいまで効果あるから。

　問題は……これをどうやって人間に伝えるかだな。

　葉っぱを落として文字を作ってみるか？　無理だよな。落ちたあとは風まかせだもんな。

　となると……枝で文字。

　完成するまでに百年ぐらいかかるけど、これでいいかな？　あ、デーモンスパイダーさんが伝えてくれる？　すみません。よろしくお願いします。







　後日。

　人間が私の根元に水を撒まいてくれた。畑での様子を見ていたけど、その水も大概だよね。

　私の体に住み着いていた害虫が一掃される。これであと千年……いや二千年ぐらいは大丈夫だな。

　わかってる。ちゃんと朽ちるまで見守るよ。だから私を大事にするように子供にも伝えてほしい。頼んだぞ。
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　私は神だ。自分で言うのもなんだが、偉い神だ。私より上位の存在は、私の同位体……私の本体だな。それぐらいだ。




　さて、偉い神である私の仕事は、世界の守護。私に与えられたいくつかの世界を管理監督することだ。当然、大変な仕事だ。なにせ、油断すればあっと言う間に世界は崩壊する。出来の悪いバランスゲームみたいなものだ。しかも、私の処理能力を百とするなら仕事量が千あるみたいな感じだ。どうやっても無理。

　だがしかし、私は神。偉い神。

　それらをクリアする方法を思いついた。それが部下。

　私だけでできないなら、できる部下を生み出して手伝わせればよいのだ。能力的には私の何千分の一以下だが、数でカバー。

　反抗的な部下が生まれたりもしたが、世界は安定した。




　だが、少しやり過ぎた。部下たちが全てやってしまい、私の仕事がないのだ。

　仕事がしたいワケではないが、仕事がないと必要とされていないみたいで悲しい。




　しかし、さすがは私の部下たち。私が悲しい思いをしないように、仕事を回してくれる。

　ふふふ。頑張るぞ。って、あれ？　立場が変わっていない？　気にしてはいけないのだろうか？

　そうして何千年か経ったのだろうか。うん、ここまでは前フリ。




　まず、確認しておきたいのは私は偉い神様であるということ。そして、仕事があって適度に忙しい。何が言いたいかというと……その、なんだ。




　神だってミスはする。




　私に任せられた仕事に、人間の魂の救済がある。といっても全部じゃない。人間の魂は多いからな。私が担当するのは一部、かなり極端な魂ばかりだ。

　微妙な判断がいるのは部下たちがやる。私に任せるのは不安なのだろうか？　最近、私を尊敬する意識が低い気がするのだが？　いや、まあ、ミスしたけど……。




　ごほん。

　私がミスした仕事は……簡単に言えば、魂の研磨だ。

　綺き麗れいな魂は綺麗な球体。汚れた魂はそれに角ができる。その角を取るのが仕事。もちろん、ヤスリでガリガリやるわけじゃない。厳しい人生を送らせることで、魂が丸くなるのだ。

　要は苦行が魂を研磨するわけだ。

　で、私はミスをした。

　汚れた魂ではなく、それなりに綺麗な魂を間違えて転生させ、苦行の人生を歩ませてしまった。




　気付いた時には手遅れだった。人生を歩みだした者に対し、神は手を出せない。

　私が作ったルールだ。それを破るワケにはいかない。




　例外を認めてほしいと部下たちに言ったが、駄目だった。融通の利かない部下たちだ。




　私がその魂と出会えたのは、ミスをしてから三十九年後。苦行の果てに死んでから。




　……神だって後悔するし、心も痛める。特にピカピカの魂が目に痛い。ごめん。本当にごめん。

　しかし、私は神。神はミスしない。ミスするけどミスじゃない。そのミスは必然のミスなのだ。だから謝りたいけど謝れない。本当にごめん。




　ああ、会話の端々に研磨された魂の輝きが……駄目だ。もう耐えられない。




「お前には別の世界……異世界だな。そこに転移してもらう」




　転生ではなく転移。転生させると、先の辛つらい人生を忘れてしまうからだ。辛い人生分を取り返してから、新たに生まれ変わってほしい。私の我が儘ままだが、受け取ってほしい。受け取ってほしいが、ゴネてよいんだぞ。ほら、ゴネてくれると色々とサービスしやすいから。

　駄目だー。さすが、綺麗な魂。素直すぎる。くっ、こうなれば私から誘い水をだな……。




「では、病気にならない体をお願いします」




　彼は十年、病魔に苦しめられたのだ。納得できる望みだ。だが、的確に私の心をエグってくる。すまぬ。本当にすまぬ。

　絶対に病気にならないスキル……『健康な肉体』を渡そう。自動的に寿命が延びるがこれもサービスのうちだ。男としての現役人生も延びるぞ。




　ああ、満足そうな顔をしないでくれ。もう一つ、もう一つぐらいＯＫだぞ。




「で、では、できれば人の少ない場所で生活ができるようにしてもらえませんか」




　理由を聞くと、彼の人生の人間関係に問題が……あ、うん。そうだよね。まともな人生じゃないもんね。すまぬ。本当にすまぬ。

　そしてその願い、完璧に聞き届けよう。




　大丈夫。転移する先をちょちょっと……んー、人間がそれなりにいるな。

　少ない場所、少ない場所。お、あった。あそこでよいか。




　だから、これぐらいで満足そうな顔をしないでくれ。私を助けると思って、もう一つ。ウェルカム！




「農業です」




　農業がしたいのか……それは構わないが、私の手元に農業に関わるスキルはない。

　どんなヤツでも一撃で殺せる魔法や、異性に囲まれてウハウハ人生とかならいくらでも与えられるのに。私の無能。いや、部下たちに仕事を振って分け与えただけなんだけどね。




　全て私の身から出たサビ。担当者に連絡。

　そう、最近にしちゃ珍しい農業やりたい魂。噓じゃないって。ほら、あの番組知っている？　毎週見ている？　サボっていないよな？　あれを見るのは農業神として正解？　そうかもしれないけど……まあ、あれを見て影響されたんだって。で、あの世界に転移させるから……そう、あの農業があまり発展してない世界。だから何か一つ、農業に活いかせるスキルを……『万能農具』って神具じゃないか？　複製品？　なら大丈夫か。




　私は『万能農具』を彼に渡した。




　使い方もしっかりレクチャーした。大丈夫なようだ。

　よし、ではそろそろ転移をお願いする。初心者パックも一番良いヤツで……再確認。ミスはない。

　では、頼んだぞ。前の人生を取り戻してくれ。主に私の心が痛まないように。







　改めて。

　神だってミスはする。




　彼を送った直後に連絡が来た。『万能農具』に関しての注意だ。




　え？　普通の人間だと、ちょっと使っただけで精神が消耗して倒れるから何か手を打たないとマズイ？　馬鹿娘っ！　なんでそれを先に……いや、元々は私の道具だけど……。




　駄目だ。完全に転移が完了している。もう手が出せない。




　でもって吹いた。転移先……問題のある場所だ。

　忘れていた。しかも、あそこって危険生物だらけじゃなかったっけ？　だから人間がいないのか……。

　娘を責められない。




　あー……ひょっとして彼、すぐにここに戻ってくる？　おいおい、どんな顔をして会えばいいんだよ。し、しかし、逃げるわけにはいかない。私は神。待ち構える。言い訳を考えながら。




　…………。




　来ない？　あれ？　『万能農具』を使いこなしてる？　どうして倒れないんだ？

　あっ！




『健康な肉体』。




　あれって、常に精神状態を正しくする効果もあった。

　つまり『万能農具』で精神を消耗しても、『健康な肉体』で即座に回復……。

　レプリカかもしれないけど神具『万能農具』を使い放題か。




　…………。




　よし、さすが、私！　神にミスはない！　ミスをしてもそれは全て必然！　オールオッケー！

　ずっとは見守れないが、私は見守っているぞ！　頑張れ！
















あとがき







　こんにちは。内藤騎之介です。

　数多ある異世界物の小説から、この本を手に取ってくれた貴方。ありがとうございます。

　この作品は『小説家になろう』に投稿したものに加筆修正編集を加えたものです。




『小説家になろう』を知っていますか？　小説投稿サイトです。私が読み始めた頃には、サイトからすでに何人もの小説家がデビューしており、羨ましく思っていました。

「私も小説家になりたい」

　しかし、世の中はそんなに甘くないと知っています。なのでしばらくは読むことに集中。手当たり次第に一年ほど読みました。どの作品も面白いのですが、波乱万丈が多く、少々疲れました。

　なので、のんびりした小説を欲したのですが見つからない。検索の仕方が悪いのかもしれませんが、見つからなかったのです。

　そこで、ないならば自分で書くしかないと思い、筆を執ったというかキーボードを叩いたのがこの作品です。なので、この作品には地形的な山や谷は出てきますが、物語的な山や谷はありません。あっても丘や窪地くらいです。ドキドキもワクワクも少ないと思います。この作品にあるのは〝まったり〟そして〝のんびり〟とした空気だけです。その空気を楽しんでいただければ幸いです。




　はい、真面目モード終了。

　いやー、小説家になりたいとか書きましたが、まさか本になるとは思いませんでした。いや、多少はその野心があったかもしれませんが……本当に本になるなら、タイトルをもう少し考えるべきでした。『異世界○○』って、どれだけ似たようなタイトルがあるのか。安易に名付け、しかも愛着が出ているから変えるに変えられない。三十分ほど後悔しました。三十分で終わったのは、新しいタイトルが思いつかなかったからです。作中の主人公もそうですが、名付けが本当に難しい。その一番の犠牲者が主人公。火楽って、どんな当て字だ。一応、火楽が農業やって（草冠を被せて）火薬になるっていう意味があるのですが、作中で漢字ネタが出せないから意味ないし。神様、私の転生時にはネーミングセンスのチートをお願いします。店頭やネットで、おっと思わせつつ、内容をある程度伝え、興味をもってもらえるタイトルを！




　最後に。本が出るにあたり、多くの方にご迷惑をおかけし、協力をいただきました。

　改めて謝罪と感謝を。ごめんなさい。ありがとうございます。

　特にイラストを描いてくれたやすも先生。本になった時にイラストが付くとか考えてなかったので、イメージカラーが黒ばっかりのキャラたちでごめんなさい。かわいいイラスト、ありがとうございます。




　また、次の巻でお会いしましょう。




内藤騎之介

























装丁／荒木恵里加（BALCOLONY.）



















異世界のんびり農家








著　内藤騎之介
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[image: ]Kinosuke Naito 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

『異世界のんびり農家』

2017年10月30日初版　発行





発行者　青柳昌行

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





エンターブレイン　カスタマーサポート

［メールアドレス］support@ml.enterbrain.co.jp

（かならず商品名をご明記ください）

































item/image/p281.jpg
%*
&R
EA
1;
75%‘
5
()]
£ ]
A=
2
pr <y
&
h
L
L
£
A






item/image/p040.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p034.jpg
[RE=NGEGE ENE =L





item/image/p275.jpg
Ko§v 50PN v X KiE





item/image/p039.jpg





item/image/p158.jpg





item/image/p316.jpg





item/image/p151.jpg





item/image/p392.jpg
2K





item/image/p025.jpg
%





item/image/p421.jpg
@ QNOWRWR O Dt O VP QG BIEB I S L

m £ 43RV 1) N 0 WaDRE 040 U 0 N H62° 40 O avsiin © W
SULHE N VEIVENE S

(1) KEKOP @0 0x AP L% | 020 Qg 5 v

CRUDEES VR

53w e

) D& 1L BRSO SoPDH 0 6 <0 D N LRIt
SIESEA AR ENAN
| - RELOLEEV O L1 | VK-S Dm0 o

T 004N | [HVKMLHS. VOV QLB UONT NSO Y
HE LR 0 Q.

) N om v (B8 0 RO B [H00-610 I R 5wt

(3 ns ot

ng life
in another world.

Next
Farmi






item/image/p420.jpg
~7

PS5
Elslelslolsle

o
A

t,\

TRY R0 O NE SV S S

%
ic
?

KR VETN s B iy

3

il

b
5
)
A
T
1—

), KS# IS IS S

HKOMR|U-LINOC ORI 50N @O R VO YT NS RS
560 VEHD ¥ 85 Ao

-V MERI O K/AKOVES VA5 NM A QS )N
N fo’

m RIS

m DOLEQ U O YN UL R NL N1’ N 0 WAEHE 0 W~
m R BRRL AU L R0DN N0 O VKD F 84 O do XKEE

A A Q Mg Lo

e
B
W
0
o
N






item/image/p265.jpg
N
Y
o





item/image/p386.jpg





item/image/p143.jpg
Aw = ““ B S S e Mv





item/image/p029.jpg





item/image/p148.jpg
Bl<R10-0 L0





item/image/p269.jpg





item/image/p307.jpg
YeWUERPHCRH





item/image/maruc.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章　よくある異世界転移



		一章　異世界生活の始まり



		二章　同居人



		三章　外が騒がしい



		終章　村です



		あとがき



		プロフィール



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p060.jpg





item/image/k002-003.jpg
A\
(SANHINDIN)
Kare 1o vl






item/image/p180.jpg
QO L SHBIH NN





item/image/p065.jpg





item/image/p186.jpg
e
L
[N
£
A
&
7K
%
D
;__‘1-.\‘?
572
&
R
a






item/image/p333.jpg





item/image/p299.jpg
LN





item/image/p056.jpg





item/image/p177.jpg
KINT oL





item/image/p297.jpg





item/image/p337.jpg
.w7wv INKIKNY Mv





item/image/p215.jpg





item/image/p218.jpg





item/image/k006-007.jpg





item/image/p052.jpg
K 4240 S PR





item/image/p294.jpg





item/image/p172.jpg
W
=

BREIBR SO FEK —AVUHRHK






item/image/p293.jpg
| | L A
A
1 uszw A

WW TR R
R RIS RFVEN STV
B AL A S A
B AL A SR RO
AU LA S AN
AR RN SR AN
B L AL S b WA
RFTH SRR RF FIRA

R R e |






item/image/p200.jpg
BN D N @ R





item/image/p321.jpg





item/image/k004-005.jpg
)7

‘ (/\4:.»7)






item/image/p045.jpg





item/image/p166.jpg





item/image/p287.jpg
10 < K 0 X of R Bk





item/image/p205.jpg





item/image/p209.jpg





item/image/p206.jpg





item/image/p327.jpg
3 R 41 - R 4K





item/image/cover1-4.jpg
p! \’—f;

P






item/image/p086.jpg





item/image/tobira.jpg
Farming life
in another world.

Presented by
Kinosuke Naito
Hllustrated by Yasumo





item/image/p113.jpg
K SERVHEAK





item/image/p232.jpg
IRy NRIBED MR





item/image/p077.jpg
K SHEVRO SHL





item/image/p117.jpg





item/image/p358.jpg
DY {—NEBIVRES M v





item/image/p235.jpg





item/image/p119.jpg





item/image/p192.jpg
EHUCERMEVITHINGR





item/image/p191.jpg





item/image/p351.jpg
V—=PIA8FIKIDNTY





item/image/p195.jpg
R





item/image/p073.jpg





item/image/p069.jpg
n





item/image/p223.jpg





item/image/p343.jpg
NIND DY





item/image/p226.jpg
NO—INVE<EXYLH





item/image/p104.jpg
DOVHLOEL —Lh—





item/image/p108.jpg





item/image/p380.jpg
= HNNVg

#ii





item/image/p012.jpg
Aw - N“ eSS Mv





item/image/p133.jpg





item/image/p011.jpg
> s {
RUEREE

B "






item/image/p253.jpg





item/image/p258.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/p418.jpg
oL EENS

Kinosuke Naito

NRUOT DFERNEV S
HORRBUXBMASHNRY VK O LiblRE WV +°
WHBHOM 5 <HWK O V5 wid®

SO I RIE S Owete”

e §foap

Yasumo
H—98 O NaogiBs NaoVe
NINKED—x— Vi’

QDIPDeHo LSOV S5 P’





item/image/p019.jpg
.w ~ N“ Rz 8ol MV





item/image/p415.jpg
Farm.‘nj |ife

in another world.

Presented by Kinosvke Naito
llus+rated by Yoasumo

Ol





item/image/p094.jpg





item/image/p092.jpg





item/image/p091.jpg





item/image/p097.jpg
QO KR L0 SEH





item/image/p372.jpg





item/image/p003.jpg
Farming life in another world.

Pf' O’ Oij

Presented by
Kinosuke Naito
Hlustrated by
Yasumo

S HHPREMRER





item/image/p366.jpg





item/image/p123.jpg
I





item/image/p001.jpg
44444





item/image/p242.jpg
IS IRB VKM (BHE#S)






item/image/p363.jpg





item/image/p128.jpg





item/image/p401.jpg





item/image/p405.jpg





item/image/p008.jpg
B Fl &
AN
S





